
●この本のねらい

近現代史は難しいと感じている人が多いと思う。しかし，それは単なる

思い込みにすぎない。入試で要求される知識の量は膨大だし，教科書の内

容もけっこう細かい。それなのに，暗記だけでなんとかなると勘違，いして

用語を一問一答式に丸暗記しようとして挫折しているだけなのだ。

用 語 だ け ； Ｓ Ｅ ｙ 丸 暗 記 し て も 使 い も の に は な も

な い ！
たとえばセンター試験では正誤判定問題や史料問題がよく出題されてい

るが，それは知識の定着度ではなく総合的な歴史的思考力を試そうとして

いるのだ。それなのに，用語だけをただ丸暗記していては対応できるわけ

がない。得点が伸びなくてあたり前だ。

歴 史 は 物 語 だ ！
過去はもうない。だから，過去のさまざまな事実が織りなす物語をわれ

われが読み解いてやらなければ，過去にリアリティはないし，記憶に残る
こともない。さまざまな事実がどのような内容をもち，歴史的にどのよう

な意味をもったのか，さらに相互にどのようなつながりを持っているのか，

われわれがイメージを膨らませてやることが必要なのだ。

個々の用語が他の用語とどうつながってい
るのかを覚えろ！
用語はそれぞれを単独で覚え込もうとするのではなく，前後の時代の，

あるいは同時代の，さまざまな他の用語とともに，関係のなかで覚えてい

くことが大切だ。覚えることは，個々の用語が他の用語とどうっながって

いるかだ。そこに想像力を働かせることを忘れないでほしい。

そこで，この本では，入試で合格点を取るのに不可欠な頻出語句を中心

に，それらがどのような意味をもっていたのか，相互にどうつながり。をも

っているのかを説明することに力点をおいた。



● こ の 本 の 使 い 方 に つ い て

〔年表〕
各章ごとに年表をつけた。その年表を自分なりに説明できるようになる
ことが第１目標。そのためには，①基本例題に手を付けずに，章全体をザ
ッと読み通す。細かなところは余り気にせず，いっきに読み通してしまう
こと。②時間をおかずに，その章の冒頭の年表に戻り，年表を自分で説明

できるか試してみる。この作業を最低２度は繰り返すこと！

〔基本例題〕
基本例題は，原則としてセンター試験などの正誤判定問題からピックア
ップした。まずは，①自力で解いてみる。できなくても構わない。そして，

②判断が曖昧な設問をチェック。そして，③細かな内容や表現に注意しな
がら本文を念入りに読み進めていこう。

〔分野の表示〕
本文には１屈-ｊｌ・；ｉｉｉｌＳ・１；腿ｉｉｉｉｌ饉ｉ匯Ｓ・という見出しがつけ

てある。最後までやり終えたら，今度は，政治史なら政治史の部分だけを
通して読んでいくとよい。その際，同時代の他の分野（外交・経済・文化）
を適宜確認することも忘れないように。

〔必出史料の征服〕
よく出題される史料を各章ごとにまとめ，本文よりも少し細かめな内容

まで説明が加えてある。そして，どこが入試で問われるかを示したので，
それは覚えてしまってほしい。

● 忘 れ て は な ら な い こ と

文 章 は 音 読 し ， 用 語 は 書 く ！
黙読は概して文章を読んでいないものだし，見落としもある。また，漢

字は見ただけでは覚えられない。だから，文章は必ず声に出して読み，用
語は必ず鉛筆をもって書いて覚えることを忘れないでほしい。できるかぎ
り読みやすく分かりやすくして書いたつもりだ。最後までがんばろう。
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開国により江戸幕府が崩壊し，天皇を中心とする新政府が成立する。流

れのポイントは公議の尊重。大名や下級武士，朝廷の天皇・公家など，さ
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口 開 国 と 安 政 の 改 革 - ９

次の文章の正誤を判定せよ。

① 軍 艦 ４ 隻 を ひ き いて 浦 賀 に 来 航 し た ペ リ ー は ， 武 力 を 背 景 に し

て，幕府に国書の受理を迫った。

② ベ リ ー は 再 度 来 航 し ， 条 約 締 結 を 迫 っ た の で， 圧 力 に 屈 し た 幕

府は条約を結び，ついでイギリス・ロシア・オランダとも同様の

条約を結んだ。

③幕府は，日米和親条約を締結して，

リカに対して領事裁判権を認めた。

だ
田

い
下 箱館を開港し，アメ

ｇｌｌ萱ｌペリー来航により日本が嗣ｉから開国したのは，小学生でも
知っている常識だが，江戸時代の日本が外国との門戸を閉ざしていた，と

いうのは真つ赤なウソ。では，何か開国なのか？

ｏ江戸時代の対外関係（鎖国）と日米和親条約との違い

とこう
田日本人が国外に渡航することを禁止

ながさきかごしまつしままつまえ
（２）対外交渉の窓口を長崎・鹿児島・対馬・松前の４つに限定

ちょっかつ
（ａ）長崎は幕府が直轄し，オランダ・中国と貿易だけ。

しまづさつまはんりゅうきゆう
（ｂ）鹿児島（鹿児島県）では島津氏（薩摩藩）が琉球と国交・貿易--
（ｃ）対馬（長崎県）では崇氏（対馬藩）が朝鮮と国交・貿易

えぞち
（ｄ）松前（北海道）では松前氏（松前藩）が蝦夷地のアイヌと交易

そ ほ う な ら け ん じ
このシステムを祖法（昔からの慣わし）として堅持しようとする対外姿勢

が鎖国だった。１８世紀末以降，欧米諸国が接近するなかで強化され，オ

ランダ国王ウィルレム２世が１２代将軍家慶に開国を勧告してきたことへ

皿 ｊ ① 正 ② 正 ③ 誤



ノ θ - １ 章 開 国

の対応を決めるなかで完成したものだ。
てんぼうしんすいきゅうよま た ， アヘ ン 戦 争 で の 清 の 敗 北 を う け て だ さ れ た 天 保 の 薪 水 給 与

令（１８４２年）では，異国船が来航した場合，薪水や食糧を与えて退去させ

る，というシステムが採用され，鎖国体制を補完していた。

（史５糾ｐ．２９）
田アメリカと国交関係を新しく結ぶ
（２）下田（静岡県）・箱館（北海道）の２港を開き，日本は薪水や食
糧を提供する。ただし，自由な貿易はおこなわない

（３）他国の外交官一領事-が日本に常駐する体制が始まる

４１８５６年アメリカ総領事ハリスが下田に着任（に＝：〉ｌｊ．１５）
㎜ ＝ - - ＝ ＝ さ い け い こ く た い ぐ 弓

㈲ アメリカに対してだけ を認める
員事裁判権ではなし
（ 例 題 １ ③ ） √

一
日本には最恵国待遇が認められていないので不平等な内容

このうち（２）は，開港場を指定している以外は，天保の薪水給与令とほぼ

変わりがない。日米和親条約によって幕府の統制がおよばない形での自由

な貿易がはじまったのではなく，逆に禁止されていたのだ。ところが，田
・べっ（３）はそれ以前のシステムとは異なり，日本が伝統的に国交を結んで

き た の は 朝 鮮 と 琉 球 だ け， と い う 江 戸 幕 府 の 理 屈 が 崩 れて し ま っ て い

る。また国交といっても，朝鮮や琉球との関係は，日本側の意識では自国

を上位におき，それら２国を従属国として位置づけるものだったが一東

アジア流儀の国際関係 -，日米和親条約でのアメリカとの関係は，形式面

で は 対 等 な 国 家 ど う し の 関 係 な の だ 一 西 ヨ ー ロ ッ パ 流 儀 の 国 際 関 係 - 。

つまり， 欧流 の国際 のなかに 本がまきこまれたことが 開国と
いう意昧なのだ。匹

＠ 開 国 へ の 経 緯
かえい

１８５３（嘉永６）年６月アメリカ東インド艦隊司令長官ペリーが，
さ が み う ら がハナ号など軍艦４隻をひきいて相模（神奈川県）の浦賀に来航し，

１了１ギ１ハ
要求。中国

サスケ
開国を
ふえた



国開国と安政の改革 - - - 一刀

うとしたのだ。
幕府は，はじめ要求を拒絶したが，ペリーの強硬な態度におされてアメ
リカ大統領フィルモアの国書をうけとり，翌年の回答を約束してペリーを
退去させた。さらに７月ロシア使節ブウチャーチンが長崎に来航。ペリ
ーはいったん琉球に戻っていたが，翌１８５４年軍艦をひきいて再び来航し，

軍艦の威力をっかって回答を強く求めたため，老中阿部正弘のもとで日

米 和 親 条 約 （ 神 奈 川 条 約 ） が 締 結 さ れ た 。 井 伊 直 弼 で は な ぃ
これにつづいて幕府は，ィギリス・ロシアとも同様のぐヤニサズ匯ブケツ

条約を結び，オランダとは，それまでの貿易のしくみを文章にして条約を
結んだ。
なお，日露和親条約では国境の画定かおこなわ

れ．にと，こニｕ言言

とロシアの国

▲日本とロシアの国境

樺太…国境を定めず両国民の雑居の地とする
千島列島…択捉島と得撫島の間に国境を設定

三ハ；’，１

次の文章の正誤を判定せよ。

① 幕 府 は ペ リ ー の 強 硬 な 態 度 に お さ れて 国 書 を 受 け と り ， 翌 年 に

回答することを約束したが，時の大老井筒直弼は勅許をまたず，

条約に調印することとした。

② 老 中 阿 部 正 弘 は ， ペ リ ー の 国 書 を 受 け とる と ， 幕 府 の 旧 来 の 方

針を破り，朝廷に事の次第を奏上し，他方，諸大名・幕臣にも

意見の上申を求めた。

③ベリー来航後，幕府は，海軍の創設，洋学所の設立など西洋の

制度・文物の摂取にっとめた。

１１狸ｌ-このペリー来航をきっかけに，幕府では，老中阿部正弘が幕
政改革を実施する。

Ｃ豆ｚ：１１ＥｌｊＭ㈲①誤②ｉＥ③ｍ



／２一一-１章開国

＠ 開 国 以 前 の 政 治 の し く み

その前に，江戸幕府のもとでの政治制度の特色を確認しておく。

（１）武士身分だけが政治に参加した
政治に参加したり政治的意見を表現したりできるのは，基本的に

武士身分（士）だけであり，それ以外の身分の人びと（農工商）は支配
を受けるだけの存在だった。

（２）武士身分のなかには家格にもとづく階層秩序があった
支配階層として政治を担う武士は，幕府や藩という主従制を原理
とする集団に所属することによってはじめて武士身分に位置づけら
れており，その集団のなかには，それぞれの家が世襲している石高

（家禄）で表される家格（家柄）にもとづいた階層秩序が存在した。そ
して，武士は家格に応じた役職にっくものとされていたため，下級
武士が重要な役職に就くことはなく，支配階層の一員としての自覚
をもっていたとしても才腕をふるう機会に恵まれなかった（Ｏｐ．１５）。

（３）国政は譜代大名・旗本らの幕閣が独占していた（幕閣独裁）
中央政府である幕府が国政を独占し，幕府の役職（幕閣）に就いた

くげ
譜代大名・旗本らが実務を担っていた。そして，到旦回ひＬ；，。，忿ミ鉦

ところが，江戸時代後期には幕府も諸藩もともに，社会や国際情勢の変

化に対応できる統治能力を失いかけていた。幕府は，天保の改革が失敗し

たことで諸大名への統制力を低下させていたし，経済発達のなかでいっそ

う複雑化していく社会に対応しきれなくなっていた。また，幕府・諸藩を

問わず財政難に悩まされていたため，１８世紀末以来の欧米諸国の接近のな

かで沿岸防備を強化するにしても財政的な負担が重すぎて積極的な対応が

とれずにいた。

そこで，幕府や諸藩では，家柄にかかわりなく有能な人材を登用するこ

とによって統治能力を回復しようという試みがおこなわれていく。そのな



ｍ開国と安政の改革一石

かで，主君から支給される石高（家禄）に応じた職分をっとめるという武士

身分のありかた一一武士内部の身分格式- -がくずれはじめていき，この流

れが明治維新での武士身分の解体へとつながっていく。

○ 安 政 の 改 革

老中阿部正弘が実施した幕政改革を安政の改革とよぶ。

安政の改革

川幕閣独裁を修正して雄藩連合へ
①開国問題を朝廷に報告・大名や旗本に意見を求める
②前水戸藩主徳川斉昭を海防参与に登用

（２）西洋技術をとりいれて軍制改革に着手
①洋学所を設置…欧米の軍事技術・政治制度の研究など
②大船建造を解禁４海軍の創設（長崎に海軍伝習所）

③台場を築造（ｒＷＩＩ沖）…江戸１宵防備の強化

圃幕閣独裁の修正老中阿部は岩瀬忠震・川路聖謨ら有能な人材を登用
して対外交渉にあたらせるとともに，朝廷と有力大名（雄藩）の協力を

得て挙国体制を整えようとした。４-｀大本の幕限だけによる国

させようとしたのだ。そのため老中阿部は，親藩の徳川斉昭（水戸）・

松平慶永（越前福井），外様大名の島津斉彬（薩摩）らの有力大名と提
携した。

（２）西洋技術の導入欧米諸国に対抗するためには，西洋技術の導入が緊

急の課題だった。そこで１８５５年洋学所が設立され，翌５６年蕃書調所

１８６３年開成所と改称された。教官には西周『オランダに留学・ｒ万国公

法』で西欧の国際法を紹介）や津田真道（オランダに留学・『泰西国法論』

で西欧の憲法理論を紹介）らがいた（；ミｉｌｔ鋲≒）。また高橋由-（のちイギリ

ス人ワーグマンから油絵を学ぶ・『鮭』）らが西洋画の研究を行った。



／ｙ一一-１章開国

こ く ち ょ ろ じ ぶ
大 船 建 造 の 解 禁 は ， 「 五 百 石 以 上 の 船 ， 停 止 の こ と 」 と 規 定 し た 武

けしふは，。，と
家 諸 法 度 を 改 訂 し た も の で ， 幕 府 ・ 諸 大 名 の 協 力 の も と で の 海 軍 の 創

でん
設 を 意 図 し て い た 。 幕 府 は オ ラ ン ダ か ら 軍 艦 を 購 入 し て 長 崎 に 海 軍 伝
し ゅ う じ ょ こ う ぶ し ょ ほ う じ ゅ つ
習 所 を 開 設 し ， 陸 軍 に つ い て も 講 武 所 を 設 置 し て 洋 式 砲 術 を 訓 練 さ

せた。

諸藩の動き

水戸藩（徳川斉昭）…幕府の命令で石川島造船所を建設
薩摩藩（島津斉彬）・‥集成館を建設（反射炉・ガラスエ場などの洋

式工場群の総称）

けいし
＠ 幕 閣 の 分 裂 一 将 軍 継 嗣 問 題 -

親藩・外様の有力大名と提携し公議を尊重することで幕府を再建しよう
とする老中阿部正弘の政策は，徳川斉昭（水戸）や松平慶永（越前）・島津斉

彬（薩摩）らの幕政への発言力を拡大させた。ところが，彼らは本来，幕政
に参加する資格をもっていなかったのだから（Ｏｐ．１２），譜代大名など幕閣
のなかから反発がでてくるのも当然。この両者の派閥抗争が，１３代将軍
いえさだ
家 定 の ぎ争い（将軍継嗣問題 として表面化 る（べ〉ｐ．１７）。

嗣問題

ごＬ■派丿候補＝一橋家の徳川慶喜（徳川斉昭の引
４ ’｜徳川斉昭・松平慶永・島津斉彬など雄藩連合派

なんき
南 紀 派

よしとみいえさた
４ｊ詔４ｋ諾諾ｌｊ：ｌご定のぃとこ）



回 安 政 の 五 か 国 条 約 一 一 巧

日米修好通商条約に関して述べた文として誤っているものを一つ選べ。

① 自 由 貿 易 の 原 則 で っ ら ぬ か れ ， 輸 入 関 税 率 の 決 定 は 相 互 の 協 定

によるなど，経済的には平等互恵的な性格をもつものであった。
りょうじ

② 日 本 人 に 対 して 罪 を 犯 し た ア メ リ カ 人 を ア メ リ カ の 領 事 裁 判

所で裁判するという，いわゆる治外法権を認めたものであった。

③ 相 手 国 に 対 しての み 最 恵 国 待 遇 を 認 め る な ど ， 日 本 に 不 利 益 を

もたらす内容をふくむ不平等条約であった。

皿蓼将軍４姐函問題で幕閣が分裂しているころ，
が下田に着任

そうりょうじ
ア メ リ カ 総 領 事 ハ

ちょっきょ
ｏ 条 約 勅 許 問 題

ハリスと交渉を担当した責任者の老中堀田正睦は，開国・貿易開始に

積極的だった。欧米諸国に対抗するための経済発展・国力増強には欧米と
なりあき

の貿易が不可欠だという判断だった。とはいえ，徳川斉昭（水戸）ら反対

派（攘夷派）が存在したため，孝明天皇（統仁）から条約調印の承諾（勅許）
をえることによって国論の統一をはかろうと，老中堀田が京都に向かう。
ところが，孝明天皇は条約締結に反対・攘夷の立場をとっており，水戸藩
など攘夷派の朝廷工作も激しかった。
また，各地の下級武士たちが脱藩（許可なく藩の領地を離れること）して

京都にあつまり，条約勅許の阻止に動いていた。支配者層の一員としての
自覚をもちながらも政治から疎外されていた（べ〉ｐ．１２）下級武士たちが，攘
夷という孝明天皇の意思を擁護し，その実現を掲げることで（尊王攘夷論），
みずからの意見を幕政へと反映させようとしていたのだ。彼らにとっての

尊王論は，藩という枠を逸脱し，家柄にもとづく階層秩序の束縛から自由
になって政治的発言をおこなうための手段だった。

ＣＺＩＥＩ彊群圏①



μ ト ー - １ 章 開 国

＠ 安 政の五か国条約

１８５８（安政５）年，幕府では井伊直弼（彦根）が大老に就任した。井伊の

立場は，朝廷の意向は尊重するが，外国との戦争を避けるために条約は調
印する，というものだった。だから，孝明天皇が修好通商条約の調印

か，日米修好通商条約に調印した。自由貿易を規定した不平等条約だ。

これにつづいて幕府は，イギリス・ロシア・オランダ・フランスとも同

じような条約を結んだ。それらを総称して安政の五か国条約とよぶ。
（史う叫ｐ．３１）

自由貿

（１）神奈川・長崎・新潟・兵庫の開港と江戸・大坂の開市
４神奈ＪＩＩ開港にともない下田は閉鎖

（２）開港場に居留地を設定，欧米人の居住・通商は居留地内だけに制限
（３）貿易は自由貿易の形式をとり，幕府の役人は介入しない（（〉９．１９）

神奈川の開港は翌１８５９年と規定されてい

たため，幕府は貿易港の建設場所として神

奈川の宿場に近い漁村横浜を選び，横浜築

港・居留地の土地整備を強行した。アヘン

戦 争 後 の 清 で の 状 況 を 教 訓 と して 生 か し ，

貿易をめぐる主導権を欧米に奪われないよ

う，先手をうったのだ。

不平等な内容

．０¢

海 里

▲幕末の開港地

川日本人に対して罪を犯した欧米人はその国の領事裁判所で裁判する
嶮路緩刺殺（ふ糾襲踏）の承認て数言偏湊‰、

（２）輸出入にかかる関税率は相互で協定す・るざ桶税自主権の喪失-
（３）和親条約で規定されていた片務的な最恵国待遇を継承



②安政の五か国条約一７Ｚ

三一，ａ胞ｊ

大老井伊直弼について述べた文として誤っているものをーつ選べ。

①公武合体運動を推進して，和宮を将軍家茂の夫人として迎えた。

②勅許を得ることができないまま，日米修好通商条約に調印した。
よしだしょういん

③ 尊 王 攘 夷 運 動 を 弾 圧 して ， 吉 田 松 陰 ら を 処 刑 し た 。
だ っ ぱ ん し し さ く ら だ も ん か い

④水戸藩を脱藩した志士らによって，江戸城桜田門外で暗殺された。

１翌廻ｇｌ大老井伊直弼のもとで，日米修好通商条約が調印され，さら
に１３代将軍家定の後継ぎ（０１，お）には紀伊藩主徳川慶福が決定した（１４代将

軍家茂）。しかし，孝明天皇の意思を無視した形で条約調印を強行したた
め，国論の分裂は不可避だった。

＠ 安 政 の 大 獄

幕府による日米修好通商条約の調印に対して，孝明天皇は水戸藩に対
して密勅を下し，幕府に対抗する姿勢を示した。そこで大老井伊は，幕

府の施策を批判した梅田雲浜（小浜藩士・攘夷派）や橋本左内（越前藩士・
適塾出身の蘭学者で開国派）らを逮捕し，徳川斉昭・島津斉彬・松平慶永
ら一橋派の有力大名や攘夷派の公家たちを処罰するなど，徹底した弾圧を
おこなうことによって政治権力の分裂を防ごうとした。安政の大獄（１８５８
～１８６０年）だ。

ところが，かえって攘夷派の下級武士だちから強い反発をまねいた。貿

易開始にともなう攘夷意識の高まりともあいまって尊王攘夷運動をさら
に高揚させたのだ。その結果が，１８６０（万延元）年の水戸藩を脱藩した武士

（浪士）たちによる井伊直弼暗殺事件（桜田門外の変）だ。
幕府の最高責任者であった大老が暗殺されたという事態は，幕府の権威

を大きく低下させた。それに対処すべく，幕府は朝廷との和解により権威
あんとうのぶまさこうぶがったい

の回復をはかった。老中安藤信正による公武合体運動だ（φｎ．２ｏ）。かつて

は政治の局外におかれていた

きた。-

国政のも 一 つ の 軸として して

ＣＳＩ：Ｅ：ＩＩ）４年圏①
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ｌ、貿易聯叱：１１軍攘夷運動ぺ緬悩φ：：

横浜開港直後の貿易や経済に関する文として誤っているものを選べ。

① 開 港 地 の 中 で は 横 浜 に お ける 貿 易 額 が 最 も 多 く ， ま た 取 引 相 手

国ではアメリカが第一位であった。
きょりゅうち

② 商 品 の 取 引 は ， 開 港 場 の 居 留 地 で お こ な わ れ た 。

③輪出の増大は国内の関連産業の発達をうながしたが，製糸業の一

部では，マニュファクチュア（工場制手工業）的経営を発達させた。

④当時，外国と日本とでは金銀比価に著しいひらきがあり，このた
とうき

め巨額な金貨が海外に流出し，通貨の混乱と物価の騰貴をまねいた。

⑤江戸・大坂などの特権商人は，地方の商人が商品を開港場に直接
ごひんえどかいそうれい

輸送するためと，五品江戸廻送令によって，大きな打撃を受けた。

１ 涵 目
は異なり，

１８５９年横浜・長崎・箱館が開港した。鎖国のもとでの貿易と

幕府役人が干渉しない自由貿易が始まった。

○横浜開港後の貿易動向

田中心港：横浜カｓ｀約８０％

（２）イギリスが主要な貿易相手
４アメリカは国内での南北戦争のため後退

（３）輸出品：生糸力ｓ｀約８０％，茶・蚕卵紙が続く

（４）輸入品：綿織物・毛織物丿）ｓ・中心

（５）開港直後は輸出超過

４１８６７年から輸入超過に転換（ｌ＝＝１〉９．２４）

綿糸５．８
艦船６．３

言

そ

綿 織 物
３３．５

輸入

毛織物
４０．３％

▲幕末（１８６５年）の貿易

輸出入の増大は国内の関連産業にさまざまな影響を及ぼした。まず生

ＣＥｚ：ｌ翼察圏①・⑤



口貿易開始と尊王攘夷運動--ｙ夕

ファクチュア（工場制手工業）が普及した。他方，安価な綿織物の輸入は

綿作・綿織物業など綿業を動揺させた（Ｏｐ．５４）。
また，貿易の開始とともに金が大量に流出した。（１）貨幣は同種同量で

交換するという安政の五か国条約の規定を背景とし，（２）金銀の交換比率

（比価）が日本では外国にくらべて銀高・金安の傾向にあったためだ。

これに対して幕府は，金の量目を減らした万延小判を鋳造することで
金銀比価を外国と同じ１：１５に変更し，金の流出を抑えたが，貨幣の価値
を引き下げたのだから物価騰貴の一因となった。

かぷなかま
＠ 株 仲 間 中 心 の 流 通 シス テム の 動 揺

横浜などでの貿易が自由貿易であり，外国商人の経済活動が居留地
のなかだけに制限されていたことは，特権をもたない在郷商人にとって

幕府はもともと，大坂や江戸の問屋商人が組織した株仲間を公認するこ

とによって流通を統制していたが，このシスデムは，１９世紀前半の文化・

文政期にはすでに動揺していた。農村在住の在郷商人が台頭したり，諸藩

で専売制がさかんになったため，株仲間の集荷力が低下し，さまざまな

商品が株仲間を経ずに産地から消費地へと直接送られるようになっていた

のだ。１８５９年の横浜開港は，この動きに拍車をかけた。幕府（老中安藤信

正）は，１８６０年五品江戸廻送令をだしたが，在郷商人や欧米商人の反発に
（史うμｐ．３２）

あ い ， 効 果 は な か っ た 。 俑 言 言 言

さっこくみすあぶらろうごふく
川 内 容 ＝ 雑 穀 ・ 水 油 ・ 蝋 ・ 呉 服

（２）目的＝江戸の問屋商人の保護↓
-Ｚ ́ ／ ．

プ
ゾ糸（生糸）は江戸を介すること
物価の引き下げ，流通統制の回復
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老中安藤信正の政策について述べた文として正しいものを選べ。

①将軍の上洛を実現し，攘夷期日を決定する。

②一橋慶喜を将軍後見職に迎え，幕政改革を行う。

③独自の判断で日米修好通商条約に調印する。こ う め い か ず の み や い え も ち こ う か
④孝明天皇の妹和宮を将軍徳川家茂に降嫁させる。

｛ｌｌｌ馬漣貿易開始にともなう経済混乱と物価騰貴は，下級武士や庶民
の間に，条約調印をおこなった幕府や貿易相手の欧米人に対する反発を強
め，条約調印に反対の意思を表明した孝明天皇への支持を広げていく。

尊王攘夷運動が高まったのだ。一方で，幕府と朝廷との和解を実現させ
ることで政治の安定をはかろうとする公武合体運動が展開する。

＠ 公 武 合 体 運 動 の 展 開

公武合体運動には２つのタイプがある。

川幕閣主導ｊ１７１ニｌ心゜゜’老中安回ｔ偏更ぃぇぃこうカヽ
紬

（２）荻窪主導｜中か ’芦ぞ久光（薩摩）ふｚ●９ぅ
政策…勅使を伴い幕政改革を要求・●文久の改革

老中安藤が企てたのは，天皇家と将軍家とを婚姻関係で結びつけること
により幕府の権威を回復させるととだった。朝廷では公家岩倉具視らが

協力し，１８６１年和宮降嫁が実現した。ところが，尊王攘夷派から反発をう
け，１８６２年１月老中安藤は襲撃されて負傷し失脚した（坂下門外の変）。
幕閣の指導力が低下するなか，雄藩のなかには，幕府と朝廷との和解を

島津久光は，１８６２年４月，京都・伏見の寺田屋事件で藩内の尊王攘夷派

四 １ 軽 〕 ④



③貿易開始と尊王攘夷運動-２／

を弾圧したあと，５月勅使大原重徳をともなって江戸に向かい，朝廷の権

威をたてに幕政改革を求めた。その結果実施されたのが，文久の改革だ。

田もと一橋派の幕政への参加
徳川慶喜４将軍後見職，松平慶永（越前）４政事総裁職

（２）新政策の実施
参勤交代を３年に１回とする＝大名統制の緩和
松平容保（会津）を京都守護職に任命＝尊王攘夷派の弾圧

幕府の実権を握った徳川慶喜・松平慶永は，大名統制を緩和するととも
に，尊王攘夷派への弾圧を強化して朝廷との協調をめざした。
ところが，もともと将軍と大名との主

ずる奉公として将軍への忠

は による

を 礼 だ っ た 。 つ ま り ，

ぎょうちきゅう
行 地 の 給

参勤交代の緩和
は将軍と大名との主従関係を変質させるものだった。

○尊王攘夷運動の高まりと八月十八日の政変

同じころ朝廷では，長州藩荻中心とする尊王攘夷派が実権を掌握し，

同１８６２年１１月勅使三条実美を江戸へ派遣し，朝廷の権威をたてに攘夷の
実行を幕府に求めた。これに対して，幕府では将軍家茂・徳川慶喜らが上
京。天皇から政務の委任をうけることにより幕府の権威回復をはかったが，
尊王攘夷派の抑圧には失敗し，１８６３（文久３）年｀５月１０日を攘夷決行の日
とすることを公約せざるをえなかった。
攘夷決行の日，長州藩は下関海峡を通過する外国船に砲撃を加えたもの
の，幕府みずからが攘夷決行を率先する姿勢はみられず，このことは尊王
攘夷運動の性格を変質させた。幕府を否定する方向へと次第に急進化した

こうめい
のだ。ところが孝明天皇は幕府支持の立場をとっていた。その天皇と尊王
攘夷派との立場のズレを利用して尊王攘夷派を朝廷から一掃したのが，薩
摩藩・会津藩による八月十八日の政変（１８６３年）だ。尊王攘夷派は，政変
に前後して各地で挙兵したが，すべて失敗に終わった。
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て ん ち ゅ う ぐ み や よ い
天誄組の変…Ｂ６３年ブ謳（奈良県）ｏ五条

と ら た ろ う た だ み つ
吉村寅太郎「」ニ佐）・中山忠光（公家）い く の た じ ま

生野の変……１８６３年但馬（兵μ｜岸）の生野
くにおみさわのぶよし

平野国臣（福岡）・沢宣嘉（公家）て ん ぐ と う ９ く ぱ ’ さ ん
天狗党の乱‥・１８６４年筑波山（茨城県）で挙兵４京都へ向けて進軍

、し・バ）
藤田小四郎ら尊王攘夷派が政争に敗れて挙兵

きんもん
禁門の変……１８６乙１年長州藩を中心とする尊王攘夷派が京都に侵攻いけだや

池田屋事件がきっかけ４薩摩・会津藩兵に敗北

政変後，朝廷のもとで雄藩が国政を協議するという，新しい政治のあり

方が登場した。徳川慶喜・松平慶永・島津久光・伊達宗城（宇和島）による

参与会議だが，長続きせず，朝廷は徳川慶喜ら幕府首脳が掌握した。

こうして幕府は朝廷との和解を実現させ さらに１８６４年朝廷の指令にも

た（第１次長州征討）。

ｌｉＳｉｌ漣尊王攘夷運動の高まりが自由貿易の進展を妨げることを危惧
したィギリス（公使オールコック）など欧米諸国は直接軍事力を行使した。

と

困薩英戦争（１８６３年）
原因…島津久光一行が薩摩に帰国する途中に，薩摩藩士が横浜

ｔ；ｆｌ；外岫ｄｊとしｅイギい人をｊｈＥ拉（生麦事件・１１，６２年）

経過…イギリスが鹿児島で薩摩落と交戦

峠以後，イギリスと薩摩藩が接近
しものせき

（２）下関戦争（１８６４年）

原因…長州藩による下関ｉ毎峡での外国船砲撃に対する報復

経過…イギリス・アメリカ・オランダ・フランス（ｚ）四国艦隊

；４，汀関を攻撃



ヤ蜀
④江戸幕府の滅亡-２ｊ

……゙ おＣｊ申哨聯φ滅亡加海ぷ万よ、．、１旨
？ｔｙぶ・恚

次の文章の正誤を判定せよ。

① 幕 府 は ， 反 幕 の 態 度 を 示 す 長 州 藩 に 対 して 再 度 征 討 の 軍 を 出 し
たが，長州藩と土佐藩は軍事同盟を結んで対抗した。

②１８６７年，将軍徳川慶喜は，山内豊信の勧めによって大政奉還を

朝廷に願い出たが，同日，薩長両藩に討幕の密勅が下された。

③討幕派のはたらきかけで王政復古の大号令が発せられ，総裁・

議定・参与の三職などを置く新政府ができた。
ぐんよう

④幕末期に一揆や打ちこわし渋激増しだのは，幕府・諸藩が軍用
まいちょうはつ
米などを徴発した結果，米価が高騰したことが一因になっている。

１１Ｋｌｌ戻魯八月十八日の政変（べ〉μ１）により幕府と朝廷との和解は実現し
たが，朝廷のもとで雄藩が国政運営を協議するという新しい政治のあり方
は失敗におわった。こ

皿 。

０ 幕 末 期 の 社 会

江戸時代においては人びとは宗旨人別帳に登録されるのが原則だが，
江戸後期にもなると百姓の階層分化が激しく，人別帳からはずれる無宿
が多くなり，都市に流入する貧民が増加した。ちょっとした物価の上昇で
生活をおひやかされ，打ちこわしに参加する人びとが増えたのだ。そう
した社会秩序の動揺を反映して，伊勢神宮（三重県）への突発的な集団参詣
である御蔭参りが流行したり，金光教・天理教・黒住教など世直し的な

思想をもつ新興宗教が普及した（べ〉ｐ．６１）。生活不安からの解放をもとめる
衝動・世直しへの期待が宗教とい をとって していたのだ。

四 昌 霞 蝉 ① ｓ ② ｍ ③ ヱ Ｅ ④ ヱ Ｅ
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＠長州藩をめぐる動き
黒；二二簾ＶＬ前前６ヵ毎翼ｉｉ長とｍニ回回ごス

反幕府派が再び藩政の主導権を握った。そして， を問わない志願兵に

こ れ に 対 し て 幕 府 は ， 第 ２ 次 長 州 征 討 の 実 施 を 決 定 し ， 同 年 ９ 月 朝 廷 か

ら 勅 許 を 得 る 。 と こ ろ が， 薩 摩 藩 が こ の 計 画 に 反 対 し ， １ ８ ６ ６ 年 １ 月 土 佐 の
ｉかおか１，Ａ，た-７；弓７￥http://www.＝-な か お か し ん たろ う さ か も と り ょ う ま こ ‾ ’ ‾ ’ ‘ ’ ｀ ” ‘ ‾ ７ さ ぶ ‘ Ｊ ご ぶ ど ≒ 乱 じ Ｊ ｀ Ｊ ’ ‘ ｜ “ ‘ ’ ́
中 岡 慎 太 郎 ・ 坂 本 竜 馬 の 仲 介 で ｌ ｌ 芝 州 藩 と の あ い だ に 薩 長 同 盟 を 結 ん だ 。

長州藩へ軍事援助をおこなって長州征討を失敗に追い込み，幕府の権威を
さらに低下させることによって，国政での主導権を得ようとねらったのだ。

ｇＳｉ萱ｌ幕府と長州藩が戦闘をまじえるという状況をむかえ，イギリ
スなど欧米諸国はどういう態度をとったか？

ちょっきよ
＠ 条 約 勅 許

イギリス・アメリカ・オランダ・フランスの四国は，１８６５年兵庫沖に軍

艦をならべ，条約勅許を要求した。長州征討が内戦のきっかけとなって安

定した貿易が阻害されることを危惧し，攘夷を封じようとしたのだよその

結果，同年朝廷はついに条約勅許に決した。しかし，兵庫開港を延期す

ることが条件となっていたため，欧米諸国竺ｊ
は譲歩とひきかえに関税率の引き下げを幕

府に要求し，１８６６年改税約書が調印された。

０

０

０

０

８

４

こ
１８５９６０６１６２６３６４６５６６

▲ 貿 易 額 の 推 移

％
０
０
０

ｌ
ｎ

ｏ

６０

４０

２０

１１屈戻ｌ欧米諸国の軍事的圧力を背景とした条約勅許は，幕府の権威
をいっそう低下させた。幕府にとっては第２次長州征討に勝利すること
が，自らの政治的権威を回復するためには不可欠。ところが……。



薗江戸幕府の滅亡-一二２ｊ

Ｏ 第 ２ 次 長 州 征 討

１８６６年６月幕府・長州問で戦闘が始まったが，幕府軍は長州藩兵に各地
で敗北した。さらに，幕府や諸大名が軍用米の徴集をおこなったために

米価が騰貴し，各地で世直しを掲げた百姓一揆（世直し一揆）が発生，大
坂江戸-ｉごは打ちこわし尤）畷葵ｉしていた。Ｗ；ｔＵＵぶじった幕Ｊ７ｔｆは，将軍宋

茂が大坂城で死去したことを理由に，同年８月戦闘を停止した。
１５代将軍となった徳川慶喜は，フランス公使ロッシュの支援をうけ，

西洋軍制と近代的官僚制の採用により幕府強化をめざした。それに対して
大久保利通・西郷隆盛（薩摩）らは，長州藩や公家岩倉具視らとの提携を
強化して武力倒幕の意志をかためたが，イギリス公使パークスは徳川家
と雄藩による新政府への平和的な移行を期待していた。

＠ 新 政 府 の 構 成 を め ぐ る 主 導 権 争 い
らんぶ

１８６７年８月東海地方で始まったええじゃないかの乱舞は，１０月には京
は き ゅ う そ う ど う お か げ ま い

都・大坂へ波及した。世直しを期待する民衆の熱狂的騒動だ（御蔭参りの

変型）。一揆・打ちこわしの頻発とともに支配層の危機感をっのらせた。
し ゅ う し ゅ う ご と う し ょ う じ ろ う や ま の

事態の平和的な収拾を望んだのが後藤象二郎（土佐）・前土佐藩主山う ち と よ し げ せ ん ち ゅ う は っ さ く せ い
内豊信だった。彼らは坂本竜馬の「船中八策」をもとに，将軍が天皇に政
む
務を返上し，天皇のもとで徳川家と雄藩により新たな政府をつくる，とい

こ う ぎ せ い た い ろ ん け ん ば く
う国家構想（公議政体論）を掲げ，将軍慶喜に政務の返上を建白した。こ

れをうけて将軍慶喜は，１８６７年１０月１４日大政奉還をおこなった。倒幕勢
き せ ん （ 史 料 ｐ ． ３ ３ ）

力の機先を制し，徳川家の主導権を確保しようとしたのだ。

ところが同日，薩摩・長州両藩は討幕の密勅をえていた。両藩は兵を

京都へと進め，武力を背景として朝廷での主導権を奪い取ろうと準備を整

えていく。そして，１２月９日土佐・越前・尾張・安芸各藩の協力をえて
おうせ い ふ っ こ だ い ご う れ い

王 政 復 古 の 大 号 令 を 発 し 、 新 政 府 の 樹 立 を 強 行 し た ．
． ＝ - ｙ “ Ｌ - ／ ｚ ・ - ＿ 』 ＿ ． ９ ≒ 、 ｌ 「 一 一 ¶ 八 （ 史 料 ｐ 、 ３ ３ ）

摂 政 ・ 関 白 ・ 幕 府 な ど を 廃 絶
そうさいぎじょうさんよさんしょくかり
総 裁 ・ 議 定 ・ 参 与 の 三 職 を 仮 に 設 置
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このクーデターで成立したのは，公議政体論にもとづく諸藩代表者会議

であり，大政奉還により徳川慶喜や土佐藩がめざしたものと形式において
は違いがない。新政府に徳川家を含むかどうかの違いでしかなかった。
大久保・岩倉ら武力倒幕派は，１２月９日夜の小御所会議で山内豊信ら

の反対をおしきって，慶喜に対して内大臣の辞職とほとんどの領地の放棄
じかんのうち
（辞官納地）を要請することを決定した。旧幕府支持派を挑発して戦闘へ
ともちこみ，それによって徳川家を政権から排除するとともに，新政府内

部での武力倒幕派の主導権を確保しようとしたのだ。
１８６８年１月旧幕府軍や会津・桑名藩などの藩兵が京都に攻めのぼり，薩

摩・長州両藩兵と衝突した（鳥羽・伏見の戦）。新政府と旧幕府支持派と
の内戦（戊辰戦争）の始まりだ。

次の文章の正誤を判定せよ。

①王政復古後も奥羽越諸藩は，列藩同盟を結成し，また榎本武揚
らは，箱館の五稜郭に立て龍って，それぞれ新政府軍に抵抗しか。

②新政府は，政治の基本方針として，立憲政体の樹立，開国和親
などを内容とする政体書を制定した。

③新政府は，中央集権政治を行うため，全国の藩主に土地（版）
と人民（籍）を奉還させる廃藩置県を断行した。

Ｓ１１辺馬淵武力倒幕派は戊辰戦争という内戦を遂行するなかで，新政府
の主導権を握り，諸大名の新政府への統合をすすめていく。｀

＠ 戊 辰 戦 争 と 明 治 新 政 府 の 組 織

鳥羽・伏見の戦での薩長軍の圧勝により，西国の諸大名は新政府支持を
［！月確にし，三井組・小野組らの豪商が軍資金の調達に応じるなど，新政

府に有利な条件が整っていった。さらに新政府軍には，豪農や無宿・博
徒たちにより編成された民兵（草莽隊）が多数参加し，なかでも相楽総三
ら赤報隊は東山道の先鋒をっとめ，岩倉・西郷らの許可のもとで旧幕府

皿 蓋 耕 答 ｊ ① ｉ Ｅ ② 誤 ③ ｓ-一一
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領の百姓たちに年貢半減を布告してまわった。世直しへの期待を吸収する

ことによって，新政府は戦局を有利にしていったのだ。そして，江戸城の

総攻撃については，イギリスが反対の態度を示したため中止せざるをえな

かったが（江戸城の無血開城），１８６８年４月江戸を占領した。

こうしたなかで新政府は，３月１４日五箇条の
（史料ｐ．３４）

五

誓文を公布した。

治の基本方
（ 例 題 ８ ② ）へ心゛心７ゝＷ／・・Ｗ／Ｗ／Ｊ

四形式…天皇が諸大名らを率いて神々に誓う
（２）内容…公議世論の尊重・開国和親

由利公正（越前）・福岡孝弟（ニｔ佐）が起草した段階では諸藩代表者会議
の盟約という形式がとられていたのが，木戸孝允（長州）の修正によって，

明治天皇（睦仁）が諸大名らを率いて神々に誓うという形式に変更された。
つまり，諸藩代表者会議を否 して天皇が政府を主導するという が

調されたのだ。これは，公議政体論が後退し，大久保・木戸・岩倉ら武力

倒幕派が新政府の主導権を握ったことを示したものだ。また，万国公法一
一西欧流儀の国際関係一を遵守することを掲げ，攘夷の放棄を宣言する

ことで，欧米諸国からの支持を得ようとした。
ごほうけいじ

さ ら に ３ 月 １ ５ 日 五 榜 の 掲 示
（史料ｐ．３５）

を出して民衆政策の基本方針を示した。

○恒久的なもの
（岫公（７：）道徳（２）融ｊトｌｈ１１齢）禁止（３）キリスト教の禁制

○一時的なもの
（４）外国人殺害の禁止（５）本国脱走の禁止-草莽たちの取締り一

これは幕府の民衆政策を継承したものだ。新政府は，相楽総三ら赤報

隊を偽官軍として処刑したように， 民衆の世直しへの期待を自らの祉力

こうした政治・民衆政策の基本方針を提示した新政府は，

月政体書を制定し，政府組織づくりにのりだす。
（史料ｐ．３６）

４
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（１）太政官に権力を集中

戸ヽ--、-～-一一へ

千 言 墾
４アメリカにならって三権分立・官吏公選制

（２）地方は府県藩の三治制

さらに新政府は，上野彰義隊の抵抗を鎮圧して関東を制圧し，奥羽越

列藩同盟を結成して抵抗した東北諸藩をやぶり，箱館を拠点として蝦夷
島政府を樹立した旧幕臣の榎本武揚らを，１８６９年５月五稜郭の戦で降伏
させた。こうして約１年半ばにおよぶ戊辰戦争が終結した。

＠ 版 籍 奉 還

内戦を遂行するなか，新政府は１８６８年９月に元号を明治と改めたうえ
で天皇１代に元号１っという一世一元の制を定め，翌年には政府の所在
地を東京（江戸を改称）に移した。しかし，新政府が旧幕府などから接収
した領地以外は，それまで通り諸大名が支配を続けており，新政府の意向
が全国すみずみにまで行き渡るわけではなかった。そこで新政府は，１８６９

はんせきほうかん
に 版 籍 奉 還 を お こ な わ せ た 中央集権化の第

-

だ（Ｏｐ．３９）。

（例題８③）
１

田諸大名が土地・人民の支配権を天皇へ献上きどたかよしおおくぽとしみち
（２）木戸孝允（長州）・大久保利通（薩摩）が推進さっちょうどひ
４薩長土肥の４藩主が最初に行う

（３）大名（藩主）を知藩事に任命４旧来の領地の統治をまかせた

饉ｉ嘔漣戊辰戦争の結果，新政府の全国支配が確立したが，だからと
いって新政府の支配者としての正統性が保証されたわけではない。

＠ 神 道 の 国 教 化

王政復古の大号令で「神武創業の始」にもどることを宣言した新政府は，
翌大三年祭政一致を復活させるために神祇官を再興し，神道を唯一の公
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認宗教とする神道国教化政策を推進した。天皇の神格化を進め，人びと
に天皇とその祖先神天照大神への信仰を強制することで，天皇のもとで
の新政府の支配の正統性を確保しようとしたのだ（べ〉Ｍ７）。そのため，

１８６８年神仏分離令を出して神仏習合（神仏混淆）をやめさせ，神道を仏
教から独立させようとした。この政策は，旧物否定の風潮とあいまって，

各地で寺院・仏像を破壊する廃仏毀釈運動をひきおこし，寺請制度のも
とで保護をうけて民衆支配の末端を担っていた仏教に打撃を与えた。

必 出 史 料 の 征 服

にちべいわしんじょうやく
１日米和親条約（幕末外国関係文書⇒１１１０）

第 一 ケ 条 一 日 本 と 合 衆 国 と ハ ， 其 人 民 永 世 不 朽 の 和 親 を 取 結 ひ

場 所 ・ 人 柄 の 差 別 こ れ 無 き 事 。

穴 う め 二 ～ ｀ ヽ ，
い ず し も だ ま つ ま え ち は こ だ て に お い ア

第 ニ ケ 条 一 伊 豆 下 田 ・ 松 前 地 箱 館 の 両 港 ハ ， 日 本 政 府 二 於 て ， 亜
メ リ ７ ‾ ‾ し ん す い ‾ と と の い
墨 利 加 船 薪 水 ・ 食 料 ・ 石 炭 欠 乏 の 品 を ， 日 本 人 に て 調 ひ
そうろうだけはそうろうためぎさゆるそうろう
候 丈 ハ 給 し 候 為 メ ， 渡 来 の 儀 差 し 免 し 候 ○ ゜ ｀ ’ ｀

な ら ひ そ の
第 ハ ケ 条 一 薪 水 ・ 食 料 ・ 石 炭 並 に 欠 乏 の 品 を 求 る 時 ニ ハ ， 其 地 の

役 人 に て 取 扱 す へ し ， 私 に 取 引 す へ か ら さ る 事 。

第 九 ケ 条 一 日 本 政 府

相免しー
右に付

自由貿易が禁止されている

へとうせつアメリカじんへさゆるずかど
外 国 人 江 当 節 亜 墨 利 加 人 江 差 し 免 さ す 候 廉

ノ 亜墨利加人江も同・うよいた
酋予致さす候事。

し免し すへし。

第十一ケ条
ヤ
回
し

一

それについては協議の必要はない）

両国政府に

この条文に基づいて１８５６年総領事ハリスか下田に派遣されてきた

合衆国官吏のもの下田に差し置き候儀もー -

もように
候 模 様 ニ よ り ，

こ れ 有 る へ し 。

（日本政府が，今回アメリカに対して許さなかったことがらを，外国

人 に 対 し て 許 可 し た と き は ， ア メ リ カ 人 へ も 同 様 に 許 可 す る こ と 。



ｊ θ 一 一 １ 章 開 国

うポイント解説ごアメリカ使節ペリーとの間で，１８５４年日米和親条約が締

結された。通商を回避しようとする幕府の主張はひとまず受け入れられたが。
ひょうりゅうみん

結局，下田・箱館の開港，薪水・食糧・石炭などの必需品の供給，漂流民の

保護と来日アメリカ人の公正な取り扱いを認めることになった。
さらにペリーは，すでにロシア使節プウチャーチンが来日していたこともあ

ね ん と う さ い け い こ く た い ぐ う
り，他国が条約を締結するだろうことを念頭において，第九条で最恵国待遇を

明記させた。最恵国待遇とは，一方の締約国が，第三国に対してより有利な待
遇を与・えた場合，他方の締約国に対しても同様の待遇を与えることを約束する
ことであり，将来第三国よりも不利な地位に陥らないことを目的として規定さ

れる。
ところが，第九条では，アメリカに対してだけ最恵国待遇が与えられ，日本

に対しては認められておらず，片務的であり，不平等な内容だ。

１日露和親条約（幕末外国関係文書ｏｎ．ｌｌ）

うめ

島 と の 間 二 あ る へ し 。 エ ト ロ フ 全 島 ハ ， 日 本 に 属 し ， ウ ル

ろ し あ ｉ ｀
第二条今より後，日本国と魯西亜国との境，エトロフ島とウ ツプ

国境を定めない一ツブ迄仕来の通たるへし。

ｅポイント解説Ｇロシア使節プゥチャーチンとの間で，１８５４年下田で日露

和親条約（日露通好条約，太陽暦では１８５５年）が締結された。第二条で日露間ダ）

国境が規定され，千島列島（クリル諸島）については択捉島（エトロフ島）と得撫
島（ウルップ島）の間に国境を定めたが，樺太（カラフト）については国境を定め

ず，日露両国民が雑居する地とした。
日露間の国境に関する条約としては，この後，樺太・千島交換条約（１８７５年

こ＝ヅｐ．５２）→ポーツマス条約（１９０５年Ｏｐ．１０５）→ヤルタ協定（１９４５年Ｏｐ．１９８）→サンフ

ランシスコ平和条約（１９５２年発効ぐ〉ｐ．２３３）→日ソ共同宣言（１９５６年吟ｐ２４０）がある。

日露（日ソ）間の国境の移り変わりは頻出なので，きちんと整理しておきたい。

プ- そ れ ４

全 島 ， 夫 よ り 北 の 方 ク リ ル 諸 島 は ， 魯 西 亜 二 属 す 。 カ ラ フ ト 島
い さ か い わ か ず こ れ

ニ 至 り て は ， 日 本 国 と 魯 西 亜 国 の 間 ニ お ゐ て ， 界 を 分 た す 。 是



１日米修好通商条約（幕末外国関係文書七賢１６）

第一条

第三条

必出史料の征服-ｊｊ

きょうとうｙダ ’ ここに１ミ３代将ずでべＪカょょしんぼくべ
向 後 日 本 大 君 と ， 亜 墨 利 加 合 衆 国 と ， 世 々 親 睦 な る へ し 。 ● ● ●

下田・箱館港の外，次にいふ所の場所を，左の期限より開くー -

‾ ご 丿 ｔ と ざ べ
… … 神 奈 川 港 を 開 く 後 六 箇 月 に し て 下 田 港 は 鎖 す へ し 。 …

‾ ‾ す べ ‾ ｉ ７ ‾ そ の は ら い か た な ど

双 方 の 国 人 品 物 を 売 買 す る 事 ， 総 て 障 り な く ， 其 払 方 等 に

符ては，日本役人これに笠各八千丁二゛でりニ｀自由貿易を定めてｃ｀る--
第 四 条 総 て 国 地 に 輸 入 輸 出 の 品 々 ， 冊 の 通 ， 日 本 役 所 へ ， 運 上４ お さ べ 匹 ‾

入 鰍 １ １ 蕊 二 二 。 （ 貫 易 章 程 の こ と 関 税 ノ
も っ べ

第 五 条 外 国 の 諸 貨 幣 は ， 日 本 貨 幣 同 種 類 の 同 量 を 以 て ， 通 用 す へ し 。

し（タト国の金貨・銀貨は，日本でも，それそれ金貨・銀貨として，日本貨幣と
仁同じ量目で通用する）こ の 規 定 が も と に な って 金 の 流 出 を 招 い た 領 事 裁 判 所 匹 - ぺ

第六条
レ
レ
レ
匹
レ
ソ

” - ’ ‥ - 一 一 領 事 裁 判 所 匹

日 本 人 に 対 し ， 法 を 犯 せ る 亜 墨 利 加 人 は ， 亜 墨 利 加 コ ン シ ユ
さ い だ ん し ぎ ん み は と ¬

ル 裁 断 所 に て 吟 味 の 上 ， 亜 墨 利 加 の 法 度 を 以 て 罰 す へ し 。 亜

墨利加人へ対し， 法 を 犯 し たる 日 本 人 は ， 日 本 役 人 札 の 上

日 本 の 法 度 を 以 て 罰 すへ し 。
領事裁判権（治外法権）の承認

第十三条今より凡百七十一箇月の後，即千八百今 よ り 几 白 七 ↑ 一 個 月 の 後 ， 即 千 八 百 七 卜 二 年 七 月 四 日 に 当 る
ぞ ん い も っ ゝ つ う た つ こ の

双 方 政 府 の 存 意 を 以 て ， 両 国 の 内 よ り 一 箇 年 前 に 通 達 し ， 此

条約並に神奈川条約の内存し
別冊ともに，双方委任の役

は改むることを得へし。‥

箇 及 ひ 此 書 に 添 た る
だんばんつくおぎないあるい
談 判 を 尽 し ， 補 ひ 或

片務的最恵国待遇なと

ｏポイント解説こ’アメリカ鮒蜜永ハリスとの間に，１８５８（安政５）年日米

修好通商条約が締結された。神奈川・長崎・新潟・兵庫の開港（神奈川開港後
に下田を閉鎖），江戸・大坂の開市，自由貿易，金銀貨幣の同種同量での交換，
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協定関税制（関税自主権の喪失），領事裁判権などを規定している。
さらに，日米和親条約の規定のうち，この修好通商条約の規定にないもの，

たとえば片務的な最恵国待遇はそのまま引き継がれた。これらのうち，関税自

主権の喪失・領事裁判権の承認・片務的な最恵国待遇は不平等な内容だ。また，
批准書交換はワシントンで行うことが定められたため，１８６０年１月外国奉行

新見正興ら遣米使節がアメリカヘ派遣された。

第十三条は１８７２年から条約改正交渉に入ると定めたもので，１年前に通達し，
両国政府の協議によって条約改正が可能と規定されていた。そのため，１８７１年

右大臣岩倉具視を団長とする遣外使節団が派遣され，まずアメリカで条約改正
予備交渉に着手した（Ｏｐ．４４）。

ごひんえどかいそうれい
ー五品江戸廻送令（続徳川実紀０５１９）

／ 匹 横浜を指す

神 奈 川 御 開 港 ， 外 国 貿 易 仰 せ 出 さ れ 候 二 付‾ ‾ 万 ７ っ て せ り あ た だ ち

み ， 競 而 相 場 耀 上 げ ， 荷 元 を 買 受 け ， 直 ニ

と も い っ こ り と く な ず
諸 商 人 共 一 己 の 利 徳 二 泥

し候二付，

分の内左の通り仰せ出され候。
一

おもむききこえ
し 候 趣 相 聞 候

び ノ 尤 １ リ 川 Ｊ で ご 山 ご 万 し １ 矢 ｏ 生 糸 の こ と
み ず あ ぶ ら ろ う ご ふ く ぺ い と
水 油 一 蝋 一 呉 服 一 ベ 糸-

ニ限り，貿易荷物の分薯訴端御府内より相廻し候契二候間，

加届奈ＪＩＩ表丘丿融Ｕ申，ｌｒ離証二万言江戸を指す‾ 匹 犬 - ，
大 才 抄

ｏポイント解説ｏ１８５９年横浜・箱館・；１９１府が開港されて，自由貿易が開始

されると，江戸・大坂の特権的な問屋商人を中心とする全国的な商品の流れが

崩れていく。
ざ い ご う う り こ み し ょ う

なかでも，生糸生産者から在郷商人をへて横浜の売込商につながる生糸輸出
の流通ルートが生まれ，江戸に入ってくる商品は激減し，江戸では物資不足か

こうとぅ
ら物価が高騰した。そこで幕府は，１８６０年五品江戸廻送令を発し，地方から横

浜港への商品の直送を禁止し，いったん江戸の問屋に集荷させたうえで横浜に

回送することとした。しかし，自由貿易をもとめる欧米商人や在郷商人の反対
をうけて，効果はあがらなかった。

御府内入津の荷物相減じ，諸色払底二相成り，



たいせいほうかんじょうひょうぶん
目 大 政 奉 還 の 上 表 文 （ 維 新 史 ， ＝ ￥ ２ ５ ）

必出史料の征服一一ｊｊ

麓Ｓｋｙ今Ｕら／；ム‰尉し。１４万言。ｊぶ口気。
と ‾ ‾ ‾ ４ そ そ う い た さ ら ち ょ う け ん 万 了 石 ’ ‾
執 リ ， 保 平 ノ 乱 政 権 武 門 二 移 テ ヨ リ ， 祖 宗 二 至 り 更 二 寵 春 ヲ 蒙 リ ， 二‾ ７ で ７ ‾ そ の ほ う ず ぃ え ど ¬ ぜ ぃ け ぃ と う う し な ず

百 余 年 子 孫 相 受 ク 。 臣 其 職 奉 ス ト 雖 モ ， 政 刑 当 ヲ 失 フ コ ト 少 カ ラ ス 。
け ぃ せ ぃ ひ っ き ょ う は く と く い た ざ ん く た え ず ぃ わ ん と う

今 日 ノ 形 勢 二 至 り 候 モ ， 畢 竟 薄 徳 ノ 致 ス 所 苔 Ｓ 壹 渋 二 堪 ヘ ス 候 。 況 ヤ 当
こ ん さ か ん い よ い よ ぃ ち ず い で ず こ う
今 ， 外 国 ノ 交 際 日 二 盛 ナ ル ニ ヨ リ ， 愈 朝 権 一 途 二 出 申 サ ス 候 テ ハ ， 綱

紀 立 チ 難 ク 候 閲 ， 従 来 ノ 旧 習 ヲ 改 メ ， 政 権 ヲ 朝 廷 二 帰 シ 奉 リ ， 広 ク
ご こ う ぎ っ く せ ぃ だ ん あ お ぎ っ か ま っ り そ う ら
天 下 ノ 公 議 ヲ 尽 シ， 聖 断 ヲ 仰 キ ， ｆ ｉ ｉ Ｊ 心 協 力 ， 共 二 皇 国 ヲ 保 護 仕 候

得ハ，必ス海外万国ト並立ツヘク候。臣慶喜国家二尽ス所是二過

ト存シ奉り候。去り乍ラ猶見込ノ儀モミレＪｙダ‰゛ヽヽ申シ聞
旨，諸侯江相達シ置候。之二依テ此段謹テ奏聞仕候。以上。

ぎず
や ス

●ポイント解説ｅええじゃないかのｘｔｊａｉｌがＷｇ貧一帯に広がり，薩摩・長州

藩の武力倒幕をめざす動きが高まるなかで，政局の平和的収拾をのぞむ土佐藩
では，藩士坂本竜馬の『船中ハ策』をもとに，藩士後藤象二郎が前藩主山内

豊信を動かして，１５代将軍徳川慶喜に政権を朝廷に返すことをすすめる建白書
を提出させた。将軍慶喜は，これに応じて，１８６７（慶応３）年１０月１４日大政奉還
の上表文を朝廷に提出した。慶喜は，天皇のもとで徳川家膏中心とする諸藩代

表者会議を新たに構成し，徳川家の主導権を確保しようと良だ。
武力倒幕運動をすすめていた薩摩・長州藩は，同日（１４日），討幕の密勅を手

に入れていたが，翌１５日に大政奉還が勅許されたことで，肩透かしをくらった
ことになる。

おうせいふっこだいごうれい
ー 王 政 復 古 の 大 号 令 （ 法 令 全 書

で 前 レ 本 二 嶮 ス 戸 縦 叶
サレ候。抑ｊ？鴛二言ｙｙｌｊｌゾ？’゙ ｉ゙４自ツ回濃御次第，
しゅうしょて１’ｌｆｊ３（懸６）尹友？ｔ゛ｉ（７）２戸圧縮）はんかい
衆恋ブ知ル所二候゜之ニイ衣久警慮ヲ決セラル’苓？回り≒？ＫＩ威挽回衣
御基立テサセラレ候間，自今摂関幕府等廃絶，即今，先ス仮ニ，亜
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- ． 丿 子 鯛
ｊ＆・ふ蜜・苔喜７竺崔ヲ置カレ，芳廠行六とラ７レ人
勤‘ｌｇＪＩ三宮（４１１１４；ｊ▽ｊＵＦ，笙里偏・４１・．り９ク，
シ ， 天 下 卜 休 戚 ヲ 同 シ ク 遊 サ ル ヘ キ 叡 慮 二 付 キ 各 勉 励 ， ｌ
お し ゅ う い じ ん ち ゅ う ほ う こく ま こ と も っ い た ベ

ノ 汚 習 ヲ 洗 ヒ ， 尽 忠 報 国 ノ 誠 ヲ 以 テ 奉 公 致 ス ヘ ク 候 事 。 ‥
初代天皇とされる神武天皇

ｅポイント解説●大政奉還後，政局が徳川麓箇のペースで進められること

を憂慮した薩摩・長州両藩は，１８６７（慶応３）年１２月９日公家岩倉具視らと図っ
てクーデターを挙行し，朝廷の主導権を掌握した。その際に朝廷から発せられ

たのが，王政復古の大号令だ。

政治の根本を「神武創業の始」（神武天皇による建国の始め）に復古することが

名分として掲げられ，幕府だけでなく摂政・関白をはじめとする朝廷内の諸制
度もすべて廃絶された。そして，総裁・議定・参与という三職から構成され
る臨時政府に国政がゆだねられることとなった。

ごかじょうせいもん
麗五箇条の誓文（法令全書（〉μ７）

一

一

一

一

一

広 ク 会 議 ヲ 興 シ 万 機 公 論 二 決 ス ヘ シ‾ さ ７ う ヽ ぶ ‾ Ｆ て り ん う べ

上 下 心 ヲ 一 二 シ テ 盛 二 経 綸 ヲ 行 フ ヘ シ
い っ と ま で お の お の と げ う ざ

官 武 一 途 庶 民 二 至 ル 迄 各 其 志 ヲ 遂 ケ 人 心 ヲ シ テ 倦 マ サ ラ シ メ ン

事ヲ要スノ二襄夷゛ニと戸万国公法（国１祭法）（７）Ｊニと

旧 来 ノ Ｍ １ 習 ヲ 破 り 天 地 ノ 公 道 二 基 ク 人 シ 。
ｊ‘１１１１１１゙ でｌｔｉ：１；？！二求タニ゙ こ万二万；ＪＩ．１９` ？とｔが士てで７門ｙ，しんめぃ

我国未曾有ノ変革ヲ為ントシ，朕躬ヲ以テ衆二先ンシ，天地神明
二誓ヒ，大二飯台４嘉ヲ定タ，万民ｊＪ全ノ道ヲ立ントｚ。衆ズぶ託白越

二基キ，協心努カセョ。，--ヽ ，ヽ一一-一明治天皇が神々 に誓うという形式をとっている

●ポイント解説●１８６８年３月１４日明治天皇が宮中の必苔這において笑諮迄
ぎまっこくぜ
祗を祀り，国是（政治の基本方針）として五箇条を誓った。それが五箇条の誓文。
江戸城総攻撃の予定日の前日のことだ。
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「広ク会議ヲ興シ万機公論二決スヘシ」と，公議世論の尊重を掲げている点に
注目。もともと由利公正（越前藩）や福岡孝弟（土佐藩）の草案では，天皇と公

め い や く き ど た か よ し
家・大名の盟約として制定される構想だったのが，長州藩の木戸孝允が「広ク
会議ヲ興シ」と曖昧な表現に改めたことで，諸藩代表者会議（列侯会議）を否定

するとともに（公議政体論の後退），さまざまな人びとを新政府のもとに組織し
ていこうとする姿勢を示すものになった。

ろ う し ゅ う じ ょ う い ほ う き か い こ く
また，「旧来ノ晒習ヲ破リ」と抽象的な表現ではあるが，攘夷の放棄・開国

和親の方針を明らかにした。同年２月に英公使パークスが襲撃されるなど，攘
よくせい

夷の風潮が残っており，それらを抑制して欧米諸国からの支持を確保しようと
したのだ。

ごぼうけいじ
圓五榜の掲示（法令全書ｏμ７）

第一札

第二札

儒学道徳ぺ

定
定

一 人 タ ル モ ノ 五 倫 ノ
な に ご と ず よ ろ ‾
何事二由ラス宜シカラ／

へ，徒党シテ強テ願
こ勢申合セ候ヲ徒党ト唱

斥トイヒ，或ハ申合セ居
た ち の ち ょ う さ ん ‾ ｉ Ｚ Ｆ ご は っ と

町 居 村 ヲ 立 退 キ 候 ヲ 逃 散 ト 申 ス ， 堅 ク 御 法 度 タ リ 。 …-きりしたんじゃしゅうもんぎせいきん
第 三 札 定 切 支 丹 邪 宗 門 ノ 儀 ハ 堅 ク 御 制 禁 タ リ 。 …

，Ｊ＝リスト教ノ
第三札は１８７３年に撤廃

ｅポイント解説ｅ五箇条の誓文が発せられた翌日，江戸幕府の誠耗にかわ

り，人びとの遵守すべき項目として５枚の高札が掲げられた。それが五榜の掲

示で，新政府の民衆統治の基本姿勢を示したものだ。
第一～第三札は恒常的なものとし，儒学で重視される五倫の道徳の奨励，徒

党・強訴・逃散の禁止，キリスト教禁止（キリシタン禁制）を示した。それに対
し，第四・第五札は一時的な掲示とされ，第四札で外国人殺害の禁止，第五札

で本国脱走の禁止を掲げた。このうち，キリシタン禁制の高札は，浦上信徒弾
圧事件（に〉ｐ．５５）に対する欧米諸国の抗議により，１８７３年撤去された。以後，キ

もくにん
リスト教の信仰は黙認された。



ｊ ６ - １ 章 開 国

回政体書（法令全書ペダ２８）

一

： こ 五 箇 条 の 誓 文 を 指 す

大二斯国是ヲ定メ制度規律ヲ建ツルハ，御誓文ヲ以テ目的トス

（五箇条の誓文の引用は省略）
あいわもとらざる

右，御誓文ノ条件相行ハレ不惇ヲ以
一 天下ノ権力総テコレヲ太政

’ す な わ に と い ず う れ い

ニ 帰 ス ， 則 チ 政 令 二 途 二 出 ル ノ 患

無カラシム。太政官ノ権カヲ分ツテ，立法・行法・司法ノ三権トス。

ｊ ｌ 這 省 患 無 ル ナ リ ニ
アメリカ憲法にならった三権分立

●ポイント解説ｅ１８６８年閏４月政体書により新政府の政治組織が定められ

た。起草は福岡孝弟・副島種臣。中央権力として太政官を置き，天皇親政の

名のもとに太政官へ権力を集中したうえで，その中で，アメリカ憲法をモデル
として立法・行政（史料の原文では行法）・司法の三権分立をはかった。また，

官吏公選の制度をとることを宣言していたが，ｌ度しか行われず，形式的なも
のにとどまった。地方制度としては政府直轄の府・県が新たに設置され，従来

どおりの藩とあわせて府県藩の三治制がとられた。そして，各府県藩から推挙

された代議員（貢士）を構成員とする議事機関（議政官の下局）を整え，諸政策を

すすめる上で不可欠な諸藩の合意を確保しようとした（議政官下局はのち，公

議所，集議院と改組され，左院へと受け継がれるぺ〉ｐ．４０）。

固版籍奉還の上表（法令全書ぐ〉ｇ２８）

／薩摩・長州・土佐・肥前の４藩主を指す

臣 某 等 頓 首 再 拝 謹 テ 案 ス ル ニ ， 朝 廷 一 日 モ 失 フ 可 ラ サ ル 者 ハ 大 体 ナ
か べ ざ そ も そ も す な わ

リ ， 一 日 モ 仮 ス 可 ラ サ ル 者 ハ 大 権 ナ リ 。 ・ ‥ ・ 抑 臣 等 居 ル 所 ハ 即 チ 天

子ノ土，臣等牧スル所ハ即チ天子ノ民ナリ，安ンソ私

今 謹 テ 其 版 籍 ヲ 収 メ テ 之 ヲ 上 ル 。 願 クハ 朝 廷 其 宜

奇キハ之ヲ与入 奪 フ 可 キハ コ レ ヲ 奪 ヒ ， 凡 列 藩

ク詔命ヲ下シ，コレヲ改メ

スヘ ケ ン ヤ。

シ ， 其 与 フ

土 更 二 宜 シ

という
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●ポイント解説●これは１８６９年１月薩摩・長州・土佐・肥前４藩の重臣が，

４藩主の名をもって提出した版籍奉還の上表文である。長州藩の木戸孝允と薩

摩藩の大久保利通がそれぞれの藩主を説得し，さらに土佐藩と肥前藩をまきこ
んで実現させたもので，戊辰戦争の終結後に各藩が割拠の勢いをもつことを防

ぐため，各藩主の自発的な返上により新政府による全国掌握を実現させようと

したものだ。薩長土肥４藩主の上表にともなって他藩主も同様の建白書を提出
したことをうけて，戊辰戦争の終結（５月）とともに，新政府は６月版籍奉還を

断行した。旧藩主をそのまま知藩事に任命し（家禄として石高の１０分の１を給
与），藩政をとらせた。
これ以降，全国の土地・人民は天皇と太政官政府が支配するものであり，知

藩事をはじめ藩の重臣は中央政府から任免される官吏であるという形式が整え
られ，廃藩置県が論理的に可能となった。



明治維新
天皇を中心とする新政府の実権をにぎった薩長藩閥は，欧米諸国なみの

近代国家づくりを強引に推進していく。そのなかで公議の尊重という理念

をいかに保障するか一国会の開設一一が争点となった。

時代 内閣 政治の推移 社会・経済・外交の動き

明

治

期

１８６９版籍奉還
明治維新

１８７１廃藩置県
藩閥政府の確立

１８７３徴兵令

↓ 逼 松 波 企 条 例
１８７３征韓論争

しぞく
自 由 民 権 運 動 士 族 反 乱
１８７４民撰議院１８７４夜会の乱

設立建白書
ぜんじりっけんせいたいじゅりつみことのり

１８７５漸次立憲政体樹立の詔

１８７７西南戦争

１８８０国会期成同盟ちょくゆ
１８８１国会開設の勅諭

欽定憲法制定の方針

激化事件の続発
１８８５内閣制度創設

１８８６大同団結運動
１８８７三大事件建白運］

１８８９大日本帝国憲法発布
立憲体制の形成

殖ｙ

産Ｊミ

ｌｙ
Ｅ
」

興§

業１

ｔ
琉
球

朝
鮮
を
め
ぐ
る
日
清
の
対
立

宋

聡
か
眺
政呂尚

露①
銀本位 制 交
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革
命

渉
４
ｉＱ黒

田



圈廃藩置県と諸改革-Ｊ９

舞藩暉ｊｌ嘩更更識哨叫癩羅膳硝

次の文章の正誤を判定せよ。

①版籍奉還にともない，公卿・諸侯を華族とし，さらに旧幕臣・

諸藩士を士族，百姓・町人を平民と称することになった。

②廃藩置県により，知藩事は罷免され，東京居住を命じられた。

③廃藩置県に対し，武力によって抵抗した藩も多かった。

④ 政 府 は ， 地 租 改 正 を 行 い ， 収 穫 高 を 基 準 と す る 年 貢 か ら ， 地 価
きんのう

を基準とする金納の課税制度に改めた。

⑤徴兵令では，満２０歳以上の男子が徴兵されることになったが，

官吏や戸主など免除される者もあった。

⑥ 農 民 の な か に は ， 徴 兵 令 に よる 負 担 の 増 大 に 反 発 して ， 血 税 一

揆を起こしたものもあった。

⑦学制は，小学校の普及に重点をおき，男女の別なく教育をうけ

させることをめざしたものである。

重１１１--欧米諸国に対抗できる国力を育成するためには，欧化政策を
すすめて欧米の政治・経済制度を導入することが不可欠と考えられていた
が，それを遂行するにあたって何か必要だったか？それは，財源と軍隊

めに，新政府はどのような政策を実施したのか？

る忠誠心だ。そのた

０ 廃 藩 置 県

戊辰戦争と版籍奉還（Ｏｐ．２８）の結果，新政府が全国支配を実現させたと
はいえ，政府直属の軍隊は存在せず，その財政基盤は旧幕府領を中心とす

る直轄地に限定されていた。また，版籍奉還後も旧藩主（知藩事）による統

治形式が踏襲され，半独立国であった藩政の伝統が残っていた。このよ

うに新政府の基盤と権限は，欧化政策を推進するにはきわめて不安定だっ

皿 ① 正 ② 正 ③ 誤 ④ 正 ⑤ 正 ⑥ 正 ⑦ 正
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た。さらに，新政に対する期待はずれから，各地で百姓一揆が発生したり，

不平士族による政府高官へのテロ事件が発生していた。そこで政府は権力
の強化をはかるため，１８７１年

け

はいはんちけん
” ’ 瀋 就１の ク ー デ タ ー を 断 行 し た 。 そ の 結

川準備…薩摩・長州・土佐藩兵１万人を政府直属軍（御親兵）に編制

（２）内容…知藩事を罷免して東京移住を命令
４新たに府知事・県令を任命

（３）結果…３府３０２県４３府７２県（１８７１年末）４３府４３県（１８８８年）

予想された諸藩からの抵抗はほとんどなかった。それは，戊辰戦争など

により藩財政が極度に悪化し，また広域にわた
の激化などで諸藩が統

治 能 力 を 低 下 さ せ て い

たからだ。

廃 藩 置 県 と 同 時 に 官

制改革が実施され，太政

官三院制が採用された。

太 政 大 臣 ・ 左 大 臣 ・ 右

大 臣 ・ 参 議 で 構 成 さ れ

た 正 院 が 最 高 機 関 で ，

左 院 が 立 法 審 議 の 諮 問
ういん

機 関 ， 右 院 が 各 省 の 連

絡機関だ。

要 職 は ， 旧 薩 長 土 肥

４ 藩 の 出 身 者 が 占 め ，

藩閥の形成がすすんだ。

層の動きや百姓一揆

（例題９③）

：‥（１８６９）………………：（１８７１）

Γ
レ
レ
」

神 祇 官 ら

太政官

左右大臣
大
参

●●哺●●●■●●●●■■●

（１８７１）

太 政 官

ハ
ー
Ｊ
ヽ
-
し
左
右

正
院

納 言
議

太政大臣
左右大臣
参 議
院
院

（１８７２）
神 祇 省 → 教 部 省

大蔵省

外務省

文部省

（１８７７）‾↓

オ

ぷ て二
司法省

工部省

宮内省

開拓イ吏（ｊ８８２廃止）

▲明治初期の官制
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しみんびょうどう
＠ 四 民 平 等

政府は版籍奉還（ＯＩ：）。２８）にあたり，大名を上層公家（公卿）とともに華族

とし，藩士・旧幕臣などを士族に編成して，封建的主従関係の解消をは

かった。また農工商を平民とし，１８７１年えた・非人の称をやめて身分・

職業を平民と同じにするとともに，平民に苗字を許し，移転や職業選択

の自由を認めた。四民平等が実現したのだ（四民とは士農工商のこと）。

そして政府は１８７１年戸籍法を制定し，翌年全国的に統一された戸籍を

編成した（壬申戸籍＝近代初の全国戸籍）。人びとを新たに戸に編制し直

し，徴税・徴兵の基本単位をっくりあげたのだ。四民平等は，政府がすす

める新しい国家づくりに人びとを組み込むための政策だった。

ちそかいせいちょうへいせい
＠ 地 租 改 正 と 徴 兵 制

廃藩置県によって全国の徴税権・徴兵権を中央に集中させた政府は，土

地制度の改革（地租改正）と国民皆兵による常備軍の編制に着手した。
（史料ｐ．７５）

前提…１８７２年苗踊丿謳演１６４３年から禁止されていた
ちけん

４地主・自作農に地券を交付して土地所有権を保障

地租改正条例（１８７３年）
土地所有者が地価の３％を地租として金納する
地主が取得する小作料は高率・現物納を保障する

結果‥・国家の財政基盤が安定
仙笙・示筰関係が法認され，地主制発展の基礎をっくる

地租改正の目的は，租税制度を，石高（標準収穫高）にもとづく米納から，

る こ と に あ っ た 。

しかし，地租改正は「旧来の歳入を減ぜざる」方針で遂行されたために，

農民の負担は軽減されず，地価の算定をめぐる対立もあって，各地で地

租改正反対一揆を招いた（⇒ｒ）。５３）。
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田
（２） ８７２年）４徴兵令（１８７３年）

に兵役の義務（３年間）吟鎮台（のち師団）に配属

戸主・官吏や代人料２７０円を納入したものなどは兵役を免除

徴兵制は 分の区 の義務を課す軍隊制 を しよ と
したものだ。これは，江戸時代のように武士身分だけを編制するのではな

く，また幕末期から戊辰戦争期の軍隊が身分を問わない志願兵によって構

成されていたこと（Ｏｐ．２４）とも異なる。平時における経費をおさえながら

戦時において大量の軍事動員を確保するために，徴兵制が採用されたのだ。

ところが，兵役により働き手をうばわれることへの不満や徴兵告諭のな

かの「血税」との表現への恐怖から，各地で反対一揆がおこった（血税騒ど う き ひ
動）。また，兵役免除規定にしたがって徴兵を忌避する人びとが多く，国

民皆兵の原則が確立するのは１８８９年のことだった。

○ 国 家 意 識 の 養 成

欧化政策を推進する基礎として，人びとを国家のもとに統合し，そのう
えで彼らの自主的な経済活動をひきだすことが要請された。学校とは，そ
うした要請にこたえ，国家を支える存在（国民）としての意識を培っていく
ための装置だ。政府は１８７２年学制を公布し，小学校の設立を促進した。

（史料ｐ．７６）

目標…国民皆学＝義務教育制の実現

内容…フランスを模倣

個人の立身出世・実学を重視４●福沢諭吉『学問ノスヽメ』の影響

学制はきわめて画一的な制度だったために地方の実情にあわず，また学

校の建設費・就学費用などが住民の負担とされたため，各地で学制反対
揆̶がおこった（に〉ｎ．６１）。
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ｌｌｉＳＩ迂-欧米優位の自由貿易体制に対応していくために，経済の土台

である交通・通信制度を近代化するとともに，通貨制度の統一を急いだ。

＠ 交 通 ・ 通 信 制 度 の 近 代 化

政府は，株仲間・関所などを廃止して営業・交通の自由を保障するとと
おうらい

もに，人びとの往来や物資の輸送，意志・情報の伝達をスピード・アップ

させるため，鉄道・電信・郵便などの制度を移植しはしめた。

電信…１８６９年新橋一横浜間に開通

４１８７５年長崎経由で東京とヨーロッパを結ぶ国際通信が始まる

郵便…１８７１年飛脚にかえて郵便事業を開始・前島密が立案

吟１８７３年全国一律料金となる

鉄道…１８７２年新橋一横浜間に開通（イギリスの資金・技術指導ロ＝ｓ〉ｎ．７３）

＠ 通 貨 制 度 の 統 一

政府が戊辰戦争中に発行した紙幣（太政官札・民部省札）は，あくまで

も政府の信用がおよぶ範囲でしか貨幣として通用しなかったが，貿易では

国際的に通用する貨幣で決済を行う必要があった。それが当時は金貨や銀

貨だったのだから（とくに東アジアでは銀貨が基準貨幣），日本でも金・

銀を基準とする通貨制度を整える必要があっ，た。そこで，まず１８７１年新かじようれい
貨条例を定め，１．５９の金を日本では１円と呼ぶと規定した。

（１）金本位制を採用（金貨を基準貨幣に定めた）
４貿易では銀貨も自由使用＝実際は金銀複本位制（ぐｌ・１３．６３）

（２）呼称単位＝円・銭・厘の１０進法４・（江戸）両・分・朱の４進法

いとうひろぶみけんぎしぶさわえいいち
さらに，１８７２年伊藤博文の建議にもとづき，渋沢栄一が中心となってもほう

国立銀行条例を制定した。アメリカを模倣して，政府認可の民間銀行で
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だかん
ある国立銀行に銀行券（紙幣）を発行させ（うｒ）。６２），金との兌換（１円紙幣

を１円金貨と無条件で交換できるシステム）を義務づけた。

翌年渋沢栄一が第一国立銀行を設立したものの，結局，国立銀行は４

行しか設立されず，のちには民間での経済活動への資金を確保するために，

兌換制度を放棄せざるをえなくなづてしまう（⇒ｐ．５５）。

次の文章の正誤を判定せよ。

① 岩 倉 使 節 団 の 目 的 の 一 つ は ， 不 平 等 条 約 を 改 正 す る た め の 予 備

交渉にあったが，これについては成功しなかった。

② 欧 米 諸 国 に 派 遣 さ れて い た 岩 倉 使 節 団 が 帰 国 し た と き ， 留 守 中
せいかんろんそうふっとぅ

の政府はすでに征韓論争で沸騰していた。

③ 岩 倉 使 節 団 に 加 わ って い た 政 府 首 脳 は ， 帰 国 後 ， 内 治 優 先 の 立

場から，征韓論に反対した。

④ 岩 倉 使 節 団 が 派 遣 さ れて い る あ い だ に ， 廃 藩 置 県 ・ 徴 兵 制 ・

地租改正などの重要な政策が次々と実施された。

皿籤政府の主眼は，すべてを西欧流儀のものへと変更させていく
こと，そのなかで日本の存立を確保することだった。そのためにも，欧米

諸国と結んだ不平等条約を改正すること，東アジア諸国とのあいだにおい
て西欧流儀の国交関係を整備していくことが課題となった。

いわくらけんがいしせつだん
＠ 岩 倉 遣 外 使 節 団

安政の五か国条約は１８７２年が改定期限とされており（ゆｐ．３２），それをき

っかけに欧米諸国がさらに有利な条件をもとめて改正要求をもちだしてく

ることが予想されたため，政府は先手をうって，欧化政策が実現するまで

のあいだ条約改正交渉を延期することを要請する必要があった。そこで，

派遣し，条約改正の予備交渉をおこな
視察 さ せ た 。-

とともに
県を実施した直後に派遣（例題１０

欧米の制

皿 ① 正 ② 正 ③ 正 ④ 誤

を
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大使：右大臣岩倉具視副使：木戸孝允・大久保利通・伊藤博文ら
留学生：津田梅子（のち女子英学塾を開く）・山川捨松（のち大山

巌夫人）ら女子５名をふくむ約６０名が同行
４久米邦武が報告書『米欧回覧実記』を著す

条約改正の予備交渉は最初の訪問国アメリカで失敗におわったが（φｐ．５８），

その後の視察は，岩倉・木戸・大久保ら政府首脳に欧米と日本との格差が

想像以上に大きいことを痛感させることになる。だからこそ，彼らは帰国
せいかんろんそうないちゆうせん

後の征韓論争（０μ６）において内治優先を主張することになるのだ。

＠ 清 と の 国 交 調 整
りゅう

東アジアには古くから，中国を頂点とする国際秩序があり，朝鮮や琉
き ゅ う し ん ち ょ う こ う さ く ほ う
球などの諸国は中国（清）皇帝に朝貢し，冊封をうけるという宗属関係の

もとにあった。それに対して日本は

係を作っていこうとした。なかでも，

東アジア諸国とも西欧流儀の国際関
清とは対等な関係を作りあげた。

だ て む ね な り り
１８７１年…全権は伊達宗城（日本）と李

（リー
対等な条約＝相互に領事裁判権を認めあう

りゅうきゅうえぞちないこくか
＠ 琉 球 と 蝦 夷 地 の 内 国 化

代の日本とは異なる

（清）

新たな日本国家をっくりあげようとしていた。

琉球は１６０９年いらい薩摩藩の支配下にあったが，同時に清に朝貢して冊

封をうけており，いわば日清両属の状態にあった。それに対して，政府

は琉球王国を解体して南西諸島を日本領に編入することをめざした。１８７２

年琉球王国を琉球藩とし，琉球国王尚泰を琉球藩王に封じた（ぺ〉９．６３）。

北海道は江戸時代，松前だけが和人地とされ，それ以外は日本内地とは

異なる異域として蝦夷地と称されていた。それに対して，政府は１８６９年蝦
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夷地を北海道と改称し（のち松前も北海道に編入），開拓使を設置して植

民事業を開始した（ｏｎ．６９）。１８７４年からは士族授産の一環として屯田兵制

度をはじめ，東北出身の士族らに植民させて北海道の防備と開拓をおこな

わせた。

＠征韓論争による政府の分裂
江戸時代に日本と朝鮮は国交を結んでいたが，幕府と朝鮮政府との外交

交渉は，宗氏（対馬藩）が媒介していた。これに対して明治政府は，外交交

渉の担当を対馬藩から外務省へと変更し，新たに国交を結ぶこと（開国）を

要求した。その際，日本がそれまでの慣例を無視した高圧的な態度をとり，

他方，朝鮮政府で実権を握っていた大院君が攘夷政策を展開していただ
（テウォングン）

め，交渉は進展しなかった。

こうした状況のもと，欧化政策が展開するなかで高まっていた士族らの

不満を背景として征韓論が高まり，政府内部でも板垣退助に江藤新平・そえじまたねおみごとうしょうじろう
副 島 種 臣 ・ 後 藤 象 二 郎 ら を 中 心 に 軍 事 的 圧 力 に よ り 交 渉 を 打 開 し よ う

とする動きが強まった。１８７３年政府は西郷隆盛の朝鮮への派遣を決定し

た。このとき右大臣岩倉具視・大久保利通・木戸孝允らは遣外使節（に〉ｐ．４４）

として渡欧中で不在だった。

ところが，欧米から帰国した岩倉・大久保・木戸らは内治優先を主張

して反対し，右大臣岩倉の策謀により朝鮮遣使を天皇の裁可の秤階でくっ

がえしてしまった。そのため，征韓派の西郷・板垣・江藤らが参議を辞

職し，政府は分裂した。明治６年の政変だ。

征韓派………西郷隆盛・板垣退助・江藤新平・副島種臣・後藤象二郎

ひ
内治優先派…岩倉具視・大久保利通・木戸孝允・大隈重信

はんせきほうかん
駆 ｉ 脳 - 欧 化 政 策 の 推 進 が こ の 時 期 の 特 徴 だ 。 版 籍 奉 還 に 前 後 して 始しんとぅ
まった神道国教化という復古的な政策と両立させることができたのか？
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＠ 生 活 様 式 の 西 欧 化

江戸時代以来，日本では太陰太陽暦が用いられていたが，欧米諸国との
外交や貿易などに際しての日時のとりきめに不都合なため，太陽暦を採

用して１８７２年１２月３日を１８７３年１月１日とし，さらに時刻の表示を１日
２４時間制とした。欧米で一般化していた近代的な生活様式（均質な時間で

区切られた生活）を導入していこうとしたのだ。

＠ 神 道 国 教 化 政 策 の 後 退

政府は王政復古の大号令以降，神道国教化政策をすすめていた（ロで〉ｐ．２８）。
た い き ょ う せ ん ぷ み こ と の り じ ん

１８７０年大教宣布の詔をだし，神道による国民教化の方針を固めて神
ぎ か ん せ ん き ょ う し ， う じ が み い せ
祇官に宣教使をおいて布教にあたらせ，翌年には天皇家の氏神伊勢神宮
あまてらすおおみかみ
（天照大神などを祀る）を頂点として各地の神社を序列化した。

ところが欧化政策がすすむなか 神道国教化政策は次第に後退していく。
神祇官は１８７１年に神祇省と改称されて太政官配下の一官庁へと格下げされ

たあと，翌７２年には廃止される。かわって教部省が設置され，神道だけ

ではなく仏教・民間宗教をも大教院に動員し，神仏合同で国民教化にあ

たるという政策へと転換した。神仏分離の方針はわずか数年で逆転してし

まったのだ（ぺ〉ｐ．５５）。

また，国家元首としての天皇の地位を人びとの意識のなかに定着させる

ため，１８７２年明治天皇の誕生日である１１月３日を天長節，神武天皇が即

位したとされる日（のちに２月１１日）を紀元節として祝日に定めた。

困法令…神仏分離令（１８６８年）・●大教宣布の詔（１８７０年）

（２）担当官庁…神祇官（１８６８年）４神祇省（１８７１年）・喜消息省（１８７２年）
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三Ｓ・ｓ，；・胞

次の文章の正誤を判定せよ。
せ い か ん ろ ん そ う げ や さ ん ぎ み ん せ ん ぎ い ん せ つ り っ け ん

① 征 韓 論 争 で 敗 れて 下 野 して い た 前 参 議 ら が， 民 撰 議 院 設 立 の 建
ばくしょ
白書を提出した。

れんしょえとうしんぺいそえじまたねおみきょうり
② 民 撰 議 院 設 立 の 建 白 に 連 署 し た 江 藤 新 平 ・ 副 島 種 臣 は ， 郷 里

ほうき
佐賀で議会の即時開設を唱えて武力蜂起したが失敗した。

③ 征 韓 派 前 参 議 ら の 民 撰 議 院 設 立 の 建 白 を 受 け い れて ， 政 府 は 直
げんろういん

ちに官選議会である元老院を設置し，同時に地方官会議を開いた。

④大阪会議で漸進的に立憲政体を樹立することが約束されたので，いたがきたいすけ
板垣退助は参議に復帰した。

馨麗明治６年の政変（ｌ＝で〉ｒ，。４６）ののちに政府の実権を掌握したのは大

久保利通だ。１８７３年地方行政・警察行政・殖産興業を統轄する官庁とし

て内務省を設置し，中央集権的支配を確保しようとした。ところが，徴-
兵制などの改革によって旧来の特権を失った士族の不満は大きく 征韓論

０ 士 族 に よ る 反 政 府 運 動 の 組 織 化

征韓論争に敗れて政府を去った板垣退助・後藤象二郎・江藤新平・副島而いこくこうとうみんせんぎいんせつりつけんぱくしょ
種臣・ミハま１８７４年愛国公党（最初の政党）を結成し，民撰議院設立縁白書をだじょうかんさいんごかじょうせいもんこうぎよろん（料ｐ．７９）
太政官の左院に提出した。五箇条の誓文で掲げられた公議世論の尊重を

正統性のよりどころとして，政治への発言権の回復をはかったのだ。

川批判の対象…大久保・岩倉ら＝有司専制
（２）主張…納税者には参政権がある４民撰議院（議会）の設立を要求

皿 ① 正 ② 誤 ③ 誤 ④ 正
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民撰議院設立建白書が新聞『日新真事誌』（イギリス人ブラックが創刊）

に掲載されたことがきっかけとなって，国会の開設を要求する動きが高ま

り，自由民権運動が始まった。板垣退助か１８７４年高知県で結成した立志
社など，各地で政社（政治団体）が組織され，１８７５年には政社の全国組織
として愛国社が大阪で結成された（本部は東京）。
この時期の民権運動はＴＵ

という主張だ。
もう一つの反政府運動として，武力蜂起により政府の転覆をめざすとい

う動きもあった。士族反乱だ。民撰議院設立建白書に署名したひとり江
藤新平は，１８７４年佐賀へもどり，征韓を主唱する士族たちに擁されて挙-
兵した（佐賀の乱）。

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ ｙ こ で Ｅ ヨ ヨ ョ 韓
茜剱隨盤＝民撰議院設立建白には参加せず４鹿児島で私学校を設立

６匿１１８５１年輩舶
て，明治期になると，新聞や雑誌がさかんに発行されるようになった。

＠ ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 出 現

１８；Ｘ；年日本最初の日刊紙『横浜毎日新聞』が創刊されて旧縁さまざま

な新聞が発行される。イギリス人ブラックの『日新真事誌』，福地源一郎のＩにちにちまえじまひそかほうち
『東京日日新聞』，前島密の『郵便報知新聞』などが有名だ。

１８７３年には森有礼の提唱で明六社が組織され，翌年『明六雑誌』を創刊

した。西周・津田真道（Ｏｐ．１３）・中村正直・福沢諭吉・加藤弘之らが参加

し，欧米の風習・思想を紹介していった。
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明六

森有礼……薩摩出身・のち初代文部大臣として学校令を制定
さいこくりっしへんじゆうのことわり

中村正直・‥『西国立志編』・『自由之理』を訳出

福沢諭吉…『西洋事情』『文明論之概略』で欧米思想を紹介

加藤弘之…『国体新論』で天賦人権論を展開・●のち『人権新説』で社

会進化論に基づき天賦人権論を否定・東京大学初代総長

自由民権運動がはじまると，新聞や雑誌は政治的意見を戦わす場へと転
なるしまりゅうほくすえひろてっちょうちょうや

化していく。成島柳北主宰・末広鉄腸主筆の『朝野新聞』などが激しく

政府批判をくりひろげ，国会開設をめぐり加藤弘之らの時期尚早論と大

井憲太郎らの開設論のあいだで論争が行われた。

これに対して，政府は１８７５年護誇律・新聞紙条例を出して新聞・雑誌

に対する取締りを強化した。その厳しさは，ほぼ全ての会員が政府の官吏

だった明六社が『明六雑誌』を自主廃刊するほどのものだった。

・１１１戻ｌ政府は民権派に対し，言論統制を強化する（ムチ）一方，彼ら
の主張をとり込むこと（アメ）によって事態をしずめようとした。

＠ 立 憲 政 体 へ の 準 備

１８７５年大久保利通は，民権派の中心人物板垣退助や，台湾出兵（べ〉ｐ．５２）
に反対して参議を辞職していた未声箪ＥＷＳと大阪で会合し（大阪会議），憲法

ぜんじりつけんせいたいじゅりつみことのり
にもとづく政治体制を徐々に実現する白叫酪ＩＭ戸゛ ’ｌｌｌぢ）Ｂ

出すかわりに，板垣・木戸の参議への復帰を実現させた。そのため，愛国
社はほとんど活動もしないままで自然消滅してしまった（（〉ｐ．５８）。

体樹立の詔

の
ていない（例題１１③）

・●１８７８年三新法を制定（にで〉ｐ．５８）
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次の文章の正誤を判定せよ。

①台湾出兵は，琉球の住民が台湾で殺害されたことが原因と
なっておこなわれた。

②明治政府は，江華島事件を利用して朝鮮と日朝修好条規を
結び，領事裁判権を獲得し，釡山などの開港を約束させた。

③明治政府は，ロシアとの間で樺太・千島交換条約を締結し，千
島列島を放棄して樺太（サハリン）の南半分を領土とした。

④帯刀が禁止され秩禄制度が全廃されたため，士族の不満が高ま
り，九州や中国地方で士族反乱が発生した。

四１政府は，外交面での懸案事項を解決して国権を確立していく。
外征を掲げる不平士族の要望に応えながら，同時に，彼らから政府批判の
標的を奪いとろうとしたのだ。

○ 国 権 外 交 の 展 開

明治初期の日

本が外交上の緊

張をかかえてい

た（ノ）・は，①琉球
おきなわたいわん
（沖縄）一台湾，

②北海道一樺太，

③朝鮮，④小笠

原諸島，の４つ

だ。日本の国家-
領域（国境）をど皿
のように設定すｍ
るのかをめぐる

懸案だった。 ▲明治前期の外交

匹 ① 正 ② 正 ③ 誤 ④ 正
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圃台湾出兵（１８７４年）

背景…台湾で宮古島民が殺害された（１８７１年）

内容…西郷従道を中心とする軍隊を台湾へ派遣

４木戸孝允が反対して参議を辞職

結果…清に日本の軍事行動を義挙と認めさせる
＝琉球の領有を強調（こ＝Ｄｐ．６３）

（２）樺太・千島交換条約（１８７５年）
ざ っ き ょ （ 史 料 ｐ ． ７ ７ ） き ん ば く

背景…日露雑居の地だった樺太（ロ＝佃．１１）で日露関係が緊迫

内 容 … 樺 太 を ロ シ ア 領 千 島 列 島 す べ て を 日 本 領 犬
こうかとう

（３）江華島事件（１８７５年）（カンファド）たいいんくんＣ カ ン フ ァ ド Ｊ た い い ん く ん び ん ひ
背 景 ‥ ・ 朝 鮮 で は 大 院 君 が 失 脚 し ， 国 王 妃 閔 妃 一 族 が 実 権

うんよう（テウォングン）（ミンピ）
内 容 ・ ‥ 軍 艦 雲 揚 が 朝 鮮 沿 岸 で 測 量 ・ 海 洋 演 習 を 強 行 ４ 江 華 島 で 交 戦

結 果 …

--Ｗ-
つしつ

Ｅ 好 条規の締結（１８７６年こか９．６４）
Ｅきよたかいのうえかおる
ヨ 清 隆 ・ 井 上 馨

くに
朝 鮮 を 「 自 主 ノ 邦 」 と 規 定 ＝ 清 と の 宗 属 関 係 を 否 認
ふ ざ ん じ ん せ ん げ ん ざ ん
釡 山 ほ か ２ 港 の 開 港 （ ⇒ の ち 仁 川 ・ 元 山 に 決 定 ）（ プ サ ン ） （ イ ン チ ョ ン ） （ ウ ォン サ ン ）
Ｖ不平等条約＝日本に対し領事裁判権を承認・関税を免除

（４）小笠原諸島の領有（１８７６年）
背景…イギリスーアメリカとのあいだで帰属が不明確
内容…小笠原諸島の領有を宣言４内務省が管轄

・１浬歪ｌアメとムチを使い分けて民権運動を抑えこみ，国権外交によ
り不平士族の政府批判の標的を奪い，政府は政権基盤を確保していった。

＠ 士 族 反 乱 と 中 央 集 権 体 制 の 確 立

華族・士族に支給されていた秩禄（江戸時代以来の家禄＋戊辰戦争の際
の賞典禄）は総支出の約３０％を占め，大きな負担となっていた。そこで，

民心を統合するための基本国策に殖産興業をすえた政府は，１８７６年金禄
公稽官讐発行条例を制定し，華族・士族に金禄公債証書を谷待す６カヽわ
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りに秩禄を全廃した（秩禄処分）。
多額の公債を交付された華族や上級士族は，それを投資することで経済
的な安定をえたが，大部分の下級士族は没落せざるをえなかった。そして，
同７６年士族の武装解除を徹底させて治安を確保するために廃刀令が出さ
れたこととあいまって，士族反乱が続発した。

士族反乱
さが

（１）佐賀の乱・‥１８７４年
しんぶうれん

（２）神風連の乱…１８７６年
あきづき

（３）秋月の乱……１８７６年
はぎ

（４）萩の乱………１８７６年
せいなんせんそう

（５）西南戦争‥・１８７７年

佐賀・江藤新平
熊本・大田黒伴雄ら神風連（敬神党）

福岡・旧秋月藩士族
長州・元参議前原-誠
薩摩・西郷隆盛

た。とはいえ，同時期に推進された地租改正事業（ぐ〉ｐ．４１）が各地で反対一揆

を引き起こし，なかでも１８７６年の伊勢暴動（三重県など）・真壁暴動（茨城

県）は大規模なものだった。そのため，政府は地租改正反対一揆と士族反

乱の結びつきを恐れ，１８７７年地租を地価の３％から２．５％に引き下げた。

文中の空欄「ア‾‾１～「でＥ‾‾１にあてはまる適当な語句を記せ。

明治前期から日清戦争までの時期，輸入の中心の一つは綿製品で

あ っ た が， 綿 製 品 輸 入 の 中 心 は 幕 末 と 異 な り ， □ 万 口 で は な く

ロヨロ］であった。欧米でも機械化の比較的遅れていた「ラ‾‾１生産

では，日本の在来産業にも相応の競争力が備わっていたことを示し

ている。ところで，この「アＴＩ生産にみられるような在来産業の高

い生産性に着目して，それまでひたすら欧米に学ぶことに主眼がお

かれてきた殖産興業政策の修正をはかったのが，１８７３年に設置され

た「乃‾‾１省であった。「‾‾ラ‾¬省を中心に政府は，西南戦争勃発の

年，在来産業育成のための第１回「匠‾‾１を東京上野に開催した。

皿 ア 。 綿 織 物 イ 。 綿 糸 ウ 。 内 務 エ 。 内 国 勧 業 博 覧 会
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ｇ１１１迂ｌ民間の自主的な経済活動こそが国家の自主独立（富国強兵）の
基礎になるーそう考えた

策として！
くさんこうさよう’゛’゛゛’゛゛゛゛’

ｌ 産 興 業 を 掲 げ た 。

＠ 殖 産 興 業 政 策 の 展 開

政府は当初，官営中心の殖産興業政策をすすめたものの，財政資金の不
足から行き詰まった。そこで，大久保利通内務卿はその政策を修正し，政
府の指導・保護のもとで在来産業の技術改良に取り組んでいく。

官営事業…（１）幕府・諸藩が経営していた鉱山・軍事工場を継承
江戸関口大砲製作所・●東京砲兵工廠

横須賀製鉄所４横須賀造船所（のち横須賀海軍工廠）
（２）官営模範工場＝欧米技術の民間への導入を促進

群馬県に富岡製糸場（１８７２年・フランス人技師）
技術改良…内国勧業博覧会＝第１回を１８７７年上野公園で開催

こうしたなかで綿織物業が生産を回復してくる（（〉ｐ．１９）。原料糸を輸入

綿糸にかえ，飛び抒を取り入れて，農村での問屋制家内工業を中心に発展

していく。だから，輸入の中心品目が綿織物から綿糸へと変化していた
めんぼうせきがうんたっち

のだ。また綿紡績業でも，臥雲辰致が第１回内国勧業博覧会に出品した
ぼう

ガラ紡（水車を動力とする紡績機械）が普及していった（に〉ｎ．７３）。

輸出入をになう海運業は，当初欧米資本がほぼ独占していたが，政府はいわさきやたろうみつびし
それに対抗して，岩崎弥太郎の三菱会社（郵便汽船三菱会社）に保護を与

えた（φｐ．７４）。三菱会社は台湾出兵・西南戦争の軍事輸送をにない，さら

に長崎一上海間の定期航路に進出し，ついにはイギリス・アメリカの汽船

会社を排除して上海航路を独占する。

こうして日本の産業はしだいに国際的な競争力を強めていった。しかし，

産業資金の不足は否めなかった。そこで政府は，１８７６年国立銀行条例を
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改正して銀行券の兌換義務を取り除き（０μ４），金禄公債証書による出資

を認めるなど，・国立銀行設立の条件を緩和した。そのため，華・士族や地

主らによる設立があいつぎ，全国で１５３行の国立銀行が設立された。

四 ！ 西 欧 文 化 の 摂 取 が す す む な か ， 神 道 国 教 化 は 失 敗 す る が ， 庶

民の生活文化に大きな変化はまだなかった。

＠ 宗 教 政 策 の 転 換

神道国教化政策は１８７０年代初めに失敗し，かわって教部省のもとで神

道・仏教・民間宗教を動員した国民教化運動が進められていたが（べ〉ｐ．４７），

これに対しては信教の自由の立場から批判がでてくる。浄土真宗本願寺

派の僧侶島地黙雷が政治と宗教の分離を主張し，浄土真宗各派は大教院

を脱退。さらに明六社同人からも政教の混同への批判がでてくる。その結

果，政府は１８７５年大教院を解散し，１８７７年教部省も廃止した（Ｏｐ．６１）。

五榜の掲示（ぐ〉ｐ．２７）で示されたキリスト教禁制政策も崩れる。きっかけ

となったのが浦上信徒弾圧事件（１８６８～７３年）だ。政府は長崎浦上地方の

隠れキリシタンたちを捕らえて各藩にあずけ，信仰の放棄を強要しようと

したのだ。ところが

の して

１８７３年政府はキリシタン禁

キリスト教の信仰を黙認するに っ て い た 。

＠ 高 等 教 育 の 整 備

政府は多くの外国人教師（御雇外国人）をまねいて西洋の学問・技術の
受容にっとめ，各分野での指導者の養成をめざした。

エｎ一回‥皿ゃｔｉ・＝→眉言獣二

西洋美術…………工部美術学校４浅井忠（フォンタネージに学ぶ）ら

洋式農業技術……東京に駒場農学校・北海道に札幌農学校４内村鑑三ら

、 ＿ ． ｊ １ ８ ７ ７ 年 開 成 所 や 医 学 所 を 母 体 と して 設 立
官匹）養成………東５゛大引初代総長加藤訟芝
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コ ン ド ル … … … … イ ギ リ ス ・ 工 部 大 学 校 ・ 建 築 ４ 鹿 鳴 館 ・ ニ コ ラ イ 堂

フ ォ ン タ ネ ー ジ … イ タ リ ア ・ 工 部 美 術 学 校 ・ 油 絵

ラ グ ー ザ …イタリア・工部美術学校・洋風彫刻

モ ース … … … … … アメ リ カ ・ １ ８ ７ ７ 年 大 森 貝 塚 （ 東 京 都 ） を 発 掘 調 査

フ ェ ノ ロ サ … … … ア メ リ カ ・ 日 本 美 術 の 研 究

ナ ウ マ ン … … … … ト ｀ イ ッ ・ 地 質 学 ４ フ ォ ッ サ マ グ ナ ・ ナ ウ マ ン 象

ベルツ……………ド｀イヽッ・内科医・『ベルツの日記』で有名

ク ラ ー ク … … … … ア メ リ カ ・ 札 幌 農 学 校

慶応義塾………福沢諭吉，１８５８年創立

同志社…………新島襄，１８７５年創立・海老名弾正や徳富蘇峰が学ぶ

東京専門学校…大隈重信，１８８２年創立・教員に小野梓や坪内逍遥ら

＠庶民の娯楽

聞）に対し，庶民のあいだには，社こ
会面ニュースや大衆娯楽を重視する小新聞が普及していた。『読売新聞』

かわらばんけいふ
や『朝日新聞』など，江戸時代の瓦版の系譜をひくものだ。そうした小新

か な が き ろ ぶ ん あ ぐ ら な べ げ さ く
聞を中心に，仮名垣魯文の『安愚楽鍋』など，江戸時代以来の戯作文学が

庶民の人気を博していた（φｐ．７２）。
よ せ こ う だ ん ら く ご

また，寄席や見せ物小屋で演じられるさまざまな芸能（講談や落語など）

も，庶民の娯楽として大きな位置を占めっづけており，なかでも落語では
さんゆうていえんちょうぼたんとうろうぱなし
三遊亭円朝の『怪談牡丹灯箭』などの怪談噺が人気を得ていた。
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：７ｌａ推！：民権運爽ｌｌユの皐ｌｉｉゆ・と転換］勧岫収

次の文章の正誤を判定せよ。

①民撰議院設立の建白に端を発した自由民権運動は，秩父事件や
かいたくしかんゆうぷつ
開拓使官有物払い下げ事件を経て，国会開設を政府に約束させた。

②全国的な規模にまで盛り上がった国会開設請願運動の鎮静をは

かるため，政府は府県会を開設した。

③自由民権運動は，その政治思想の宣伝のために，政治小説とよ

ばれる文学を生み出した。

④ 民 権 運 動 が 活 発 に な り ， 自 由 主 義 の 思 潮 が 高 ま る の を 恐 れ た 政

府は，学制をやめて国家統制色の濃いプロシア流の教育令を制定

した。

⑤自由党の指導部は，政府の圧迫に耐えかねて解党にふみ切った。

中央指導部を失った地方の党員は過激化して，福島事件など一連
の騒動を起こした。

四胞国家づくりが本格化する寸前で，１８７８年大久保利通が暗殺され，いとうひろぶみやまがたありともくろだきよたかおおくましげのぷ
政府は伊藤博文・山県有朋・黒田清隆・大隈重信らによる集団指導体制に

移行した。そのなかで，財政政策を主導したのが大隈重信大蔵卿だ。

ｏ 大 隈 財 政 と 国 家 財 政 の 破 綻

大隈は，西南戦争の戦費と殖産興業のための資金が多額にのぼったため，

大量の不換紙幣を発行して財源不足を補った。そのため，紙幣の信用が

低下し（１円紙幣＜１円銀貨という状況），物価騰貴（インフレ）が進んで

政府の歳入が実質的に減少した。財政破綻の危機に直面したのだ。また，

明治初期いらい輸入超過が続き，正貨（金銀貨幣）保有高も滅少した。

そのため大隈は，１８８０年工場払下げ概則を制定し，赤字経営だった官

営事業の払下げに着手するとともに，同年横浜正金銀行を設立して貿易

１：ＳＩＥⅢＩＺｌｌｌ前唇〕①誤②ｓ③ｍ④誤⑤誤
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金融を担当させ，貿易の円滑化をはかった。
さらに，寺島宗則外務卿により関税自主権の回復をめざした条約改

正交渉が進められた。国内産業の保護と政府歳入の増加をもくろんだのだ。
１８７８年アメリカとの間で条約改正にいちおう成功したが，イギリス・ドイ
ツの反対で失敗に終わった（Ｏｐ．７０）。

馨回晩大隈財政下のインフレは国家財政を破綻の危機においやった
が，景気が刺激されて豪農・豪商の活動が活発になった。

＠ 自 由 民 権 運 動 の 高 ま り 一 国 民 的 な 政 治 運 動 へ の 成 長 -

西南戦争のさなか（１８７７年），立志社の片岡健吉らが国会開設・条約改正
の実現・地租軽減を要求する建白書を政府に提出し（立志社建白），７８年
には，板垣退助の参議復帰（１８７５年の大阪会議＝》１３．５０）で自然消滅していた愛国

社ｙ：）ｉ再興された。言論を中心とする民権運動の再建がはかられたのだ。
他方，豪農・豪商の地方自治への要求が高まり，１８７８年三新法が制定さ
れた。郡区町村編制法・府県会規則・地方税規則だ（ロ：〉ｒ）。６９）。画一的な
大区・小区制にかえて地域社会の実情にあった行政組織が編制され，公選
制の府県会が設置された。豪農・豪商の政治参加する場ができたのだ。
その結果，自由民権運動は士族だけではなく豪農１豪商もまき込んで，

国民的 をもつ政治運動へ成長していく（豪農民権）。人びとが国家づ
くりに積極的に参加しはじめたのだ。１８８０年愛国社は国会期成同盟へと
発展し，国会開

と討論をもとに

がゝん

が進められた。さらに，各地で地域住民の学習

が 主作成されていった（私擬憲法）。
府県会はこれ以前に開設（例題１４

私 擬憲法案……………交胸社４君民共治・二院制・議院内閣制

日本憲法見込案………立志社４人民主権・一院制

東洋大日本国国憲按‥・植木枝盛４天皇のもとでの連邦制・人民主権
（史料ｐ．８１）

抵抗権と革命権を明記
日本帝国憲法…………千葉卓三郎・五日市（東京）の地域住民が作成
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また，天賦人権論にもとづいて国民の権利の重要性を主張する馬場辰
い な か え ち ょ う み ん み ん や く や く げ
猪ｒ天賦人権論』・植木枝盛『民権自由論』・中江兆民ｒ民約訳解』（ルソーのやのふみおりゅうけいけいこくびだん
『社会契約論』を翻訳・解説）などが著され，矢野文雄（竜渓）『経国美談』・

東海散士『佳人之奇遇』など，民権思想を普及させることを目的とする政

治小説が書かれた（べ〉ｎ．７２）。
こうしたなか，政府は，１８８０年集会条例を制定して結社・演説会（集

会）を届け出制とし，民権運動への規制を強化する。しかし，警官の制止

をふりきりながら声高に政府批判をくりひろげる演説＝パフォーマンスと

興奮のなかで，自由民権運動はすそ野を広げていった。

＠明治１４年の政変

政府内部でも参議大隈重信が国会の早期開設を主張し，国会での多数
党をもとに政府を構成する議院内閣制を実現することを構想していた。
これに対して危機感をいだいたのが岩倉具視や井上毅だった。彼らは天-

このように政府内部で権力抗争が高まっているさなか，１８８１年開拓使
か ん ゆ う ぶ つ は ら い さ く ろ だ き よ た か
官 有 物 払 下 げ 事 件 が 暴 露 さ れ る 。 開 拓 使 長 官 黒 田 清 隆 が， 同 じ 薩 摩 出ごだいともあつ
身の政商五代友厚らに安価に官有物を払い下げようとしていたのだ。藩

ゆちゃく
閥と政商の癒着に対する世論の反発が高まり，国会開設を求める運動がさしいてき
らに強まった。国民の声を政治に反映させることで，藩閥の恣意的な政治

運営を抑えようというのだ。大隈重信もこの動舶こ同調していた。

これに対し岩倉具視・伊藤博文らは，開拓使官有物の払い下げを中止す
ひめん

る一方，大隈重信とその系統の官僚を罷免した（明治１４年の政変）。そ
ちょくゆ

して国会開設の勅諭を発して民権派の政府批判をかわそうとした。
（史料ｐ．８ｏ）

川明治２３（１８９０）年に国会を開設することを公約
秩父事件より
も前（例題１４

（２）欽定憲法の方針（国民の承認を得ず天皇単独の意思で制定）を示す
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○ 政 党 の 結 成

民権運動の高まりのなか，政党があいついで結成される。１８８１年国会期
成同盟に参加していた人びとにより自由党が組織され，１８８２年大隈派を
中心として立憲改進党が結成された。こうした政府批判派の政党に対し，
政府側は立憲帝政党を結成させて対抗した。

のもとでの増税と
などの下落は，農村経済に深刻な不況をもたらし 豪農・

１

自由党………１８８１年，板垣退助・中島信行（のち初代衆議院議長）

フランス流の急進的自由主義
おおくましげのぶおのあずさやのふみおりゅうけぃ

立憲改進党…１８８２年，大隈重信・小野枠・矢野文雄（竜渓）

イギリス流の穏健的立憲主義

立憲帝政党…１８８２年，福地源一郎（東京日日新聞の社長）

＠ 自 由 民 権 運 動 の 分 解

明治１４年の政変によって薩長藩閥が国会開設・憲法制定の主導権を握っ
た。そのため，自由民権運動はそれまで掲げてきた目標が見失われてしま
い，手づまりになっていく。さらに，松方財政（

が分解していったのだ。

こうしたなか，自由党員による政府高官の暗殺計画や困窮した農民たち

による実力行使があいついでおこった（激化事件）。また，朝鮮問題をめ

ぐる政府の外交姿勢を弱腰だと批判し，清・朝鮮に対する強硬策を主張す

る動き（国権論）も強くなっていった（φ１，。６４）。自由民権運動が過激化してい

ったのだ。

それに対して自由党や立憲改進党の政党幹部たちは，急進的な党員の動

きを統制することができず，しだいに民権運動が分解していく。自由党は

加波山事件をきっかけとして解
して活動停止状態となってしまうのだ。
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福島事件……１８８２年，福島県令三島通庸が県会議長河野広中ら自
由党員を弾圧

加波山事件…１８８４年，自由党員が栃木県令三島通庸の襲撃を計画
秩父事件……１８８４年，養蚕地帯の

おおいけんたろうかげやまひでこ
大 阪 事 件 … … １ ８ ８ ５ 年 ， 大 井 憲 太 郎 ・ 景 山 英 子 ら が 朝 鮮 へ の 渡 航

とその内政改革を計画

四百題人びとによる契約を国家のなりたちの基本にすえる人民主
権・君民共治の主張は，神格化された天皇による統治を国家のなりたちの
基本にすえようとしていた藩閥にとって，警戒すべき動向だった。

＠教育理念の転換

自由民権運動の高酋
て教育令が制定され，

プロシア流ではない（例題１４

りのなか，１８７９年文部大輔田中不二麿が中心となっ

地方自治的な教育制度が導入された。画一的だっ

た学制（ぺ〉ｐ．４２）にかえ，アメリカの制度にならって，地方の実情にみあっ

た教育方針を決めてよいとしたのだ。ところが翌年改正され，教育の国家

統制が強化される。

とを国家のもとへｊ から していくことがめざされたのだ（ゆｐ．６９）。

こっかしんとう
＠ 国 家 神 道 の 形 成 ヽ

政府は伊勢神宮を頂点とする神社制度を整えていたが，盲蔀言廃止後，

神社は内務省の監督下におかれ，政府から公金の支出をえて国家の祭祀を

担った。これが国家神道であり，信教の自由の対象となる宗教を超えた

存在とされた（ぺ〉ｐ．６８）。一方，黒住教・金光教・天理教などの神道系の民

衆宗教（に〉１３２３）は，文部省の監督下におかれて教派神道として公認された。
こうして，国家神道のもとに，仏教・キリスト教・教派神道を従属・編

成する体制が整えられ，諸宗教は布教活動を合法化するため，国家神道に
げいごう
迎合する形で教義を変質させることを余儀なくされた。
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次の文章の正誤を判定せよ。

① 大 蔵 卿 松 方 正 義 は ， 日 本 銀 行 を 設 立 して 兌 換 券 発 行 を こ こ に 統
一し，不換紙幣の回収を進め，同時に金本位制を確立した。

②松方財政の下で不況がすすむと，没落する中小地主が増加する

反面で，小作農の中から，土地を買い入れて自作農になる者が多

数あらわれてきた。

③ 金 玉 均 （ キム オ ッ キ ュ ン ） ら 朝 鮮 の 改 革 派 は ， 清 国 に 頼 って い

た保守派と対立し，壬午軍乱を起こして日本公使館を襲撃した。

④ 天 津 条 約 は ， ロ シ ア の 朝 鮮 進 出 に 対 抗 す る た め の 日 清 両 国 の 協

力を定めたものである。

１腿迂-
れたあと，

１８８１年に，明治１４年の政変（ぐ〉ｐ．５９）で大隈重信が政府を追放さ

松方正義が大蔵卿に就任し，破綻しかけていた国家財政の立

て直しにとり組んだ。彼の財政政策を松方財政という。

＠ 松 方 財 政 と 国 家 財 政 の 再 建

松方財政のねらいは兌換制度の実現にあった。それにより紙幣価値を安定
させることができれば，物価も安定し，地租収入の実質的な減少も防げる。

松方はそのための準備として，田緊縮財政により黒字を確保して不換紙幣を
回収し，（２冲央銀行への紙幣発行権の集中をはかった。

酒造税・煙草税などの増税

（１）緊縮財政軍事費以外の歳出を切りつめる

｜・●官営事業の払下げを促進（工場払下げ概則を廃止）
↓ （ ｏ ｐ ． ５ ７ ）
紙幣整理…不換紙幣を処分（１円紙幣≒１円銀貨へ近づける）

（２）日本銀行の設立（１８８２年）…紙幣を発行できる唯一の銀行
⇒国立銀行から紙幣発行権を取りあげる（こべ〉ｐ．肘）

皿 瞬 逞 ① 誤 ② 誤 ③ 誤 ④ 誤



歳出｀のうち軍事費だけが例

外とされたのは，壬午軍乱や

甲申政変（Ｏｎ．６４）による対外的

緊張の高まりを背景として陸

海軍の軍拡要求が強まってい

たためだ。

また，工場払下げ概則（φｐ．５７）

を廃止して官営事業の払下げ

を促進した点に注意。工場払

下げ概則は条件が厳しかった

ために，払下げが思うように

進んでいなかったのだ。

団自由民権運動の高まりと転換-６ｊ

工場・事業所 払い下げ先

造船 兵庫造船所（兵庫県）
長崎造船所（長崎県）

川崎
三菱

鉱山

高島炭坑（長崎県）
佐渡金山（新潟県）
生野銀山（兵庫県）
院内銀山（秋田県）
阿仁銅山（秋田県）
三池炭坑（福岡県）

（後藤のち）三菱

三菱

三菱

古河

古河

（佐々木のち）三井

化学 深川セメント（束京都） 浅野

繊維 富岡製糸場（群馬県） 三井

▲おもな官営事業と払い下げ先

１１ごこソ丁ご．・ｒＴｙへ’‾｀ヽ-・てと丁ごとＴｙご七、

ブ ミ ｒ 一 一 づ ｊ ｙ 吋 ミ 位 制 で は な い （ 例 題 １ ５ ① ） ｊ、ヽノペヽ 、ンヘ、＿ノ～ノ聚一一へヽ -ノｋ--` 一ヾ ノヽベーノ゙ -゙́ ゛

田銀本位制が確立（１８８５年から日本銀行が銀兌換の銀行券を発行）
吟紙幣の信用が安定・日本銀行を中心とする銀行制度が成立

（２）デフレが発生（米価・謐循など物価が下落）
４農民の階層分化がすすむ＝自作農の没落と地主への土地集中

作農 っ て ５

・；ｉ礎ｉ１台湾出兵以降の日本の対アジア政策は，話と琉球・朝鮮の間
の宗属関係を否認するものであり，清との間に緊張をもたらした。

＠ 琉 球 処 分

台湾出兵（Ｏｐ．５２）を清に義挙と認めさせた日本政府は，琉球内部の反発
をおさえこみながら，１８７９年沖縄県設置を強行した（琉球処分）。これに
対し，琉球と宗属関係をもっていた清か反発した。アメリカ前大統領グラ
ントが調停をはかり，先島諸島（宮古・ハ重山群島）を清に分割するという

先島分島案を提示したものの失敗し，最終的には，下関条約（ぐｐ．９２）によ
り台湾が清から日本へ割譲されたことで
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＠ 朝 鮮 を め ぐ る 清 と の 対 立

日朝修好条規（ロ；〉ｎ．５２）による開国は，朝鮮内部の政治紛争を激化させた。ぴ ん ひ ， た い い ん く ん
閔 妃 一 派 が 日 本 の 協 力 の も と で 欧 化 政 策 を 進 め た た め ， 大 院 君 を 中 心（ ミ ン ビ ） じ ょ う い （ テ ウ ォ ン グ ン ） ｀
とする攘夷派の不満が高まり，さらに貿易の拡大にともなう日本商人の朝

鮮国内への進出は朝鮮民衆の生活不安と日本への反発を招いていた。こう

したなか，１８８２年壬午軍乱がおこる。下級兵士らが暴動をおこして朝鮮

王宮や日本公使館を襲撃し，それに乗じて大院君が政府の実権を握った
さいもっぽ

のだ。しかし，清の軍事介入により鎮圧され，同年日朝間に済物浦条約

が結ばれて日本は賠償金と公使館守備兵の駐留権をえた。

これ以降，清は軍隊を駐留させ続けて内政干渉を強めた。日本の朝鮮へ

の進出を警戒し，朝鮮に対する宗主権を強化しようとしたのだ。そのため，

清との宗属関係を維持しようとする閔妃ら穏健派（事大党）と，清の内政

干ｌμを排除しようとす４笙脳急進開化派函笠Ｅ１９ｊｌ）１！ニ，７：）間-ｅ，対立が
深まっていった。１８８４年６月ヴェトナム支配をめぐって清仏戦争が勃発
し清の劣勢が伝えられると，同年１２月独立党は日本軍の支援のもとでクー

デターをおこしたが，清軍により鎮圧され失敗したＪ甲申政変だ。
壬午軍乱ではない（例題１５③）

その結果，日清間の緊張が高まり，民間では対清・朝鮮強硬論が高まっ

た。１８８５年福沢諭吉が新聞『時事新報』にニ「ｌ標圈を発ｙ表して清朝鮮’゛

の強硬策を主張し，大井憲太郎らが大阪事件（（〉ｐ．６１）をおこした。

それに対して，政府は軍事衝突の回避にっとめ，１８８５年４月日本全権

伊藤博文と清全権李鴻章の間で天津条約が締結され，両国軍の朝鮮からてっべい（リーホンジャン）／
の相互撤兵と今後出兵する際に
（史料ｐ．７８）

ま事前に相互に通告することが約束された。

壬 午 軍 乱 … １ ８ ８ ２ 年 閔 妃 一 派 ＝ 欧 化 政 策 を 実 施 ⇔ 大 院 君 ＝ 攘 夷 派（ ミ ン Ｗ し も っ ぽ （ テ ウ ォ ン グ ン ）

４日朝間で済物浦条約（１８８２年）

甲 申 政 変 … １ ８ ８ ４ 年 閔 妃 一 派 ＝ 事 大 党 ⇔ 金 玉 均 ら ＝ 独 立 党
てんしん（キムオッキュン）

４日清間で天津条約（１８８５年）
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泣憲体制の１１１１§成肩幽絲皆；：詣霖

次の文章の正誤を判定せよ。
ていこくけんぽう

① 大 日 本 帝 国 憲 法 は ， 第 １ 回 の 帝 国 議 会 に お いて 衆 議 院 ・ 貴 族 院

の審議を経た上で公布された。

② 天 皇 が 法 律 を 制 定 す る に 際 して は ， 帝 国 議 会 に よる 法 律 案 の 審

議をかならずしも必要としない。

③１８８５年に創設された内閣制度においては，宮内省も内閣に所属
きゅうちゅう

し，宮中と行政府とが区別されなかった。

ＩＥ屈戻漣藩閥政府は国会開設の勅諭（ロｓ〉ｎ．５９）で１８９０年の国会開設を公約
したが，国会が開設されれば民権派の発言力が強まることになる。藩閥は，
どのようにして藩閥による政治支配を存続・機能させようとしたのか？

０欧米にならった諸法典の整備

（１）大日本帝国憲法の制定国会開設の勅
政府は，伊藤博文を中心として国民にに
すすめた。伊藤は憲法調査のためにヨーロッパヘ行き，ベルリン大学

のグナイスト，ウィーン大学のシュタインからドィッ憲法の講義を受

ける。１８８４年宮中に制度取調局を設置して憲法草案の作成に着手し，
１８８８年枢密院を設置して，明治天皇臨席のもとで草案審議をはじめる。
こうして，１８８９年２月１１日（紀元節）大日本帝国憲法が明治天皇（睦仁）

により発布された。黒田清隆内閣のときだ。

いのうえこわしかねこけんだろういとうみよじ

伊 藤 博 文 ； ！ ・ ｓ 中 心 ４ 協 力 井 上 毅 ’ 金 子 繋 郎 ゛ 伊 東 巳 代 治
助 言 … ド ィ ッ 人 法 律 顧 問 □ エ ス レ ル

匹 ① 誤 ② 誤 ③ 誤
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かぞくれい
（２）華族令国会開設にあたって二院制を採用して貴族院を設置するために，

くぎょう
１８８４年華族令を制定。旧大名・公卿だけでなく，明治維新で活躍した人

こ う ろ う し ゃ こ う し ゃ く こ う は く し
物など国家の功労者を新たに華族に追加し，公爵・侯爵・伯爵・子爵・
だ ん し へ ・ く い
男爵の５ランクの爵位を定めた。

たじょうかんせい
（３）内閣制度の創設１８８５年太政官制を廃

止して内閣制度を創設する。各省の長官

を 国 務 大 臣 と し ， 彼 ら と 内 閣 総 理 大 臣

（首相）とにより内閣を構成させた。きゅうちゅうふちゅう
（ ４ ） 宮 中 ・ 府 中 の 別 内 閣 制 度 の 創 設 に と

もない，宮内大臣（宮内省の長官）を内閣の

外部におき，内大臣ととも宮内省は内閣に

に天皇家内部（宮中）の事諧§Ａｊ；ドヘ））

務を担当させた。宮中のこ

大 臣 氏 名 出 身

総 理
内 務
外 務
大 蔵
司 法
文 部
農商務
逓 信
陸 軍
海 軍

伊藤博文
山県有朋
井 上 馨
松方正義
山田顕義
森 有 礼
谷 干 城
榎本武揚
大 山 巌
西郷従道

長 州
長 州
長 州
薩 摩
長 州
薩 摩
土 佐
幕 臣
薩 摩
薩 摩

と が ら を 扱 う セ ク シ ョ ン を ， 内 閣 （ 府 中 ＝ Ａ 初 代 内 閣 の 閣 僚

行政府）という国政を担当するセクションから分離したのだ（ゆｐ１２６）。さこうしつてんぱん
ｒらに１８８９年皇室典範を制定し，天皇位の継承方法などを定めた。こうし

て天皇親政のもとでの国政と天皇家の家政との混同を避けるとともに，

天皇家内部に国民の意見がおよぶことを排除していったのだ。
ち ざ い ほ う り つ よ う ろ う り っ く じ が た お さ だ め が き

（５）刑法・治罪法明治初期には，中国の律・養老律・公事方御定書を

参考にした新律綱領（１８７０年）やその不備を補った改定律例（１８７３年）が

制定されていたが，条約改正にそなえて西洋法を導入。１８８０年フラン

ス人法律顧問ボアソナード逼箪により刑法・治罪法が制定された。刑

法は，法律に定められていない行為は犯罪として処罰されないという

罪刑法定主義を初めて導入した点が画期的。皇室への犯罪として大逆

（６）民法ボアソナードが起草し，１８９０年公布されたが，批判が噴出した。
帝国大学教授穂積八束が論文「民法出て忠孝亡ぶ」でフランス流の民法
は道徳を滅ぼすものだと批判し，民法典論争に発展した。そのため施行
が延期され，１８９８年改めてドイツ流の民法が制定された。財産や婚姻な

１
１
１
-
ｉ
ｌ
ｌ
ふ
一
一

●

１

１

「

～
１
１
１
１
１
１
１

Ｆ
ｌ
ｊ
̶
Ｉ
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＠明治憲法のもとでの政治制度（。！）叫８２）

（１）天皇憲法は，皇祖皇宗（天照大神～歴代の天皇）に由来する統治権
をその子孫の天皇が受け継ぐものと規定し，天皇がもつ統治権の源泉

を神話に求めることによって人民主権や君民共治を否定し，国家のな
りたちに国民の意思を介在させなかった。そして天皇は国家の元首と
して，官吏の任免，宣戦（戦争開始の宣言）・講和や条約の締結，緊

急勅令の発令，戒厳令の布告，陸海軍の統帥などの権限をもってい
た。これらの権限を天皇大権とよぶ。
とはいえ， 天皇が制約なく権限を行使できたわけではない。天皇は

憲法の規定に従いながら統治権を行使したのであり，それには内閣・

枢密院・帝国議会などの国家機関のサポートが不可欠だった。

「‾元‾‾毎に‾卜ｌ；；量ミミミミと竺…
宮 中
内 大 臣
（常時輔弼）

宮内大臣
（皇室事務の輔弼）

天 皇

（国家元首）

（統帥権）

陸軍・海軍

枢 密 院
（重要国務の審議）

帝国議会

圓 圓
（立法権の協賛）

内 閣

（国務の輔弼）

裁 判 所

（琵；頴町
▲国家機構のしくみ

（２）内閣＝天皇を輔弼する叫ｄｖｉｓｅ）行政機関

天皇が国務をとる際には内閣の輔弼が不可欠で，逆にいえば，天皇

を輔弼するという形で内閣が国政を担い，天皇に対して責任を負うこ

とになっていた（議会に対する責任は不明確だった）。つまり，内閣が

を握ったのだ。
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しかし，天皇の諮詞機関として枢密院があり，陸海軍の統帥権が内

閣から独立していた（統帥権の独立）ため，内閣の国政運営に制約が加

えられることがあった。また，各国務大臣の単独輔弼制がとられた上

に，国務大臣の任免権を首相ではなく天皇がもっていたため，首相の

統率力が弱く，閣内対立が内閣総辞職に直結しやすかった。

（３）帝国議会＝天皇の立法行為を協賛する（ｃｏｎｓｅｎｔ）立法機関

法律・予算を制定する権限（立法権）は天皇がもっていたが，帝国議

がなければ法律・予算は成立しなかった。そのため，国民の意見がで

きる限り国政に反映しないような仕組みが整えられていた。

まず二院制を採用し，選挙でえらばれる議員により構成される衆議

院とともに，皇族・華族・勅選・多額納税者議員で構成される貴族院

を設置した。そして，衆議院が先に予算を審議できふこと（予算の先議

権）をのぞいて両院の権限を対等とした。また，天皇大権と規定され

ている事項に関する予算案については，議会は政府の同意なくして削

減できないと定めて帝国議会の予算審議権に制限を加え，また，予算

案が不成立の場合には，内閣に前年度予算の執行権を認めた。

（４）枢密院＝天皇の諮詞（諮問）に応えて重要国務を審議する

枢密院は，条約や緊急勅令，議会の承認をえた法律案など，重要な

国務を審議し，ときには内閣や帝国議会の動向を制限する面をもった。

（５）元老＝天皇の最高顧問（憲法には規定されていない）

藩閥の実力者は元老と称され，憲法には規定されていないにもかか

わ らず， 首 相 の 選 出 や 重 要 政 策 の 決 定 に 関 与 し た 。 明 治 期 は 伊 藤 博ぷみやまがたありともいのうえかおるくろだきよたかまつかたまさよしさいごうつぐみちおおやまいわお
文 ・ 山 県 有 朋 ・ 井 上 馨 ・ 黒 田 清 隆 ・ 松 方 正 義 ・ 西 郷 従 道 ・ 大 山 巌
の７名で，のち桂太郎・西園寺公望２名が追加された。

（６）国民の人権国民は天皇の臣民とされ，所有権の不可侵や言論・出

版 ・ 集 会 ・ 結 社 の 自 由 は 法 律 の 範 囲 内 で 認 め ら れ ， 部 分 的 な 信 教 の

自由を与えられた（φ９．６１）。
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＠ 地 方 制 度 の 整 備

地方制度は山県有朋とドィッ人法律顧問モッセが中心となって整備さ
れ，１８８８年市制・町村制，１８９０年府県制・郡制として定められた。住民
の自治が規定されたものの，内務大臣や知事の強い監督をうけた。

Ｕ度の変遷

１８７１年戸籍法＝大区・小区制

４１８７８年三新法＝郡区町村編制法・府県会規則・地方税規則（⇒１３．５８）

４１８８８年市制・町村制，１８９０年府県制・郡制

北海道と沖縄は特別扱い。北海道では，１８８６年北海道庁が設けられて

植民事業が継続し（ぺ〉ｎ．４６），先住民族のアイヌは北海道旧土人保護法

（１８９９年）のもと，保護地においやられていく。さらに，衆議院議員選挙法

が実施されたのは１９００年のことだった。沖縄では，琉球処分（に＝Ｓ〉１３．６３）の後

も旧制度が維持され（旧慣温存），府県制（→１９０９年実施）・衆議院議員選挙

法（→１９１２年実施）が実施されなかった。そのため，謝花昇らが参政権獲

得運動（１８９９年沖縄倶楽部を結成）を進めたが，弾圧された。

ｅ 学 校 制 度 の 確 立

森有礼文相のもと，１８８６年学校令（小学校令・中学校令・師範学校令・

帝国大学令の総称）が制定され，学校体系の整備も進んだ。谷拓ヽ学校２１ノレ尚
けんてい

年の義務教育が定められ，小中学校の教科書の検定制度がはじめられた。

また，東京大学（ぐ〉１３．５５）を工部大学校とあわせて帝国大学として改編し，

国家の須要に応じるエリートの養成機関とした。

１８９０年には教育勅語が発布され，教育の基本理念が示された。井上
こわしもとだながざね（史料ｐ．８４）
毅。｀元田永孚が起草し，天皇への忠誠など，忠孝の儒教道徳を強調したも

のだ。
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三り；・胞

次の文章の正誤を判定せよ。

① 井 上 馨 は ， 改 正 条 約 案 に つ い て 関 係 諸 国 の 同 意 を 得 た が ， 外

国人判事の日本法廷への採用が憲法に違反することが明らかにな

ったので，交渉を中止した。
と く と み そ ほ う へ い み ん こ く み ん の と も

②徳富蘇峰は，平民主義を唱えて雑誌『国民之友』を創刊し，欧化

主義に反対する論陣を張った。
み や け せ つ れ い み ん ゆ う し ゃ こ く 十 い

③ 三 宅 雪 嶺 ら 民 友 社 の 人 々 は ， 欧 化 政 策 を 批 判 し ， 国 粋 主 義 を 唱

えて，雑誌『太陽』を創刊した。

ｇＳｉ５１漣欧米諸国にならった法制度の整備をすすめながら，一方では
領事裁判権の撤廃を主眼とする条約改正交渉がすすめられていた。

＠条約改正交渉 憲法制定よりも以前（例題１７①）
おおくましけのぶ

この時期の担当は井上馨外務卿（のち外相）と大隈重信外相だ（ロＳ〉１３．８７）。
-
-
-
ｊ
『
四
-
ｊ
ゆ
１
１
-
Ｉ
Ｉ

｜｜

｜形式＝関係国すべてが同席して交渉
４外国要人接待の社交場＝鹿鳴館（設計コンドル・１８８３年）

条件＝外国人裁判官の任ｆ月廣逼縦鼠外国人の国内通商の自由）たにたてき
反対＝政府内部ではボアソナードや谷干城農商務相

民間で三大事件建白運動（１８８７年）
結果＝井上馨外有１が辞任して交渉中止

ばん
三大事件建白運動は，井上外相の条約改正案に反対して外交失策の挽

か い ほ し と お る ご
回・言論の自由・地租の軽減を求めたもの。すでに１８８６年から星亨・後
と う し ょ う じ ろ う た い ど う だ ん け つ
藤象二郎が中心となって民権各派の結集をはかる大同団結運動が進めら

れており， ノルマント
ン号事件（１８８６年）ともあいまって，反政府運動は盛りあがった。それに

対して第１次伊藤内閣は，１８８７年保安条例を制定して民権派の指導者を
（史料ｐ．８１）

皿 蓼 遠 （ Ｄ ｓ ② ｓ ③ ｍ
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東京から追放したが，井上にかえて大隈重信を外相として入閣させたのも，

それにより運動を分裂させるためだった。

田清隆内閣

形式＝関係国と個別に交渉４アメリカ・ロシア・ドイツと交渉に成功だいしんいん
条件＝外国人裁判官の任用を大審院に限定・内地雑居

反対＝憲法違反との批判吟玄洋社社員が大隈外相を襲撃

結果＝黒田内閣の総辞職により交渉中止

Ｓ 弼 匝 Ｓ 西 欧 の 枠 組 み に も と づ いて 新 た な 伝 統 が 編 成 さ れて い く 。 ナー
ショナリズムの高まりだ。

＠ナショナリズムの高まり

（１）ナショナリズム思想藩閥政府主導のもとで表面的かつ画一的に欧米
の生活様式を導入していこうとする動きに対して，日本の現実に即し
て再検討・修正してぃこうとする思想がでてくる。（ゾズｉｉズヅヅサズ）

ナショナリ

（ ａ ） 徳 富 蘇 峰 の 平 民 主 義 … … … … … … … … 民 友 社 ＝ 雑 誌 『 国 民 之 ２

（ｂ）三宅雪嶺・志賀重昂らの国粋保存主義…政教社＝雑誌『日本人』

（ ｃ ） 陸 掲 南 の 国 民 主 義 … … … … … … … … … … … … … 新 聞 『 日 本 』

も

（ａ）徳富蘇峰は民衆にれを平民と表現した）の生活の現実に即した下
からの欧化をめざしており，（ｂ）三宅雪嶺らは藩閥政府の極端な欧化政
策のあり方に批判的で，国民としてのまとまり

化を新たに創出していこうとしていた。（ｃ）陸鶏

国民の主導性を確立すべきことを主張していた。

（２）絵画御雇外国人フェノロサやその弟子岡倉天・
かのうほうがいひぼかんのんはしもとがほう
狩 野 芳 崖 （ 『 悲 母 観 音 』 ） ・ 橋 本 雅 邦 ら に よ り ， 西 欧 の 手 法 に な ら い な が

ら新しい日本画を創出する試みが現れた（ロ；〉ｐ．１０４）。そして岡倉は，１８８７

年東京美術学校の設立を実現させて新日本画運動の拠点とした（彫刻
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科には伝統的な木彫の高村光雲が迎えられた）。それに対抗して，工

部美術学校（φΓ，。５５）でフォンタネージから油絵の教授をうけた浅井忠ら

は，１８８９年明治美術会（最初の洋画団体）を結成した。

（３）文学坪内逍遥が１８８５年『小説神髄』で写実主義を主唱。戯作（に〉１３．５６）

や政治小説（⇒ｐ．５９）の荒唐無稽なストーリー展開を排し，ありのままの
ふたはてい心めいうきぐもひ

人間を描こうというのだ。その具体化が，二葉亭四迷『浮雲』や山田美

妙『夏木立』などの，口語の文体を新たに作ろうとする言文一致の試み

であり，硯友社を結成した尾崎紅葉・山田美妙らの活動だ。尾崎らは，

１８８８年同人雑誌『我楽多文庫』を発刊し，江戸文学の伝統をうけっぎなが

ら，写実的な風俗・人情の描写を実現させた（Ｏｐ．９１）。

次の文章の正誤を判定せよ。

①貨幣・金融制度の整備にともなづて，１８８０年代後半に鉄道業やぼうせき
紡績業部門を中心に会社設立のブームが起こった。

②大阪紡績会社を先頭に，蒸気機関を備えた大工場が次々と生ま

れ，機械紡績が従来の手紡やガラ紡を圧倒するようになった。

③政府は，富岡製糸場を開設して洋式技術を学ばサだ。その結果，

日本の製糸業では大規模な洋式機械が普及し，在来の座繰製糸・

器械製糸は壊滅した。

ｌｌｌＥｉｌｉ∃ｉｌ１８８５年に銀本位制が確立（ぐ〉ｎ．６３）して通貨の信用が安定し，銀
行制度が整ったことを背景として，綿紡績業・鉄道業を中心に株式会社
設立ブームがおきた。民間主導のもとで産業革命が始まったのだ。

＠ 産 業 革 命 の 開 始

（１）綿紡績業・製糸業綿紡績業が機械・原料（綿花）を輸入に依存して発
展し，紡績機械・綿花の輸入拡大にともなって増える貿易赤字の削減

四 聯 逞 ① ヱ Ｅ ② ｉ Ｅ ③ 誤
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に貢献したのが，最大の輸出産業である製糸業だった。

（ａ）機械紡績が普及＝機械・原料を輸入に依存
・，祠晦カラ耘ｌｍ倒すふ・１８９０年綿糸国産高＞輸入高

（ｂ）最初の民間会社＝大阪紡績（１８８２年渋沢栄一が設立４８３年操業開始）

明治前期の輸入第１位は綿糸。そこで綿紡績業では，輸入綿糸に対

抗するためィギリスの機械紡績をそっくり移植する。機械をイギリス

から，原料綿花を中国やインドから輸入したのだ。その結果，１８９０年-
国産高が輸入高を上回り，国内市場を回復した（ぺ〉ｐ．９８）。

器械製糸が普及＝器械・原料を国産でま笥叉ｘｎｌ彗奪慾晋及＝器械・原科を１？９乞ｃ・カヽなつ電竹史で曼叉旦
４１８９４年器械製糸の生産高＞座繰製糸の生産高

幕末期以来の輸出第川立が
生糸。国産器械が使われ，原料

（繭）も国産を利用したため，生
糸輸出はそのまま貿易黒字に
結びっいた。製糸業は，外貨（輸-
入代金の支払手段）を獲得する

役割を果たしたのだった。
（２）鉄道業産業活動の基盤であ
る鉄道も飛躍的に発達する。

綿
糸
生
産
高
・
輸
出
・
輸
入
高
心
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０
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２

２

１

１

８

（
干
彫
）

００４

０
１８８９年９５１９０１０５１１

▲ 綿 紡 績 業 ・ 製 糸 業 の 発 達

（ａ）最初の民間会社＝日本鉄道（１８８１年華族の共同出資４東北線を経営）
４１８８９年民営鉄道の営業キロ数＞官営鉄道の営業キロ数

（ｂ）１８８９年官営の東海道線（東京一神戸間）が全通（ＯＭ３）
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みつびし
（３）海運業明治前期，三菱会社が政府（とくに大隈重信）の保護をうけて

発展した（ぺ〉ｐ．５４）。しかし，明治１４年の政変後に政府は政策を転換し，半
きょうどううんゆ

官半民の共同運輸会社を設立して対抗させた。激しい競争の末，１８８５
にほんゆうせん

年両社は合併して日本郵船会社が設立された。日本郵船は１８９３年ボン
ベんぎ

ベイ航路を開設し，インドからの綿花輸入に便宜をはかった（ｏｒ）。９８）。

‥ 必 出 史 料 の 征 服 六

皿廃藩置県（法令全書（〉ｇ３９）
-一

衣ｊ？ｊ追會
娃７二，這畠ノ時二際シ，内ｋｊ：ぅペ
ヒント欲セハ，宣ク名実才綸ヒ，政令一二帰セシム人シ。朕誠二諸

藩 版 籍 奉 還 ノ 議 ヲ 聴 納 シ， 新 二 知 藩 事 ヲ 命 シ， 各 其 職 ヲ 奉 セ シム ，- あ が ざ
リ テ 其 実 挙 ラ サ ル 者 ア リ 。 イ 可

こ れ か い よ り
シ ヤ 。 朕 深 ク 之 ヲ 慨 ス 。 掲 テ

●ポイント解説９１８７１年７月廃藩置県を断行した際の明治天皇の盲１４．

藩の存在が万国対峙のために障害となっているとの理由で，藩を廃止すること
を宣言している。公議世論よりも万国対峙を重視している点に注意。

版籍奉還（ゆｐ．２８）によって，政府と諸藩とが協同しながら全国の統治をおこな

う体制が整えられたものの，江戸時代同様，半独立国としての藩政の伝統が残
っていた。そのため，政府と諸藩はｌ。。ばしば対立し，諸藩の合意を確保するた

しゅうぎいん
めに設けられていた集議院は政府により閉鎖されてしまう。さらに，軍隊編針
をめぐる対立も激しく，テロや反乱が相次ぐ。徴兵制度の導入をめざした大村

益次郎（長州藩出身）が１８６９年９月襲撃をうけ，さらに同年１１月奇兵隊など長州

藩の諸隊による反乱（脱隊騒動）が発生，７１年１月には参議広沢真臣（長州藩出

身）が暗殺された。また，欧化政策を推進するにあたっての財源不足は，政府
ｉｌり）賠地である府・県への徴税強化となり，世直しへの期待を裏切られたことか
ら新政反対の農民一揆が続発していた。
こうした事態のなかで大久保利通・木戸孝允らは，薩長±３藩の協力を軸と

Ｉ
Ｉ
↓

１
」
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して中央政府の強化を追求。まず薩摩・土佐でそれぞれ藩政にあたっていた西

郷隆盛・板垣退助を上京させ，１８７１年２月薩長±３藩の藩兵によって御親兵を

構成。４月には鎮台を設置，最も反政府活動のおそれのある東北・九州に兵力
を配置した。こうした軍事力を背景に，薩長両藩実力者のあいだで極秘裏に計

画が進められ，７月１４日在京の知藩事を東京城に召集，廃藩置県のクーデター
を敢行した。

ちそかいせいじょうれい
Ｉ地租改正条例（法令全書白．４１）

こ ん は ん ｒ つ き き ゅ う ら い こ う の う
今 般 地 租 改 正 二 付 ， 旧 来 田 畑 貢 納

さ ら ア
シ ， 更 二 地 券 調 査

あ い す み し た か メ も っ ｆ あ い べ ‾ 石 石
相 済 次 第 ， 土 地 ノ 代 価 二 随 ヒ 百 分 ノ 三 ヲ 以 テ 地 租 ト 相 定 ム ヘ キ 旨 仰 セ

し し ゆ ‾ う 『 ‾ ‾
出 サ レ 候 条 ， 改 正 ノ 麟 別 紙 条 例 ノ 通 相 心 得 ヘ シ 。

地価のこと

●ポイント解説●１８７２年田畑永代売買の禁令を解除し，所有者と地価を記

した地券を交付して土地私有権を確立したうえで，１８７３年に公布されたのが地

租改正条例。地価の３％という税率は，旧来の租税収入総額とほぽ同額の歳入
を前提として計算されたもので，農民の負担は軽減されなかった。

改正事業は，１８７５年に地租改正事務局が設けられて以降，急ピッチで進み，
８０年までに山林原野を残して完了した。その際，政府が地価を一方的に決定し

押しつけるという高圧的な姿勢をとったため，７６年各地で地租改正反対一揆が
激化。そこで政府は，翌７７年１月地租を地価の３％から２．５％に減額して収拾を
は か っ た （ ［ で 〉 ｐ ． ５ ３ ］ 。 ｀

国徴兵告諭（法令全書こで〉μ２）
１ ８ ７ １ 年 廃 藩 置 県 の こ と 版 籍 奉 還 の こ と

わ が ち ょ う じ ょ う こ か ぃ だ ぃ あ げ 足 ざ へ
我 朝 上 古 ソ 制 ， 海 内 挙 テ 兵 ナ 鵠 ル ハ ナ シ ○ ゜ ゛ ｌ ゛ 太 政 維 新 列 藩 版 図
言 ん び と し ざ し くヲ 奉 還 シ ， 辛 未 ノ 歳 二 及 ヒ 遠 ク 郡 県 ノ 古 二 復 ス 。 世 襲 坐 食 ノ 士 ハ 其

可 ７ ‾ ‾ よ う や
禄 ヲ 減 シ ， 刀 剣 ヲ 脱 ス ル ヲ 許 シ ， 四 民 漸 ク 自 由 ノ 権 ヲ 得 セ シ メ ン ト

ス 。 是 レ 上 下 ヲ 平 均 シ ， 人 権 ヲ 斉 一 二 ス ル 道 ニ シ テ ， 則 チ 兵 農 ヲ 合 一

ニ ス ル 基 ナ リ 。 凡 ソ 天 地 ノ 間 一 事 一 物 ト シ テ 税 ア ラ サ ル ハ ナ シ 。
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あ し か は も と ぜ ざ
以 テ 国 用 二 充 ツ 。 然 ラ ハ 則 チ 人 タ ル モ ノ 固 ヨ リ 心 カ ヲ 尽 シ 国 二 報 セ サ
ベ ず こ れ け つ ぜ い い そ のべ ず こ れ け つ ぜ い い そ の

ル ヘ カ ラ ス 。 西 人 之 ヲ 称 シ テ 血 税 ト 云 フ 。 其 生 血 ヲ 以 テ 国 二 報 ス ル ノ
-

謂 ナ リ 。 ・ ‥ ・ 海 陸 二 軍 ヲ 備 へ ， 全 国 四民男児二十歳二至ル者ハ尽クー -か ん き ゅ う べ 乙
兵 籍 二 編 入 シ ， 以 テ 緩 急 ノ 用 二 備 フ ヘ シ 。

●ポイント解説●廃藩置県により全国の軍事（徴兵）権を集中させた政府は，

士族（武士）だけで構成される軍隊にかえて，四民平等の軍隊を創出することを
めざし，１８７２年１１月徴兵告諭を発した。当初は外国との戦争や外国への出兵は

問題とされておらず，国内の反乱鎮圧を目的とするものだった。

国民皆兵とはいえ，兵役免除の制度が設けられていた。一家の主人（戸主）や
その後継ぎ，官庁勤務者や官公立学校の生徒，徴兵在役中の者の兄弟，代人料

２７０円を納めたものなど，広く免除者が設定されており，養子縁組などで徴兵
を忌避するものが多かった。また，主要な働き手を奪われることになる民衆の

反発が強く，各地で徴兵令反対一揆＝血税騒動がおこった。

かくじしょうれいおおせいだされしょ
固 学 事 奨 励 二 関 ス ル 被 仰 出 書 （ 法 令 全 書 ぐ 皿 ４ ２ ）

バ１８７１年に設置／づタ二白白
今般支部省二齢テ学制ヲ定メ，逍劣教則ヲモ改正シ， 布告二及フヘキ¬ こ ん ‾ ‾ ず む ら ふ が く こ
ニ ツ キ ， 自 今 以 後 ， 一 般 ノ 人 民 ｇ Ｓ Ｉ 諸 舞 必 ス 邑 二 不 学 ノ 戸 ナ ク， 家 二 不

学ノ人ナカラシメン事ヲ期ス。

国民皆字の理念

●ポイント解説●１８７２年８月に出された太政官布告で，学制の趣旨を説明

したもの。学制とともに全国各府県に頒布された。「邑二不学ノ戸ナク，家二

不学ノ人ナカラシメン」と国民皆学の理念を掲げ，社会と個人の幸福との調和
をめざす功利主義の立場から個人の立身出世・実学が重視された。

同時に発布された学制では，フランスの学区制にならって全国を８大学区に
わけ，さらに中学区・小学区に区分し，各学区にそれぞれ大学校・中学校・小

学校を１校ずつ設置するものとされていた。まず小学校の設立に力が注がれ，
寺子屋などをもとに，実施後数年の間に全国に小学校が開設された。とはいえ，

学校の設置・維持費用については市町村にゆだねられたため，（養蚕・製糸業
のさかんな地域などでは洋風の小学校が設立されていったものの）当時の民衆

・
-
‘
-
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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にとっては大きな負担であり，学制反対を掲げた農民一揆が頻発した。

からふとちしまこうかんじょうやく
囮 樺 太 ・ 千 島 交 換 条 約 （ 日 本 外 交 文 書 に ＝ 冰 ５ ２ ）

第 二談・＝１１桔血懇懇大警しドロｊｉ偏犬こ岫
島）ノ権理ヲ受シ代トシテ，‥‥第一「シュムシュ」島，‥‥第
十八「ウルップ」島共計十八島ノ権理及ビ君主二属スル一切ノ権

ずｊ席ドゴサ‾ごヤ本国皇帝陛下二譲リ，而今而後「クリル」全島八日本帝と 表 記 国 属 匹

ｏポイント解説●１８７５年日露間で慈証だった領土問題を解決するため，樺

太・千島交換条約が調印された（日本全権榎本武揚）。日露和親条約（φ９．１１）では，

千島列島については択捉島と得撫島との間に国境を設けたものの，樺太につい
ては帰属未解決のまま国境を定めず日露両国民が雑居する地域としていたため，

紛争が絶えなかった。日本国内では，開拓使長官の黒田清隆を中心に，樺太を

放棄して北海道の開拓に専念すべしとする意見が強く，イギリス公使パークス
もそれを支持していた。その結果，日本は樺太を放棄するかわりに得撫島～占

守島を獲得し，千島列島全てを領有することとなった。

にっちょうしゅうこうじょうき
回日朝修好条規（日本外交文書ぺ〉ｇ５２）

朝鮮と清との間の宗属関係を否定することを

ド ね ら っ た も の 。 こ の 条 文 は 頻 出 ！ 穴 う め 倭 館
第 一 款 朝 鮮 国 ハ 自 主 ノ 邦 ニ シ テ ， 日 本 国 ト 平 、 ノ 権 ヲ 保 有 セ リ 。

プサンそうりょうこう
第 四 款 朝 鮮 国 釡 山 ノ 草 梁 項 ニ ノ 日 本 公 館 ア リ テ 年 来 両 国 人 民 通 商

ノ 地 タ リ 。 今 ョ リ 従 前 ノ 慣 例 及 歳 造 船 等 ノ 事 ヲ 改 革 シ ， 今 般 新
ひ ょ う じ ゅ ん そ べ ん べ か つ

立 セ ル 茶 飲 ヲ 憑 準 ト ナ シ 貿 易 事 務 ヲ 措 弁 ス ヘ シ 。 且 又 朝 鮮 国

政 府 ハ 第 五 款 二 載 ス ル 所 ノ ニ ロ ヲ 開 キ ， 日 本 人 民 ノ 往 来 通 商 ス
じ ゅ ん ち ょ う べ ‾

ル ヲ 准 聴 ス ヘ シ 。 ｔ ふ の ち に 元 山 ・ 仁 川 の ２ 港 に 決 ま う

第 十 款 日 本 国 人 民 ， 朝 鮮 国 指 定 ノ 各 ロ ニ 留 在 中 ， 若 シ 罪 科 ヲ 犯 シ 朝 鮮

国人民二交渉スル事件ハ，総テ日本国官員ノ審断二帰スヘシ。

日本は領事裁判権を獲得したい



晴神は，既に

爰に不幸なる
…・我国は隣
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●ポイント解説ｅ新政府と朝鮮との国交交渉は難航していたが，朝鮮で攘

夷派の大院君（テウォングン）が失脚したことを利用し，１８７５年軍艦を出動させこ う か と う い の う え か お る’ｉ：’ｉ；吏月鮮側を挑発して江華島事件をひきおこし，翌年黒田清隆を全権・井上馨を

副全権として軍艦６隻を朝鮮に派遣，軍事力を圧力として交渉を進めて日朝修

好条規を締結させた。第一款で朝鮮が自主独立の国であり，すでに清と対等な
国交を結んでいる日本と「平等の権」をもっていることを規定し，清・朝鮮間の

宗属関係（東アジア流儀の国際関係）を否定することをねらった。第四・五款で

開港地が規定されたが，釡山以外の２港については明記されず，のちの交渉で
元山・仁川と決まった。また，第十款では日本の領事裁判権が承認され，日（ウォンサン）（インチョン）
本は自国が欧米からおしつけられたのと同一の不平等な規定を朝鮮に強要した。

囮天津条約（日本外交文書に〉ｇ６４）

．．．．．一万-１８９４年に甲午農民戦争がおこった
一 ． 将 来 朝 鮮 国 若 シ 変 乱 重 大 ノ 事 件 ア リ テ ， 日 中 両 国 或 八 一 国 兵 ヲ 派

ま さ ま す こう ぶ ん ち し ょ う ベ
ス ル ヲ 要 ス ル ト キ ハ 応 ニ ’ 先 ツ 互 二 行 文 知 照 ス ヘ シ．

●ポイント解説ｅ天津条約は）４１ぷ政変により悪化した日清間の関係を改

善し，軍事衝突を回避するために，１８８５年日本全権伊藤博文と清全権李鴻章と（リーホンジヤン）
の間で締結された。清としても，いまだ清仏戦争が終結していない段階で，朝

鮮において日本と衝突を招くことを回避しておきたかったのだ。条約では，両

国軍が朝鮮から撤退することを規定するとともに，今後出兵する際には事前に

文書で通告しあうことを約した。これにより，朝鮮への出兵に関して日清両国
は対等な権利をもつこととなったが，実際には清の朝鮮に対する支配力が強ま

った。なお，この出兵条項は，１８９４年に甲午農民戦争（東学党の乱）が発生した

際，日本が朝鮮へ出兵する根拠と今った＝（にニ》ｐ，９ｏ）。

だつあｊんじじしんぽぅ
図脱亜論（時事新報ｌて〉μ４）

このフレーズは覚えておこう！

を脱して，西洋

は，；！£隣に国あり，一を

亜細亜の

ア ジ ア ’ ヤ
我日本の国土は亜細亜の東辺に

清（中国）のこと

り
その
其 国

に移りたり。 るに

と 云 ひ ， 一 を 朝 鮮 と 云 ふ 。

雖ども

-
・
-
-
-



必 出 史 料 の 征 服 一 双

お こ ゆ う よ べ む し そ の ご
国の開明を待ちて共に亜細亜を興すの猶予ある可からず，寧ろ其伍を

脱して西洋の文明国と進退を共にし，其支那朝鮮に接するの法も，隣

国なるが故にとて特別の会釈に及ばず，正に西洋人が之に接するの風

に従いて処分す可きのみ。悪友を親しむ者は，共に悪名を免かる可か

らず。我れは心に於て亜細亜東方の悪友を謝絶するものなり。
ふ
七 と ＿ こ の フ レ ーズ も 覚 えて お こう ！

● ポイント解説ｅ申串政変で日本公使館・駐留日本軍が支援した笛望鶏

らのクーデターが失敗におわったことをうけ，金玉均らに積極的な支援をおこ

なっていた福沢諭吉は，１８８５年自らの主宰する新聞『時事新報』に「脱亜論」を発

表した。そこには，日本こそが清や朝鮮を覚醒させ文明国へと導くのだとの使
命観がうかがえるとともに，道義ではなく力こそが国際政治の基本だとの認識

（ポワー・ポリティックス）が示されている。欧米諸国と同様，文明開化を基準
として侵略を正当化しようとする論理だ。こののち福沢は，日清戦争を文明と

野蛮の戦いとして正当化した。

みんせんぎいんせつりつけんぱくしょ．．
国民撰議院設立建白書山姑貧ｊｋ話こうい．４８）

板垣退助・後藤象二ｆ！「３・江藤岩倉具視・大久保利通らを指す

☆ ゾ ヨ 言 犬 上 言 言
す な わ こ れ し ん き ゅ う ¬ う き ゅ う た だ ‾ ・ ゛ グ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ 心 ‾ あ の
乃 チ 之 ヲ 振 救 ス ル ノ 道 ヲ 講 求 ス ル ニ ， 唯 天 下 ノ 公 議 ヲ 張 ル ニ 在 ル 而
み ‾ す な わ
已 。 天 下 ノ 公 議 ヲ 張 ル ハ ， 民 撰 議 院 ヲ 立 ル ニ 在 ル 而 已 。 則 チ 有 司 ノ 権
か ぎ ‾ う
限ル所アッテ，而シテ上下其安全幸福ヲ受ル者アラン。・・・・・・穴うめ

… … 夫 レ

あずかりしりか
事 ヲ 与 知 可

ぐｊｊｊｊ（ｊ万今）犬加藤弘之が時期尚早論を主張
ｌ府二対シテ租税ヲ払フノ義ｔｋｊＥヌｉｙｊｉＪハ，乃チ其政府ノ‾ ‾ 瓦 ７ ‾ ‾
スルノ権理ヲ有ス。……今民撰議院ヲ立ルノ議ヲ拒ム

者曰ク，我民不学無智，未夕開明ノ域二進マス，故二今日民撰議院ヲー
立ル尚応二早カル可シト。……貝｜チ之ヲシテ学且智，而シテ急二開

明ノ域二進マシムルノ道，即チ民撰議院ヲ立ルニ在リ。
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● ポ イ ン ト 解 説 ● こ れ は ， 明 治 ６ 年 の 政 変 で 参 議 を 辞 職 し た 猿 瑞 浪 筋 ・ ４
とうしょうじろうえとうしんぺいそえじまたねおみさいん
藤象二郎・江藤新平・副島種臣らが，１８７４年太政官左院へ提出した民撰議院設

ゆりきみまさおかもとけんざぶろうふるさわしげるこむろしのぶ
立 建 白 書 。 由 利 公 正 ・ 岡 本 健 三 郎 ・ 古 沢 滋 ・ 小 室 信 夫 も 署 名 。 こ の 建 白 は ， 五

箇 条 の 誓 文 で 掲 げら れ た 公 議 世 論 の 尊 重 の 理 念 と ， 西 欧 の 天 賦 人 権 論 ・ 議 会 政 治

の 知 識 と が 結 び つ い た と こ ろ に 生 ま れ た も の 。 納 税 者 が 参 政 権 を も つ と の 論 理 が

援用されているが，彼らの発想では，参政権は士族・豪農商に限られていた。

ぜんじりっけんせいたいじゅりつみことのり
國漸次立憲政体樹立の詔（法令全書（〉１３．５０）

贈 仁 て ｊ 白 雨 画
般今誓文ノ意ヲ拡充シ，１§とニ朕今誓文ノ意ヲ拡充シ，茲二元老院ヲ設ケ，以テ立法ノ源ヲ広メ，大‾ ‾ Ｆ Ｆ ‾ ‾ ‾
審院ヲ置キ，以テ審判ノ権ヲ掌クシ，又，地方官ヲ召集シ，以テ民情‾ ぜ ん じ な ん じ し ゅ う し ょ と も
ヲ通シ公益ヲ図リ，漸次二国家立憲ノ政体ヲ立テ，ｙｊニ東庶ト倶ニ，

其慶二頼ラント欲ス。１８７５年に第１回地方官会議を開催

●ポイント解説●大久保利通・木戸孝允・板垣退助らによる大阪会議の結
せいかんろんそう

果，１８７５年４月に出された漸次立憲政体樹立の詔。征韓論争のあと，民撰議院

設立建白書の提出・佐賀の乱・台湾出兵があり，すでに西郷隆盛・板垣退助ら
が政府を去り，さらに台湾出兵を機に木戸孝允も参議を辞職しており，大久保

利通を中心とする政府は厳しい政治情勢におかれていた。そこで大久保は，木

戸を参議に復帰させることで政府を強化し，板垣の参議復帰によって土佐派の
政府攻撃を軟化させることをねらった。この詔書により左院・右院が廃止され，

かわって元老院・大審院の設置，地方官会議の召集が実現した。しかし，まも

なく木戸・板垣は再び参議を辞し，大久保専制に戻ってしまう。
こっかいかいせつちょくゆ

圃国会開設の勅諭（法令全書（〉μ９）

さ き ｆ ノ 労 勁 ｆ づ 唾
饗二明治八年二元老院ヲ設ケ，

べ 犬 →
十一年二府県会ヲ開カシム。此レ皆漸‾ ¬ あ ら ざ な

ノ 道 二 由 ル ニ 非 サ ル ハ 莫 シ 。 … …

将二明治二十三年ヲ期シ，議員ヲ召シ

も と い は じ ！ ） Ｊ 万 ‾ ７ ７ １ ‾ 忽 二
次 基 ヲ 創 メ ， 序 二 循 テ 歩 ヲ 進 ム

会ヲ開キ，以テ朕カ初志ヲ成



建設スルコトヲ得

必出史料の征服-一々？７

●ポイント解説●１８８１年１０月明治１４年の政変に際し，開拓使官有物の払下

げ中止・参議大隈重信の罷免の決定とともに出された国会開設の勅諭。
民間では国会期成同盟による国会開設請願運動が全国的に高まって各地で私

擬憲法が作成され，政府内部でも，参議大隈重信がイギリス流の議院内閣制と
１８８３年の国会開設を主張し，岩倉具視や伊藤博文らと対立していた。そこで岩

倉・伊藤らは政府内部の意志を統一し，立憲体制の整備における主導権を確保

するため，明治１？３（１８９０）年の国会開設を約束するとともに，国会の「組織権限ニ
至テハ，朕親ラ衷ヲ裁シ」と，欽定憲法の方針を掲げた。

ほあんじょうれい
囮保安条例（官報（〉Ｉ・７０）

第四条

ト認ムルトキハ，警視総監又ハ地方長官ハ内務大臣ノ認可ヲ経，

期日又八時間ヲ限り退去ヲ命シ，三年以内同一世離内二出入
寄宿又ハ住居ヲ禁スルコトヲ得。で‾Ｅ⊇ｌ～べｙｙΞｊか山県有朋

●ポイント解説●井上馨外相の条約改正交渉に対して三大事件建白運動が

高まった際，第１次伊藤博文内閣が１８８７年に発令した保安条例。中江兆民・
尾崎行雄ら民権派５７０名を皇居外３里の地へ追放させたもので，内乱や治安妨

害のおそれがあると判断しただけで追放処分できるとしている。この時の内務
大臣（内相）は山県有朋，警視総監は三島通庸（ぺ〉ｎ．６１）であることにも注意。

第七十一条政府官吏圧制ヲ為ストキ八日本人民ハ之ヲ排斥スルヲ得，
せんしたくましう

政府威カヲ以テ檀恣暴逆ヲ逞フスルトキ八日本人民ハ兵器

とうようだいにっぽんこくこっけんあん．．．
図東洋大日本国国憲按（鼓台１硝笠奮ら５８）

ヲ以テ之二 ル コ

キ檀二人民ノ自由権利ヲ残害シ建国
得 抵抗権-一一ニＬ／

ノ旨趣ヲ妨クルトキハ，日本国民ハ之ヲ覆滅シテ新政府ヲ

第 七 十 二 条 政 府 恣 二 国 憲 ニ

● ＝
ン ア ，

。 、 ｍ ｕ ｆ ． づ 万 ］ 泗 ）

１又八行在所ヲ距ル三里以内ノ地二住居又ハ寄宿スル者ニフ 百 ７ ５ ‾ ‾ さ お そ れ
ｘ、！？蜂レヲ陰謀シ又ハ教唆シ又ハ治安ヲ妨害スルノ虞アリ

／ あ ん ざ い し ょ へ だ た す ‾ ゛ - ゛ ｀ ‾ ’
皇 居 又 八 行 在 所 ヲ 距 ル 三 里 以 内 ノ 地 二 住 居 又 ハ 寄 宿 ス ル 者 ニ
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●ポイント解説ｅ松永応茲が起草した「東洋大日本国国憲按」。民間で作成

された私擬憲法のうち，最も急進的な内容をもつ憲法草案。抵抗権と革命権を

規定している点が特徴。政府に対して武器をもって抵抗したり（抵抗権），政府

を滅ぼして新政府を樹立する（革命権）ことを，憲法で人民の権利として認めて
いる。とはいえ，天皇（皇帝と表記）の存在を否定するものではなかった。

だいにっぽんていこくけんぽう
團大日本帝国憲法（官報ぐ〉ｎ．６７）

第 一 章 天 皇

第 一 条 大 日 本 帝 国 八 万 世 一 系 ノ 天 皇 之 ヲ 統 治 ス

て大日本帝国憲法とともに制定され，呈位継承などを定める

第二条
第三条

皇位ハ皇室典範ノ定ムル所二依り皇男子孫之ヲ継承ス
お か べ ず

天 皇 ハ 神 聖 ニ シ テ 侵 ス ヘ カ ラ ス

第四条天皇ハ国ノ元首こシテ統治権ヲ総攬シ此ノ憲法ノ条規二依
リ之ヲ行フ

第五条天皇ハ帝国議会ノ協 ヲ以テ立法権ヲ行フ

第八条天皇ハ公共ノ安全ヲ保持シ又ハ其ノ災厄ヲ避クル為緊急ノ
必要二由り帝国議会閉会ノ場合二於テ法律二代ルヘキ勅令ヲ

発 ス 犬
口緊急勅令の発令権を規定

第 十 一 条 天 皇 ハ 陸 海 軍 ヲ 統 帥 スー

第 二 十 九 条 日 本 臣 民 ハ 法 律 ノー
社ノ自由ヲ有ス

第三章帝国議会

統帥権の独立

１
１
１
Ｉ
ｒ
ｌ
咽
１
１
１
１
Ｉ
ｄ
ｄ

第十二条天皇 ハ陸海軍ノ編制及常備兵額ヲ定ム

第十三条天皇ハ戦タ宣シ和ヲ講シ及諸般ノ条約ヲ締結ス

第十四条天皇ハ戒厳ヲ宣告スー-フ『-ヽ哺厳令の布告権を規定

第 二 章 臣 民 権 利 義 務

第二十八条日本臣民ハ安寧秩序ヲ妨ケス及臣民タルノ義務二背カ

サル限二於テ信教ノ自由ヲ有ス

囲内二於テ言論著作印行集会及結

第三十三条帝国議会ハ貴族院衆議院ノ両院ヲ以テ成立ス
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すうみつ
第 四 章 国 務 大 臣 及 枢 密 顧 問

第五十五条国務各大臣ハ天皇ヲ輔弼シ其ノ責二任ス
し内閣

∩枢密院
第五十六条枢密顧問ハ枢密院官制ノ定ムル所二依り天皇ノ諮詞

ニ応へ重要ノ国務ヲ審議ス

第 五 章 司 法
第五十七条司法権ハ天皇ノ名二於テ法律二依り裁判所之ヲ行フ

第 六 章 会 計
第六十五条予算ハ前二衆議院二提出スヘシ

衆議院の予算先議権を規定
レ

第七十一条帝国議会二於テ予算ヲ議定セス又ハ予算成立二至ラサ

ルトキハ政府ハ前年度ノ予算ヲ施行スヘシ
し予算が不成立の場合，内閣は前年度予算をそのまま施行できる

ｅポイント解説の１８８９年２月１１日に発布された大日本帝国憲法。

まず第１条で「万世一系ノ天皇之ヲ統治ス」と規定し，天皇が統治権をもち，

その統治権は祖先神天照大神から代々受け継がれてきたものだと宣言，天皇
のもつ統治権の由来・源泉を絶対的なものとして確保した。しかし，第４条で

「此ノ憲法ノ条規二依り之ヲ行フ」と規定し，天皇が統治権を行使する際には憲
法の規定に従うべきことと定め，天皇が無制限に権限をふるえたわけではなか
った（ここを根拠に，ドイツの憲法学者イェリネックの国家法人説が導入され，

天皇機関説（ｏｎ．１２８）が登場する）。

天皇が統治をおこない，最終的な裁定を下す際に，それをサポートしたのが，
≪立法≫帝国議会（立法の協賛），≪行政≫内閣（国務を輔弼）・枢密院（諮胸に

応じて重要国務の審議），≪司法≫裁判所（天皇の名において裁判）。天皇のも
とで立法・行政・司法の三権が分立し，これらの国家機関の動向は天皇によっ
て統一されることになっていたのだ。

第８条から第１４条は天皇大権を規定。第８条は議会閉会の場合に法律と同じ

効力をもつ緊急勅令を発令することができる権限，第１１条は陸海軍の統帥権，

第１２条は陸海軍の編制権，第１３条は宣戦の布告（戦争を始めること）・講和の締
結・条約の締結，第１４条は通常の行政・司法権を停止して軍の管轄下におく戒
厳令を布告する権限。これらは，第１１条の統帥権を除いて，内閣の輔弼によっ
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て行使され，第１１条は軍令機関（軍の作戦・計画の遂行を担当）である陸軍参謀

本部・海軍軍令部が補佐した一一統帥権の独立一一。
なお，憲法には規定されていないが，つねに天皇の近くにいて天皇の政務・

軍務を支える集団が存在した。元老・内大臣・侍従長・侍従武官長・宮内大
臣などだ。元老は，天皇が国家運営をおこなう上での最高顧問で，後継首相の

選出など，重要な決定に際しては常にその意見が求められた。内大臣は天皇の

相談相手で，政務に関する補佐をおもな仕事とし，昭和期になって元老が西園
寺公望ひとりになると，後継首相の選出に大きな役割を果たすようになる。侍

従長は天皇に仕える侍従をまとめ，政治的な問題を含めて天皇の日常的な活動

全般を補佐し，侍従武官長は天皇の軍事問題に対する質問に対応し，大元帥た
る天皇の軍事顧問としての役割を果たした。宮内大臣は皇室財産の管理と皇

族・華族の監督を主な仕事とし，天皇の国務・統帥には直接タッチしなかった。

第２８・２９条に信教の自由，言論・集会・結社の自由が規定され，人権が保障
されているが，制限付きでしかない点に注意。

きょういくちょくご
回教育に関する勅語（教育勅語）（官報ｏｎ．６９）

√７９ｊメ垂と匡し）儒教道徳

難 言 回 白 七 言 犬 昌 二 二 、 ・
血レ我カ国体フ精華ニド、教育プ詰房房ミ実二元二存ｚ。‥‥-ｎ維
急アレハ義 勇 公 二 奉 シ 以 テ 天 壌 無 窮 ノ 皇 運 ヲ 扶 翼 スヘ シ。 …

『
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ

●ポイント解説●１８９０年に発布された教育勅語。井上毅と元田永孚が起

草。儒教道徳を強調し，忠君愛国を臣民の天皇への奉仕として説いた。この勅
語には国務大臣の副署がないため，天皇の意志だけから発せられたかのような

印象をあたえ，大きな規範力をもつこととなった。
教育勅語は，天皇・皇后の肖像写真（「御真影」と呼ばれた）とともに全国の学

校に頒布され，三大節（新年・天長節・紀元節）の儀式には，「御真影」への最敬ほうどく
礼とあわせて，学校長による教育勅語の奉読が義務づけられた。漢文調で書か
れているため小学校児童にとっては理解できるものではなかったが（そのため
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に修身という教科が設けられていた），学校長がうやうやしく奉読する教育勅

語を，頭をたれて拝聴するという身体的な訓練を通して，天皇への崇敬の念が
幼少の時期から植えつけられることとなった。

囮明治民法（官報１＝ン１１６６）

第七百四十九条
第七百五十条

工

家族ハ戸主ノ意二反シテ其居所ヲ定ムルコトヲ得ス
家族長而又ハ讐ｙ謐這ヲ為ｚニハ芒主ノ同意ヲ得
ルコトヲ要ス づ

●ポイント解説●フランス人法律顧問ボアソナードが起草した民法が１８９０

年に公布されると（１８９３年施行予定），東京帝大教授穂積ハ束の論文「民法出
デヽ忠孝亡ブ」に代表される国家主義的な法学者がその施行に反対した。穂積
らは，法が国家を拘束する法治主義を否定して祖先崇拝を基礎とする“家 ”制

度を国家の基礎として位置づけ，ボアソナード起草の民法がそうした「伝統的
な」家族道徳を破壊するものだと批判したのだ。それに対して，東京帝大教授

梅謙次郎らは民法実施を主張したが，結局，政府は施行を延期し，１８９８年明治
民法を改めて公布した。

家族を統轄する地位にある戸主が家族の婚姻の同意権（第７５０条）や居住指定

権（第７４９条）などの権限をもつと規定され，戸主権や財産などは家督として長
男が単独で相続（家督相続）するものとされた。
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Ｃ二二二ｊ 日清・日露戦争
帝国議会の開設以降も，藩閥は官僚・陸海軍を握り，政党を統制して政

治支配をすすめた。そして植民地を獲得，条約改正にも成功して，欧米諸
国なみの帝国主義国家を確立させた。

時代 内閣 政治の推移 社会・経済・外交の動き
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次の文章の正誤を判定せよ。

① 黒 田 清 隆 首 相 は 大 日 本 帝 国 憲 法 の 発 布 直 後 に ， 政 府 は 政 党 の

存在に左右されず政策を行うという超然主義の立場を声明した。

② 日 本 最 初 の 総 選 挙 の 結 果 は ， 民 党 の 議 席 よ り も ， 政 府 を 支 持
りとぅ

する吏党の議席の方が多かった。

③ 民 党 と 対 立 し 衆 議 院 を 初 め て 解 散 し た 政 府 は ， 政 府 支 持 派 を

当選させるために大規模な選挙干渉を打った。
しゅうぞう

④ 青 木 周 蔵 外 相 は ， ロ シ ア と の 条 約 改 正 交 渉 が 大 津 事 件 に よ っ

て挫折したため，交渉相手をアメリカに変更し領事裁判権の撤

廃を実現させた。

転匯ｉｌ朝鮮をめぐる日清の対立に加えて，新たな対立関係が表面化
してくる。イギリスとロシアの対立だ。

○ 英 露 対 立 の 東 ア ジ アヘ の 波 及

天津条約（ぐ〉ｐ．６４）により日清間の緊張は緩和され，清の朝鮮に対する指

導的地位が維持された。ところが，朝鮮が清に対抗すべくロシアヘの接近
をはかると，１８８５年イギリスが朝鮮の巨（コム
（巨文島事件），英露の対立が表面化した，

ぶんとう、
文 島 を 一 時 的 に 占 領 し て 対 抗 しンド）
と わ 皿 洸 ロシアがシ

＠ 条 約 改 正 交 渉 の 成 功

英露の対立を背景に，イギリスが交渉態度を変えはじめる。ロシアの東
アジア進出に対する防壁としての役割を，清だけでなく日本に対しても期
待するようになったのだ。担当は青木周蔵外相と陸奥宗光外相だ。

皿 ① 正 ② 誤 ③ 正 ④ 誤
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１次山県有朋内閣

内容…内地雑居を条件に領事裁判権の撤廃
結果…哭必事件（１８！）１年）マ青木外相が辞任して失敗一痢莞：ｊ二動

大津事件は，日本を親善訪問していたロシア皇太子平コライが滋賀県
大津で巡査に斬りつけられた事件。これに対し，松方内閣が皇族への危

害に準じて死刑に処すよう大審院院長児島惟謙に要請したが，児島はそ
れを退け，司法権の独立を守った。

内容…内地雑居を条件に領事裁判権の撤廃・関税自主権の一部回復
結果…日英通商航海条約（１８９４年調印４１８９９年発効）

＠ 藩 閥 政 府 の 対 朝 鮮 政 策

山県有朋首相は，１８９０年第１回帝国議会の開催にあたり，独立確保の
ためには主権線（国境）を鵬勧するだけではなく利益線（朝鮮）を保護する

（史料ｐ．１１４）
ことが必要だと演説し，日清提携のもとで朝鮮の独立を確保すること，そ
のための軍備拡張を主唱した（⇒ｐ．８９）。藩閥政府は，ロシアの南下をもっ

。 そ し て ，

日朝間での穀物輸出をめぐる紛争（防穀令事件・１８８９～９３年）に際しても，

政府は賠償を強硬に要求しつつ，清に調停を依頼して事件を解決した。

１１１１１-議会開設以後も藩閥の政治支配を維持することをめざして憲
法が制定されたのだが，果たしてその意図は実現したのか？

０立憲政治の実験一初期議会一

川藩閥の基本姿勢憲法発布の直後，黒田清隆首相は，政策の立案・実
行に関して政党には左右されないという超然主義を表明した。

（史料ｐ．１１３）
（２）総選挙の実施１８９０年第１回衆議院総選挙が実施された。有権者は直
接国税１５円以上を納める２５歳以上の男子に限られ，全人口の約１％で
あった。



匯 初 期 議 会 と 日 清 戦 争 一 郎

総選挙の結果，民権派（民党）が議席の過半数を占めた。
（３）藩閥と民党の対立一軍備拡張ｖｓ民力休養-二心ｊ回社員抄

第１次山県有朋内閣は，１８９０年海軍拡張を含む予算案を第１議会に
提 出 し た 。 そ れ に 対 し ， ゛ の 立 憲 由 ふ ・ 立 憲 改 進 党 は ｀ 拡 張

１８９１年の第２議会では民党が軍艦建造費の削減を要求。第１次松方

正義内閣は，樺山資紀海相が蛮勇演説で民党を批判し，さらに議会を
解散したあと，１８９２年の第２回総選挙では品川弥二郎内相が警察
官らを動員して選挙干渉をおこなった。しかし，政府支持派（吏党）
の議席は増えたものの，民党の優勢は変わらなかった。そのため，藩

閥の実力者（元勲）が総出動して第２次伊藤博文内閣（元勲内閣）を組織
し，１８９３年軍備拡張のために政府と議会は協力せよとの天皇の詔勅

（建艦詔勅）を使って民党との妥協を実現させた。
（４）藩閥と対外硬派の対立一条約改正をめぐってー

これ以降，民党のうち自由党は伊藤内閣に接近したが（⇒ｎ．９５），立憲
改進党はかっての吏党の国民協会（選挙干渉の責任をとって内相を辞
した品川弥二郎らが結成）などと野党連合（対外硬派）をっくり，条約改
正問題をめぐって政府を攻撃した。彼らは内地雑居（外国人の国内通商
の自由）に反対して現条約励行（外国人の通商を居留地に制限している

現行条約を厳格に実行すること）を主張した。また，日本に亡命してい
た金玉均（（〉ｒ１（５４）が１８９４年３月上海で朝鮮政府の刺客に暗殺されたこ
とは，伊藤内閣の対アジア外交を軟弱だとする批判を強めた。
このように藩閥内閣が超然主義を貫くことがきわめて困難になって

いた頃，朝鮮では農民反乱が激化していた。

駈ＩＳｉｌ朝鮮では，租税増徴や日本への穀物輸出の増大などによって
生活不安が強まっており，人間平等と社会変革を説く民間宗教である東
学が浸透していた。そして，１８９４年３月東学の信者を中心とする農民反
乱が始まり，全国へと拡大していった（甲牛農民戦争・東学党の乱）。
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＠日清戦争の勃発
同年６月

閣は勢力均衡を る た め ， 対 抗 し て た だ ち に 出 兵 し た 。 と こ ろ が ， 日ヽ～～ヽ - - -ヽ -ヽ⌒ -⌒⌒⌒ - - - - - - - - - - - - - - - ‥‥‥ -‥‥‥

本軍が朝鮮に渡ったときには，すでに農民反乱がおさまっており，軍隊を

朝鮮に駐留させる理由はなくなっていた。とはいえ，国内では対外硬派と

の対立により議会運営がゆきづまり（ぐ〉ｐ．８９），福沢諭吉の『時事新報』など

新聞のほとんどは，開戦決意をうながす好戦的な主張をくりひろげていた。

そこで，軍隊を撤退させれば内閣批判がそれまで以上に高まることは確実

だった。

伊藤内閣は内政危機を打開するため，陸奥宗光外相のもと強硬方針へ

と進む。同年７月まず朝鮮王宮を軍事占領して親日派政権を樹立させた。

ち ょ う どそ の こ ろ ， ロ ン ド ン で は 日 英 通 商 航 海 条 約 が 調 印 さ れて い た
ー（史料ｐ．１１５）

（青木周蔵駐英公使が調印）。イギリスが条約改正に応じたのだ。こうして

イ ギ リ ス の 好 意 的 中 立 を 確 保 し ， さ ら に ロ シ ア の 了 解 も 取 り つ け る と ， 朝〃 Ｗ Ｉ ｌ ｌ Ｊ 〃 - 〃

煕 四
四 腸

の宗主権排除を掲げて日清戦争に

ナショナリズム・対外硬の風潮のなかで，

的・国粋的な傾向が強まっていく。

＠ 国 家 神 道 の も と で の 思 想 統 制

-
文 化 面 で は 復 古

うちむらかんぞう
１８９１年第一高等中学校の始業式でキリスト教徒の講師内村鑑三（べ〉ｎ．５５）

ち ょ く ご は い れ い ふ け い
が教育勅語（（〉ｎ．６９）への拝礼を拒否したことから（内村鑑三教育勅語不敬

事件），帝国大学教授井上哲次郎が論文「教育と宗教の衝突」で，天皇を中
心とする日本の国体にはキリスト教は合わないと主張し，キリスト教排撃
の論調が強まった。

さらに翌９２年歴史学者久米邦武（φμ７）が帝国大学教授を休職となる事
件が起こる。久米が論文「神道は祭天の古俗」で日本古代の神道は本来宗教
ではないと論じたことから，天皇による支配の正統性の基礎となる記紀神

話などを否定したとして，非難をうけたのだ。

１
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＠ 伝 統 の 復 興 ・ 創 出 と ロ マ ン 主 義
おざきこうようこんじきやしゃこうだろはんふうり；５うぶっ

国文学尾崎紅葉（『金色夜叉』）（０１３．７２）と幸田露伴（『風流仏』）が人気を

博していたのが日清戦争前後。その一方でロマン主義が登場する。甘

だ。その草分けが，軍医としてドイツ留学し，

説や『即興詩人』などの翻訳を著した森鴎外。 さらに，１８９３年北村透

谷・島崎藤村らが雑誌『文学界』を創刊した（に〉１３．１０３）。

（２）演劇１８８９年福地源-郎らにより歌舞伎座が完成した。江戸時代以来
の見世物小屋にかわる近代的劇場が出現したのだ。そして，９代目市

川団十郎・５代目尾上菊五郎・初代市川左団次らの名優により団菊
左時代とよばれる明治歌舞伎の黄金時代がっくり出された。
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次の文章の正誤を判定せよ。
りょうとう

① 日 清 戦 争 の 結 果 ， 日 本 は 遼 東 半 島 の 領 有 を 足 が か り と して ，
ま ん し ゅ う （ リ ャ オ ト ン ）
満州（中国東北部）にも商業的な進出を果たした。

② 下 関 条 約 に よ っ て 朝 鮮 に 対 す る 清 国 の 影 響 力 は 減 退 し た が ，

かわって日本とロシアが，朝鮮進出をめぐって対立しはじめた。
たかやまちょぎゅう

③ 高 山 樗 牛 は ， 日 清 戦 争 を き っ か け と す る 国 家 主 義 的 風 潮 に の

って，日本主義を唱えた。

ｌ１日清戦争は日本の圧倒的な勝利に終わった。その結果，日本-

ｏ 下 関 条 約

日本全権伊藤博文首相・陸奥宗光外相と清全権李鴻章との間で、
１８９５年講和条約が調印された（下関条約）。、

（史料ｐ．１１６）

（ ａ ） 朝 鮮 が 独 立 国 で あ る こ と を 清 が 承 認 す る
てってく

４ 清 ・ 朝 鮮 間 の 宗 属 関 係 が 清 算 さ れ た
かっじょうりょうとう（リャオトン）たいわんほうこ

（ ｂ ） 領 土 の 割 譲 ＝ 遼 東 半 島 ・ 台 湾 ・ 氾 湖 諸 島
ば い し ょ う き ん チ 丿 Ｌ ノ （ ポ ン フ ー ）

（ｃ）賠償金２億両（約３億円）
ちょうこうさしじゅうけいそしゅうこうしゅう

（ ｄ ） 長 江 流 域 （ 沙 市 ・ 重 慶 ・ 蘇 州 ・ 杭 州 ） の 開 港
（シャーシー）（チョンチン）（スーチョウ）（ハンチョウ）

遼東半島は返還し
バ例題２０①）

田 三 国 干 渉 遼 東 半 島 の 割 譲 は ， 満 州 へ の 進 出 を 策 して い た ロ シ ア

激し，１８９５年ロシア・フランス・ドイツによる三国干渉を招くツ／遼
（史料ｐ．１１７）

東半島の清への返還を要求してきたのだ。伊藤内閣は要求に応じたが，

国内では臥薪嘗胆をスローガンとしてロシアヘの敵対感情が高まった。

ＣＳＺ四有蝶（ＤＳ匹③ｉＥ
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そうぞく
（２）朝鮮情勢の変化清・朝鮮間の宗属関係が清算され，朝鮮では清の勢

力が後退したが，日清開戦以来の日本の内政干渉に対する反発も強ま

っていた。とりわけ１８９５年駐朝公使節禧‰カ肩必を殺害した事件（ミンビ）
をきっかけに日本の影響力が後退し，かわってロシアが進出してくる。だいかん
そうしたなか，朝鮮は１８９７年国号を大韓帝国と改称し，自主独立を

確保しようとする動きを強める。そして対立を深めていた日露間でも，

韓国の主権尊重と内政不干渉が協定されるに至った（西・ローゼン協定）。

（３）台湾の植民地化割譲に反対する漢民族によって台湾民主国が樹立さ
こうざんぞく

れ，先住民族高山族の抵抗運動もおこる。日本は軍隊を派遣してこれ
そ う と く ふ か ぱ や ま す け の り

らの動きを抑圧し，台湾総督府を設置した。初代台湾総督は樺山資紀。

＠ 中 国 分 割 競 争 の 展 開

日清戦争での敗北により清の弱体ぶりが露呈されると，中国は列国の激-
しい利権争いの対象となった。

ドヽイツ……膠１ミｌｊ躇（諧１縁島）

・霜稽（シャントン）
りょじゅんたいれん

ロ シ ア … … 旅 順 ・ 大 連 （ 遼 東
（リュイシュン）（ターリエン）とうしん

半 島 ） の 租 借 ， 東 清

鉄 道 の 敷 設
いかいえい（ウェイハイウェイ）

イギ リ ス … 威 海 衛 （ 山 東 半 島 ） ・
きゅうりゅうほんこんとう
九 竜 半 島 （ 香 港 島
（カオルン）
の対岸）の租借
こうしゅうわん

フ ラ ン ス ‥ ・ 広 州 湾 の 租 借
ふっけんしょう

日 本 … … … 福 建 省 の 不 割 譲 を
（フーチェン）
約 束 さ せ る

もんこかいほう
ア メ リ カ … 中 国 の 門 戸 開 放 ・

きかいきんとう
機 会 均 等 を 主 張 （ ヘ

イ国務長官）
▲列国の中国分割
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ヨーロッパ諸国ＩＪｔ港湾の租借（主権を留保したうえで独占的な権益を確

保）・鉄道敷設などの権利の獲得を競った。他方，１８９８年ハワイを併合，

９９年からフィリピンの植民地化に乗り出したアメリカは，１８９９年中国の

門戸開放・機会均等を主張した。中国進出を本格化させるにあたって，

自由競争の原理を掲げたのだ。

１

義和団の乱（１８９８年～）＝「扶清滅洋」，山東省４北京・天津へ
４北清事変（１９００年）＝日本など８か国が共同出兵

欧米一日本の中国侵略に対して中国民衆のなかから反発が起こる。秘密
結社義和団が「扶清滅洋」を掲げて山東省で挙兵し，北京・天津へ移って
列国の公使館を包囲したのだ。これに対して，１９００年日本を主力とする８
か国が共同出兵して義和団を鎮圧し（北清事変），翌年北京ふ這奮が調印
され，列国は賠償金と軍隊の北京常駐権を獲得した。

二 ぶ 卵

このとき日本が最大の兵力を派遣したのは，イギリスの要請による。当

時イギリスは，南アフリカでのボーア戦争に忙殺され，予想されるロシア

中 進 こ 対 抗 す 余 裕 之
圭兵 ”としての役士｜を ’，したのだ。とはいえ，日本は厦門（福建省）に

出兵して占領を企て，隙あらば南進政策を進めようとしていた（Ｏｐ．１０７）。

皿 廻 日 清 戦 争 の 勝 利 の 結 果 ， 清 ・ 朝 鮮 へ の 蔑 視 感 が 強 ま る と と も
に，日本の優越さを強調し，対外膨張を積極的に主唱する思想が広がる。

を主唱す

徳富蘇峰…日清戦争をきっかけに，平民主義（こ＝：〉Ｐ．７１）から国家主義
へ転向

高山樗牛…日本主義・雑誌『太陽』の主幹
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次の文章の正誤を判定せよ。

① 政 党 の 力 を 無 視 で き な い こ と を さ と っ た 伊 藤 博 文 は ， 日 清 戦

争後まもなく進歩党を中心にして立憲政友会を組織した。

② 日 清 戦 争 後 ま も な く 政 党 に 基 礎 を 置 く 内 閣 ， す な わ ち ， 立 憲

政友会を中心にする西園寺公望内閣が成立した。

③ 政 府 の な か に は 超 然 主 義 を 維 持 し よ う と す る 勢 力 も 強 く ， 山が た あ り と も ぷ ん か ん に ん よ う れ い げ ん え き ぶ か ん せ い
県有朋内閣は文官任用令を改正し，また軍部大臣現役武官制を

定めた。

・１狸歪ｌ三国干渉をきっかけとするロシアとの緊張，そして中国分割
競争の激化に対応できるだけの軍事力・経済力を育成すべく，藩閥内閣は
軍備拡張と産業振興を進めた（日清戦後経営）。それにともない，増税の決一
定権を握る議会の意向をさらに重視する必要が生じてきた。

＠政党の勢力伸長
藩閥内閣は 増税を実現させるため 政党との提携を進める。第２次伊

藤博文内閣は，１８９６年４月自由党と提携して板垣退助を内相にすえ，つづ

く第２次松方正義内閣は，同年９
月進歩党と提携して大隈重信を外
相に起用した。そして政党は，閣
僚や高級官僚のポストを与えられ
る代わりに，軍拡予算を支持した。
ところが，政党員の官僚への進

出は藩閥官僚のなかから反発を引
き起こし，さらに財政難から地租
増徴案が浮上すると，藩閥内閣
と政党との提携も破綻する。自
由・進歩両党が地租増徴に反対の
立場をとったからだ。１８９８年１月

自由党
１８８１↓＜板垣＞

（解党）
１８８４↓

立憲自由党

立 憲 改 進 党 立 憲 帝 政 党
１８８２１＜大隈＞１８８２＜福地＞

立 憲 自 由 党 大 成 会
１８！・ｏ↓〈板ｔ亘＞１１８９０↓
自 由 党 カ ４ 、

１８９１＜板垣＞進歩党１雲芦協７゛

平 大 隈
憲 政 党 ｜

憲政党２ｊ２ｊ-。。憲政本党
１８９８↓＜板垣＞１８９８＜大隈＞帝国党

立 憲 政 友 会 １ ８ ９ ９ ↓
１９００＜伊藤＞｜

｜〈西園寺＞立憲国民党大同坪楽部
１ １ ９ １ ０ １ ９ ０ ５

▲政党の系譜（１）

ｌ 四 胆 糾 匿 ① ｍ ② ｓ ③ ｍ
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成立の第３次伊丿姫博文内閣と自由・進歩両党との提携が失敗すると，６月
けんせいとう

両党が合同して憲政党を結成し，さらに伊藤首相による新党結成計画が

山県有朋ら元老の反対にあって実現しなかったため，第３次伊藤内閣は議

会運営の展望を失って総辞職した。
こうして，１８９８年６月末大隈重信を首相，板垣退助を内相として憲政党

を基盤とする，いわゆる隈板内閣が成立した。陸・海相を除く閣僚をす

べて政党員で占めた 初の政党内閣が出現したのだ。

Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

しかし，憲政党の内部では閣僚や高級官僚の分配をめぐって派閥抗争が

くり広げられ，内閣の基盤は不安定だった。そうしたなか，尾崎行雄文
相が政治の金権的体質を批判した演説のなかで共和政治に言及したため，
天皇制を否定したとして明治天皇から罷免されたことは（共和演説事件），

後任人事をめぐる憲政党への分裂へとつながり，内閣総辞職のきっかけと
なった。星亨ら旧自由党が独自に憲政党を新しく組織し，それに対抗し
て旧進歩党が憲政本党を結成したため，隈板内閣は４か月足らずで総辞

職してしまう。

０ 藩 閥 支 配 の 強 化

川政党の勢力抑制１８９８年１１月第２次山県有朋内閣が成立し，藩閥内閣
が復活した。山県内閣は，憲政党と提携して地租増徴（２．５％→３．３％）
を実現させると，一転して政党の勢力を抑制するための措置を施した。
どのような内閣が成立しても，官僚や陸海軍が内閣からの超然性を確

保できるようにしたのだ。

２

文官任用令改正…１８９９年高級官僚を自由任用制から試験任用制へ
吟政党員の進出を排除・帝国大学出身者で独占ぐんぶたいじんげんえきぶかんせい

軍部大臣現役武官制…１９００年陸海軍大臣を現役大・ｑ＝ｌ将に限定
（Ｅく）ｐ．１２７）

４内閣は陸海軍の支持がなければ成立・存続できなくなる

選挙法改正…１９００年納税資格を１０円以上に引き下げ
４都市の実業家層を取り込むことで地主議員に対抗
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（２）立憲政友会の結成山県内閣の亙政党的な動きに対し，憲政党は政府

との提携を打ち切り，伊藤博文へと接近していく。憲政党は，鉄道・

港湾などの整備を進めることで地方の産業振興をめざし，支持基盤の

地主へ利益を誘導する方向へと転換しており，藩閥・官僚勢力と提携

しようとする動きが強くなるのも当然だった。

これに対して伊藤博文は，東アジア分割競争がすすむなか，閣僚。
きょうほんとうりとうりゃく

高級官僚のポスト獲得に狂奔して党利党略を優先する既成政党のあり

方に危機感を抱いていた６そして，国家目標の実現を掲げる政党をみ

ずから組織することによって，藩閥の政治力を補

強し，分割競争に対応できる政治体制を確立しよ

うとしていたのだ。
１９００年９月伊藤博文を総裁として立憲政友会 成さ 憲政党は

解党してこれに参加した。この結果，藩閥の影響力が衆議院にも及ぶ

こととなり，藩閥官僚勢力と政友会の協力のもとでスムースな議会運

営が可能となった。このことは，政党が藩閥勢力に屈服したことを意

昧しており（政党の藩閥化），その点を幸徳秋水が「自由党を祭る文」
よ ろ ず ち ょ う ほ う （ 史 料 ｐ ． １ １ ３ ）
（『万朝報』）で批判した。しかし他面では，政党が藩閥官僚勢力の一

部を取り込むことによって政策立案と政権担当の能力を獲得し，内閣

組織への近道を得たことでもあった（藩閥の政党化）。実際，同年１０月

政友会を与党とする第４次伊藤博文内閣が成立した。

（３）元老の引退こののち，山県有朋・伊藤博文ら元老は政界の第一線を

退き，かわって長州出身の軍人政治家桂太郎が，１９０１年官僚・貴族

院勢力を基盤として組閣し，政友会総裁も伊藤から公家出身の西園寺

公 望 へ と 交 代 し た 。-
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次の文章の正誤を判定せよ。

① 日 清 戦 争 後 ， 紡 績 業 の 発 達 に よ って ， 国 内 産 綿 花 を 原 料 と す る

綿糸の生産が拡大され，欧米市場向けの最大の輸出品となった。

② 寄 生 地 主 制 の 下 で， 農 民 は 家 計 補 助 の 道 と して 子 女 を 紡 績 工 場

などで働かさねばならず，この労働力が日本の資本主義を支えた。
にほんのかそうしゃかい

③政府は劣悪な労働条件の実態を『日本之下層社会』にまとめ，公

表した。
ぐ た か の ふ さ た ろ う か た や ま せ ん
④ ア メ リ カ の 労 働 組 合 運 動 を 学 ん で 帰 国 し た 高 野 房 太 郎 ・ 片 山 潜

ろうどうくみあいきせいかい
ら は ， 労 働 組 合 期 成 会 を 結 成 し た 。
べ っ し ど う ざ ん こ う と く

⑤ 別 子 銅 山 で は ， 流 出 す る 鉱 毒 が 周 辺 の 漁 民 ・ 農 民 に 深 刻 な 被 害
た な か し ょ う ぞ う じ き そ

を 与 え ， 民 衆 は 県 や 政 府 に 抗 議 し ， 田 中 正 造 は 天 皇 に 直 訴 し た 。

習蓬色日清戦争前に始まった産業革命は，軽工業中心の日本資本主
義を成立させた。

Ｉ
Ｉ
ｔ
￥
Ｉ
四
Ｉ
Ｉ

＠ 資 本 主 義 の 確 立 。

東アジア分割競争が激しくなるなか，それに積極的に対応できる経済力
と軍事力を養成するため，政府は積極的な保護策をとった。

困綿紡績業（φ１３．７３）

●明治こごズにｊｌＵＵ二Ｊで綿糸輸入高

↓１８９７年…綿糸輸出高＞綿糸輸入高
●日清戦後：綿糸が輸出第２位・綿花が輸入第１位へ転換

綿紡績業が輸出産業へと発展できた背景にはＪａ）１８９３年日本郵船
会社がボンベイ航路を開設し，１８９６年政府が綿花輸入関税を撤廃し
たことなどにより，原料綿花にかかるコスト削減に成功したこと，（ｂ）

匹 ① 誤 ② 正 ③ 誤 ④ 正 ⑤ 誤
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下関条約（に〉μ）２）で長江流域に開港場を獲得し，綿糸など日本製品が有
利な条件で中国市場へ輸出できるように
な っ た こ と ， が あ っ た 。 ｗｗｗ二八ノ` -ノ心ヘノ心` -ノこう

（２）海運業・造船業への保護海運業の発展を促すため，政府は１８９６年航かいしょうれいほうぞうせんしょうれいほう
海 奨 励 法 ・ 造 船 奨 励 法 を 制 定 し た 。 そ の 結 果 ， 日 本 郵 船 会 社 が 欧

米航路へ進出し，三菱長崎造船所など民間の造船技術が向上した。

（３）鉄鋼の国産化へ砂鉄を原料とするたたら製鉄にかわって，幕末期か

ら洋式高炉による製鉄技術が導入されたが，釡石製鉄所（岩手県・田中

長兵衛に払い下げ）など一部にとどまっていた。そこで政府は，鉄鋼

（４）金融機関の整備産業基盤を充

実させるため，各府県に農工銀

行を設立し，長期資金の供給の
にほんかんぎょうぎんこうにほんこう

た め に 日 本 勧 業 銀 行 ・ 日 本 興
ぎょうぎんこう
業銀行を設立した。

（５）貿易構造の変化こうして日本

でも資本主義経済が確立してい

ったが，綿紡績業が原料，花を

インドなどからの輸入に依存し

ており，重工業がまだ未発達だ

っ た た め 備 拡 張 や 産 業 発 ｀

にともなって機械・鉄鋼など重

工 業 製 品 の 米 諸 国 か ら の 輸 入

（６）笛

１８８２年

１８９７年

▲貿易構造の変化

-

への移行産業革命のなかで欧米やインドなど金本位制地域
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からの輸入が増加したことは，当時は銀価が世界的に下落傾向にあっ

たため，銀本位制（ゆｐ．６３）をとっていた日本には不利となった。また，

基準貨幣が異なることは欧米からの外資導入に障害となっていた。そ
ば い し ょ う き ん か

こで，日清戦争の賠償金をもとに，１８９７年第２次松方正義内閣が貨
へいほう
幣法を制定し，金本位制を確立した。

＠ 寄 生 地 主 制 の 成 立

農村では日清戦後に寄生地主制が成立した（吟回３）。土地を集積した地
主のなかに，耕作から離れ，小作料収入をもとに，みずから企業を設立し
たり，公債や企業の株式に投資したりする動きが進んだのだ。

（１）地租改正……地主の土地所有権の保障，地主・小作関係の法認

（２）松方デフレ…自作農が小作農へ没落，地主に土地集中

これに対して，小作農など下層農民は，現物納の小作料が高率なために

最低限の生活費用も確保することができず，家計補助のために子女を紡

績 ・ 製 糸 工 場 へ 出 稼 ぎ さ せ て い た 。 ｀

から低賃金労働者を吸い上 ていたのだ。

● 社 会 問 題 の 表 面 化

政府による法的な規制もなく，労働組合などによる社会的な規制もなけ
こ く し は い え ん は い き ぶ っ

れば，経営者は労働者を自由に酷使することが可能だし，煤煙や廃棄物が

自然や人間の生活環境にどんな影響を及ぼすのかなどと配慮する必要もな

い。産業革命が進んでいたこの時期は，そういう状況だった。

（１）社会問題の発生産業革命の進展とともに，東京・大阪など大都市には

貧民窟（スラム）とよばれる下層社会が形成され，工場労働者だけでなく，
ひ や と じ ん り き し ゃ ふ ざ つ ぎ ょ う
日雇いや人力車夫・職人など，さまざまな仕事に従事する人びと（雑業

層）が劣悪な居住条件のもとで生活していた。さらに労働者は，不衛生-
な で長時間にわたって働かさ

おさ‾‥ ‥ ‥ ‥ ‾ ‾ ‾ ” ’

賃 金 は 低 く 抑 え ら れ て い た 。
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雑誌『日本人Ｄ‥１８８８年三菱経営の高島炭鉱（長崎県）の惨状を報道
横山源之助……Ｕ’日本之下層社会］（１８９９年）
のうしょうむしょうしょっこうじじ
農 商 務 省 … … ａ ° 職 工 事 ’ ｜

かし， ２

まとめたのはこち
（例題２２③）細井和喜蔵……［女］

Ｆｉｌｉ］（１９０３年）一心
』（１９２５年）

（２）労働運動労働者みずからが労働条件の改善を求める動きが登場する。
１８８６年甲府の雨宮製糸，１８８９年と１８９４年には大阪の天満紡績で労働争

議がおこっていたが，本格化するのは日清戦後。アメリカで労働組合
運動の指導をうけた高野房太郎が，１８９７年職工義友会をっくり，さら
に片山潜らとともに労働組合慟組合期成汽’堕総１；首（ミ証ツっ尚゛に

内閣が１９００年治安警察法を市腿し，労働組合の
結成や労働争議を制限するなど弾圧を強めたため，衰退した。

（３）社会主義運動社会的・経済的な平等を実現させようとする社会主義

思想も日本に入ってくる。キリスト教徒の安部磯雄・，片山潜や，中江

兆民門下の幸徳秋水らが，１９０１年最初の社会主義政党社会民主党を
（史料ｐ．１２２）

結成したが，治安警察法により直後に禁止された。

研究：社会主義研究会（１８９８年）４啓蒙：社会主義協会（１９００年）
４政界進出：社会民主党（１９０１年）４日本社会党（１９０６年）

あしおこうどくじけん
（４）足尾鉱毒事件古河経営の

出した鉱毒は渡良瀬川流域に被害をもたらしていた。

衆議院議員田中正造（栃木県選出）が解決に尽力し，１９０１年には明治

天皇に直訴したが，被害民の要求はほとんど受け入れられなかった。

（５）廃娼運動政府は特定地域の特定業者に限って女性の売春を公認してこうしょう
おり（公娼制度），貧困から身売りされて強制的に売春に従事させられ

た女性もいた。そのため，矢島揖子の設立した日本キリスト教婦人矯
ふうかいやまむろぐんべいきゅうせいぐん
風会や山室軍平の救世軍などが，公娼制度の廃止運動に取り組んだ。
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（６）普通選挙運動納税資格を撤廃して男子普通選挙を実現させようとす
なかむらたはちろう

る運動が本格化する。１８９７年長野県松本で中村太八郎らが普通選挙期

成同盟会を結成したのが始まりで，旧民権派や社会主義者が参加した

（φｐ．１３８）。
ざつぎょうそう

皿 都 市 の 下 層 社 会 に 生 活 す る 雑 業 層 ・ 労 働 者 た ち り な か に は ，
社会からのドロップ・アウト感を，国家との一体感を強めることで癒して

いこうとする衝動がみられた。ロシアとの対決を主唱する主戦論は，こう

して高まりをみせることになる。

＠ ロ シ ア と の 緊 張 激 化

北清事変（φｐ．９４）をきっかけにロシアが満州を軍事占領し，独占的権益

を清に認めさせた。このため，イギリス・アメリカ・日本などは警戒心を

強 め た 。 こ

日本では，伊藤博文・井上馨らがロシアとの外交交渉により事態の打開
にちろきょうしょうろん

に努めようとし（日露協商論），第１次桂太郎内閣はロシアの衝突を回
にちえいどうめいろん

避するためにもイギリスとの提携が必要と考えていた（日英同盟論）。両

者のあいだに対立はほとんど見られず，ロシアによる満州領有に反対する

ものの，韓国での日本の優越権を確保する代わりに，満州でのロシアの優

越権を認めるという構想（満韓交換）だった。つまり日本は，日英同盟と日

露協商とにより，清・韓国の独立と領土保全を確保したうえで，日露によ

る満韓交換を実現させようとしていたのだ。こうして第１次桂内閣（外相
こ む ら じ ゅ た ろ う か そ う て き こ く
小村寿太郎）は，１９０２年ロシアを仮想敵国とする軍事同盟日英同盟を結

（史料ｐ．１１８）
び，それを背景としてロシアとの交渉にのぞんだ。

それに対して，ロシアはいったん満州からの撤兵を約束したが，期限の

１９０３年になっても撤兵を完了させなかった。

そのため，政府に開戦決意をうながす主戦論が高まる。遠喬笛ｊｋｉ・４４

山満らは対露同志会を結成して好戦的な雰囲気を煽り立て，東京帝国大
とみずひろんどしちはかせ

学教授戸水寛人らが七博士意見書を桂内閣に提出し，桂内閣の対露姿勢を

弱腰だと批判した。また，黒岩涙香を社主，とする新聞『万朝報』も１９０３年

非戦論から主戦論へと転換する。ロシアとの戦争に反対する非戦論は，
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万朝報社を退社して平民社を組織し，新聞『平民新聞』を発刊した幸徳秋

水・堺利彦らの社会主義者，そして同じく万朝報社を退社したキリスト
教徒内村鑑三ら，少数派にすぎなかった。こうして主戦論が盛り上がる
なか，１９０４年２月日露間の交渉が決裂し，日露戦争が勃発した。

一。戸水寛人ら七博士意見書・対露同志会
主戦湊｜新聞ｒ万朝報』（はじめ非戦論・のち主戦論に転換）

-。。平民社（幸徳秋水・堺利彦ら），内村鑑三
非戦。生よ，。ぁにぬっカ９ぉこ

与 謝 野 晶 子 ・ 大 塚 楠 緒 子 ヱ 扁 Ｔ 圧 石 落 詣で

日露戦争はしばしば日本防衛のための戦争と評されるが，（ａ）イギリ

そして，ロシアが満州の軍事占領を続けたことから，それに対抗して勢力

均衡を維持するためにも韓国支配の確立が急務とされ，（ｂ）に力点を置く

形で開始されたのだ。

？ｌｉｉ寸恚

次の文章の正誤を判定せよ。

①正岡子規は雑誌『アララギ』を創刊し，俳句の改革に着手した。くろだせいきはしも・とがほう
② フ ラ ンス で 学 んで 帰 国 し た 黒 田 清 輝 ， 橋 本 雅 邦 ら に よ って 印 象

派の手法が伝えられた。

皿 日 清戦争前から興っていたロマン主義文学がいっそう盛んと
なり，さらに外光派とよばれる明るい画風の西洋画がもたらされる。

＠ロマン主義と外光派・新派劇の登場

川小説・詩歌ロマン主義文学がさかん㈲〉ｎ．９１）。島崎藤村の新体詩

ＣＩＩＩＩ匪１親圏①ｍ②ｓ
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わ か な し ゅ う よ さ の あ き こ が み
『若菜集』や与謝野晶子の短歌『みだれ髪』など，ほのかな恋愛感情や情

てっかん
熱 を た た え た 詩 歌 が 現 れ ， 新 詩 社 を 設 立 し た 与 謝 野 鉄 幹 ・ 晶 子 ら が

みょうじょう
１９００年雑誌『明星』を創刊した。

まさおかしき
他方で，正岡子規が写生を掲げて古典を規範とする短歌・俳句の革

新運動を進め（『歌よみに与ふる書』・俳句雑誌『ホトトギス』の創刊），
とくとみろか
徳 富 蘆 花 が 社 会 的 題 材 を あ っ か っ

ほととぎす
た小説『不如帰』を発表するなど，リ

アリズムの風潮もさかんだった。

短歌雑誌レアララギンではない（例題２３①）匹

（２）絵画新しい傾向の西洋画が導入される。

橋本雅邦ではない（例題２３堕）

くろだせいきくめけいいちろう
フ ラ ン ス で 印 象 派 風 の 絵 画 を 学 ん で 帰 国 し た 黒 田 清 輝 ・ 久 米 桂 一 郎 ら

とよばれる明るい画風をもたらしたのだ。彼らは１８９６年白
し，さらに同年東京美術学校に西洋画科が新設されると教

授として迎えられ，次第に絵画界の主流を形づくっていった６
お か く ら て ん し ん は し も と が

他方，東京美術学校を追放された岡倉天心（⇒Ｉ：）。７１）は，１８９８年橋本雅
ほうひしだしゅんそうらくようよこやまたいかんしもむらかんざんに
邦・菱田春草（『落葉』『黒き猫』）・横山大観・下村観山らとともに日

本 美 術 院 を 結 成 し ， 新 日 本 画 創 出 の 運 動 を 民 間 で 継 続 して い っ た 。
さらに天心は『東洋の理想』（「アジアは一つである」のフレーズで始まる）

や『茶の本』を英語で執筆し，東洋文化，なかでも日本の伝統文化の優

秀性を主張した。

（３）演劇日清戦争を題材とした素人演劇が を し だ 。 テ レ ビ の な い ，

この時代，演劇がニュース報道の代役を果たしたわけだ。その素人演

劇とは，自由民権運動の宣伝として登場した壮士芝居で，歌舞伎（旧派）
し ん ば け き か わ か み お と じ ろ う

に対して新派劇と称された。なかでも川上音二郎がオッペケペー節で

名をはせ，妻川上貞奴（マダム貞奴）はアメリカやフランスで女優とし

て注目をあびた。

（４）建築工部大学校でイギリス人コンドル（ゆｎ．５６）から建築を学んだ辰野

金吾や片山東熊が活躍した。辰野金吾は日本銀行本店・東京駅を設計

し，片山東熊は赤坂離宮（現在の迎賓館）など天皇家関係の建築に携わ

った。

̶
～
ｊ
ｊ
ｊ



２サｉで于ｉ
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ノ白本帝国主義ａ）１１１５／成１１ｒぷ

次の文章の正誤を判定せよ。

①ポーツマス条約によってロシアは，同国が中国東北部（満州）にも

っていた鉄道などの権益の一部を日本に譲渡することを承諾した。

② 日 露 戦 争 の 終 了 直 前 に ， 早 期 講 和 を 要 求 す る 都 市 民 衆 運 動 が 起

こった。

③ 日 露 戦 争 に 勝 っ た 日 本 は ， 桂 ・ タ フ ト 協 定 と 日 英 同 盟 改 定 と に
より，日本の韓国支配と英米両国のアジアでの植民地支配とを認

め合い，つづいて第２次日韓協約で韓国を保護国化した。

１１１１函・月貫薦 に した日 は イギリス・ロシアとの協調を外

０ 日 露 戦 争 後 の 国 際 情 勢

日本は特別増税と英米からの外債などで戦費を確保したが，戦闘能力の

限界からロシアを降伏させることはできず，与謝野晶子「君死にたまふこ
となかれ」や大塚楠緒子「お百度詣で」といった厭戦詩も現れていた。
１９０５年桂内閣はアメリカ大統領Ｔｈ．ローズヴェルトに講和の紡鉉を依頼

トェツｉｙｔ７‘ ’（９（’）黙后７るで講和会議が開催された。日本全権
は小村寿太郎外相，ロシア全権はウイツテ。

日本の韓国に対する保護・指導権をロシアが承認する
りょじゅんだいれんそしゃくけんちょうしゅん

権 益 の 譲 渡 ＝ 旅 順 ・ 大 連 の 租 借 権 ， 長 春 ・ 旅 順 間 の 鉄 道（リュイシュン）（ターリエン）からふと（チャンチュン）
領土の割譲＝北緯５０度以南の樺太

沿海州・カムチャッカ半島沿岸の漁業権

賠 償 金 な し

ＣＩＺＩｌｌｐ彊リ①正②誤③正
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（１） 日 比 谷 焼 打 ち 事 件 賠 償 金 が 獲 得 で き な か っ た こ と は ， “ 連 戦 連 勝 ” と

の政府・ジャーナリズムの宣伝のもとに，増税などの負担に耐えてき

た国民にとって納得できるものではなかった。１９０５年東京・日比谷公

園で開かれた講和反対の国民大会は
暴動と化した。日比谷焼打ち事件だ。

（２）韓国の植民地化日露戦争勃発に際して韓国は中立を宣言していたが，
１９０４年日本はこれを無視して首都漢城（現ソウル）を軍事占領したうえ
にっかんぎていしょ

で日韓議定書を調印させ，韓国内における軍事行動の自由を確保した。
さらに第１次日韓協約で日本が推薦する外交・財政顧問を韓国政府に
おき，重要な外交事項を日本政府と協議することを認めさせた。そし
て日露戦争 後 に は ， １ ９ ０ ５ 年 第 ２ 次 日

かんこくへいごうじょうやく
保護国とし，１９１

入した。
１

で韓国から外交権を奪って
．１２０）
国を廃滅させて日本領土に編

‾ ＾ ＾ ＾ ＾ ‾ ち ょ う せ ん

以 後 ， 韓 国 の 名 称 は 朝 鮮 と 変 更 さ れ ， 憲 法 が 適 用 さ れ な い ま ま ， １ ９ ４ ５
そうとくふ

おこなわれた（（〉１）。１３２）。

（ａ）欧米諸国が韓国の保護国化を承認
アメリカ…桂・タフト協定（１９０５）⇔米のフィリピン支配を承認

イギリス…第２次日英同盟（１９０５）⇔英のインド支配を承認

第２次日韓協約（１９０５年）：外交権を奪う＝保護国化とうかんふ
４統監府を設置（初代統監伊藤博文）
みっし

（ｂ）ハーグ密使事件（１９０７年）

４オランダのハーグで万国平和会議４韓国皇帝が独立維持を訴え
第３次日韓協約（１９０７年）：内政権を奪う・韓国軍隊を解散
ぎへいとうそう

（ｃ）義兵闘争（運動）の激化
あんじゅうこん

４安重根らによる伊藤博文の暗殺（１９０９年）（アンジュングン）
韓国併合条約（１９１０年）：韓国を日本に併合て５うちまさたけ

４朝鮮総督府を設置（初代朝鮮総督寺内正毅）



（３）アメリカとの関係悪化

日本の南満州経営

西日本帝国主義の形成一加７

かんとうととくふ
旅順・大連（関東州）の租借権４関東都督府（１９０６年）みなみまんしゅうてつどう
長春・旅順間の鉄道と付属の利権・●南満州鉄道株式会社（１９０６年）

長春・旅順間の鉄道と付属の利

権（撫順炭鉱など）は，当初アメ（フーシュン）
リカの鉄道企業家ハリマンとの間

で 共 同 経 営 が 計 画 さ れ て い た が

（桂・ハリマン覚書），小村外相ら

の反対で取り消され，１９０６年半官

半民の国策会社として南満州鉄道

株式会社が設立された（略称誠Ａ日露戦争後の北東アジア
鉄・初代総裁は後藤新平）。南満州の権益を独占的に経営しようとした
のだ。それに対してアメリカが南満州市場の開放を求めたが，日本は

フィリピンを植民地化したアメリカにとって，日本の台湾領有・北清

事変の際の厦門占領といった南進政策は警戒すべき動きであり，そこへ
南満州市場をめぐる対立が加わったのだ。アメリカ西海岸ではアジア系
移民排斥の動きの一環として日本人移民の排斥運動が高まっていく。
こうして日米間の緊張が高まるなか，１９０８年高平・ルート協定が結

ばれ，中国の門戸開放・太平洋地域の現状維持などが約された。日米
関係の安定が図られていったのだ。

（４）条約改正の達成１９１１年第２次桂太郎内閣（小村寿太郎外相）が日米新
通商航海条約を結び，関税自主権の完全回復に成功した。

岩倉具視（に〉ｐ．４４）４寺島宗則（に〉ｐ．５８）４井上馨（Ｏｐ．７０）⇒大隈重信（Ｏｐ．７１）

吟青木周蔵（Ｏｐ．８８）４陸奥宗光：法権回復（ぺ〉ｐ．８８）吟小村：税権回復
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次の文章の正誤を判定せよ。

① 日 露 戦 後 に な る と ， 財 閥 が 多 角 経 営 を 展 開 し ， 三 井 の よ う に 持

株会社を設立して，コンツェルン化を進めるものも現れた。

② は じ め て 西 園 寺 公 望 が 立 憲 政 友 会 を 基 礎 と す る 内 閣 を っ く り

その直後，社会民主党の結成が政府により許可された。
こうじょうほう

③ 女 子 労 働 者 な ど の 保 護 の た め に 工 場 法 が 制 定 さ れ ， すべ て の

繊維工場に適用された。

④ 工 場 法 の 制 定 に 対 して は 紡 績 業 ・ 製 糸 業 の 資 本 家 な ど が 反 対 し

たため，法案は成立したものの，その施行は５年後とされた。

皿蓼日露戦後は，大陸経営にともなう出費がかさんだだけでなく，
日露戦争の戦費の処理（外債の償還）が財政上の大きな課題となり，行財
政整理・財政緊縮が進められた。そのなかで，日本経済は慢性的な不況の
様相を呈しながらも，その一方で安定した発展がさまざまな面でみられた。

＠ 重 工 業 の 発 展 と 独 占 資 本 の 形 成 ，

（１）重工業の発展鉄鋼・造船業が発達し，機械製作も始まるなど，重工-

して繊維産業だった。四

日露戦争前後

（ａ）重工業の自立

官営八幡製鉄所…１９０１年操業開始４日露戦後に生産拡大

日本製鋼所…室蘭（北海道）・三井系とイギリス系資本の合弁

吟海軍向けの鉄鋼を生産

池貝鉄工所…旋盤（工作機械）の国産化に成功

（ｂ）綿織物業…豊田佐吉らが国産力織機を発明（１８９７年）

⇒農村部にも綿織物工場が出現

（ｃ）製糸業…生糸の輸出高が中国を抜いて世界第１位（１９０９年）

匹 ｜ ① 正 ② 誤 ③ 誤 ④ 正Ｗ-＝--＝／
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（２）鉄道の国有化軍事輸送や製品輸送に便宜をはかるため，第１次西園

寺公望内閣は１９０６年日本鉄道会社（べ〉ｐ．７３）など主要な民間鉄道を買収し

て国有とする鉄道国有法を公布した。

（３）独占資本の形成１９０７年の恐慌以降，長引く不況のなか，大企業によ

る生産と資本の集中が進んでいく。企業どうしの生産協定（カルテル）
もちかぶがいしゃ

や企業合同（トラスト）が進み，政商のなかには持株会社を中心とする

コンツェルン（財閥）を形成するものもでてくる（０μ５１）。持株会社と

しては，三井家の三井合名会社，岩崎家の三菱合資会社が有名。

唾１狸戻１日露戦争は自衛のための国民的戦争（こ＝知。１０３）の名のもとに，国

民の自発性を喚起しながら戦われた総力戦だった。そのため，国民は国家

とのー体感を一時的であれ経験した。ところが，戦争が終結するや，国家

と国民との違和感が意識され始める。その最初が日比谷焼打ち事件だ。

＠桂園時代一山県閥と政友会の政権互譲-

日比谷焼打ち事件（ゆｐ．１０６）は都市民衆が政治勢力として登場しだ最初の

出来事だった。桂内閣は，こうした国民の不満をおさえこみながら政権基

盤を確保するには政党の協力が不可欠と考え，政権の譲与を条件として西

園寺公望・原敬ら政友会から内閣への支持をとりつけた。こうして桂と西-

いる との提携をもとに 安定した議 が行われた時代だ。

とはいえ，相互に利害対立がなかったわけで，はない。桂は積極的な大陸

政策をめざし，政友会は鉄道・港湾などの整備による党勢拡張をめざして

いたから，予算規模の膨張は不可避だった。そのうえ，陸・海軍が１９０７年
ていこくこくほうほうしん
「帝国国防方針」を策定し，ロシア・アメリカを仮想敵国とする長期的な

軍拡計画を示していた。ところが，当時は財政緊縮を余儀なくされており，

優先順位をめぐる利害対立が生じざるをえない状況だった（Ｏｐ．１２６）。

○ 社 会 主 義 へ の 弾 圧

川労働運動・社会主義運動の広がり日露戦争中に続いて増税が継続さ
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れたため労働者の生活は苦しく，
１９０６年堺利彦・片山潜らが日本社会党を結成し，第１次西園寺公望

内閣から結社を承認された。最初の合法的社会主義政党だ。ところが，
議会重視の議会政策派にかわって，直接行動派が勢力を拡大する。議
会に頼ることなく労働者の直接行動を重視しようとする潮流で，幸徳
しゅうすい
秋水が中心。

（２）社会主義の弾圧これに対して藩閥官僚は，社会主義運動が日比谷焼打
そうじょう

ち事件のような都市民衆の騒擾と結びつくことを恐れた。１９０７年日本

社会党を結社禁止とし，さらに第２次桂内閣が，１９１０年明治天皇の暗殺
を組織的に計画したという架空の理由で幸徳秋水らを逮捕し，翌年大

逆罪で死刑などに処した（大逆事件）。そして１９１１年社会主義者取り締
まりのために特別高等警察（特高）を内務省警ｔｌｉ昌局に設置した（ｏｐ．１５４）。

＠国民統合の再編成
きょうい

民衆勢力の脅威にさらされた藩閥官僚は，地方改良運動と社会政策の

実現により，国民統合の再編成をめざした。民衆のエネルギーを国家のも

とへ統合することにより帝国主義実現の基礎を固めようとしたのだ。｀
ぼしんしょうしょ

田地方改良運動第２次桂内閣は，１９０８年戊申詔書を発してまじめに働

き浪費を避けて貯蓄するという社会倫理を国民に訴えると共に，地方改

良運動を展開した。国家財政の末端を担う町村財政の強化をめざし，麓

業組合設立を促進して地方産業の振興をはかる一方，青年会・在郷軍人

会などを育成して地域住民の町村への統合を進めると共に，紀元節・天
ちょ手せつ
長節などの祝祭日を休日として徹底させ，国家意識の形成を促した。

（２）社会政策の実施第２次桂内閣は，１９１１年労働者保護のために工場

渓を制定する。農商務省が法制化の中心を担っていた。（史料ｐ．１２２）

１２歳未満の就労禁止，女性・年少者の深夜業禁止・１２時間労働制

条件：１５人以上の工場だけに適用
紡績会社の反対で施行は１９１６年まで延期
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次の文章の正誤を判定せよ。

① ソ ラ な どの 影 響 を う け た 自 然 主 義 の 小 説 が， 日 露 戦 争 以 後 の 文

学の主流になった。その代表的作品に田山花袋の『蒲団』がある。
しまむらほうげつぷんげいきょうかいおさないかおる

② 日 露 戦 争 後 に は ， 島 村 抱 月 ら の 文 芸 協 会 や 小 山 内 薫 ら の 自 由

劇場が相ついで新劇の活動を開始した。

③志賀潔は原子模型の理論を発表し，物理学で大きな貢献をなした。

皿 日 露 戦 争 期 に は 小 学 校 教 育 が 国 民 の な か に 定 着 し ， さ ら に
漢文学など古典的な教養・文化にかわって，西欧文化が定着していった。

＠ 義 務 教 育 の 普 及

日露戦争前後に義務教育；！）ｓ｀ほぼ実現した。１９０７年小学校令が改正されて

義務教育が６年に延長され，小学校の就学率も１９１１年約９８％に達した。

他方で，教育内容に対する国家統制が強まる。１９０３年から小学校の教科し ゅ う し ん ち ゅ う こ う
書が国定制となり，修身・日本史の２科目で忠孝の道徳が強調されてい

く。また，１９１１年には小学校の日本史教科書で南北朝期の２つの皇統を南

朝・北朝として同列に記述したことが問題となり（南北朝正閏問題），明

治天皇の裁断で南朝が正統とされ，編修官喜田貞吉が処分をうけた。

＠ 自 然 主 義 と 新 劇 の 登 場

川小説・詩歌ロマン主義（φ１３．９１）にかわり，自然主義文学が流行する。

すでに日露戦争前に国木田独歩（『武蔵野』）が現れていたが，日露戦後しまざきとうそんはかいたやまかたいふとんとくだしゅうせい
には島崎藤村（『破戒』）・田山花袋（『蒲団』）・徳田秋声らが作品を発

表し，

他方， 西洋をモデルにした近代社会への批評を文学的に表現しよう
とする動きも出てくる。夏目漱石（『三四郎』『それから』）は知識人や学
生の挫折・苦悩を描き，森鴎外はのちに乃木希典の殉死（明治４５＝１９１２

年）を機に歴史小説に乗り出し，石川啄木はロマン派詩人として出発
しながら社会主義思想をもりこんだ生活詩をうたった（『一握の砂』『悲

匹 ① 正 ② 正 ③ 誤
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しき玩具』）。さらに，彼らの倫理性に富んだ個人主義に触発され，

１９１０年有島武郎・志賀直哉・武者小路実篤らの雑誌『白樺』，１９ｎ年平

塚らいてうによる雑誌『奥義』など，新しい文芸雑誌が創刊された。
（史１如。１２３ｒ１，Ｕしまたけじ７んひょＩうおもかげあおきしげるさち

（２）絵画・彫刻西洋画で，藤島武二（『天平の面影』）・青木繁（『海の幸』）
しょうけい

らｘ，古代への憧憬を描く歴史画など，ロマン主義絵画が登場する。

，他方，第１次西園寺内閣の牧野伸顕文相は，伝統美術と西洋美術の共
通の発表の場として，１９０７年文部省美術展覧会（文展）を始めた（吟ｎ．１３５）。

彫刻では，ヨーロッパに渡ってロダンに学んだ荻原守衛（『女』）や，

朝倉文夫（『墓守』）らが活躍した。つぼうちしょうようしまむらほうげつおさないかおるしんげき
（３）演劇坪内逍遥・島村抱月・小山内薫らにより新劇が始まる。旧来の

歌舞伎や大衆演劇として全盛期を迎えていた新派劇（Ｏｐ．１０４）に満足せず，

ヨーロッパ演劇の移植をめざしたのが新劇だ。坪内逍遥と島村抱月は

１９０６年文芸協会，小山内薫は１９０９年自由劇場をそれぞれ結成した。

１９１１年財界人たちの出資により洋風の帝国劇場が建設された。歌舞

伎・新劇・オベラなどが上演され，社交界を代表する劇場となっていく。

＠ 明 治 期 の 自 然 科 学 ヽ

（１）細菌学

北里柴三郎…ドイツ留学・破傷風菌を純粋培養４伝染病研究所

志 賀 潔 … … 赤 痢 菌 を 発 見

（２）化学

高峰譲吉‥・アドレナリン，タカジアスターゼを創製

鈴木梅太郎…オリザニンを抽出

（３）物理学 丿 饉 匹
長岡半太郎…原子模型の理論を発表
田中館愛橘…地磁気の測定

木 村 栄 … … 地 球 の 緯 度 変 化 を 観 測 ４ Ｚ 項 を 発 見
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囮黒田清隆首相の超然主義演説（岩ｙ拓謳文書ら８８）
そ の こ と あ い と う じ

政治上ノ意見ハ人々其所説ヲ異ニシ，其説ノ合同スル者相投シテ一ノ

団結ヲナシ，政党ナル者ノ社会二存立スルハ情勢ノ免レサル所ナリト

●ポイント解説●憲法発布の翌日に黒田清隆首相が地方官をｉｈｌ確証に集め

ておこなった，いわゆる超然主義演説の一節。政党の存在を認めつつも，政党
の動向に左右されることなく政策の立案・実行にあたることを表明している。

憲法では天皇が国家元首として統治権をもち，天皇を輔弼する内閣は天皇に

対して責任を負うとだけ規定されていて，議会への責任が明記されていないた
め ， こ の よ う な 超 然 主 義 を 表 明 す る こ と が 可 能 だ っ た 。 ｀ 。

囮自由党を祭る文（宵笥範こン９９７）

拶 汐
歳ハ庚子に在り八月某夜，

焉として墜ちて声あり，嗚
ま っ さ つ ｉ こ う

全 く 抹 殺 さ れ ぬ ○ ゜ ゜ ゛ ゜ ｀ ゛ ゛ 見 よ 今 や 諸 君 ハ 退 去 令 発 布 の 総 理 伊 藤 侯 ，
¬ ん じ ‾

退去令発布の内相山県侯の忠実なる政友として，汝自由党の死

る路人の如く，吾ノ

の為めに奮闘しつヽ

こ る い よ な お
ヽ独り朝報の孤塁に拠って尚は自由平等文明

白 斗 皿

●ポイント解説ｅ１９００年９月伊藤博文が立憲政友会を結成し，憲政党はみ

ずから解党して参加した。幸徳秋水「自由党を祭る文」（『万朝報』）は，その憲
政党の動向を批判したもの。
憲政党（星亨ら）はもともと第２次山県有朋内閣と提携していたが，山県内閣

が文官任用令の改正・軍部大臣現役武官制の導入などにより，政党勢力の抑制
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を図ったため対立し，以前から政党の組織を計画していた伊藤博文に接近し，

伊藤による新党結成に合流していった。
これによって地主たちの地方開発の要求を政党が集約して政策として内閣に

提示・実現を図る（それによって政党は支持基盤＝党勢を拡張する）という政治
スタイルが整った。だからこそ，星亨らは第４次伊藤内閣の成立を政党内閣の

成立だと評価した。しかし，憲政党が自由民権運動いらい藩閥と対立してきた

自由党を継承している以上，その伝統に対する裏切り行為であることも事実だ
った。幸徳秋水はその点から政友会の結成を批判したのだ。

匝】山県有朋首相の施政方針演説（帝国議会衆議院議事速記録ｌ＝：〉１３．８８）

Ｆ国
朝鮮を指す

衛ノ道二二途アリ。

ニニハ利益線ヲ保護スルコトデアルー

国境を指す
イ し ゅ ぎ ょ

第 一 耳 主 権 線 ヲ 守 禦 ス ル コ ト ， 第

●ポイント解説●１８９０年第１回帝国議会の開催にあたって山県有朋首相は，

日本の独立自衛を確保するには主権線（国境）の防御だけでなく利益線の保護が

必要であり，そのためにも陸海軍の軍備拡張が必要だと説明した。利益線とは
“敵対国に支配されると国土の安全が脅かされる地域 ”のことであり，ここで

は朝鮮を指していた。なお，利益線の保護とは，“その地域が敵対国に支配さ

れることを阻止し，中立を保つこどであり，その地域を政治的に支配するこ
とに直結するわけではなかった。

山県首相は，イギリスとロシアが世界的に対立し，巨文島事件以降にイギリ（コムンド）
スが清との関係を密接化させ，東アジアではイギリス・清陣営ｖｓロシアとい

う対立構図ができあがっていたことを前提として，ロシアの朝鮮進出を阻止す
ること，そのために清との協調を図りながら朝鮮の独立を確保することを，日こうしん
本の防衛戦略として示したのだ。しかし，甲申政変以降，清か朝鮮への影響力
を強め，イギリスもそれを支持している以上，清か日本との提携を重視するか

は微妙であり，日清提携のもとで朝鮮の中立化を実現させるという外交戦略を
とるにあたっては，朝鮮における日清間の勢力均衡を獲得すべく日本側から積

極的に働きかけることが不可欠になる。また，朝鮮の中立化を朝鮮政府に押し
つけるとすれば，それは内政干渉だ。つまり，清や朝鮮との対立が生じる可能

性を含み，対清・朝鮮強硬路線へと転換する素地をもっていた。



回条約改正と日清戦争（『遥遥祉』，＝冰９ｏ）

必出史料の征服-７７ｊ

／．イ１：§§ｙＥｉｊ？わ青木周蔵駐英公便／陸奥宗光
明治二十七年七月十三日付を以て，⊇公使は余に這簑して苔く汀本

も っ ¬ ‾ し こ う こ の
使は明日を以て新条約に調印することを得べし」と。而して余が此電

日英通商航海回ｉ元三式１１プ驚こが発端。゛ｔ４１７｀でツ鮮のこと

信に接七たるは抑々如何なる日ぞ。鶏林ハ道の危機方に旦夕に迫り，
余が大鳥公使に向ひ「今は断然たる処置を施すの必要あり，何等の口‾ｙコ’呂；ｊ５Ｅ卜駐朝公使

閔妃一派を追放して，親日派の朝鮮政府をつくること
ド け っ べ ぅ Å ぃ ｌ ’

実を使用するも差支なし，実際の運動を始むべし」と訣別類似の電訓
を発したる後僅に二日を隔つるのみ。余が此間の苦

なりしは実に名状すべからず。然れども今此喜
頓に余をして積日の労苦を忘れしめたり。

二 第 三 国 の 干 渉 を 排 し て 言 と の 開 戦 に 導 く こ と

・ポイント解説・『推察録』，よ第２次伊藤博文内閣の外相産最笏３４ｇが１８９４～

９５年の外交政策について記した回想録。

日本は，甲午農民戦争（Ｏｐ８９）の勃発をきっかけとして，１８９４年６月朝鮮に出

兵したものの，日本軍が朝鮮に上陸したときにはすでに朝鮮政府と反乱軍との
間に和睦が成立し，農民反乱は終わっていた。つまり，軍隊駐留の名目を失っ
てしまっていたのだｊしかし，日本国内では対外硬の主張が強く，撤兵を実施

することは内閣の存亡を危うくする可能性が高かった。そこで，伊藤内閣は内
政危機を打開するため強硬策へと向かう。清に対して朝鮮の内政改革に向けて

共同干渉をおこなうことを提案して拒否されるや，７月１０日単独で朝鮮政府に
対して内政改革を申し入れる。さらに清との栄耘関係の破棄などを要求して拒
否され る と ， ７ 月 ２ ３ 日 朝 鮮 王 宮 を 攻 撃 ・ 占 領 して 閔 妃 一 派 を 追 放 ， 大 院 君 を 擁

（ミンビ）（テウォングン）
して親日派政権を樹立させた。

他方，Ｉロシアやイギリスの干渉を排して清との開戦へと導くため，青木周

蔵駐英公使にイギリスとの条約改正交渉を急がせた。その結果，重要輸入品に
ついて協定関税制を残し，施行を５年後とするなど，イギリス側に譲歩するか

たちで，７月１６日日英通商航海条約の調印に成功した。日清間で戦端がひらか
ほうとうおき

れた豊島沖の海戦は７月２５日のことだった。
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・下関条約（日本外交文書こニで〉号泣）

第一条宍；まぶ雪プぎ：ｊ；ｌｊ；ぶｙｙル独立自主ノ国タルコトヲ確認ス。
因テ右独立自主ヲ損害スヘキ朝鮮国ヨリ清国二対スル
等ハ将来全ク之ヲ廃止スヘモフ，ｊンスごと朝鮮と（゛）間て７係を清算

第二条清国ハ左記ノ土地ノ主ダと，尽二該地方二在ル城塁，兵器製造
’ｌｏ自恣て声ｏ本１？モｌ言？ツヤぐ萌亘ｊｊｙ言）

・・＿＝＿＝ミ●・■＝＿・．・■㎜＝㎜
一 左ノ経界内二在ル奉天省南部ノ地‥‥

ニＪｆｌ繋ｏぢづ尚尚⊆石乱

１７質二蓉三二飯二億宵ヲ日本国二支払フ人
キコトヲ約 ス 。 饉 子 ▽

第六条日清両国間ノ一切ノ条約ハ交戦ノ為メ消滅シ
本約批准交換ノ後速二全権委員ヲ任命シ日本国全権委員ト

-

商航海条約及ビ陸路交通貿易二関スル約定ヲ締結スヘキコトヲ
約ス。而シテ現二清国ト欧州各国トノ間二存在スル諸条約章程
ヲ以テ該日清両国間諸条約ノ基礎ト為スヘシ。

●ポイント解説ｅ１８９５年４月日本全権伊藤博文首相・陸奥宗光外相と清全

権李鴻章らの間でＥＩ清講和条約（下関条約）が調印された。
朝鮮王宮を軍事占領して親日派政権を樹立させた日本は，朝鮮の独立確保を

掲げて清との戦争にのぞんだが，第一条でその目的を実現させた。そこでは清
の朝鮮に対する宗主権を否定し，清・朝鮮間の宗属関係を清算している。

他方，戦場が清の領土内にも及んだことから，日清戦争は清国分割戦争とい

う性格も有することになった。第二条では遼東半島・台湾・温湖諸島の割譲を（リャオトン）（ポンフー）
定め，第六条では日清修好条規（Ｏｐ．４５）を廃棄し，日本側が有利な不平等条約
を結ぶことを規定するとともに（１８９６年に日清通商航海条約が締結された），長
江流域の沙市・重慶・蘇州・杭州の開港・開市などを規定した。これらの規（シャーシー）（チョンチンロスーチョウ）（ハンチョウ）
定かヨーロッパ諸国による中国分割競争の引き金となったのだ。



Ｉ三国干渉（日本外交文書ぐ〉１３、９２）

遼東半島ヲ日本ニ
ミナラズ，之ト同時ニ

必出史料の征服 -一丿７７

有スルコトハ，常二清国ノ都ヲ危フ

国ノ独立ヲ有名無実トナスモノこ

ハ将来永ク極東永久ノ平和二対シ障害ヲ与フルモノト認ム。
む か い か さ ね そ の ゆ う ぎ ‾ ７ ‾

政 府 八 日 本 国 皇 帝 陛 下 ノ 政 府 二 向 テ 重 テ 其 誠 実 ナ ル 友 誼 ヲ 表 セ ン ガ 為

メ ， 茲 二 日 本 国 政 府 二 勧 告 ス ル ニ ，
べ も っ

棄 スヘ キ コ ト ヲ 以 テ ス 。

遼東半帛ヲ這弑領有スルコトヲ放

七 他

●ポイント解説ｅ日本による遼東半島の獲得は，ロシア・フランス・ドイ

ツの干渉（三国干渉）を招いた。史料はそのうちのロシア政府の勧告。

日清戦争前のロシアの極東政策は，沿海州地域の安全確保のために朝鮮の

現状維持（独立確保と特定の一国による支配の阻止）をはかることに主眼があり，

朝鮮の現状維持を脅かす事態として日清戦争をとらえていた。だから，ロシア
は日本政府への勧告のなかで，日本の遼東半島領有は「朝鮮国ノ独立ヲ有名無

実トナスモノ」だと主張していた。
ロシアの関心はそれだけではなかった。ロシアの予想に反して日本が圧勝し，

南満州への進出をすすめたことが，ロシアの危機感をかきたてていたのだ。ロ
シアはもともと，イギリスの支持をうけた清による朝鮮支配を警戒し，対清不

信・対日友好路線をとっていたが，対清友好・対日対立路線へと転換し，将来
における中国分割競争でロシアが優位を占めるためにも日本の南満州進出を抑

制しようとしたのだ。そこには，日本の対清戦争がシベリア鉄道建設の結果で

ありロシアを指向したものだとの認識があった。
三国干渉をうけ，第２次伊藤博文内閣は遼東半島を還付することを決定した（リャオトン）

が，遼東半島の割譲が列国の干渉を招く危険性は政府内部でも予想されていた
ことであり，外交上の失策だった。これに対し，日清戦争前から対外強硬を主

張してきた民間ジャーナリズムは，政府の失策を批判しながら臥薪嘗胆をス
ローガンに掲げ，ヨーロッパ諸国に対抗できる国力充実を図るべきだとの議論

を強めた。中国の故事にならい，屈辱をはらすまで銀難辛苦に耐えようという
のだ。このスローガンは，政府が軍事力の強化をめざす日清戦後経営への国民

の協力をもとめるうえで，うってつけの言葉となっていた。
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固日英同盟協約（日本外交文書ロンＩ，．１０２）

第 一 条 両 締 約 国 ハ 相 互

第 二 条 若 シ 日 本 国 又 ハ 大 不 顎

独 立 ヲ 承 認 シ タ ル ‥ ‥

国ノ一方カ上記各自ノ利益ヲ防護ス

ル上二於テ別国ト戦端ヲ開クニ至リタル時ハ，他ノ一方ノ締約

国ハ厳正中立ヲ守り併セテ其同盟国二対シテ他国力交戦二加ハ

ルヲ妨クルコトニ努ムヘシ

●ポイント解説●１９０２年１月第１次桂太郎内閣（外相小村寿太郎）のもと

で日英同盟協約が締結され，清・韓国の独立承認，戦時における中立，第三国
の参戦に対する共同戦闘を規定した。ロシアを仮想敵国とする軍事同盟だ。

イギリスの海軍力はかつて世界第一を誇っていたものの，ドイツ・フラン
ス・ロシアの海軍増強がその優位性を揺るがせていたし，日清戦争後の東アジ
アにおいては，日本の果たす役割を無視することができなくなっていた。こう

した国際環境のもと，イギリスはロシアの満州占領という事態に対抗するため，

日本に防壁としての役割を期待して攻守同盟の締結へと進んだのだ。
それに対して日本は，イギリスのために「極東の番犬（憲兵）」という役割を果

たしながらも，韓国支配の実現という独自の利害を実現させようとしていた。
つまり，ロシアとの間で日露協商の予備交渉を進めるなかで，日英同盟を圧力

として活用しながらロシアからの譲歩を引き出そうとしていたのだ。ところが，

日本が満州問題と韓国問題を一体として交渉しようとしたのに対し，ロシアは

満州問題は露清間の問題だとして韓国問題だけを議論しようとしたため，なか
なか交渉が成立しなかった。さらにロシアが満州からの撤兵という公約を果た

さなかったため，ロシアとの対等な満韓交換のためには日本による韓国領土の

軍事利用が不可欠と判断されて日本の態度が強硬となり，結局，交渉が決裂し
て日露戦争を招いたのだ。

固ポーツマス条約（日本外交文書ロｓ〉ｎ．１０５）

ロシア
第 二 条 露 西 亜

済上ノ

このフレーズは覚えておこうト

Ａ ， 日 本 国 ゐ 韓 国 二 紡 テ 政 事 ⊇ 軍 事 上 及 経

ナル利益ヲ有スルコトヲ承認シ，日本帝国政府カ韓
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か ん り そ ち と あ た こ れ
国二於テ必要卜認ムル指導，保護及監理ノ措置ヲ執ルニ方り之
そ が い ざ

ヲ阻磯シ又ハ之二干渉セサルコトヲ約ス 四 回
第五 条 露 西 亜 帝 国 政 府 ハ ， 清 国 政 府 ノ 承 諾 ヲ 以 テ， 旅 順 口 ， 大 連

並 其 ノ 付 近 ノ 領 土 及 領 水 ノ 租 借 権 及 該 租 借 権 二 関 連 シ 又 ハ 其

ノ一部ヲ組成スル一切ノ権利，特権及譲与ヲ日本帝国政府二移

。 。 １ ４ な 衣 牛 へ
ちょうしゅんかんじょうし

第六条露西亜帝国政府ハ，長春（寛城子）旅順口間ノ鉄道及其ノ一
な ら び お ７ ‾ ‾ ‾ こ れ ‾

切 ノ 支 線 並 同 地 方 二 於 テ 之 二 付 属 ス ル 一 切 ノ 権 利 ， 特 権 及 財

産及同地方二於テ該鉄道二属シ又ハ其ノ利益ノ為メニ経営セラ

ルル一切ノ炭坑ヲ，補償ヲ受クルコトナク且清国政府ノ承諾ヲ

以テ日本国政府二移転譲渡スヘキコトヲ約ス
噸 靉 → 斜

サ ハ リ ン お
第九条露西亜帝国政府ハ，薩唸隨島南部及其ノ付近二於ケル一切ノ

と う し ょ な ら ひ ‾ え い ぞ う ぶ つ
島 嶼 拉 該 地 方 二 於 ケル 一 切 ノ 公 共 営 造 物 及 財 産 ヲ 完 全 ナル 主

権ト共二永遠日本帝国政府二譲与ス，其ノ譲与地域ノ北方境界
ハ北緯五十度ト定ム

穴うめ

●ポイント解説●セオドア・ローズヴェルト米大統領の仲介により日露間

で講和交渉がおこなわれ，１９０５年９月日本全権小村寿太郎外相・ロシア全権ウ

ィッテ蔵相らによって，アメリカのポーツマスで日露講和条約（ポーツマス条
約 ） が 調 印 さ れ た 。 。

第二条で韓国における日本の指導権が承認されたものの，賠償金の支払いと

サハリンの割譲についてはロシア側が強硬に反対したため，日本は賠償金を
放棄し，サハリンは南半分の割譲で妥協して交渉を成立させた。それ以外には，
沿海州・カムチャッカ半島沿岸の漁業権を獲得した。
しかし，賠償金の獲得を放棄したことは国民の不満を招いた。条約調印の当

日，対露同志会が主催した東京・日比谷公園での講和反対国民大会は数万の民

衆が首相官邸などを襲撃する大事件となり（日比谷焼打ち事件ぺ〉ｐ．１０６），さらに
横浜・大阪などの大都市へと暴動が波及した。第１次桂太郎内閣は戒厳令を布

告し，軍隊を出動させて鎮圧した。
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囮第２次日韓協約（日本外交文書ぺ〉ｎ．１０６）

で？政府から外交権をアリ上げた二
第一条日本国政府丿恍在東京サ務省二依り今後黙聖差匡三ｊ！ｔ乙を

関係及事務ヲ監理指揮スヘク，日本国ノ外交代表者及領事ハ外

韓国皇帝陛下二内謁ス

国二於ケル韓国ノ臣民及利益ヲ保護スヘシ

第三条日本国政府ハ，其代表者トシテ韓国皇帝陛下ノ閥下二一名ノ

統監（レヂデントゼネラル）ヲ置ク，統監ハ専ラ外交二関スル事
ご ‥ た け ぃ じ ょ う ¬ み ぃ ふ ー ・

● ポイ ン ト 解 説 ● 日 本 ぱ 韓 国 の 保 全 ” を 掲 げ て 日 露 戦 争 を 戦 っ た が， 韓

国の独立維持ではなく，日本による保護国化を実現させることがねらいたった。

戦争終結後の１９０５年Ｈ月軍事力を背景として第２次日韓協約（乙巳保護条約）を
韓国に強要し，外交権を奪取した。朝鮮に対する優越性については，日露講和

条約に先立って，桂・タフト協定と第２次日英同盟によって米英両国からすで
に同意を得ており，帝国主義諸国による東アジア分割の一環だった。

回韓国併合に関する条約（日本外交文書こ；φ．１０６）

第一条韓国皇帝陛下ハ韓国全部二関スルー切ノ統治権ヲ完全且永久
二日本国皇帝陛下二譲与ス

第二条日本国皇帝陛下ハ前条二掲ケタル譲与ヲ受諾シ且全然韓国ヲ
日本帝国二併合スルコトヲ承諾ス

●ポイント解説●第２次日韓協約以来，日本ぱ韓国は自力では独立する

ことができないので日本が韓国に保護を与えて富強を図る”との名分を掲げて

司法制度の整備・殖産興業などの政策を進めていたが，それは内政干渉・主権
ぎへいとうそう

侵害でしかなかったため，反日義兵闘争を激化させていた。そこで日本は，韓

国に対する強固な支配を打ち立てるため，１９０９年７月韓国併合の方針を決定し，
１０月の伊藤博文暗殺事件をへて，イギリス・ロシアの承認をえた後，１９１０年８

月韓国併合条約を締結した。その際，日本の保護下にある韓国を強制的に併合



必出史料の征服-７２７

すれば国際的非難を受けかねないため，韓国皇帝が統治権を譲与し（第一条），

天皇がそれを受諾する（第二条）という，合意を装った形式がとられた。なお，
「併合」という用語は，日韓対等の合併という印象を与えず，国家廃滅・領土編
入でありながらも刺激的ではない言葉として選ばれたものだった。

ちあんけいさつほう
囮治安警察法（官報白．１０１）

第五条左二掲クル者ハ政事上ノ結社二加入スルコトヲ得ス

五 玄 王 六 未 成 年 者 ‥ ‥

兄女性が政治結社に加入することを禁止

，女子及未成年者ハ公衆ヲ会同スル政談集会二会同シ若ハ其ノ

発 起 人 タ ル コ ト ラ 得 彭 … ノ
女性が政治演説会に参加したり
主催したりすることを禁止◇１９２２年に解禁される

第十七条左ノ各号ノ目的ヲ以テ他人二対シテ暴行，脅迫シ若ハ公然

誹毀シ又ハ第二号ノ目的ヲ以テ他人ヲ誘惑若ハ煽動スルコト
ず

ヲ 得 ス
ｇ 万 二 ‘ 労 働 組 合 へ の 加 入 を 禁 １ ｔ ぺ ・還 ■ - - ＝ ． ｋ -

一

ほうしゅうｇ
労務ノ条件又ハ報酬二関シ協同ノ行動ヲ

ニ加入セシメ又ハ其ノ加入ヲ クル コ ト

スヘ キ 団結

ぐトラィまぎょうげ労働争義をてｒ的に禁止
二 同 盟 解 雇 若 ハ 同 盟 罷 業 ヲ 遂 行 ス ル カ 為 ， 使 用 者 ヲ シ テ

一
一
一

労 務者ヲ解雇セシメ若ハ労務二従事スルノ申込ヲ拒絶セシ

メ，又ハ労務者ヲシテ労務ヲ停廃セシメ若ハ労務者トシテ
こよう
雇傭スルノ申込ヲ拒絶セシムルコト

労務ノ条件又ハ報酬二関シ相手方ノ承諾ヲ強ユルコト耕

作ノ目的二出ツル土地賃貸借ノ条件二関シ承諾ヲ強ユル力
た め ひ き ず
為相手方二対シ暴行，脅迫シ若ハ公然誹毀スルコトヲ得ス

恍小作争議を禁止

●ポイント解説９１９００年第２次山県有朋内閣は治安警察法を制定し，政治

結社および政治集会の届け出を義務づけるとともに，結社禁止・集会禁止の権
限を政府に与えた。さらに，労働組合への加入を禁止し，労働争議・小作争議
を実質的に禁止した。



／２２一一-３章日清・日露戦争

田社会民主党宣言（万朝報こ＝１〉ｎ．ｌｏｌ）

女［１何にして貧富で

題なりとす。・‥・

たる社会主義と民主主義に依り，

きかハ実に二十世紀に於けるの大問
か ん が す う せ い
に 鑑 み ， 経 済 の 趨 勢 を 察 し ， 純 然

貧富の懸隔を打破して全世界に平和
めんことを欲するなり。‥‥我党は此の如く社会-

民主主義を緯として其旗幟を明白にせり。

●ポイント解説●１９０１年５月社会主義協会員の安部磯雄・片山潜・幸徳
しゅうすいきのしたなおえにしかわこうじろうかわかみきよし
秋水・木下尚江・西川光次郎・河上清の６人が社会民主党を結成した。史料
はその宣言書の一部で，このほかに綱領があり，軍備縮小または全廃・重大問

題に関する直接投票制・貴族院の廃止などを掲げていた。そして，治安警察法
の規定により警察署に届け出たところ，翌日治安警察法により結社を禁止され

た。なお，宣言を掲載した雑誌『労働世界』（労働組合期成会の機関誌・片山潜よろずちょうほう
が中心）や新聞『万朝報』『大阪毎日新聞』などは発禁処分を受けた。

囮工場法（官報に〉μｌｏ）

第一条本法ハ左ノ各号ノ一二該当スルエ場二之ヲ適用ス
ー 常 時 十 五 人 以 上 ノ 職 エ ヲ 使 用 ス ル モ ノ

匹 宋 労 働 者 の こ と ぉ ぃ
第二条工場主八十二歳未満ノ者ヲシテエ場二於テ就業セシムルコト

ず
ヲ 得 ス 。 ‥ ‥

第 三 条 工 場 主 八 十 五 歳 未 満 ノ 者 及 女 子 ヲ シ テ ，
ず

超 エ テ 就 業 セ シ ム ル コ ト ヲ 得 ス ‥ ‥

（万（白白糾
一日二付十二時間ヲ

饉 海 卜
第四条工場主八十五歳未満ノ者及女子ヲシテ，午後十時ヨリ午前四

ず
時二至ル間二於テ就業セシムルコトヲ得ス

ｏポイント解説●１９１１年３月第２次官大郎内閣は，日本で最初の労働者

保護法として工場法を制定した。すでに１８８０年代から農商務省を中心として
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立法化の努力が進められていたが，紡績資本家などの反対で難航し，１９１１年に
ようやく成立した（施行は１９１６年第２次大隈重信内閣のとき）。農商務省は社会こうしょう
問題の予防という観点から立法化を進めていたが，日露戦争後に軍工廠・造船

所・鉱山などで大規模な労働争議が発生し，社会主義運動のなかで直接行動派
が勢力をもつにいたって，資本家のなかにも社会不安の発生をふせぐためにも

労働者保護立法が必要だとの認識が芽生えて実現した。
内容は，１２歳未満の就労禁止，年少者・女子の深夜業禁止・１２時間労働制な

どだが，監督制度が整備されていなかったために違反行為が多く摘発されない
ままに存続した。また，紡績資本家が年少者・女子の深夜業禁止に強く反対し
たため，紡績業については適用が猶予され，年少者・女子の深夜業が全面的に

禁止されたのは１９２９年のことだった。

・『青鞘』発刊に際して（青轄ロジ９．１１２）

。真正の人であった。今，女性は月で

ある。他に依って生き，他の光によって輝く，病人のやうな蒼白い顔

の月である。

●ポイント解説●１９１１年６月女性だけの文学団体として響転寝が結成され，

同年９月『青鞘』が発刊された。史料は，創刊号の冒頭にかかげられた文章の一

節で，平塚らいてうの執筆。日露戦争後になって個人主義が浸透・定着してい

くなか，女性の自我の確立を強調し，家制度のもとの束縛からの解放をうたい
あげた。青結社の発起人は平塚らいてうと平塚の出身の日本女子大同窓生で，

他に与謝野晶子・野上弥生子らが参加した。



大正デモクラシー
「内に立憲主義・外に帝国主義」の時代がおとずれた。国内では大正デモ

クラシーの風潮のなかで政党政治が進展したが，国際面では朝鮮・中国のナ

ショナリズムの犠牲のうえに帝国主義国家としての地位を確保していった。

時代 内閣 政治の推移 社会・経済・外交の動き

大
正

期

桂③ １９２～１３第１次護憲運動
１９１３軍部大臣現役武官制の改正
１９１４シーメンス事件
１９１４～１８第１次世界大戦

１９１５二十一か条要求

１９１７ロシア革命
１９１８シベリア出兵
こめそうどう

１９１８米騒動
最初の本格的政党内閣

１９１９ヴェルサイユ条約
朝鮮の三・一独立運動

ワ
１ ９ ２ １ 四 か 国 条 約 シ
１９２２海軍軍縮条約。。．ン

九 か 国 条 約 ｌ ｉ と

１９２３関東大震災

１９２４第２次護憲運動
１９２５普通選挙法

治 安 維 持 法 ／
憲政の常道さんとう

１ ９ ２ ７ ～ ２ ８ 山 東 出 兵 ←
１９２８第１回普通選挙

ロンドン海軍軍縮条約

↓とうすいけんかんぱんもんだい
１９３０統帥権干犯問題←」

山本①

大
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↑万大正り宍１こぞブラシ讐４ｊ始ま鴎帥隨め脇ｊ

次の文章の正誤を判定せよ。
①第２次西園寺内閣は２個師団増設問題をめぐり陸軍と対立した
ために倒れ，代わった第３次桂内閣が２個師団増設を承認した。

②第１次山本権兵衛内閣は，軍部大臣現役武官制を改正し，政党
の軍部に対する影響力を強化しようとしたが，汚職事件が原因で
総辞職に追い込まれた。

③民本主義は，国民主権の立場から天皇主権を否定し，大日本帝
国憲法の改正を主張するものであった。

④天皇機関説は，天皇を，国家が統治権を行使するにあたっての
最高の機関であると考える説である。

嘔ｉｉ１日本が条約改正を達成し，欧米諸国と対等な国際的地位を確
保した１９１１年，中国では辛亥革命がおこる。

ｏ 中 国 で の 辛 亥 革 命

運動の指導者に大きな夢と幻想を与えた。アジアの国家が白人の強国を破

ったことが衝撃だったのだ。１９０５年東京で中国（革命）同盟会が結成され，

民族・民権・民生の三民主義を掲げた革命運動が中国で本格化した。

そうしたなか，１９１１年中国南部で軍隊の反乱により辛亥革命が始まり，そんぶん（スンウエン）だいそうとうちゅうかみんこく
翌１２年１月孫文を臨時大総統とする中華民国が建国された。これに対し

て清は公笹鼓に鎮圧を命じたが，イギリスと組んだ袁世凱は清を滅ぼし，（ユワンシーカイ）
孫文にかわって中華民国大総統に就任した。さらに袁世凱が孫文ら革命派
への弾圧姿勢を強めたため，中国情勢は混乱をきわめていった。第２次西
お ん じ き ん も ち う ち も う こ と く し ゅ け ん え き
園寺公望内閣は，第３次日露協約で内蒙古での日本とロシアの特殊権益の

皿 ① 誤 ② 正 ③ 誤 ④ 正
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境界を定めたが・革命の動向には不干渉の立場をとった・，しかし陸軍や民
間では，革命後の中国情勢の混乱に積極的に対応しようとする動きが出る。

ｇｌ１１１１１戻漣都市民衆の騒擾が繰り返され，政界でも立憲政治を徹底させ，
民衆の政治参加と挙国一致を実現しようとする動きが強まる。そのなかで
第１次護憲運動かおこり，大正デモクラシーの時代が幕を開ける。

＠ 第 １ 次 護 憲 運 動

Ｏ）二個師団増設問題辛亥革命後の中国の混乱を権益拡大の絶好の機会と
判断した陸軍は，１９１２年第２次西園寺公望内閣に対して，朝鮮に師団を
２つ新設常置することを要求した（二個師団増設問題）。西園寺内閣が

財政緊縮を理由に要求を拒否すると，上原勇作陸相が帷幄上奏をおこ
なったあと単独で辞職し，陸軍は後任を推薦しなかった。つまり，軍部
大臣現役武官制を利用して西園寺内閣を総辞職に追い込み，陸軍主導
の内閣を成立させようとしたのだ一陸軍の横暴！-。この結果，１９１２年

ないだいじんじじゅうちょうきゅうちゅう
１２月西園寺内閣は総辞職し，内大臣兼侍従長として宮中に入ってい
た桂太郎が首相に推挙された一宮中と府中の別（０１３．６６）を無視！-。

（２）第１次護憲運動こうして成立した第３次桂太郎内閣に対して，閥族

打破（藩閥の政治支配を打破）・憲政擁護（議会政治を擁護）を掲げて第
１次護憲運動がおこる。桂内閣が立憲政友会との提携という従来の政

丿台・。（酋゛，１：客Ｉふったため政友会もまきこみ，政友会・立憲国民党と
都市民衆により桂内閣打倒の運動が展開した。

第３次桂太郎内閣＝立憲同志会を組織（４・立憲国民党の分裂）
↓↑

尾崎行雄（政友会）・犬養毅（国民党）を先頭とする民衆運動
主張…閥族打破・憲政擁護

（３）大正政変桂首相は多数派の形成をめざして政党の結成に着手する。
ひびややきう
日比谷焼打ち事件（Ｏｐｊ（）６・１０９）以来高まりをみせていた民衆のエネルギ



-を結集し，中国情勢に積極的に

対応できる強力な国家体制づくり
をめざしたのだ。１９１３年２月初，桂

系官僚と国民党多数派などにより
立憲同志会の結成が宣言された。
ところが同志会は多数派を確保す
ることができず，また首相在任の
まま新党を結成したことが護憲運

動を刺激し，政友会の反撃を招い
た。桂内閣は，大正天皇（嘉仁）の
しょうちょく
詔勅を使って政友会との妥協を
図ったものの成功せず，国会議事

囮 大 正 デ モ ク ラ シ ー の 始 ま り - ７ ２ ７

岸憲政友会ｉｌ憲政本党１ｉ大同倶楽部ｊ
＜ 西 園 寺 ＞ ４

座害国民党｜沖央倶楽部
１９１０１１９１０

＜大黄〉

＜原＞

＜高橋＞

＿＿ｊＪＬ＿
座憲同志会ｌ
尚 ‾ 押 綸 ・

尹 し
革新倶楽部

ｌ ａ ｌ り へ Ｚ ｊ Ｍ Ｉ 釆 ／

＿、＿づ竺
七 絃 杢 尤 十
１９２４＜床次＞
＜田中＞ ↓＜若槻＞

１９２５ 立憲民政党１
１９２７

＜犬養＞
＜浜□＞
＜若槻＞

▲政党の系譜（２）

堂をとりまく数万の民衆が暴動をおこすなか，総辞職した。大正政変だ。
（４）陸軍の勢力後退かわって海軍大将山本権兵衛が政友会を与党として
内閣を組織する。政友会が薩摩閥と組むことにより再び政権にありつ

しかし，山本内閣は海軍高官の汚職事件であるシーメンス事件によ

り，反発する民衆が暴動をおこすなか，１９１４年総辞職に追い込まれた。

制定：第２次山県有朋内閣（１９００年！ニ＝１〉ｐ．９６）

吟陸軍が第２次西園寺公望内閣を倒閣（１９１２年）

改正：第１次山本権兵衛内閣（１９１３年）４・第１次護憲運動

復活：広田弘毅内閣（１９３６年〈〉１３．１８１）４一二・二六事件

４陸軍が宇垣一成の組閣を阻止（１９３７年吟ｎ、１８２）

４陸軍が米内光政内閣を倒閣（１９４０年Ｏｐ．１９１）

（５）政友会の勢力後退都市民衆の騒擾がおこるなかで内閣が倒れるとい
う異常事態が２度続いたことをうけて，山県有朋ら元老は国民に人気
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のある大隈重信を担ぎだすことにより，政情の安定化をはかった。

第２よｊ（大臣１ブミ１閣は立憲同志会（総裁加藤高明）などを与党として成立

し，１９１５年の総選挙では同志会が政友会にかわって第１党となった。

それまでの政友会と藩閥官僚による政治支配にかわって，官僚勢力を

含めて組織された二大政党が対抗しあいながら政権を担当する二大政

党制が成立する可能性が示されたのだ。そして，与党が議会の多数派

を占める状況のもとで，大隈内閣は陸軍の二個師団増設を実現させた。

第３次桂内閣ではない（例題２７①）

＠デモクラシー思想の高まり

立憲政治の徹底をもとめる動きを支え，促進したのが，憲法学説では東みのべたつきちてんのうきかんせつ
京帝大教授美濃部達吉の天皇機関説であり，政治理論では東京帝大教授
苦必筰謡。控宋望齢。（鶴き（腿卜・）

（浦ｉを皆函）
デモクラシー思想

川美濃部達吉の天皇機関説…憲法学
国家を法人とみなす（国家法人説）

統治権の主体＝国家
づ皇＝国家が統治権を行使する際の最高機関

（２）吉野作造の民本主義…政治学
主権を運用する実際的な方法を議論４・主権の所在を問わない
●民衆の幸福・利益を政治の目的
●民衆の意向にもとづく政策の決定

具体的な目標
●普通選挙・政党内閣制の実現

美濃部達吉は，
同体）とみなした

国家（天皇と国民）を法人（共同の目的をもった一つの共

えで は天皇ひと の ためにあるもので

いた。つまり，天皇の権力に限界があることを主張したところに，- 彼の憲
法解釈の特色があった。さらに美濃部は，天皇の輔弼機関である内閣に行
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政のイニシアティブを認め，内閣がイニシアティブを発揮するためにも，

党首の強力なリーダーシップと党員らの同志的結束のもとでの内閣の連帯
せ き に ん う え
責任を強調し，政党内閣制を支持した。これに対して，東京帝大教授上すぎしんきち
杉慎吉が天皇主権説の立場から批判したが，これ以降，天皇機関説が広

がり，議会政治を実現する憲法解釈上の根拠が整った（ゆｐ．１７６）。

吉野作造は，１９１６年雑誌『中央公論』に論文「憲政の本義を説いて其有終

の美を済すの途を論ず」を発表した。少数のエリートに政治を任せる代議

したのだ。吉野がｄｅｍｏｃｒａｃｙの訳語として民主主義を用いずに民本主義

という語を用いたのは，彼が国民主権を主張せず，大日本帝国憲法の枠内

での政治の民主化をめざしたからだった。

憲法改正を主張していない（例題２７③）

天呈主権を否定し
いない（例題２７（

兵ｊ，；・胞：

次の文章の正誤を判定せよ。

① 二 十 一 か 条 の 要 求 は ，

が な い の を 好 機 と して ，

のである。

欧米諸列強が東アジアをかえりみる余裕

寺内正毅内閣が段祓瑞政府に提出したも

②中国に お ける 権 益 の 拡 大 を め ざ して ， 段 継 瑞 政 権 に 対 し ， 西 原

亀三を介して巨額の借款を与えた。

③ アメ リ カ と 石 井 ・ ラ ン シ ン グ 協 定 を 結 び， 日 本 の 中 国 に お ける

特 殊 権 益 を 確 認 し あ っ た 。 ，

④ 原 敬 内 閣 は ， 朝 鮮 全 土 に ひ ろ が っ た 三 ・ 一 独 立 運 動 に 対 し ，

武力を行使して徹底的に弾圧した。

皿 植 民 地 支 配 秩 序 の 再 編 成 を め ぐる 列 国 間 の 利 害 対 立 が， ヨ ー
ロッパを主要な戦場とする第１次世界大戦につながった。

○第１次世界大戦での日本の勢力拡大

イギリス・フランス・ロシアの三国協商と，ドイツ・オーストリ

匹 ① 誤 ② 正 ③ 正 ④ 正
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さんごくどうめい
ア ・ イタ リ ア の 三 国 同 盟 の

対立を背景として，１９１４年

サ ラ イェ ヴォ 事 件 を き っ か

け に 第 １ 次 世 界 大 戦 が 始 ま

った。
おおくましげのぶ

（ １ ） 参 戦 第 ２ 次 大 隈 重 信かとうたか面き
内閣（外相加藤高明）は，

１９１４年日英同盟をロ実と

してドイツに宣戦布告し，
（靫１４Ｐｊし４ｊ

第１次世界大戦に参戦し

た 。 そ して ， 東 ア ジ ア に

お ける ド イ ツ の 拠 点 ・ 中
さんとうしょうチンタオ

国山東省の青島とドイツ

領 南 洋 諸 島 を 占 領 し た 。
▲第１次世界大戦時の日本の領土

大をめざしたのだ。

（２）第２次大隈重信内閣の対中国政策翌１５年大隈内閣は中国袁世凱政（ユワンシーカイ）
権に対して二十一ヽ条の要寄をっきつける。ヨーロッパ諸国が中ｌ玉１情

？雫肺祀り｀
勢をかえりみる余裕がないのを利用して，権益を拡大・強化するとと

もに，中国に対する指導権を確保しようとねらったのだ。

寺内正毅内閣ではない（例題２８①）

第２次隈重信内閣（外相加藤高明）・申・袁世凱政権-
内 容 … （ 第 １ 号 ） 山 東 省 の ド イ ツ 権 益 の 継 承 段 頴 瑞 ７ ・ ょ な ぃ

う ち も う こ （ 例 題 ２ ８ ① ）
（第２号）南満州・東部内蒙古の権益の確保・強化

（第３号）漢冶萍公司（中国最大の製鉄会社）の日中共同経営とうしょじょうよたいよ
（第４号）中国沿岸の港湾・島嶼を他国に譲与・貸与しない

（第５号）中国政府への日本人顧問の採用など。

結果…中国民衆の反発（国恥記念日）・アメリカとの対立激化
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このうち第５号は最終的に取り下げたが，大隈内閣は最後通諜をっ

きつけて要求のほとんどを認めさせた。この日本の強硬な行動は中国

の反発をひきおこし，中国民衆は，最後の通告日と受諾日（５月７・９

日）を国恥記念日と名づけ，反日運動の出発点とした。

（３）寺内正毅内閣の対中国政策大隈内閣が元老山県有朋らと対立して総

辞職すると，１９１６年長州出身の陸軍軍人寺内正毅を首相とする内閣が

成立した。野党にまわった同志会は，大隈内閣の他の与党とともに憲

政会を結成して対抗したが（初代総裁加藤高明），１９１７年総選挙で第２

党に転落した。

寺内内閣は，イギリスにドイツ権益の継承を確認させるとともに，
二十一か条要求に批判的なアメリカとの関係改善をはかるため，１９１７

年 石 井 ・ ラ ン シ ン グ 協 定 を 結 び， 中 国 の 門 戸 開 放 ・ 機 会 均 等 と と も
い や 置 快 ， ｋ Ｇ ） と く し ゅ け ん え き

に南満州・東部内蒙古に日本が特殊な地位（特殊権益）をもつことを日

米間で認めあった（夕ｐ．１４２）。さらに，西原亀三を中国に派遣し，袁世凱
だ ん き ず い き ょ う ょ に し は ら し ヤ っ か ん

の後継者段頑瑞政権に対して巨額の資金を供与した（西原借款）。資
（トワンチーロイ）

金供与を通じて中国政府に対する影響力を確保しようとしたのだ。

＠ ロ シ ア 革 命

川 社 会 主 義 政 権 の 成 立 三 三 年 ロ シ ア で は 兵 士 や 労 働 者 た ち が 中 心 と な

って革命がおこって皇帝が退位に追い込まれ（二月革命），次いでレー

ニ ン いるボルシェヴィキ の ロシア共産党 の ク ー デ タ ー に よ

会主義政権が成立した汁月革命ぐμ３９）。そして，戦争へ動員され生

活に苦しむ民衆の要求を背景に，ロシアはドイツと単独講和を結んで

第１次世界大戦から離脱した。

（２）シベリア出兵これに対してアメリカ・イギリス・フランス・日本の

４か国は，１９１８年シベリァに軍隊を派遣した（シベリア出兵）。捕虜と

してシベリア鉄道を護送されている途中に反乱をおこしたチェコスロヴ

ァキア兵を救出することを名目として掲げていたが，帝政支持派を支援

することでロシア革命の遂行を妨害し，社会主義政権の打倒をめざした。
こめそうどぅ

と こ ろ が ， 日 本 国 内 で は シ ベ リ ア 出 兵 宣 言 に と も な っ て 米 騒 動



Ａ

（Ｏｐお４）が発生し，それが原因で寺内内閣が総辞職に追い込まれた。その

結果，立憲政友会総裁原敬を首相とする政！；；１：内閣が成立したが（ぐｒ）。１３７），

原内閣は，大戦終結にともなって英米仏が撤兵したのちも，東部シベリ

アヘの派兵を継続した。そのため，列国から領土的野心を警戒された。

＠ 朝 鮮 植 民 地 支 配 の 進 展

（１）朝鮮支配のあり方日本は，軍事警察をうけもつ憲兵隊に一般の警察

も担当させて治安体制を整え（憲兵警察制度），政治結社・集会を禁止

するなど，朝鮮人の権利・自由に制限を加えた。そして，植民地経営とちちょうさじぎょう
の 財 源 を 確 保 す る た め に 土 地 調 査 事 業 に 着 手 し た 。 そ の な かで， 所

有 権 の 不 明 確 な 農 民 の 土 地 な ど を 官 有 地 と して 接 収 し ， 東 洋 拓 殖 会

社などに払い下げていった。そのため朝鮮では小農民の没落が進み，

仕事を求めて日本列島や満州へと移住する人びとが増加した（ぐ〉ｐ．１４５）。

（２）三・̶独立運動軍事力を背景とした植民地支配に対する不満が積り
つもるなか，１９１ ３ １日ソウルで朝鮮独立宣言が発表 れ それ

に続いて独立運動が朝鮮全土に拡大した（三・一独立運動）。これに対

して原敬内閣は、憲兵警察・軍隊を動員して徹底して弾圧した（こ：〉ｌｊ．１４３）。

第１次世界大戦ころの日本経済・社会の動向について述べた文として誤

っているものを１つ選べ。

① 世 界 的 な 船 舶 不 足 か ら ， 造 船 ・ 海 運 業 は 空 前 の 好 況 と な り ， い
わゆる船成金が生まれた。

② 鉄 鋼 ・ 造 船 ・ 染 料 ・ 肥 料 な どの 重 化 学 工 業 が 成 長 し ， 工 業 は 生

産総額で農業を上回った。か た や ま せ ん ゆ う あ い か い
③ 片 山 潜 に よ り 組 織 さ れ た 友 愛 会 が， 日 本 労 働 総 同 盟 と 改 称 し ，

労働組合の全国組織として急速に成長した。 こめそうどう
④ 富 山 県 の 漁 村 の 婦 人 た ち が 起 こ し た 行 動 を き っ か け に ， 米 騒 動

が全国に広がった。

皿 ｌ 昧 〕 ③
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ｌｉｌＥ韮ｉ-第１次世界大戦前は輸入超過などに
より慢性的な不況が続いていたが，第１次世界
大戦は日本経済に大きな発展をもたらした。

＠ 大 戦 景 気

輸出が拡大して輸出超過へ転換し，工業生産
が飛躍的に拡大した。大戦景気だ。

２５

２０

［
Ｄ
Ｏ

Ｉ

Ｉ

５
億
円 １９１４１６１８２０２２
（大正３） （大正１１）
▲大戦前後の貿易額

田ヨーロッパ諸国からの軍需品の注文

（２）アジア市場からのヨーロッパ諸国の後退

（３）日本と同じように戦争に直接関係なかったアメリカでの戦争景気

具体的には，綿織物の中国への輸出，生糸のアメリカヘの輸出が増大し，

世界的な船舶不足のため，造船業・海運業が著しく発展した。また，ドイ

ツからの輸入がとだえたため，染料・薬品・肥料などの化学工業が自立し

はじめた。そして，これらの工業の発展を支えたのが電力の普及だった。

１９１５年猪苗代水力発電所（福島県）と東京との間に長距離送電が実現し，工

業動力の蒸気力から電力への転換を促した。こうして工業生産が飛躍的に

拡大し，ようやく工業生産高が農業生産高を上回った。

資本輸出も拡大する。紡績会社は中国へ進出して
ハイチンタｉ
海 ・ 青 島 な ど に 紡

績工場を建設し（在華紡），満鉄は１９１８年鞍山製鯨所を設立した。
こうした好景気にのって急成長する企業が続出し，成金とよばれた。な

かでも，神戸の小貿易商から三井・三菱に肩をならべる大財閥に成長した
鈴木商店や，海運・造船業界の船成金がその典型だった。

＠ 民 衆 運 動 の 高 ま り

（１）労働運動京浜・阪神工業地帯の形成が進んで工場労働者数が著しく
増加し，なかでも重化学工業の発展を背景として男子労働者の比重が
増大した。好景気が続いたため労働者の賃金は上昇したが，物価がそ

こうとぅ
れ以上に高騰して実質賃金が低下し，労働者の生活は楽にならなかっ
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たため，賃金の引上げなどを求めて労働争議が全国的に増加した．そ

うしたなか，１９１２年に鈴木文治らにより設立された友愛会は，当初は． ～ ． ４ - - 心しゅうようきょうさい‾
労 働 者 の 修 養 ・ 共 済 団 体

発展していった（φｐ．１３９）。

して出発したが，労働組合の全国組織へと

（２）米騒動都市人ロカ１増加して米の需要が拡大したにもかかわらず，
き

生地主制（φｐ．１００）のもとで農業生産が停滞して米の供給が不足していた
とうき

ため，米価は騰貴していた。そこへ追いうちをかけたのが，シベリア
とうき

出兵宣言にともなう，地主や投機的な商人による米の買い占め・売り

惜しみだ。１９１８

騒動だ（φμ３９）。-
寺内正毅内閣は，警察・軍隊を出動させて鎮圧するとともに，新聞

に対して自由な報道を禁じたが，内閣批判の声が高まり，総辞職に追

い込まれた（うｐ．１３７）。

第１次世界大戦中のことがらとして適切でないものを選べ。
りかかく

① 物 理 ・ 化 学 な ど の 研 究 の た め に 民 間 に 理 化 学 研 究 所 が 設 立 さ れ た 。
む し ゃ の こう じ さ ね あつ し ら か ば ぶ ん だ ん

② 武 者 小 路 実 篤 ら の 白 樺 派 の 人 々 が 文 壇 で 活 躍 し た 。
うめはらりゅうざぶろうにかふい

③ 梅 原 竜 三 郎 ら の 二 科 会 が 設 立 さ れ ， 洋 画 界 に 貢 献 し た 。
かわかみおとじろうしんはげき

④ こ の 戦 争 に 題 材 を 取 っ た 演 劇 に よ っ て ， 川 上 音 二 郎 ら の 新 派 劇

が興った。

駈ｉ哩ＳＩ国家を至上とする立場にかわって，自我の充足をめざす個人
主義的傾向が強まり，教養主義・人格主義が知識人のあいだに広まった。

＠ 大 正 前 期 の 文 化

川文学赤裸々な自己告白という自然主義に対し，個人主義のもと，教
養ある人格へと自己完成をめざす文学潮流がさまざま登場する。

皿 頭 蓋 〕 ④
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白 樺 派 … … 武 者 小 路 実 篤 ・ 志 賀 直 哉 ・ 有 島 武 郎 ら ４ 大 ら か な 人 間 賛 歌
しんしちょうあくたがわりゅうのすけきくちかんくめまさお
新 思 潮 派 … 芥 川 竜 之 介 ・ 菊 池 寛 ・ 久 米 正 雄 ら ⇒ 理 知 的 な 現 実 描 写

耽 美 派 … … 永 井 荷 風 ・ 谷 崎 潤 ̶ 郎 ら 吟美的生活の追求

他方で，社会主義や白樺派の人道主義の影響のなかから，芸術作品
と民衆の生活との融合をめざす動きも現れる。社会主義者大杉栄が中

心となって発行した雑誌『近代思想』，陶芸の分野で柳宗悦により推進
された民芸（民衆芸術）運動など，新たな共同体の形成をめざす動向だ。

（２）絵画文宸（文部省美術展覧会ｏｒ，。１１２）が，１９１９年に帝国美術院美術展
覧会（帝展）に改組され，政府公認のアカデミズムを形成したのに対し，
さまざまな在野の絵画団体が組織された。
洋画では，雑誌『白樺』が紹介した後期印象派の影響をうけた岸田劉

生らが１９１２年フュウザン会を組織し（すぐに解散），１９１４年には文展洋

画部を旧派・新派の二科制にするよう要求して拒否されたことがきっ
かけとなって二科会が結成され，梅原竜三郎（『紫禁城』）・安井曽太

郎らが参加した。また，１９１４年日本画家横山大観（『生々流転』）・下村
観山らが日本美術院（こ＝；〉μｏ４）を再興し，独自の美術展覧会（院展）を再
発足させた。院展では文展への対抗から日本画部だけでなく洋画部も
設置していたが，１９２２年院展洋画部に集まる洋画家が新たに春陽会を
設立して独立し，岸田劉生（『遍ｉ孚ｉｉ』）らが参加した。

（３）演劇新劇運動（
女優

つ

Ｘ
１１２）がさかんになった。新派劇ではなぃ（例題３０④）

孚との恋愛問題で文芸協会を退会した島村抱月は，文さわだしょうじろう
芸協会の解散にともない，１９１３年松井須磨子・沢田正二郎らとともにげ い じ ゅ つ さ ふ っ か っ
芸術座を結成した。松井須磨子はトルストイ『復活』のカチューシャ

うた
役で人気をあつめ，主題歌「カチューシャの唄」が全国に流行した。そしんこくげきはたあ
れに対し，沢田正二郎はのち芸術座を脱退して，１９１７年新国劇を旗揚

けんげき
げし，剣劇などで人気を博した。 みうらたまきちょうちょうふ
ま た ， 東 京 音 楽 学 校 出 身 の オペ ラ 歌 手 三 浦 環 は ， 欧 米 で 「 蝶 々 夫

じん
人」を演じて好評を博した。
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（４）学問の発達人文科学では，津田左右吉が古事記・日本書紀の神話に

対する批判的な研究（『神代史の研究』）をおこない，柳田国男は民間伝

承などの調査・研究（『遠野物語』）をおこなって民俗学をっくりあげ，

西田幾多郎が仏教とヨーロッパ哲学とを統一する独自の哲学（『善の研

究Ｄをっくりあげた。
ほんたこうたろうじしゃくこう

自然科学では，本多光太郎がＫＳ磁石鋼を発明し，東北帝大に鉄鋼

研究所を創立した。そして，東京帝大工科大学には航空研究所が設立

され，民間でも物理・化学の研究とその生産への応用を進めるために

理化学研究所が東京に創立された。
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次の文章の正誤を判定せよ。
て ら う ち ま さ た け か ぞ く は ら た か し

① 寺 内 正 毅 内 閣 が 倒 れ た 後 ， は じ め て 華 族 で な い 原 敬 が 首 相 と
りっけんせいゆうかい

なり，全閣僚を立憲政友会の党員で占める本格的な政党内閣をっ

くった。

②普濯選挙法は，原敬内閣の時期に実現した。これにより，２５歳

以上め男子はすべて衆議院議員の選挙権をもつことになった。
ひ ら つ か ら い ち ょ う せ い と う し ゃ ち

③ 平 塚 雷 鳥 ら が 青 結 社 を 結 成 して ， 女 性 の 政 治 活 動 を 禁 じ た 治

安警察法の改正を要求し，参政権獲得運動に踏みだした。

④被差別部落の住民のなかから，自力での解放をめざし，差別の

撤廃を要求する運動が高まり，全国水平社が結成された。

こめそうどう
１１狸-ｌ大正後期は，米騒動（ロｔ〉Ｉ，．１３４）に象徴される民衆運動（社会運動）みんぼんしゅぎ
の高まりと，ジャーナリズムでの民本主義（べ〉μ２８）の論調のなか，国民の

意向を反映することのできる政治体制の実現をめざす動きが本格化する。
大正デモクラシーだ。

０本格的な政党ｌメ５

米騒動の責任をと て寺内正毅内閣が総辞職すると，立憲政友会総裁
原敬が陸・海・外相以外を政友会党員で占める最初の本格的な政党内閣

を組織した。米騒動という形での民衆運動の盛りあがりに直面して，元老

山県有朋が政友会のもつ統合力に期待したのだ。

原首相は 藩閥でも華族でもない初めての首相だったため平民宰 と

期待されたが，原の関心は，政友会の党勢を拡張することによって藩閥官-
僚への対抗力を確保することに集中していた。そのため，積極財政を展開

し，鉄道など交通機関の整備を進めてカネのばらまきによる支持基盤の拡

四 蓼 疆 ① 誤 ② 誤 ③ 誤 ④ 正一一



Ａ

と う り と う り ゃ く お し ょ く
大をはかった。こうした党利党略を優先する政策は政友会がらみの汚職

事件をひきおこし，世論の不満が高まるなか，１９２１年原首相が暗殺された。

＠ 大 正 デ モ ク ラ シ ー の 高 ま り

（１）高等教育の充実原内閣は，日本経済を担うエリート教育の充実をめ

ざして高等教育機関の整備を進め，１９１８年大学令を公布して私立大学

や公立・単科大学を大学として認可した。

（２）新中間層の増大大戦景気による経済発達のなか，都市では銀行員・

会社員などの事務的・管理的な仕事に従事するサラリーマンが増え，

高等教育の充実がはかられるなかで知識人も増加した。これらのサラ

リーマン・知識人層を新中間層とよぶノ彼らを読者として，『大阪朝日

新聞』などの新聞やｒ中央公論』『改造』などの総合雑誌が部数を大きく
ぃしばしたんざんとうようけいざいしんぼう

のばし，また，石橋湛山らの雑誌『東洋経済新報』は，徹底した自由主

義の立場から軍備全廃・植民地放棄などを主張した（小日本主義）。こ

うして新中間層を担い手として大正デモクラシーの機運が高まる。
よ し の さ くそ う ふ く だ と くぞ う れ い め い か い

（３）普選運動１９１８年吉野作造（に〉ｎ．１２８）は福田徳三らとともに黎明会を組

織し，吉野の指導をうけた東京帝国大学生が新人会を結成した。彼らー

挙運動に取り組み，- 友愛会などの労働組合も参加した（Ｏｐ．１４７）。

しかし，原内閣は普選を時期尚早として拒
１９１９年選挙法を改正して納税資格を３円以上にとＪ
き下げるにとどめ，さ らに小選挙区制を採用した。

ぐ 肺 萌 い

普通選挙の実現を要求
黎明会（吉野作造・福田徳三ら）・新人会（東京帝大学生）・
友愛会・憲政会（総裁加藤高明）・立憲国民党（総理犬養毅）

普通選挙に反対（時期尚早）
原敬内閣（立憲政友会）：１９１９年選挙法改正＝３円以上に引下げ
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＠ 民 衆 運 動 の 組 織 化

米騒動は自然発生的な騒擾にすぎなかったが，新人会出身者など大卒
のエリートが“民衆のために”を合言葉として啓蒙活動をすすめ，民衆運

動の組織化を進めるきっかけとなった。さらに，ロシア革命が労働者や
知識人に大きな夢と幻想をもたらし，その行動をかき立てていった。

１９２０年

（１）労働運動
すずきぶんじだいに，Ｊぼんろうと’うそうとうめいゆうあい

友愛会（１９１２年鈴木文治）４大日本労働総同盟友愛会（１９１９年）

４第１回メーデー（１９２０年）４日本労働総同盟（１９２１年）

左派が分裂

日本労働組合評議会１９２５年ゆｐ．１５４）

（２）農民運動
小作争議の頻発４日本農民組合（１９２２年賀川豊彦・杉山元治郎）

（３）部落解放運動
全国水平社（１９２２年西光万吉４「水平社宣言」）

（４）婦人運動 （、・４ｊ罵１仰心）

青鞘社（１９１１年平塚らいてう〔雷鳥〕青輸社（１９１１年平塚らいてう〔雷烏〕ぐ１３．Ｈ２）…ｊ
４新婦人協会（１９２０年平塚らいてう・市川房枝）新婦人協会（１９２０年平塚らいてう・ｉ仙演技）驚撫昌ａｉ，に）ｊ

ちあんけいさつほう
治安警察法第５条撤廃運‥女性の政治活動の自由をめざす

↓４１９２２年一部改正＝女性の政治演説会への参加が実現
ふじんさんせいけんかくとくきせいどうめいかい
婦人参政権獲得期成同盟会（１９２４年市川房枝０１３．１６２）

こうした民衆運動を指導していた知識人たちの問には社会主義思想が浸

透していく。１９２０年新旧の社会主義者を集めて日本社会主義同盟が結成
され，１９２１年には女性社会主義者の団体として伊藤野枝・山川菊栄らによ

り赤瀾会が成立した。しかし，ロシア革命を主導したボルシェヴィキ
（ロシア共産党）を支持する共産主義派（山川均ら）と無政府主義派（大杉栄
ら）とのあいだで対立が生じる。共産主義派が政党による中央集権的な統
制をもとめたのに対し，無政府主義派は労働者の自主組織の自由な連合
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（アナルコ・サンジカリズム）を主張していた（アナ・ボル論争）。そうした

なかで日本社会主義同盟は１９２１年結社を禁止されるが，翌２２年にはコミン

テルン（世界単一の共産党）の日本支部として日本共産党が非合法のもと

で組織された（ぺ〉ｐ．１５４）。

他方，一君万民という天皇制の原理を徹底するごとによって社会的な平

等を実現していこうとする国家社会主義派もいた。北一輝・大川周明ら
ゆ う そ ん し ゃ に ほ ん か い ぞ う ほ う あ ん

であり，彼らは１９１９年猶存社を結成した。北一輝か著した『日本改造法案
た い こ う こ う ど う は
大綱』は，のち陸軍皇道派の青年将校に影響を与えた（Ｏｐ．１８１）。

次の文章の正誤を判定せよ。

① 日 本 は ， ド イ ツ の 租 借 地 で あ っ た 青 島 を 引 き つ い で ， 第 ２ 次

世界大戦が終わるまで実質的にその領土とした。

② アメ リ カ 大 統 領 ウ ィルソ ン の 提 案 に よ って 国 際 連 盟 が 成 立 し ，

日本は常任理事国となった。

③ ワ シ ン トン 会 議 で 太 平 洋 方 面 に お ける 各 国 の 権 利 を 尊 重 す る 四

か国条約が結ばれ，日英同盟は廃棄された。

④ 三 ・ 一 運 動 に よ り ， 朝 鮮 総 督 府 は ， そ れ ま で の 強 権 的 な 武 断 政

治を基本とする植民地政策の部分的な修正を余儀なくされた。

匯 ｌ り
国としての地位を確保し，イギリス・アメリカとのあいだに利害対立をか
かえながらも協調関係をっくりあげていった。

０ パ リ 講 和 会 議

１９１９年パリ（フランス）のヴェルサイユ宮殿で，第１次世界大戦に勝利し
た連合国と敗戦国ドイツとの講和会議が開催され，原敬内閣は全権とし
て西園寺公望・牧野伸顕らを派遣した。その結果，ヴェルサイユ条約が
締結された。

匹 ① 誤 ② 正 ③ 正 ④ 正
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圃 中 国 山 東省の旧ドイツ権益 ⇔
（２）赤道以北の南洋諸島の委任統治権

中 国 の 反 発 … 五 ・ 四 運 動

ドイツの旧植民地が列国により分割され，日本は東アジア・太平洋地域

に勢力を拡大した。南洋諸島（マリアナ諸島やパラオ諸島など）について

は，南洋庁を設置して統治にあたった。山東省権益については，パリ講

和会議の最中，北京で権益の中国への返還などを要求する学生らの反日運

動かおこり（五・四運動），中国政府がヴェルサイユ条約には調印しなか

ったため，日中間に懸案が積み残されることとなった。

アメリカ大統領ウィルソンが提唱
４国際連盟（１９２０年発足）⇔日本の人種差別撤廃案は否決

Ｊ常任理事国…イギリス・日本・フランス・イタリア
キアメリカは未加盟（保守派の反対でヴェルサイユ条約を未批准）

第１次世界大戦で極度に疲弊したイギリスが世界最大の帝国としての地

位を失い，かわってアメリカが地位を向上させ，東アジア・西太平洋地域

では日本の勢力が強まっていた。そのため，大戦終結後も列国間の利害対

立が激しく，海軍増強の競争（建艦競争）がくりひろげられた。

しかし，第１次世界大戦は戦車・戦闘機・毒ガスなどの近代兵器がはじ

めて本格的に使用され，ヨーロッパ各国の国力を消耗させる総力戦として

戦われた経験から，戦争を拒否する心情が強まっていた。戦争が外交の延

長としての国家の正当な権利とされていた大戦以前とは違い，軍縮や平和

＠東アジア・太平洋地域の国際協調体制

１９２１年ハーディング米大統領が，東ァジァ・太平洋地域における国際
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秩序の安定にむけた国際会議の開催を提唱した（ワシントン会議）。

アメリカの目的は，建艦競争を終わらせて財政負担を軽減させ，さらに

イギリスや日本の勢力を抑制することにあった。それに対して日本は，戦

後恐慌（１９２０年）の影響で海軍拡張が国家財政を圧迫していたため海軍軍

縮に応じ，アメリカとの協調を保ちながら既得権益を確保しようとした。

会議に参加せずに国際的な孤立を保っという選択肢はとらなかったのだ。
かとうともさぷろうしではらきじゅうろうたかはしこれきよ

全４叙は加藤友三郎海相・幣原喜重郎駐米大使ら（高橋是清内閣）。

るやかな協調関係をつくりあげていった。

ワシントン会議

田四か国条約（１９２１年イギリス・アメリカ・日本・フランス）
太平洋地域の領土保全４日英同盟を廃棄

１９２２年英米日仏伊蘭・ポルトガル・ペルギー・中国）

重・領土保全と門戸開放・機会均等

吟石井・ランシング協定（べ〉ｐ．１３１）を破棄

（３）ワシントン海軍軍縮条約（１９２２年英米日仏伊）
主力艦の保有量を制限４英米５：日３：仏伊１．６７

（４）山東省権益の返還（１９２２年）
日中間の個別協定により日本が山東省の旧ドイツ権益を中国に返還

（５）日本のシベリア撤兵宣言（１９２２年）
４加藤友三郎内閣が北樺太を除いて撤兵を実

的な優位性を確保していた。とはいえ，ワシントン体制には日本の勢力拡

大を封じるという側面があったため，陸海軍などに不満が残っていった。

中国に関しては，アメリカ流の機会均等主義一各国の経済活動の自由を
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相互に保障するというスタイルーが貫徹され，各国は中国内政への不干渉
を約した。そして，経済活動に不可欠な平和と秩序を自力で樹立すること
が中国政府に求められ，中国は独立国としての地位を保障されつつも（中
国も植民地にならなかった０，半植民地状態をみずから支えることにな
っ た 。 つ ま り ， ワ シ ン ト ン

に築きあげられた

は中国などのナ１
調体制だったのだ。

ョナリズムの犠牲の
一
久

＠ 植 民 地 統 治 の 転 換

第１次世界大戦の終結に際して民族自決の理念がウィルソン米大統領
により掲げられたことは，それがほとんど現実化しなかったとはいえ，大
戦以前とは大きな違いだ。植民地をもつ帝国主義国が，植民地支配下の民
族の独立・ナショナリズムを容認しようとする姿勢をみせ始めたのだ。

朝鮮…三・-独立運動Ｃ１９１９年）タ垂雲首席）
３月１日京城で朝鮮独立宣言吟日本からの独立運動が全土に拡大
４原敬内閣のもとで武力鎮圧

中国…五・四運動（１９１９年）
５月４日北京で山東省権益の返還を要求する学生の抗議集会
４全国的な排日・反帝国主義運動に発展

日本分も，三・̶独立運動や五・四運動など民族運動の高まりのなかで，
植民地統治は，軍事力を背景とする武断政治から，同化政策を軸とする巧

妙な植民地統治（文化政治）へと転換していく。
朝鮮では朝鮮総督の任用資格を現役軍人から文官にまで拡大するととも
に，憲兵警察を廃止した。南満州では関東都督府を廃止し，１９１９年統治機
関 と し て 文 官 を 長 官 と す る 関 東 庁 を 新 設 す る と と も に ， 関 東 州 （ 旅 順 ・
だ い れ ん ま ん て つ （ リ ュ イ シ ュ ン ）
大 連 ） と 満 鉄 付 属 地 の 守 備 兵 と し て 関 東 軍 を 独 立 さ せ た 。 台 湾 で は そ れ
（ タ ー １ 匹 ン ） 二 づ へ
までの武官総督制にかえて文官総督制を採用
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次の文章の正誤を判定せよ。

①第１次世界大戦で一時荒廃したヨーロッパの生産が復興しはじ
ちょうか

めると，日本は輸入超過になった。

② 関 東 大 震 災 の た め ， 京 浜 工 業 地 帯 が 焦 土 と 化 し ， 日 本 の 経 済

は大きな打撃をうけた。

③ 関 東 大 震 災 の 直 後 ， 根 拠 の な い 流 言 を も と に ， 多 く の 朝 鮮 人

が自警団によって虐殺された。

皿 監 大 戦 景 気 で 浮 か れ て い た 日 本 経 済 も ， 大 戦 終 結 後 は 連 続 的 なかんとうだいしんさい
不況にみまわれる。そして関東大震災が経済と人びとの心を揺るがせた。

＠ 戦 後 恐 慌

第１次世界大戦の終了にともなってヨーロッパ諸国の復興がすすむと。
せんこきょうこう

日本は輸出が減退して再び輸入超過に転じ，１９２０年には戦後恐慌にみま

われる。大戦景気のなかで急成長した成金には，銀行からの借り入れに依

存して急激に経営を拡大した企業が多く，拡大した設備でそのまま生産・

経営を続ければ生産過剰に陥り，経営危機に追い込まれかねない企業が続
とくべつゆうし

出したのだ。原敬内閣は日本銀行に特別融資をおこなわせて経済界を救済

し た が ， か え っ て

てしまった。

＠ 関 東 大 震 災

追い打ちをかけるかのように，１９２３年９月１日関東大震災が東京・横
浜の工業地帯を襲った。
川震災恐慌経済界は混乱に陥った（震災恐慌）。企業は，期限を決めた
支払証書（手形）を日常的に活用しているが，震災の被害により多額の

匹 ① 正 ② 正 ③ 正
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やまもとごんべえぃの
手形が支払い困難となってしまったのだ。第２次山本権兵衛内閣（井

上準之助蔵相）はモラトリアム（支払猶予令）を実施し，支払いが困難

となった手形（震災手形）の取り立てを延期すると同時に，震災手形割

引損失補償令を定めて日本銀行に４億３，０００万円にのぼる融資をさせ，

震災手形による銀行の損失を一時的に穴埋めした。ところが，戦後恐

慌で生じた不良債権が震災手形の名のもとに多数持ち込まれていた。

信用不安を誘発していった。金融恐慌（０９．１Ｑｏ）の遠因がここにある。

（２）民衆運動への抑圧山本内閣は治安維持のために戒厳令を布告した。

通常の行政・司法権を停止し，軍の管轄下においたのだ。そのもとで，

社会主義の浸透に危機感を抱く軍隊・警察は民衆運動を弾圧した。労

働組合の指導者が警察署で殺害され（亀戸事件），無政府主義者大杉
さ か え い と う の え け ん べ い あ ま か す
栄・伊藤野枝夫妻が憲兵により殺害された（甘粕事件）。

（３）朝鮮人虐殺事件韓国併合以降，朝鮮半島から仕事を求めて日本列島
へ渡ってくる朝鮮人が増え，土木・炭坑労働などに従事していた。そ

して震災発生直後には，日本人の強い差別意識を背景として，朝鮮人

の暴動などの根拠のないウワサ（流言）がひろがるなか，警察・軍隊の

指示のもとで自警団を組織した民衆が各地で多数の朝鮮人を虐殺した。

次の文章の正誤を判定せよ。

①原敬内閣のもとで普通選挙法案が議会を通過したが，枢密院
と貴族院の反対が強かったため，治安維持法が同時に制定された。

②１９２５年に護憲Ξ派内閣の下で普通選挙法が成立すると，政府は
直ちに衆議院を解散して，第一回の普通選挙を実施した。

③治安維持法は，国体の変革や私有財産制度の否認を目的とする結
社や運動を禁止するためのもので，普通選挙法とともに成立した。

匹 ① 誤 ② 誤 ③ 正
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・ｌｌｌ塁瀾民衆運動が高まりをみせ，他方で関東大震災により人心が動
揺するなか，政党内閣制が慣行として成立する。すでに元老は西園寺公望
ただ一人となり，藩閥も雲散霧消してしまっている状況のもと，政党の
政権担当能力と民衆を統合する力に期待がかかったのだ。

＠ 第 ２ 次 護 憲 運 動

（１）非政党内閣の連続原敬暗殺をうけ，高橋是清蔵相が政友会総裁とな
り組閣したが，１９２２年政友会の内紛で総辞職して以降，加藤友三郎内
閣，第２次山本権兵衛内閣と，海軍軍人を首相とする内閣が連続した。

（２）虎の門事件１９２３年１２月東京虎の門で摂政裕仁親王（のちの昭和天皇）
が無政府主義者により狙撃された（虎の門事件）。第２次山本内閣は普
通選挙の導入を公約していたものの，責任をとって翌１９２４年総辞職し
たため，普通選挙の実施は立ち消えになった。

（３）第２次護憲運動１９２４年１月枢密院議長清浦奎吾が貴族院を基盤とし
て内閣を組織。元老西園寺公望は，総選挙を目前にひかえ，選挙管理
のために政党を超越した内閣を組織させようと考えていたのだが……。

清浦奎吾内閣の成立に対して，憲政会・革新倶楽部・立憲政友会
が護憲三派を結び，民意を無視した特権内閣だとして倒閣運動を展開
した（第２次護憲運動）。その過程で政友会は分裂し，内閣を支持する

床次竹二郎ら政友会多数派が脱党して，政友本党を結成した。

ｉ

清浦奎吾内閣＝政友本党が支持（４・立憲政友会が分裂）

憲政会（加藤高明）・革新倶楽部（犬養毅）・立憲政友会（高橋是清）
主張…普選断行・貴族院改革・行財政整理

１９２４年総選挙の結果，政友本党に代わって憲政会が第１党となり，護憲
三派をあわせて衆議院の過半数をしめた。そのため清浦内閣が総辞職し，
かわって憲
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＠ 政 党 内 閣 と 普 通 選 挙 の 実 現
ちあんいじほう原敬内閣ではない（例題３４①）

（１）普通選挙法と治安維持法護憲三派閣は，１９２５ -公約どお普通選

挙法を制定し，納税資格を撤廃して男子普通選挙を実現した（第１回
普通選挙が
行われたの
は１９２８年
のこと）。

内閣ではなく
田中義一内閣
（例題３４②）

公布年 公布時
の内閣 実施年

選挙人

直接国税 性別年令 総数 全人口比

１８８９
１９００
１９１９
１９２５
１９４５

黒 田 清 隆
山 県 有 朋
原 敬
加 藤 高 明
幣原喜重郎

１８９０
１９０２
１９２０
１９２８
１９４６

１５円以上
１０円以上
３円以上
制限なし

男２５歳

男女２０歳

４５万人
９８万人
３０６万人
１２４０万人
３６８８万人

１．１％

２．２％
５．５％

２０．８％
５０．４％

▲選挙権の推移

他方では，普通選挙の実現やソ連との国交成立をきっかけとして共
産主義運動がひろまることを警戒し，治安維持法を定めた。国体の変
革・私有財産制度の否認をめざす政治ぶ笥４ｙｊ４払フ）締まろうとしたのだ。

（２）国際協調の進展３ｙｌ，相には幣原喜重郎が就任し，英米との協調・中
国への内政不干渉を基本とする協調外交を展開した（幣原外交）。さら
に，１９２５年日ソ基本条約を締結し，ソ連（１９２２年ロシアを中心として

成立）との国交を樹立して極東地域の国際秩序の安定をはかった。
また，宇垣一成陸相のもとで陸軍軍縮が実施された。４個師団が廃

止されたのだが，それとひきかえに装備の近代化が図られ，中等学校以
上の学校に軍事教練を導入するなど，陸軍の基盤の強化もめざされた。

：ｊｋ；’一唄

次の文章の正誤を判定せよ。

① 民 衆 の 生 活 を 描 こう と す る 文 学 界 の 気 運 の 中 で 創 刊 さ れ た 雑 誌

の『種蒔く人』は，プロレタリア文学運動の出発点となった。

②自然主義に反発する新感覚派の文学が登場した。その代表的作
よこみつりいちいずおどりこ

品に横光利一の『伊豆の踊子』がある。

駈ｉ阪ｉ大正デモクラシーの風潮・民衆運動の高まりを反映してプロ
皿 聯 疆 ① ｉ Ｅ ② ｓ
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レ タ リ ア 文 学 が お こ る 一 方 ， ヨ ー ロ ッ パ で 流 行 し て い た 新 傾 向 の 文 学 ・ 演
しんかんかくはつきじしょうげきじょう

劇が積極的に取り入れられた。新感覚派や築地小劇場だ。

＠ 大 正 後 期 の 文 化

（１）文学プロレタリア文学と新感党派が登場する。

プロレタリア文学は，芸術作品と民衆の生活との融合をめざす文学

潮流（べ〉ｐ．１３５）のひとつで，労働者の生活をリアルに描こうとした。１９２１

年 に 発 刊 さ れ た 雑 誌 『 種 蒔 く 人 』 を 出 発 点 と し ， 葉 山 嘉 樹 ・ 徳 永 直

（『太陽のない街』）・小林多喜二（『蟹工船』）らが活躍した。

新感覚派は，プロレタリア文学に対抗する形で登場し，ヨーロッパ

の新傾向の文学に影響をうけながら，従来の素朴なリアリズムを排し
ょこみつりいちかわぱたやすなりいずおどりこ

て新しい文学技法を追求した。横光利一や川端康成（『伊豆の踊子』・

１！）（ｊ８彰-́ 浩`器？ｙ町タ＝ｊ？ななＪイｌｊ？ミ４家・横光利一の作品ではない（例題３５②）

（２）演劇１９２４年土方与志・小山内薫が築地小劇場を創立し，ヨーロッ
パの新傾向の演劇を取り入れていった。土方が私財を投じて劇場を設

立したもので，自らの劇場をもつ新劇団体が初めて登場したよ

（３）自由教育運動文部省主導の画一的・統制的な学校教育に対して，子

どもの自発陛・個性を尊重しようとする教育が登場し，自由教育運動

と称された。沢柳政太郎が，１９１７年に創設した成城小学校を先駆と
す ず き み え き ち ど う わ

して，児童向け雑誌『赤い鳥』（１９１８年鈴木三重吉が創刊）による童話・
ど う よ う は に
童謡を創作しようとする運動，羽仁もと子が創立した自由学園などが

ある。

Ｘ
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囮 政 党 政 治 の 展 開 - 一 岬 ９

ｌｊ政党ｉ攻治の展開彿岬啄］徊帥鮑濯
か と 弓 た か あ き ご け ん

・１１１１；ｉｉｌ加藤高明を首相とする護憲三派内閣以降，たったの８年間だげん
が，衆議院の多数党が内閣を組織する政党内閣制が慣行として続いた。元
ろ う さ い お ん じ き ん も ち ｀ ゛ ｀ ゛
老西園寺公望によって調整された２大政党の政権交替の時代だ。

けんせいじょうどう
０ 憲 政 の 常 道

１９２４年から１９３１年まで続いた憲政の常道は，衆議院の多数党（第１党と
は限らない）の総裁が元老西園寺公望の推挙をうけて首相に就任し，政党

を基盤として内閣を組織する政治運営のあり方だ。
明治～大正前期と違い，元老は西園寺ただ一人であり，西園寺は山県有

朋のように官僚や陸軍などを統合する人的ネットワークー政治力-を持
たない。その条件のもとで元老西園寺は，天皇が裁定を下すという事態を

回避して天皇を政争の圏外に安置することを願い，政党の政権担当能力と
民衆を統合する力に期待したのだ。

若槻ネＬ次郎（１）内閣りぷぶ）片岡直温＿．金融恐慌

政友会 政友本党 憲政会
（’ｊ回心幣原喜重郎：協調外交

＼ ＼ ４ 新 倶 楽 部 心 ／

ｆｉｌｉｌにい`芦-ｉ＝大損（ソ ｒｌＧ心高橋是潰：モラトリアムの実施
々 ｊ ｌ
政 友 会

！４ｔ
民政党

こ`ここ・ノ

ぶｉ″：ぶ｀｀いニロ出／４４紅い山布巾ＦＦ
Ｘく！こニノ１-｀ｉｌＡ６ｒ｀｜’／’匹１／Ｎド-４ハ

浜 白 雄 幸 内 閣 ぐ ’ １ １ 嘉 Ｙ 坪 ト ４ ラ 肋 ・ ・ ｌ ｉ ｔ ヽ 解 禁

政友会 民政党
Ｘこニノ

ぶ７這べ敵匝吉一面白Ｒ・「ｌｙｋ｀ｙ冶ｉｉｉｉｍ
、 く こ ニ ノ 。 ， ． ， 、 。 - 。 ． ． ， ． ， 。 - - 。 ， ， ， ， 。

→ 若 槻 ネ Ｌ 次 郎 （ ２ ） 内 閣 ← → 満 州 事 変 の 勃 発

大 黄 毅 内 閣 ４ 高 志 橋 梁 法 ’ 全 輸 出 面 怒 ¶ ト

政友会 民政党
叙上ニノ

ぶこ；；｀い夫-羞ｒ善俘ぃ←→．；ｆｌ糾Ｎ目注目
Ｋ ｊ ご ノ ｀ ’

▲憲政の常道（帯グラフは衆議院の議席比。赤色部は与党）
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こうして議会を中心とする政治運営が定着したが，政党内閣の政策は
すうみついん

貴族院・枢密院・陸海軍の動向に左右された（ゆ９．６８）。とりわけ，陸海軍
の存在がネックで，陸海軍の動向が憲政の常道を崩壊に導いていく。

次の文章の正誤を判定せよ。
わかつきれいじろう

① 若 槻 礼 次 郎 内 閣 は モ ラ ト リ アム や 日 本 銀 行 か ら の 巨 額 の 融 資 な
き ん ゆ う き ょ う こ う ｀

どによって，金融恐慌をしずめた。

②満州の軍閥の張作霖は，国民革命軍の北上（北伐）により，北京
ほ う て ん あ

から奉天に列車で引き揚げる途中，関東軍のある参謀の陰謀によ

り爆殺された。
ぼ う は ま ぐ ち お さ ち

③満外｜某重大事件の処理に失敗した浜口雄幸内閣は，総辞職に追

いこまれ，犬養毅内閣のもと幣原外交が復活した。

④ 普 通 選 挙 法 に よる 最 初 の 総 選 挙 で は ， 労 働 者 や 農 民 を 代 表 す る

無 産 政 党 の 候 補 者 も 当 選 し た 。 Ｉ Ｉ ¬

皿１色関東大震災（ロ；〉ｒ，。１４４）による経済界の混乱は，日本経済に大きな

キズ跡を残した。①被災地の復興事業にともなって輸入が急増して大幅な

輸入超過となったため円為替相場が大き＜下落し（ゆｐ．１５５），１９１７年の金輸
ま さ た け き ゅ う へ い か

出禁止（寺内正毅内閣が実施）より以前の相場（旧平価：１ドル≒２円）を

回 復 す る に は 至 ら な か っ た 。 さ ら に ， ② 不 良 債 権 と 化 し た 震 災 手 形

（（〉ｐ．１４５）の処理がなかなか進まず，銀行に対

する信用不安がひろまっていた。

＠ 金 融 恐 慌

アメリカやイギリスが金輸出を解禁して国
際金本位制に復帰するなか，経済面での国際
協調を実現させるためには，日本も金解禁を
おこなう必要があった。しかし，国際金本位-

国 名-
アメリカ
ド イ ツ
イギリス
イタリア
フランス
日 本

禁 止 年 月-
１９１７．９

１９１５．１１

１９１９．４

１９１４．８

１９１９．７

１９１７．９

解 禁 年 月-
１９１９．６

１９２４．１０

１９２５．４

１９２７．１２

１９２８．６

▲各国の金解禁実施

泉 石 気 に し

匹 ① 誤 ② 正 ③ 誤 ④ 正
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決済のまま残っていた震災手形の処理をすすわかつきれいじろう
めたのが憲政会の第１次若槻礼次郎内閣。ところが，１９２７年３月議会

かたおかなおはる
で関連法案を審議中，片岡直温蔵相の失言によって一部の銀行の不良きょうこう
な経営状態が明らかになると，取付け騒ぎがおこった（金融恐慌）。

人びとが預金の引き戻しに殺到したのだ。

さらに，台湾銀行が鈴木商店（Ｏｐ．１３３）に対して巨額の不良債権をかか

えていることが明らかになり，鈴木商店が倒産においこまれると台湾

銀行は破産の危機に直面した。その結果，取付けが全国に拡大し，華

族の出資による十五銀行など，休業する銀行があいついだ。

（２）対応植民地台湾の中央銀行である台湾銀行の破産を回避するため，

若槻内閣は緊急勅令（べ〉９．６７）によって日本銀行に非常貸出しをおこな

わせようとしたが，枢密院の反対で失敗。同年４月総辞職した。
ｃ 雫 輿 ｐ 鳥 い た な か ぎい ５ た か は し こ れ き ょ

かわって成立したのが，立憲政友会の田中義一内閣（蔵相高橋是清）。

高橋蔵相はモラトリアム（支払猶予令）を実施するとともに，日本銀

行 特 こ Ｊ 融 慌 ず 犬

若槻礼次郎内閣（憲政会）：片岡直温蔵相＝失言４金融恐慌を招く

田中義̶内閣（政友会）：高橋是清蔵相＝モラトリアム４眉 ”
を鎮静

（３）結果金融ｉ唇慌によって中小銀行の多くは経営破綻に追い込まれ，さ

らに１９２７年制定の銀行法によって整理されていった。その結果，普通

銀行の数は１９２６年の１４２０行から１９２９年の８８１行へと減少し，さらに預金-

ｇｉ萱ｌ金融恐慌に際し，枢密院はなぜ緊急勅令案を否決したのか。
中国に原因があった。枢密院（伊東巳代治ら）は憲政会内閣の幣原外交に不
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満で，憲政会内閣にかえて政友会内閣を登場させ，そのもとで中国に対す

る外交政策を強硬外交へと転換させることをねらっていたのだ。

＠ 中 国 国 民 革 命 の 進 展

当時の中ＥＫＩ情勢はどうだったか。不平等条約のもとで列国の経済活動の

自由が保障されて半植民地状態にあり，独立国としての地位が確保されて
いたとはいえ（べ〉ｐ．１４３），統一国家としての実質がともなっていなかった。

華北では政府の実権をめぐって各地の軍閥が抗争をくりひろげ，華南の広

州には孫文ら中国国民党が勢力をもっていた。（ ス ン ウ ェ ン ） し で は ら ほ う て ん
田 日 本 の 軍 閥 支 援 内 政 不 干 渉 を 掲 げ る 幣 原 外 交 の も と ， 日 本 は 奉 天 軍

ち ょ う さ く り ん う ち も う こ ま ん も う （ フ ォ ン テ ン ）
閥張作霖を支援することで南満州・東部内蒙古（満蒙）の権益を確保（チャンツォリン）
していたが，張作霖は北京に進出して中国政府の実権を握づていた。

（２）第１次国共合作他方で，孫文ら中国国民党によって中国国民革命

が まる。 の 統 一 実 と独立 をめざす動きだ。第一歩として
１９２４年第１次国共合作が成立した。孫文は，英米日を頂点とする国際

秩序（ワシントン体制）のもとで現状を変革するにはソ連と提携するの
が 得 策 と 判 断 し ， 中 国

共 産 党 と の 提 携 関 係 を

築 き あ げ た の だ 。 し か

し孫文は翌年に死去し，

か わ っ て 蒋 介 石 が 中 国（チャンチェシー）
国民党の実権を握る。

（３）北伐の開始１９２６年７

月蒋介石が北伐を開始。

各 地 に 割 拠 す る 軍 閥 を

打 倒 ・ 統 合 し ， 軍 閥 に

よ る 北 京 政 府 を 打 倒 す

ることをめざす内戦だ。

と こ ろ が， 北 伐 が 進

展 す る な か で 共 産 党 の ▲中国国民革命（北伐）と山東出兵
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指導する反帝国主義運動が高まり，南京で北伐軍兵士による外国人襲
撃事件がおこると，１９２７年３月英米が軍事介入一日本は幣原喜重郎外
相（若槻内閣）のもと，イギリスの共同出兵要請を拒否-。その結果，
４月蒋介石は共産党を弾圧，南京に国民政府を樹立した。

しようかいせき
蒋介石：広州で北伐開始（１９２６年）４南京国民政府を樹立（１９２７年）

ちょうがくりょう
４北京を占領（１９２８年）４奉天軍閥張学良も合流（１９２８年）（チャンシュエリアン〉

０田中外交の展開

山中国への強硬外交 政友会の田中義一内閣は，田中首相；が外相兼任。

内政不干渉の幣原外交とは違い，中国に対して武力行使をおこなった。

田中外交
さん，
・山ｌ
（シャン

出兵（１９２７～２８年）４済南事件（１９２８年）で国民革命軍と衝突） （ チ ー ナ ン ）ノ ャ ン ト ン ） （ チ ー ナ ン ）
目 的 … 国 民 革 命 軍 （ 北 伐 軍 ） の 北 上 を 妨 害 ・ 張 作 霖 を 支 援

②東方会議（１９２７年４・中国に関係する軍人・外交官）
対支政策綱領＝満蒙権益を実力でまもることを決定

張作霖の敗勢が濃厚となると，
を要請，張作霖はそれに従った。

霖を奉天郊外で列車ごと爆殺し，

田中内閣は張に対して満州への帰還
ところが関東軍が暴走！１９２８年張作
これに巣じて満蒙を軍事占領しよう

としたのだが，失敗した（張作霖爆殺事件）。この事件は当時，満州

某重大事件とよばれ，田中内閣は陸軍の抵抗により真相の解明・責任
者の処罰をおこなえなかった。そのため，昭和天皇（裕仁）の信任を失
い，田中内閣は総辞職に追い込まれた。

（２）英米協調の追求中国に対して強硬外交をおこなった田中内閣も，イ

ギリス・アメリカとの協調に努め，１９２８年不戦条約に調印した。これ

により戦争が国際法上の違法行為とされ（自衛のための戦争は除外）
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●１１１１１ＳＩ中国でも日本でも共産党の存在が次第にクローズアップされ
てくる。日本共産党（ゆｐｊ４０）は，関東大震災後いったん自主解散したもの
の，１９２６年再建され，天皇制の打倒を掲げて活動しはじめていた。

＠ 共 産 党 勢 力 の 台 頭

巾普通選挙の実施普通選挙法の成立（０μ４７）にともない，農民組合・労
働組合を基盤として社会主義政党が組織された（無産政党と称された）。
１９２６年労働農民党が結成されたが，共産党系の日本労働組合評議会

（に〉Ｉ）。１３９）の加盟問題をめぐってまもなく分裂。社会民衆党（安部磯雄
ら）・日本労農党・労働農民党（共産党系パこ分かれた。
普通選挙が初めて実施されたのは，田中義一内閣のときの１９２８年総

選挙。無産政党からの当選者は安部磯雄（社会民衆党）・山本宣治（労働
農民党）ら８名にすぎなかったが，天皇制打倒を掲げる共産党が公然と

（２）共産党への弾圧田中内閣は，１９２８・２９年と２度にわたって共産党員
さ ん い ち ご よ ん い ち ろ く １

とその支持者を大量に逮捕し（三・一五事件，四・一六事件），労働農

民党・日本労働組合評議会など関係団体を解散させた。

さらに，共産党に対する弾圧体制を強化するため，１９２８年治安維持

法（こ１〉ｎ．１４７）を改正して最高刑に死刑を導入し，特別高等警察（特高）を

各府県にも設置した（，こと〉ｌｕｌｏ）。（？概柏町う

次の文章の正誤を判定せよ。

① 若 槻 礼 次 郎 内 閣 は 景 気 回 復 の た め 貿 易 の 拡 大 を は か り ， 金 輸 出

を解禁した。

② 浜 口 雄 幸 内 閣 は 重 要 産 業 統 制 法 を 制 定 し ， カ ル テル 結 成 を 助 長

して産業合理化を進めた。

③ロンドン軍縮会議で主力艦制限が協定されたが，その内容は日

本に不利であると，軍部の一部や右翼などが反発した。

皿 皿 鮮 〕 ① ｓ ② ｉ Ｅ ③ ｓ



囮政党政治の展開一巧ｊ

哩；腿迂ｌ国際協調体制のもとで，日米両国の相互依存関係は深まって
いく。日米協調を経済・金融面からも実現するため，日本は国際金本位制
への復帰とそれによる円為替相場の安定が求められた。

＠ 井 上 財 政 と 昭 和 恐 慌

ず

金で支払い
雨 尹
商品を買う

つ 「

マ
１ドル≒２円

日本 アメリカ

皐

㈹

ドルで支払い

犬 ゛
商品を買う

几 ４ ‾

▲金輸出が自由なときと禁止されているときの比較

｜：ｙｊデ（）］日本アｊ４レｌケｊＥニＴブ］
贈 谷 岫 （ 呂

〈金輸出が禁止のとき〉〈金輸出が自由なとき〉

は円とドルなど外貨との売買が不可欠となり，現在と同じように，為

替相場がその時々の経済状態に応じて変動していたのだ。

▲円為替相場の推移
えないため，支払いのために

きの缶詰の手段として金が使２０１９２２２３２４２５２６２７２８２９３０年

きんかいきんりっ
川 金 解 禁 立

位 制 へ の 復 帰 を め ざ し た 。 ５ ０

日本は，１９１７年の金輸出禁

止いらい，関東大震災や金融４０

恐慌などのため，国際金本位

制 ’゛復帰することができず・３０

円為替相場は下落と動揺を＜

りかえしていた。貿易取り引

ノ レ
几

犬
／｜

、ゝ
忿
ｔ
ｔ

渥 ざ
角
ま
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たとえば，日本がアメリカに対して輸入超過（貿易赤字）のときには，

円を売ってドルを購入しようとする動きが強くなるのでドル高・円安

となる。当時の日本経済は，工業の国際競争力が不足し，さらに度か

さなる恐慌の際の過剰な特別融資によって国内物価がインフレ傾向に

あったため，輸出が伸びず，そのうえ震災後の復興事業のために輸入

が増えたこともあって，貿易収支は輸入超過だったのだ。

こうした経済状態のなか，井上蔵相は旧平価（１９１７年の金輸出禁止

より以前の相場：１ドル≒２円）で金解禁（金輸出解禁）を断行しようと

した。つまり，国際金本位制に復帰する際に，円を実質的に切上げよ
しひょううとしたのだ。円為替相場とは日本経済の国際的な信用を示す指標だ

から，国際信用をなんとしてでも維持しておきたかったわけだ。

し か し ， 円 高 は 輸 出 に 不 利 だ 。 そ こ で 井 上 蔵 相 は ， 緊 縮 財 政 に よ

断 行 し た 。匹

に よ っ て かえって産業合理

若槻内閣ではない（例題３７①）

を さ ら に 推 進 さ せ る 環 境 が 整 っ た 。 浜ヘハハハハハハハ八八-皿皿-------’

口内閣は１９３１年重要産業統制法を制定してカルテル結成を助長し，経

済界の整理をすすめた。

緊縮財政４物価の引下げ（デフレ）

産業合理化・‥国際競争力の育成く白と卜-フ∃ｙ＿＿、、、、

金解禁…円為替相場を旧平価で安定４事実上の円切上げ

（２）昭和恐慌日本経済は金解禁により不況におちいった。それだけではな

い。前年の１９２９年１０月ニューヨーク・ウォール街での株価暴落によりア

メリカでヨ唇慌が発生し世界恐慌に発展しつつあったため，日本経済は二

重の打撃を受けたのだ。輸出が激減して正貨が大幅に流出し，企業の操

業短縮・倒産や労働者の解雇・賃金引き下げが相次いだ。昭和恐慌だ。



恐 慌 は 農 村 に も お よ ん だ 。 雫

アメリカ向けの生糸輸出が激

減 し た た め に 原 料 繭 の 価 格 が 召
ようさん働

暴 落 し ， 繭 を 生 産 す る 養 蚕 農 響
数

家 が 打 撃 を う け た 。 さ ら に ， 各
争

１９３０年米の豊作により米価が霖
数

暴落し，翌３１年には東北・北゛

海道が冷害により大凶作とな

っ た 。 農 業 恐 慌 だ 。 し か も

都市の失業者が帰農したため，

農村の困窮が深まり，子女の

身売りや欠食児童が増加した。

一
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▲労働争議・小作争議の消長

［
参
加

人
員
］

こうした生活の困窮から労働運動・農民運動が激化した。鐘淵紡績

争議などの大争議が各地で発生，１９３１年には労働争議が第２次世界大

戦前の最高件数を記録。小作争議も激増した。
唖 萱 漣
ていたころ

＠ 国 際 協 調 外 交 の 動 揺

（１）幣原外交の復活浜口雄幸内閣は外相に幣原喜重郎をすえ，中国に
対する協調外交を復活させた。幣原外相は，不平等条約改正をもとめ
る中国国民政府の要求にこたえ，中国の関税自主権を承認した。夕１ヽ交

交渉を通じて満蒙の権益を確保しようと努力したのだ。
ところが，満州某重大事件（Ｏｒ）。１５３）の後，張作霖のあとを継いだ息
ち ょ う が く り ょ う （ チ ヤ ン ツ オ リ ン ）

子の張学良は，１９２８年末，蒋介石と和解して国民政府に合流し，（チャンシュエリアン）
国権回復運動を推進した。満鉄などの権益を中国へ取り戻そうとする

動きをみせたのだ。

そのため，中国とソ連・日本との間に紛争が頻発し，日本国内では
“ 満蒙は日本の生命線 ” との立場から幣原外交を軟弱と攻撃する動きが

強まっていった。



７ｊｊｌ-４章大正デモクラシー

（２）海軍軍縮の継続ワシントン会議（１９２１～２２年）・ジュネーヴ会議

（１９２７年）が補助艦の制限に失敗したあとをうけ，１９３０年ロンドン海軍

軍 縮 会 議 が 開 催 さ れ る 。 浜 口 内 閣 は 若 槻 礼 次 郎 ・ 宣 蔀 盲 海 相 ら を 全

権として派遣した。フランス・イタリア両国との交渉は失敗に終わっ

たが，４月英米日の３国間でロンドン海軍軍縮条約が調印された。

ではない（例題３７③）＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
補助艦…保有量を制限４英米：日＝１０：吾９７５（対米フ割を下回る）-

主 力 艦 … ワ シ ン ト ン 条 約 に よ る 建 造 休 止 期 限 を １ ９ ３ ６ 年 末 に 延 長

対米７割を確保できなかった点に対して，海軍の作戦計画の遂行に
ぐ ん れ い ぶ か と う ひ ろ は る

あたる海軍軍令部が反発。政友会・枢密院の一部も同調し，加藤寛治

軍令部長の反対をおしきって兵力量を決定したのは統帥権の干犯だと，

浜口内閣を攻撃した（統帥権干犯問題）。陸海軍の兵力量の決定（編制

大権）は天皇大権であるものの内閣（ｚ）輔弼事項で，統帥権とは別のもの

だったが，軍令部は兵力量の決定についても軍令部の同意が必要と解

釈していたため，憲法解釈をめぐって対立が生じたのだ。

浜口内閣は元老西園寺公望の支持のもとで条約批准を実現させたが，

１１月浜口首相が狙撃されて重傷を負い，翌３０年死去した。
ｎ

タ１ハ；・咀：

１９２０年代の都市生活について述べた文として，誤っているものを一つ選

べ。

① 円 本 ・ 文 庫 本 な ど が 相 つ いで 出 版 さ れ ， マ ス コ ミ の 普 及 と な ら

んで大衆の文化に大きな影響をもつようになった。

②ラジオ放送が開始され，映画・レコードなどの愛好者が増大し，

大衆雑誌が発行されるなど，文化の大衆化が進んだ。

③ 洋 服 の 着 用 ， 洋 風 の 食 生 活 ， 文 化 住 宅 の 建 設 な どの 生 活 様 式 が

地方の農村にまで一般化し，都市と農村との生活格差は縮まった。

皿 紐 〕 ③
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四罠都市の新中間層（ｌ＝〈〉ｎ．１３８）を担い手，マスメディアを舞台として

大衆文化が登場した。背景は，①電力の普及（Ｏｎ．１３３）により工場の機械化

が完全に達成され，規格化された商品を大量生産・大量消費するシステム

が整ったこと，②新聞・雑誌やラジオ・映画など，同一の情報を一挙に大

量の人間に伝達することを可能とするマスメディア（マスコミ）が発達した

こと，③高等教育が普及し（ぺ〉ｐ．１３８），新中間層が登場したこと。しかし，

大衆文化は農村には十分には及ばず，都市と農村にはさまざまな格差があ

っ た 。 ダ ≒ 大 士

＠ 都 市 大 衆 文 化 の 登 場

（１）マスメディアの発達新聞・雑誌が発行部数をのばした。『大阪朝日新

聞』『大阪毎日新聞』が発行部数を１００万部を突破，また『週刊朝日』『サン

デー毎日』などの週刊誌，大衆雑誌『キング』（１９２５年・大日本雄弁会講

談社）などが創刊された。また，１９２５年には東京・大阪・名古屋でラジ
かつどうしゃしん

オ放送が開始され，１８９０年代に輸入されて活動写真とよばれていた映

画が大衆娯楽として人気を博した。レコードも大量に売れはじめ，歌

謡曲が全国に流行するようになった。

（２）文学プロレタリア文学（Ｏｐ．１４８）がさかんだったが，それ以上に人気を

博したのが大衆文学伏衆小説）だ。新聞や大衆雑誌に時代小説・探偵なかさとかいさんだいぼさつとうげおさらぎじろうくらまてん
小説などが連載され，中里介山（『大菩薩峠』）・大佛次郎（『鞍馬天
ぐきくちかんなおきさんじゅうご
狗』）・菊池寛・直木三十五らが活躍した。

（３）教養の大衆化 などを定価１円と｀いう低価格で出版する円
や文庫本が登場。教養・学問の成果を広く人びとに提供していった。

（４）都市生活の変化衣食住の洋風化がすすんだ。洋服の普及，和洋折衷
の食生活，日本製の洋風住宅様式である文化住宅などが登場した。女

性の社会進出も顕著になり，いわゆる職業婦人が出現した。

（５）学問人文科学では，マルクス主義が知識人層に強い影響を与え，野
ろえいたろう
呂栄太郎らによる『日本資本主義発達史講座』などが出版された。自然

科学では，１９２６年八木秀次が短波用アンテナ（ハ木アンテナ）を発明し，

無線通信の発展に貢献した。
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Ｊ パ １ … … ノ ｊ 必 出 ＝ ‥ 史 料 め ’ 征 服 ∧ … … … … … ニ … … … … … ＝ 一

おざきゆきおかつらないかくだんがいえんぜつ
国尾崎行雄の桂内閣弾劾演説（帝国議会衆議院議事速記録ロン１３．１２６）

第 ３ 次 桂 内 閣 天 皇 の 政 治 的 利 用 を 批 判

彼等ハ常二ロヲ開ケバ直二忠愛ヲ唱へ，恰モ忠君愛国ハ自分ノ一手専

売 ノ 如 ク 唱 ヘテ ア リ マ ス ルガ ‥ ‥ 彼 等 ハ 玉 座 ヲ 以 テ 胸 壁 トナ シ， 詔

勅 ヲ 以 テ 弾 丸 二 代 ヘテ 政 敵 ヲ 倒 サ ン トス ル モ ノ デハ ナ イ カ 。 ‥ ‥ 又

内閣総理大臣ノ位 ニ立ッテ，然ル後政党ノ
いう

組織二着手スルト云フ
が如キモかしこ勤岫ェ４βミタ忽ｉｉだヲ軽賜汪ｊＦｉｔｆ字軋・ツ７１．，トョｕヲ
ＸＩｌｌ解・モごナ．・１’カノニ白雨辻☆白や≒ヤツｊムス

●ポイント解説ｅ１９器年２月５日衆議院本会議で立憲政友会の尾崎行雄が

おこなった桂内閣弾劾決議案の提案理由説明。
さ い お ん じ き ん も ち な い だ い じ ん じ

二個師団増設問題で第２次西園寺公望内閣が総辞職したあと，内大臣兼侍
じ ゅ う ち ょ う き ゅ う ち ゅ う ふ ち ゅ う
従長として宮中にあった桂太郎が内閣を組織した。その際丿宮中から府中に

しょうちょく
出る不都合（Ｏｐ．６６）をとりっくろうために大正天皇の詔勅が発せられ，また海

しょうちょく
軍が軍備拡張の確約を求めて海相を出そうとしなかったことに対しても詔勅さいとうまこと
を使って斎藤実海相を留任させた。こうした天皇を政治的に利用した組閣過

程が，宮中・府中の区別を無視した行動として世論の批判をあびていた。また，

桂首相は護憲運動のもりあがりに対抗するために新党の組織を計画したが，首
相在任中の政党結成については貴族院勢力のなかにも反対が強く，尾崎の演説
のなかでも憲法を軽視する行動として批判されている。

み の べ た つ き ち て ん の う き か ん せ つ 卜
・美濃部達吉の天皇機関説（帝国議会貴族院議事速記録に〉μ２８）ダル

九 九
墾ノ萱憲二於テ述ベテ居リマスル見解ハ，第一二八
権ハ，法律上ノ観念トシテハ権利ト見ルベキモノデノ

アルトナスモノデアリマスルシ，又第ニニ，ソレ八万能無制限ノ権力

デハナク，憲法ノ条規二依ッテ行ハセラレル権能デアルトナスモノデ

アリマス。‥‥所謂機関説ト申シマスルノハ，国家ソレ自身ヲーツノ
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生命アリ，ソレ自身二目的ヲ有スル恒久的ノ国体，即チ法律学上ノ言

葉ヲ以テ申セバーツノ法人ト観念イタシマシテ，天皇ハ此法人タル国- -

卜 匹 他べ 人 野 ｌ ミ 愁 丿 舅 穴 う め
そうらん

家ノ元首タル地位二在マシ，国家ヲ代表シテ国家ノ一切ノ権利ヲ総攬

シ給ヒ，天皇が憲法二従ッテ行ハセラレマスル行為が，即チ国家ノ行
い う い わ

為タル効カヲ生ズルト云フコトヲ言ヒ現ハスモノデアリマス。

ｓポイント解説９１９３５年貴族院本会議で貼ｉ１裟ｊと議員が天皇機関説を反国

体的であると非難したこと（Ｏｐ．１７６）に対し，貴族院議員だった美濃部達吉がお
こなった弁明の一節。

うえすぎしんきち
美濃部の憲法学説は一般に天皇機関説と称され，上杉慎吉の天皇主権説と対

立した点が強調されているが，天皇が統治権（主権）をもつことを否定していた
わけではない。天皇のもつ統治権を無制限なものと解釈する天皇主権説に対し

て，美濃部は天皇の統治権に限界があると解釈していたのだ（これは美濃部だ

けに限られた特異な憲法解釈ではなく，たとえば伊藤博文も同様の解釈をもっ
ていた）。その憲法解釈の基礎にあったのが国家法人説，つまり国家を共同の

目的をもった集団（法人）とみなす学説だ。そのもとで，国家が統治権の主体と
され，天皇は国家の元首として国家を代表し，憲法の規定に従いながら権限

（権能）を行使する存在であると解釈された。

よしのさくぞうみんぼんしゅぎ
囮吉野作造の民本主義仲央公論こと〉μ２９）

穴 う め ，

民主々義といへば，社会民主党などヽいふ場合に於けるが如く，「国

家の主権は人民にあり」といふ危険なる学説と混同され易い。‥‥

我々が視て以て憲政の根抵と為すところのものは，政治上一般民衆を

重んじ，其間に貴賤上下の別を立てず，而かも国体の君主制たると

共和制たるとを問はず，普く通用する所の主義たるが故に，民本主義

といふ比較的新しい用語が一番適当であるかと思ふ。ぐ憂麺ｙ丿ノ

●ポイント解説ｅ吉野作造が１９１６年に雑誌『中央公論』に発表した「憲政の

本義を説いて其有終の美を済すの途を論ず」の一節。
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吉野は政治の民主化一民衆の意向を国政に反映させるシステムの確立-を
めざして民本主義を提唱したが，あくまでも大日本帝国憲法を前提とした政治

思想だった。国民主権にたつ民主主義を提唱したのではなく，「国体の君主制
たると共和制たるとを問はず」と述べているように，天皇主権か国民主権かと

いう主権の所在にかかわりなく，民衆重視の国政運営を実現させるための政治

思想として民本主義を提唱していたのだ。大日本帝国憲法では憲法改正の発議
は天皇だけがおこなえるという点から考えれば，吉野の民本主義は現実的な政

治思想のひとつだったといえる。

国原敬の普通選挙観（『原敬Ｅヨ記』１９２０年２月２０日こ＝〈〉μ３８）

ｕ
次
至

心
漸
に

普通選挙は時期尚早だということ

事は何等異議なき処にして，又他年国情こヽ
さ う れ う あ

も左まで憂ふべきにも非らざれども，階級制
い う 匹 む か っ ¶

度打破と云ふが如き，現在の社会組織に向て打撃を試みんとする趣旨

より，納税資格を撤廃すと云ふが如きは，実に危険極る次第にて‥・・

●ポイント解説●『原敬日記』１９２０年２月２０日の記事の一部。憲政会や立憲

国民党が普通選挙法案を衆議院に提出し，黎明会（ぐ〉ｐ．１３８）や大日本労働総同盟
友愛会などの思想・労働団体による大規模な普通選挙運動（普選運動）が全国に

展開していた時期のもの。

原敬は普通選挙実現については時期尚早の立場から反対だったが，とりわ
け「階級制度打破」を掲げる労働運動・社会主義運動と普選運動とが結びつく
ことに対して警戒的だった。この記事の約１週間後に原敬内閣は普通選挙法案

を審議中の衆議院を解散し，普通選挙運動の高まりに対抗した。同年小選挙区

制のもとでの総選挙の結果，与党立憲政友会が絶対多数を占め，原内閣の立場
が確固たるものとなったため，これ以降，普通選挙運動は下火になってしまう。

かわって，高まる民衆運動を抑制するための手段として普通選挙の導入が計

画されていく。関東大震災の直後に成立した第２次山本権兵衛内閣が普通選挙
の導入を公約していたが，虎の門事件で総辞職したために実現せず，第２次護

憲運動により成立した加藤高明護憲三派内閣のもとで１９２５年に実現した。
こうして納税資格が撤廃されたとはいえ，女子には選挙権が認められなかっ

た。そのため，市川房枝らによって１９２４年に組織された婦人参政権獲得期成同
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盟会（翌２５年に婦選獲得同盟と改称）を中心として婦人参政権の実現をめざす逆

動が進められたが，実現したのは第２次世界大戦後の１９４５年１２月。ＧＨＱの指

令にもとづいて幣原喜重郎内閣が選挙法を改正したときのことだ。

Ｉ水平社宣言（『水平』第１巻第１号こＣ〉１３．１３９）

水平社は，かくして生れた。人の世に熱あれ，人間に光あれ。
４

このフレーズは覚えておこう！

●ポイント解説●１９２２年３月京都でおこなわれた全国水平社の創立大会で

採択された宣言の一部。
江戸時代のえた・非人という旧賤民身分の人びとは明治維新により平民に編

制されたが（ぐ〉ｒ）。４１），新平民として社会的な差別をうけ続けていた。米騒動以

降の民衆運動の高まりのなか，そうした被差別部落の住民がみずから社会的差

別の撤廃に取り組もうとする部落解放運動が本格的に始まる。それが，１９２２年
西光万吉・阪本清-郎らにより結成された全国水平社だ。加えられた侮辱に対
して徹底した乱弾をおこなうという水平社の活動は各地の被差別部落の人々を

勇気づけていった。水平社は１９４２年に解消したが，第２次世界大戦後の１９４６年

部落解放全国委員会として復活し，１９５５年には部落解放同盟と改称した。

●ポイント解説●１９２５年加藤高明護憲三派内閣は治安維持法を制定し，国

体の変革・私有財産制度の否認を目的とする組織を結成したり，その組織に加

盟したりすることを犯罪として規定した。共産主義運動の取り締まりを目的と
する弾圧立法だ。とはいえ，適用対象はのちに自由主義者や宗教者へと拡大さ
れ，１９３５年には大本教（明治後期に出口なおが創始した新興宗教）が弾圧をうけ，

出口王仁三郎ら多数の幹部が逮捕され，教団施設を破壊されている。
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Ｉ改正治安維持法（官報こ；〉μ５４）

第一条国体ヲ変革スルコトヲ目的トシテ結社ヲ組織シタル者，又ハ結

社ノ役員其ノ他指導者タル任務二従事シタル（担当シタル）者
も し く ち ょ う え き き ん こ

ハ，死刑又ハ無期若八五年以上ノ懲役若ハ禁鋼二処シ，‥‥-

言 肖 ら ノ

●ポイント解説Ｑ１９２８年田中義一内閣が治安維持法を緊急勅令により改

正し，最高刑として死刑を導入した。同年に実施された第１回普通選挙に際し

て，天皇制廃止を掲げる日本共産党が公然と活動をくりひろげたため，衝撃を

うけた田中内閣が，国体の変革を目的とする組織に関する罰則規定を強化した
のだ。なお，治安維持法は１９４１年に全面改正され，予防拘禁制度が導入された。

これは，治安維持法違反で刑に処せられた者を刑期満了後も再犯のおそれがあ

るという理由だけで拘禁できるという制度だ。

固第１次世界大戦への参戦理由（伊藤足結『加藤高明』ロ：ンＩ，．１３０）

ぐ舷亜）‾～｀ト、、

か らの依頼に基く同盟の情誼と，一は帝国が此機会にー
を東洋から一掃して，国際上にー段と地位を高めるの利

益と この二点から参戦を断行するのが機宜の良策と信ずる。

●ポイント解説っ１９１４年８月大隈重信首相の私邸でおこなわれた閣議での

加藤高明外相の発言の一部。

加藤外相の説明によれば，日英同盟の規定では日本が第１次世界大戦に参戦
しなければならない義務はないが，（１）日英同盟の情誼（思いやり），（２）ドイツの

拠点を占領・領有することによる国際的地位の向上，の２点を理由として参戦
すべきことを提案している。つまり，日英同盟を口実として参戦し，ヨーロッ
パ諸国が東アジアをかえりみる余裕のないのを利用して東アジアにおける勢力

範囲の拡大をめざすべきことを，加藤外相は主張していたのだ。大戦を「大正
てんゆういのうえかおる

新時代の天佑」（元老井上馨の意見書）と判断していた政府は，その提言に沿っ
てドイツに対して宣戦布告し，大戦に参戦した。



Ｉ二十一か条の要求（日本外交文書ロｓ〉ｎ．１３０）

第一号（前文略）

第 一 条 支 那 国 政 府 ハ ，

必出史料の征服一一／６ｊ

ノ ニ ネ 憂 泗
辿毬国ｊＵ６１１１百二関シ条約ｊＷ在二岫支

那国二対シテ有スル一切ノ権利・利益・譲与等ノ処分二付，

日本国政府カ独逸国政府ト協定スヘキ一切ノ事項ヲ承認ス
ヘキコトヲ約ス

第二号日本国政府及支那国政府ハ支那国政府カ南満州及

古二於ケル日本国ノ優越ナル地位ヲ承認スルニヨリ‾Ｅょうかん
ノ 条 款 ヲ 締 約 セ リ

りょじゅんだいれんそしゃくならびヤあんぽう
第 一 条 両 締 約 国 ハ ， 旅 順 大 連 租 借 期 限 並 南 満 州 及 安 奉 両 鉄 道

い ず ｙ ７ ； ‾ ‾ ‾ づ ¬
各期限ヲ何レモ更二九十九ヶ年ツツ延長スヘキコトヲ約ス

第四条支那国政府ハ，本条約付属書二列記セル南満州及東部内蒙

古二於ケル諸鉱山ノ採掘権ヲ日本国臣民二許与ス，‥‥

第三号（前文略）

第 一 条 両 締 約 国 ハ ， 将 来 適 当 ノ 時 機 二 於 テ 漢 冶 萍 公 司 ヲ 両 国 ノ‾

第 四 号 （ 二 ７ ‥ ・ ル
と う し ょ も し

支那国政府ハ，支那国沿岸ノ港湾及島嶼ヲ他国二譲与シ若クハ貸与

セサルヘキコトヲ約ス

第五号
一 中央政府二政治財政及軍事顧問トシテ有カナル日本人ヲ傭聘セ
シムルコト

一
一
- ＾ ７

‥此際必要ノ地方二於ケル警察ヲ日支合同トシ‥‥

ｅポイント解説ｅ第２次大隈重信内閣（加藤高明外相）は，１９１５年中国の笑

世凱政権に対して全５号２１か条からなる要求をっきつけた。

第一号では，前年に日本軍が占領した青島など山東省におけるドイツ権益を
日本が継承すること，第二号で，関東州（旅順・大連）租借地や南満州鉄道など
の期限を９９年延長し（関東州租借期限が１９２３年に満了），さらに新たな鉱山の採

掘権を認めることなど，南満州・東部内蒙古の権益を確保すること，第三号で
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は，中国最大の製鉄会社漢冶萍公司を日中共同経営とすること一鉄鉱石を産

する大冶鉄山への利権を確保することがねらいー，第四号で，中国沿岸の他国
への不割譲を要求していた。ここまでは公表していたが，第五号は他国には非

公開とされ，日本人顧問の採用などの希望項目が含まれていた。

全体としては中国における権益の拡大・強化をめざすものだが，中国に対す
る指導権の獲得もねらっていた。そのため，中国市場で主導的な地位を占めて

きたイギリスや，門戸開放を掲げるアメリカなど，欧米諸国の疑惑・反発を招

くのは当然だった。袁政権も要求に反発したが，大隈内閣はもっとも紛糾して
いた第５号などを取り下げたうえで，最後通

なければ軍事力を行使すると脅しをかけたの

諾せざるをえなくなったが，中国での反日運動（
めるきっかけとなった。

けた。この要求を認め
果，袁政権は要求を受

１１の不買運動など）を高

匹
固石井・ランシング協定（日本外交文書（〉１３．１３１）

合衆国及日本国両政府ハ，領土相近接スル国家ノ間ニハ特殊ノ関係ヲ

生スルコトヲ承認ス。従テ合衆国政府八日本国力支那二於テ特殊ノ利
せ つ じ ょ う こ と し か

益ヲ有スルコトヲ承認ス。日本ノ所領二接壌セル地方二於テ殊二然

リトス。
４ ゛ ｀ ‾ 一 ７ １ し ー 一 匹 メ リ カ が 承 認 し て い る

●ポイント解説ｅ二十一か条の要求をめぐって日米関係が緊張したため，
て ら う ち ま さ た け ぃ し ぃ き く じ ろ う

１９１７年寺内正毅内閣が日米関係を改善するために石井菊次郎を特派大使として

アメリカに派遣し，ランシング国務長官との間に石井・ランシング協定を取り

交した。

協定では，中国での門戸解放・機会均等を認めあうとともに，領土の隣接ゆ
えに南満州・東部内蒙古において日本が特殊な関係（特別な地位）をもち，特殊

まんもう
な利益をもっていることを認めあった。こうして日本はアメリカから満蒙の特

殊権益を承認されたのだ。ただし，満蒙権益の “特殊 ”性をどうとらえるのか
をめぐっては，日米間で解釈のズレがあった。日本は「経済的生存」のためだけ

でなく「国防」のために不可欠という意味で“特殊”権益だと解釈したが，アメ

リカは経済的な意味あいでのみ解釈していた。



固九か国条約（日本外交文書ロ：〉１３．１４２）

第一条支那国以外ノ締約国ハ左ノ通約定ス

必出史料の征服-７６７

（一）支那ノ主権，独立並其ノ領土的及行政的保全ヲ尊重スルコト

（三）支那ノ領土ヲ通シテー切ノ国民ノ商業及工業二対スル機会均等
主義ヲ有効二樹立維持スル為各尽カスルコト

●ポイント解説●１９２２年ワシントン会議において，イギリス・アメリカ・

日本・フランス・イタリア・・ポルトガル・ペルギー・オランダ・中国の９国に

よって，中国に関する九か国条約が結ばれた。①中国の主権尊重・領土保全を

規定して特定の国が中国を植民地化することを排除し，②中国市場の門戸開放
・機会均等を規定して中国市場における列国の経済活動の自由を保障しあった。

これはアメリカが１８９９年いらい提唱してきた立場であり，政治力・軍事力に

より排他的な勢力範囲を相互に確保しあうという西欧諸国の伝統的な対中政策

に修正をせまり，日本の中国進出を抑制するものでもあった。しかし，新しい

排他的権益の獲得を禁じていたものの既得権益を否定するものではなく，満蒙
における日本の特殊権益は九か国条約のもとでも保障されていた。つまり，九
か国条約は日本にとって必ずしも不利な条約ではなかったのだ。

困朝鮮三・一独立宣言（朴慶植『朝鮮三・一独立運動』ロ＜》Ｉ，．１４３）

われらはここにわが朝鮮国が独立国であること，および朝鮮人が自- -
由民であることを宣言する。‥‥半万年の歴史の権利によってこれを

宣言し，二千万民衆の忠誠を合わせてこれを明らかにし，民族恒久一

筋の自由の発展のためにこれを主張し，人類の良心の発露にもとづい

た世界改造の大機運に順応し，並進させるためにこれを提起するもの

ま っ と 兄 ぶ し ＿ ＿
て の 重 責 を 全 う さ せ る も の で
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●ポイント解説ｅ１９１９年３月１日に京城（ソウル）のパゴダ公園で朝鮮の独

立宣言が読み上げられ，「独立万歳」を叫ぶデモンストレーションがおこなわれ
た。そして，それをきっかけとして朝鮮各地で日本からの独立運動が始まり，

朝鮮半島全土に広がった（三・̶独立運動）。
これに対して，原敬内閣は軍隊・憲兵警察を動員して徹底的に弾圧し，なか

でも京畿道水原郡での弾圧事件は有名で，堤岩里の教会堂に村人をとじ込めて

射殺し，教会と民家を焼き払ってしまった（堤岩里事件）。
こうした朝鮮独立運動の展開は，日本の植民地統治のあり方に修正をせまり，

憲兵警察を手足とする武断政治から巧妙な同化政策（文化政治）への転換を促し

た。また，知識人にも大きなインパクトを与え，吉野作造や柳宗悦（に〉ｐ．１３５）ら
が同化政策のもつ侵略性を批判し，朝鮮の独立を支持する議論を発表した。

固釡謡盲斑（『柚盲ｆ鏝Ｅ白夜仏』ら１５１）

→ → ニ ミ ニ
盟内閣ハニ銀行一商店ノ救済二熱心ナルモｙ支那方Ｄついなんらほどこ
及 対 支 貿 易 二 付 テ ハ 何 等 施 ス 所 ブ Ｔ ク，

いう
外二対スル失政ノ結果ナリト云ヮ

方面ノ我 民
・ 今 日 ノ 恐 慌 ハ 現 内 閣 ノ 内
一 一／ ’ は ば か た め

ヲ 憚 ラ ズ 。 - 銀 行 一 会 社 ノ 救 助 ノ 為

ニ，既二二億七百万円，今復夕二億ノ補償義務，
ベ ナ サ ゴ 叶 ヤ

円ノ鍾額ヲ，人民ノ膏血ヨリ出タル国帑ノ負担二
那二在留スル数万ノ同胞二対シテハ殆ド顧ル所ナ

い か か
見テ果シテ如何ナル感慨ヲ生ズペキ乎。ｙｊしソ

合計シテ四億七百万

帰セシメントシ，支

レ。一般国民ハ之ヲ

幣原外交を批判

●ポイント解説●金融恐慌のさなかに鈴木商店が倒産したことで台湾銀行

が経営危機に陥ったため，第１次若槻礼次郎内閣（片岡直温蔵相）は緊急勅令を

使って日本銀行に特別融資をおこなわせ，台湾銀行を救済しようとしたが，枢

密院で否決された。史料は，その際に枢密顧問官伊東巳代治がおこなった「台
湾銀行救済に関する緊急勅令案」への反対演説の一部だ。
伊東ら枢密院勢力が第１次若槻内閣の施策を否決したのは，幣原喜重郎外相

のもとでの対中政策への不満からだった。当時，中国では北伐が進展し，その

なかで中国共産党の指導する反帝国主義運動が高まっていた時期だったが，イ
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ギリス・アメリカが自国の権益を維持するために軍事介入をおこなったにもか

かわらず，若槻内閣は共同干渉しようとはしなかった。それゆえに，上海や青

島などに紡績工場（在華紡）をもつ紡績資本家や中国市場で商社活動をおこなう
三井物産など経済界から幣原外交への不満の声が高まっていたし，また三井財

閥と密接な関係をもつ立憲政友会からの批判も高まっていた。そうしたなか，

中国に対する強硬外交への転換を期待して枢密院が倒閣へと動いたのだ。
もっとも，枢密院が内閣の施策を否決したとしても，元老や天皇の支持のも

とで内閣がその施策を強引に実行に移すことは可能だ。とはいえ，第１次若槻

内閣の与党憲政会の議席は衆議院の過半数には及ばず，また近いうちに総辞職

することが政友会・政友本党とのあいだで合意されており（そのかわりに内閣
の施策に対する支持を２党から取り付けていた），すでに死に体だった。それ
に追いうちをかけたのが，枢密院による緊急勅令案の否決だったのだ。



既章 十五年戦争
日本は中国侵略に乗り出し，さらに東南アジア進出をめざした。政党政

治が否定され，経済・社会の計画化が進められたが，アメリカ・中国など

に敗北。連合国軍の占領下で政治・経済・社会の民主化が展開した。

時代 内閣 政治の推移 社会・経済・外交の動き

昭

和

期

若槻② １９３１柳条湖事件
軍部の台頭
１９３２五・一五事件

１９３３国際連盟脱退
みこくたいめいちょうせいめい
１９３５国体明徴声明
大正デモクラシー体制の終焉

１９３６二・二六事件
軍部大臣現役武官制の復活
日独防共協定

１９３７盧溝橋事件

１１９３８国家動員法
新体制運動たいせいよくさんかい
１９４０大政翼賛会
ファシズム体制の形成

１９４０日独伊三国軍事同盟

↓１９４２翼賛選挙
１９４５ポツダム宣言受諾
大日本帝国の崩壊
１９４５五大改革指令

１９４５婦人参政権実現

↓ 労 働 組 合 法
１９４６日本国憲法公布
国民主権・議院内閣制の実現

昭和恐慌

満州事変

犬養

斎藤

ｌｊ華北分離工作
員

日中戦争

岡田

広田
林
近衛①

戦
時
統
制
経
済

１９３９欧州戦争開始

１９４０北部仏印進駐
１９４１南部仏印進駐
アジア太平洋戦争

平沼
阿部
米内

近衛②

近衛③
東条
小磯
鈴木
東久涸 連合国軍による占領

経
済
の
民
主
化

幣原

吉田子

片山



囮満州事変-フア／

次の文章の正誤を判定せよ。
りゅうじょうこ

①１９３１年９月，関東軍は柳条湖でみずから南満州鉄道を爆破し，
これを中国軍のしわざとして中国侵略をはじめた。

②アメリカを中心とする国際連盟は，リットン報告書に基づき日

本の満州国承認を非難したので，日本は国際連盟を脱退した。

③ 満 州 事 変 の 勃 発 に 際 し ， アメ リ カ と イギ リス は 日 本 軍 の 占 領 地

からの即時撤退を求めたが，日本はこれに応ぜず，それが直接の

きっかけとなって，アジア太平洋戦争がはじまった。

ちょうがくりょう
ｌｉ函ｉｌ張学良らの権益の回収をはかる民族運動（ロ：〉Ｉ，．１５７）が高まるなま ん も う た い い
か，日本の満蒙権益は維持が困難となり，さらに１９３１年には中村大尉事件

（日本人立ち入１り禁止区域でスパイ活動中の陸軍の中村震太郎大尉が中国

兵に殺害された）・万宝山事件（満州に入植した朝鮮人農民と中国人農民と

が武力衝突）など， 日中間の紛争が頻発した。

。 国 民

や昭和天皇らも，イギリ

ス・アメリカとの衝突に発展しないとわかると，徐々に追認していった。

○ 満 州 事 変

１９３１年９月１８日関東軍は奉天郊外の柳条湖で満鉄線路をみずから爆

破し（柳条湖事件），これを中国軍のしわざとして奉天における張学良軍
の本拠を攻撃し，満鉄沿線の主要都市を一斉に占領した。そして，第２次

若槻内閣の不拡大方針を無視して軍事行動を拡大し，日本の権益がない北
満州までも侵攻して満州全土を占領した。満州事変だ。

ａｌｍｌＳ厘圏①エＥ②ｓ③ｍ
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関 東 軍 がめざしたのは，将

来におけるソ連やアメリカと

の 戦 争 にそ な えて 戦 略 拠 点 を

確 保 し ， 同 時 に 国 内 に お ける

国家改造運動（Ｏｐ．１７４）の橋頭

堡 と す る こ と だ っ た 。 関 東 軍一
にとって満州占領は，南満州

の 既 得 権 益 を 確 保 す る た め の

手 段 で は な く ， 日 本 の 国 防 体

制（軍事的・経済的）の樹立に

むけた一つのプロセスだった

のだ（φｐ．１７６）。-
▲満州事変関係地図矢印は日本軍の侵攻経路

わかつきりゅうじようこ
若槻（２）内閣‥・柳条湖事件（南満州鉄道爆破事件）

ｌ 丿 卜 四 蕭 む 蔽 賠～ 一 一
満州全土を占領≒連盟；りｓ｀リットン調査団派遣

↓
犬養毅内閣…満州国を建国

ｌ ノ プ 卜 唾 号 怒 号 亘 〉
面面戦盲ｌｉＥ９ダＪ-９ＪＪ二

（１）国際連盟のリットン調査団中国国民政府の蒋介石は，中国共産党を
そ う と う （ チ ャ ン チ ェ シ ー ）
掃討することを優先させて日本へは不抵抗の姿勢をとったが，日本の

行動は九か国条約・不戦条約違反だ！と国際連盟に提訴した。
これをうけて国際連盟は，ィギリスのリットンを団長，連盟に未加

盟のアメリカの参加もえて，イギリス・アメリカ・フランス・イタリ

ア・ドイツの５か国によって構成する調査団（リットン調査団）を満州

アメリカは加盟していない（例題３９②）
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など関係地域に派遣した（ソ連は参加を要請されたものの辞退）。
いしはらかんじ

（２）満州国の建国満州事変のプランを作成した関東軍参謀石原莞爾らは

当初，満州を日本へ併合する計画だったが，国際世論への配慮から独

立国家づくりへと進む。そして，満州住民の自発的な意思にもとづく
ふぎせいとうてい

新国家建設という形式をととのえるため，清国最後の皇帝溥儀（宣統帝）

を国家元首の執政にすえ，１９３２年３月満州国を建国した（首都は新京
ち ょ う し ゅ ん ご ぞ く き ょ う
〔長春から改称〕・溥儀は三凛年に皇帝に即位）。満州国は「五族協わおうどうらくど
和一王道楽土」の理想を掲げたが，行政の実権は日本人官吏が握り（日

本から岸信介ら官僚が派遣された），その任免権を関東軍司令官がもつ

など，関東軍の傀儡国家にすぎなかった。

満州国建国の際，列国の関心を満州からそらすための謀略として，

１９３２年１月日本軍は上海で，買収した中国人に日本人僧侶を襲わせ，

この事件を口実に出兵した（第１次上海事変）。中国軍と民衆の抵抗で

日本軍は苦戦，イギリスの仲介で停戦し撤兵したが，満州事変勃発に

より高まっていた日本商品ボイコット運動をさらに拡大させた。

（３）日満議定書犬養毅内閣が五・一五事件で総辞職したあと，１９３２年９
うちだこうさい

月斎藤実内閣（内田康哉外相）は日満議定書を締結して満州国を承認し。
（史料ｐ．２川

満州を関東軍の完全な支配下においた。同月に完成したリットン調査

団報告書の公表前に満州国を既成事実化しようとしたのだ。

満州匹）承認圃りに器：：ヅこ：７Ｅ１本、、。ぞ知三ジフ……

（ ４ ） 国 際 連 盟 脱 退 リ ッ ト ン 調 査----------------

の行動とは認めず 満州国の建国も満州住民による自発的なものとは
認めなかった。とはいえ，日本の既得権益を擁護し，中国の国権回復-
運動や日本商品ボイコットを不法とする日本の主張も認めた上で，満

州を日本を含めた列国の国際管理下に置くことを提案しており，日本

に妥協的な内容だった。しかし，１９３３年２月国際連盟がその報告書に
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もとづいて日本軍の満鉄付属地内への撤兵などを求める勧告案を臨時
まつおかようすけ

総会旧本全権松岡洋右ら）で４２：１（反対１は日本）で可決すると，日本

は３月国際連盟から脱退した（斎藤内閣）英米との戦争には発展しない（例題３９③）
（史料ｐ．２１２）

こののち日本は，イギリス・アメリカ・ソ連など大国との個別的な

関係修復により，満州国を取り込んだままで現状維持を実現させ，さ

らに防共・反共産主義を掲げて新たな国際関係をっくりあげていった。
うちもうこねっか

（５）満州事変の終結１９３３年２月日本は内蒙古の熱河省に侵攻したうえで，

５月中国国民政府とのあいだに塘浩停戦協定を結び，満州事変を終わ

らせた。蒋介石は中国共産党の掃討を優先させて日本との対決を避け，

満州国を黙認したのだ。

次の文章の正誤を判定せよ。

①１９３１年には，陸軍の軍人と民間右翼らによる三月事件や十月事

件などのクーデター未遂事件があった。

②財界の中心人物のひとり団琢磨は，五・一五事件で暗殺された。

③ 満 州 事 変 の 勃 発 を 契 機 と して ， 日 本 共 産 党 幹 部 の 獄 中 で の 転 向

をはじめ，共産主義者・社会主義者の転向があいっいだ。
おかだけいすけ

④ 岡 田 啓 介 内 閣 は ， 天 皇 は 法 人 と しての 国 家 の 代 表 者 で あ る と い

う国体明徴声明を発し，天皇機関説を公式に否認した。

１１１罰ＳＩ昭和ｉｌ慌のもとでどん底の生活状態にあえぐ国民のなかには，
汚職事件を続発させる政党や，私利を追求してドル買い（吟ｎ．１７８）に走る財
閥など独占資本に対する不満が高まっていた。そうした不満感が，満州事
変における陸軍の行動に対する過剰な期待を生み出していた。

＠大正デモクラシーの終焉

（１）政党内閣の終焉満蒙権益をめぐる日中間の紛争やロンドン海軍軍縮

問題（べ〉１３．１５８）をきっかけとして，陸海軍の軍人や右による国家改造

匹 ① 正 ② 誤 ③ 正 ④ 誤
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だ。満州事

変のねらいの一つも，軍事行動を先行させることで国家改造を促進す

ることにあった（ぐ〉ｐ．１７２）。

テ ロ ・ ク ー デ

①桜会（陸軍軍人橋本欣五郎ら）と大川周明
クーデター未遂：１９３１年三月事件・十月事件

② 血 盟 団 （ 蓮 宗 僧 侶 井 上 ） 皿
１９３２年井上準之助（前蔵相）・団琢磨（三．井）を暗殺

あいきょうじゅくたちばなこうざぶろう
③ 海 軍 青 年 将 校 と 愛 郷 塾 （ 橘 孝 三 郎 ら ） な ど

いぬかいつよし
五 ・ 一 五 事 件 ： １ ９ ３ ２ 年 首 相 官 邸 で 犬 養 毅 首 相 を 暗 殺

民政党の第２次若槻礼次郎内閣は満州事変の勃発と十月事件により
動揺，閣内で意見が対立して総辞職においこまれ，政友会の犬養毅内
閣は五・一五事件で総辞職した。
このように急進派の軍人らの直接行動により政党内閣が動揺をくり

かえすなか，元老西園寺公望は，政党では陸海軍の急進を抑えこむこ
とができないと判断，穏健派の海軍軍人斎藤実を首相に推挙し，政

党・官僚により「挙国一致」内閣を組織させた。こうして，政党内閣の
慣行はわずか８年で崩壊した（憲政の常道の終焉）。

（２）社会主義勢力の転向昭和ヨ唇慌のもとで労働運動・農民運動が激化し，
共産党の活動も活発になっていた。しかし厳しい弾圧をうけ，さらに
１９３３年獄中の共産党幹部佐野学・鍋山貞親がコミンテルンの指導によ
る国際的な共産主義運動を否認し，天皇のもとでの一国社会主義を主張
てんこう
（転向）すると，共産主義運動から離脱（転向）する人びとが続出し，１９３５
年共産党の組織的活動は停止した。
無産政党のなかでは満州事変を支持する動きが強く，国家社会主義

が台頭する。三皿年赤松克麿らが社会民衆党を脱退して日本国家社会
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党を結成し，同年社会民衆党
を中心として結成された社会

げいごう
大衆党でも陸海軍に迎合する
動きが強まっていった。
また，自由主義的な言論の

取締りも強まり，１９３３年自由主
義的刑法学説を論じていた京

たきがわゆきとき
都帝大教授滝川幸辰が斎藤内
閣（鳩山一郎文相）により免職に
なるという事件がおこった（滝

川事件）。
（３）天皇機関説の否認斎藤内閣
が帝人事件で総辞職したあと，

１

国労

瀧；１６ミミヌミニ妾剛
１｀晒‾Ｆ‾Ｊ

１９３０

巫些言詰戸≒診ｌｌｌ゛ぷ会閲

▲無産政党の系譜

ひきつづいて穏健派の海軍軍人岡田啓介が組閣した。ところが，１９３５

年貴族院で菊池武夫が天皇機関説（ロ１か２８）を反国体的と非難したことが
ざ い ご う こ く た い め い ち ょ う

きっかけとなり，在郷軍人会や右翼を中心に国体明徴運動かおこり，

内 閣 を 激 し く 攻 撃 し た 。 そ れ に 屈 服 し た 岡 田 内 閣 は ， 美 濃 部 達 吉 の
けんぽうさつようちくじょうけんぽうせいぎ
『憲法撮要』『逐条憲法精義』などを発禁処分とし，回読回汐声明を発

して天皇が統治権の主体であることを確認し，天皇機関説を否認した。

岡田啓介内閣（１９３５年）
天皇機関説を否認４天皇が統治権の主体であることを確認

＠ 陸 軍 勢 力 の 台 頭

剛陸軍の政治進出満州事変がおこり，テロやクーデター未遂事件が続
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ながたてつざんとうじょうひできむとうあきら
発するなか，陸軍のエリート官僚（永田鉄山・東条英機・武藤章ら）

が，それらを利用して政治における発言力を強化していった。

国家改造をめざす彼らの構想を示すのが，１９３４年に陸軍省が発行し

た『国防の本義と其強化の提唱』（陸軍パンフレット）。国防に最高の価

値を与え，国防を目的として国家一政治・経済・思想などすべて一を
一元的・合理的に運営しうる強力なシステムを作りあげることが構想

されていた。つまり，将来におけるソ連やアメリカとの戦争にそなえ

た総力戦体制（高度国防国家）を築きあげることが，彼らの目標だった。
とうせいは

彼 ら 陸 軍 エ リ ー ト 官 僚 は 統 制 派 と よ ば れ ， 同 じ 構 想 を も つ 行 政 官 僚

（革新官僚と称された）と連携，統帥権の独立を利用し，その拡大解釈

を通して総力戦体制づくりをすすめた（上からのファシズムＯｎ．１８２）。

な お ， 陸 海 軍 の 統 帥 権 が 内 閣 か ら 独 立 して い た と は い え ， 伊 藤 博

文・山県有朋らの元老が健在な頃は，陸海軍は彼らの統制のもとにあ

った。ところが，昭和初期にはそうした政治力をもつ元老がすでに死

去しており，陸海軍をコントロールできる政治勢力が（天皇を除いて）八二八八----ミ皿-----ふー＝＝＝＝＝＝-

戦略の決定に大きな発言力をもつに至ったのだ（軍部の確立）。

とはいえ，陸海軍が政治を独裁できたわけではない。天皇が国家運

営の最終決定者である以上，天皇やその側近の政治力を排除すること

はできないし，実際，昭和天皇は国務と統帥の統合者としての自覚を

もって情報を集め，判断を下していた。また，首相の選出は元老西園

寺や内大臣・首相経験者（重臣）が担っており，これら宮中勢力と陸

海軍との対立・妥協のなかで政治が展開していく。

（２）統制派と皇道派の抗争陸軍内部は一つにまとまっていたわけではな

かった。連隊付きの青年将校のなかには，北-輝（φμ４０）の思想的影響

をうけ，下からの急進的なファシズム運動をすすめようとする動きが
あらきさだおまさきじんざぷろう

あった。彼らは荒木貞夫・真崎甚三郎らの将官と結んで皇道派とよば

れ，陸軍内部の秩序・統制を重視する統制派と対立した。次第に追い
つめられた皇道派の青年将校がひきおこしたのが，１９３５年の相沢三郎

による永田鉄山斬殺事件であり，１９３６年の二・二六事件だ（べ〉Ｉ）。１８１）。
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１

ｌ
ｌ

Ξｊ，；・咀丿

次の文章の正誤を判定せよ。

①１９３１年の暮れに発足した内閣は，ただちに金輸出を解禁して，金

本位制に復帰し，外国為替相場の安定と経済界の整理をはかった。

② 昭 和 恐 慌 の 苦 境 の も と で 合 理 化 を 進 めて き た 諸 産 業 は ， 円 為 替
そうば
相場の下落を利用して輸出をのばした。

にほんちっそひりょうにほんさんぎょう
③１９３０年代には日本窒素肥料・日本産業などの新興財閥が急速

に台頭し，軍部と結びついて朝鮮・満州に進出した。

ｌｉ腿３１１昭和恐慌が深刻化するなか，積極財政への転換を求める声が

高まり，さらに世界恐慌により経済破綻に瀕したイギリス；！）ｓ｀１９３１年９月

金本位制から離脱するや，日本の金輸出再禁止をみこしたドル買いがさか

んにおこなわれて正貨が激しく流出し，金本位制維持は困難となっていっ

た。また，同月の満州事変勃発は軍事費の増大を不可避なものとし，井上

準之助蔵相の緊縮財政（Ｏｐ．１５６）は破綻に追い込まれていった。

○高橋財政

出金輸出再禁止１９３ １２月立憲政友会の犬養毅内閣（高橋是清蔵相）
は，組閣後ただちに金輸出を再禁止し，さらに金兌換を停止した。こ

うして日本は，正貨（金）保有高に通貨発行額が制限される金本位制か
ら離脱し，正貨（金）保有高には関係なく政府の人為的な政策によって
通貨発行額を調整する管理通貨制度に移行したのだ。
そして高橋蔵相は，

それを財源として積極財政を展開した。軍事費を増大して満州事変の
戦費を確保するとともに，それによって軍需関連の民間需要を拡大さ

な条件を確保，他方では輸入関税を引き上げる保護政策も実施した。

四 露 霜 頻 ① 誤 ② 正 ③ 正
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（ａ）目的…昭和恐慌からの脱出・満州事変の戦費の確保
（ｂ）内容…金輸出再禁止４管理通貨制度へ移行

積極財政：軍事費の増加４重化学工業の発達

］ 低 為 替 政 策 ４ 綿 織 物 を 中 心 に 輸 出 拡 大

（２）恐慌からの脱出昭和

した。なかでも綿織物は，１９３３年イギリスを抜いて輸出世界第１位とー
なった。こうして積極財政による国内需要の拡大と輸出増進とによっ

て景気が回復し，１９３３年には世界にさきがけて恐慌から脱出したのだ。

とはいえ，農村の復興は遅れた。そこで，斎藤実内閣のもと，農村

に 雇 用 機 会 を っ く り だ す た め に 時 局 匡 救 費 が 設 け ら れて 土 木 事 業 が

おこなわれる一方，農山漁村経済更生運動により産業組合（Ｏｐ．１１０）が奨

励され，農村経済の自力更生が図られた。また，満蒙開拓計画にもと
づく満州への移民政策も始まる。農村の過剰人口への対応策でもあっ

たが，満州での日本人人口を増やして治安維持をはかるための政策で

あり，入植地の多くは先住の中国・朝鮮人農民から安く収用された耕

地だった。

（３）産業構造の転換軍事費の増加にともない，重化学工業が発達して繊

維 な ど 軽 工 業 の 生 産 額 を 上 回 り ， 日 本 経 済 は 重 化 学 工 業 中 心 の 産 業

構造へと転換した。新興財閥が陸軍と結んで満州や朝鮮へ進出して満
州・朝鮮の重化学工業化が進み，三井・三菱などの既成財閥も重化学

工業部門を強化していった。

重化学

- Ｊ 日 本 産 業 （ 日 産 ’ 鮎 川 義 介 ） ゛ 満 州 ゛ 進 出
新興財閥１日本ｊａ素，１１２料（目鉦．雖ｉ笥４朝鮮へ進出

日本製鉄…官営八幡製鉄所を中心に官民大合同（１９３４年）
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くずてっ
なお，重化学工業の発達にともなってアメリカからの屑鉄・石油・

などの輸入が増え，アメリカヘの経済的な依存度がさらに高まった。

（４）イギリスとの貿易摩擦低賃金と低為替を利用してインド・東南アジ

アなどイギリスの植民地圏へ輸出を拡大したことは，イギリスとの貿

易摩擦を招いた。イギリスは，日本が賃金カットなどで商品価格を不

当に引き下げている（ソーシャル・ダンピング）と非難し，関税率の

引き上げなどの対抗夜会をとったのだ（ブロック経済圏の形成）。

すでに１９２０年代後半から中国で日本商品ボイコット運動が激しくな

って日本は中国市場から大きく後退していたが，それに加えてイギリ

ス経済圏の障壁につきあたって市場拡大がむずかしくなったのだ。

こうして国際協調体制の基礎としての自由貿易システムが次第に機

能しなくなっていった。日本はアフリカや南米などの市場を新たに開

拓していったが，１９３６年には，輸出がついに頭打ちになっていく。そ

のため日本は，日本と満州国による日満経済ブロック（円ブロック）を

形成していくとともに，華北への経済進出を確保するため，軍事力を

背景とする華北分離工作を本格化させていった（Ｏｐ．１８３）。



囮 日 中 全 面 戦 争 の 開 始 一 一 招 ７

次の文章の正誤を判定せよ。
と う せ い は た か は し

① 国 家 改 造 を 唱 える 統 制 派 の 青 年 将 校 の ク ー デ タ ー に よ り ， 高 橋
これきよおかだけいすけ
是清・岡田啓介らが暗殺され，政治のファシズム化か進んだ。

② 二 ・ 二 六 事 件 の 後 ， 軍 部 大 臣 現 役 武 官 制 が 復 活 し ， 内 閣 の 存 立

は軍部によって脅かされることになった。

１！屈戻漣二・二六事件をきっかけとして陸海軍の発言力が飛躍的に高
まり，総力戦体制（高度国防国家）づくりが始まる。

ｏ 二 ・ 二 六 事 件 ｆ ｏ

１９３６年２月２６日陸軍皇摺浪（φｐ．１７７）の
相官邸や警視庁などを襲撃し，斎藤実内大臣・高橋是清蔵相らを暗殺，
鈴木貫太郎侍従長に重傷を負わせた（二・二六事件）。陸軍内部での統制

（史料ｐ．２１５）
派との抗争のなかで次第に追いつめられていった彼らが，皇道派政権の樹

き た い っ き ぶ そ う ほ う き
立・北̶輝『日本改造法案大綱』の具体化をめざして武装蜂起したのだ。

しかし，組閣交渉をゆだねた真崎甚三郎らとの連係がうまくいかず，さ
・辰こ昭和天皇が即刻鎮圧の姿勢を明確にしただめ，クーデターは失敗に終

わった。首謀者の青年将校と彼らに思想的な影響を与えた北一輝らが銃殺

に処せられ，真崎甚三郎ら皇道派の将官が陸軍から一掃された。

＠ 総 力 戦 体 制 づ く り の 開 始

川 広 田 弘 毅 内 閣 二 ・ 二 六 事 件 の 鎮 圧 後 ， 岡 田 内 閣 が 総 辞 職 し ， 広 田 弘

毅内閣が成立した。それに対して陸軍は，事件の威圧効果を利用して

四 聯 遵 ① ｓ ② ｉ Ｅ
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きょうい
広田内閣は，１９３６年８月「国策の基準」を策定し，ソ連の脅威排除・

南方への漸進的な進出・日満中３国提携の実現などの方針を掲げた。

ソ連への対抗に重点をおきつつも，南方進出（南進）をはじめて国策と

して提示したのだ。そして，ソ連軍に対抗できる陸軍軍備とアメリカ

海軍に対抗して西太平洋の制海権を確保できる海軍軍備をめざして大

軍拡予算を組み，総力戦体制（高度国防国家）づくりに着手した。

（２）政局の混迷１９３７年１月広田内閣が政党との対立から総辞職すると，

元老西園寺公望は陸軍軍人宇垣一成を首相に推挙して陸軍の勢力抑制

を企てたが，陸軍が陸相を出さなかったために組閣に失敗した（に〉ｐ．１２７）。

そ の あ と ， 陸 軍 軍 人 林 銑 十 郎 が 組 閣 し ， 軍 部 と 財 閥 と の 協 力 体 制 を
ぐんざいほうごう

っくりあげたものの（軍財抱合），これも政党との対立から短命に終わ

った。急テンポな軍備拡張が国民のなかに反軍的な気運を引き起こし

ていたのだ。

こうしたなか，軍部・政党・元老西園寺など，さまざまな政治勢力
さ く そ う こ の え ふ み ま ろ

の錯綜する期待を担って，１９３７年６月貴族院議長近衛文麿が内閣を組

織した（Ｏｐ．１８４）。

：
｜

次の文章の正誤を判定せよ。

① 二 ・ 二 六 事 件 の 鎮 圧 直 後 に 成 立 し た 内 閣 が， 日 独 防 共 協 定 を 成

立させた。
ろこうきょう

② 盧 溝 橋 事 件 が お こ る と ， 日 本 政 府 は た だ ち に 中 国 に 宣 戦 布 告

し，大軍を派遣して戦線を拡大した。

③日本軍は１９３７年１２月南京虐殺事件を引き起こし，国際的に大

きな非難を受けることになった。

④ 中 国 で は 国 民 党 と 共 産 党 と が 抗 日 民 族 統 一 戦 線 を 結 成 し ， 日 本

軍に徹底抗戦した。

⑤ 第 １ 次 近 衛 内 閣 は ， 「 大 東 亜 共 栄 圏 」 の 建 設 を 示 し た 声 明 を 出

し，「日満支」提携をよびかけた。

-
匹 ｜ ① 正 ② 誤 ③ 正 ④ 正 ⑤ 誤



匠日中全面戦争の開始-一一一括ｊ

ｌｉＳｉｌｉｌ政治・戦争にわたる統一した指導体制が存在しないまま，日

本は目的と展望のない中国侵略戦争へとずるずると突入していく。もとも

とはソ連の脅威排除を掲げていたはずが，なし崩しで中国との全面戦争へ

と移行してしまい，さらに英米との対決へと焦点がズレていったのだ。

＠ 国 際 協 調 体 制 の 崩 壊

広田内閣が成立した前後は，国際協調体制がくずれ，相互に軍事的な緊
張をはらみながら新たな国際関係へと転換していった時期だった。

（１）ワシントン・ロンドン海軍軍縮条約の失効
１９３６年末に両条約が失効４無制限な海軍拡張へ

（２）日独防共協定
１９３６年広田弘毅内閣：ソ連・コミンテルンに対する共同防衛
４１９３７年日独伊三国防共協定（第１次近衛文麿内閣）
かほくぶんりこうさく

（３）華北分離工作
１９３５年梅津・何応欽協定４糞東防共自治政府の樹立

せいあん
４広田内閣：華北５省の分離を計画⇔西安事件（・１９３６．１２）

（シーアン）

ツとの提携関係に入った。ドイツはナチス（国家社会主義ドイツ労働者党）
が政権を掌握し，国際連盟から脱退してヅェルサイユ体制の打破をめざし
ており，ここに国際的なファシズム陣営（枢軸陣営）が成立した。
さらに日本は，防共を掲げて華北へ進出していた（華北分離工作）。満

州で抗日運動を展開する共産党ゲリラの根拠地を し ， あ わ せ て 鉄 ・ 綿

花などの資源が豊富な華北を日本の経済ブロックにとり込むことをねらっ

たのだ。その足がかりとなったのが，塘浩停戦協定（ぐ〉ｐ．１７４）で非武装地帯

に設定された河北省東部だ。国民政府による中国統一を嫌った支那駐屯

軍（φ１３．９４）は，排日運動を理由に１９３５年梅津・何応欽協定を結ばせて河北
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省から中国軍を撤退させ，河北省東部の非武装地帯に糞東防共自治政府を

デッチあげた。そして日本からの大規模な密貿易を公認させ（アヘンの密

売もおこなわれた），中国の関税収入を激減させた。さらに広田内閣は，

華北５省を中国国民政
府から切り離して日本
の支配下に置＜計画を

進め，支那駐屯軍の兵
力を増強した。
こうした日本の策動皿

は，中国の主権を侵害
し，中国における統一

国家づくりを妨害する

ものでしかなく，中国

の抗日気運を高めた。⇒
そうしたなかで，１９３６

年１２月西安事件がお

こった。中国共産党の
そうとうとくれい
掃討を督励にきた蒋介ちょうがくりょう
石 を 張 学 良 が 軟 禁 し ，

国 共 内 戦 の 停 止 ・ - 致

抗日を強要したのだ。
▲日中戦争関係地図

○ 日 中 全 面 戦 争 の 開 始

川発端１９３７年７月７日北平（北京）郊外の盧溝橋で夜間演習をしていた
（ルーコーチャオ）

支那駐屯軍の一部隊が中国軍から銃撃をうけ，それをきっかけとして

日中両軍が交戦した（盧溝橋事件）。１紹には現地で停戦協定が成立し

たが，同じ日に第１次近衛文麿内閣は華北への派兵を決定し，北支事

変と称した。陸軍中央のなかには事態の拡大に反対する動きもあった

が，これを機会に中国に一撃を加えておけば抗日運動をおさえこむこ

とができるだろうと安易に判断する強硬派の意見が通ったのだ。
ｒ
・
Ｉ
！
ｌ
ｋ



囮日中全面戦争の開始-一一紹ｊ

（２）全面戦争への展開８月第２次上海事変がおこって戦争が華中へ拡大

すると，近衛内閣は全面戦争への突入姿勢を明確にし，９月北支事変

を支那事変と改称。それに対して，中国では国民政府・共産党が第２

次国共合作を結んで抗日民族統一戦線を成立させ，徹底抗戦した。

〔満州事変〕
柳条湖事件（１９３‘１．９．１８）
↓４●第１次上海事変

満州国建国

〔日中全面戦争〕
Ｅ盧溝橋事件（１Ｓ）３７．７．７）

↓４●第２次上海事変

Ｅ全面戦争へ発展⇔第２次国共合作

日本は宣戦布告をしていない（

こうして相互に宣戦布告がないまま， 中
②）

ま っ た 。 日

本が宣戦布告をしなかったのは，宣戦布告をすればアメリカが中立を

宣言し，アメリカからの軍需物資の輸入がストップすることを，とく

に陸海軍が恐れたからだ。

このように「戦争」であることを公式には認めなかったとはいえ，陸

海軍の共同作戦の必要性から大本営が宮中に設置された。戦争を遂行

するための作戦司令部だ。ただし，日清・日露戦争時には首相・外相

などの文官が大本営に出席していたが，今回は統帥権の独立をタテに

した陸海軍の反対で首相ら文官は列席できなかった（べ〉μ７７）。

（３）南京占領ドイツが日中間の和平交渉を仲介していたが（トラウトマン

和平工作），近衛内閣は１９３７年１２月首都南京を占領するや，昭和天皇の
さんぼうほんぶ

支持のもと，陸軍参謀本部の反対をおしきって和平交渉を打ち切った。

翌３８年１月「国民政府を対手とせす」と声明し（第１次近衛声明），南
じ ゅ う け ぃ （ 史 料 ｐ ． ２ １ ７ ）

京から重慶へと首都を移して抗戦を続ける蒋介石の国民政府を否定し

て，親日派による新しい中国政府の育成へとむかったのだ。

なお，南京占領に際して，日本軍は投降兵や捕虜の中国軍兵士を殺

害（国際法に違反），非戦闘員を含めて多数の中国人を虐殺して，国際

的な非難をあびた（南京虐殺事件）。また，日本軍人による中国女性へ
ご う か ん い あ ん し ょ

の強姦が多発したため，日本軍の指示により管理売春施設（慰安所）が
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じゅうぐんい而んふ
開設された。動員された従軍慰安婦のなかには，だまして連れてこら

ちょうはっ
れた朝鮮人女性や日本軍の占領地で徴発された中国人女性が含まれて

いた。さらに，日中戦争のなかで日本軍は，国際法で禁止されている
ぽうえききゅうすいぶ

毒ガス（イヒ学兵器）を使用しており，７３１部隊（関乗軍防疫給水部の通称）

などで細菌兵器の研究・製造をおこなっていた。

（４）戦争の長期化日本軍は，１９３８年秋までに中国の主要都市と交通路を

占領したものの，軍事動員が限界に達して持久戦の様相を呈した。

短期決戦の思惑が外れた近衛内閣は対中政策を転換し，１１月日本の

戦争目的は日満支（中）３国提携により東アジアに新秩序を建設するこ

とだと声明し（東亜新秩序声明＝第２次近衛声明），国民政府との和平

交渉の可能性を示唆した。ダヱ～-一々決亜共栄圏ではない（例題４３⑤）
おうちょうめい

そ の 結 果 ， 中 国 国 民 党 の 実 力 者 汪 兆 銘 を 重 慶 か ら ハ ノイ に 脱 出 さ

せることには成功したものの，汪への同調者は少なく，戦争を終結さ

せることはできなかった（Ｏｐ．１９１）。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
丿
ｌ
ｌ
Ｉ

！
-
ｌ
ｉ
ｒ
ｔ
ｌ
ｔ

①国民政府を対手とせすｙｌｆｆ明（１９３８．１卜国民政府と絶縁

↓４・戦争の長期化・持久戦化

②東亜新秩序）４ｊ開（胆奎１１）・‥日満支（中）３国提携を主唱

↓４●汪兆銘が親日政権樹立のために重慶から脱出

③近衛三原則声明（Ｄ３８．１２）…善隣友好・共１司防共・経済提携を提唱

（５）日米関係の悪化イギリスーアメリカは当初，日本との関係悪化を嫌

って日中戦争に介入する姿勢をみせなかったが，日本が東亜新秩序建

設を声明した際に東アジアからの欧米勢力の駆逐を掲げたことは，ワ

シントン体制（Ｏｐ．１４２）を完全に否定するものとしてイギリス・アメリカ

を刺激した。とりわけ，１９３９年日本が抗日運動の拠点とみなして天津
そ か い （ テ ン チ ン １

の英仏共同管理の租界を封鎖すると，アメリカが日米通商航海条約の

廃棄を通告した。イギリスが日本との妥協に傾きがちなことを危惧し

たアメリカが，日本に対する直接的な行動にでたのだ。通商条約が失



効 れば 石油・鉄などの軍需物

囮日中全面戦争の開始一紹ア

の大半をアメリカに頼る日
って致命的な打撃となることは確実だった（Ｏｐ．１９１）。

にと

＠ ソ 連 と の 軍 事 衝 突

満州事変以降の日本外交のーつの軸は，極東におけるソ連の脅威を排除

することだった。そのため，ソ連との局地的な軍事衝突がしばしばおこっ

ていた。なかでも，１９３９年満州国とモンゴル人民共和国との国境で展開さ

れたノモンハン事件では，関東軍が陸軍中央の制止を無視して戦闘を強

行し，ソ連軍・モンゴル軍により壊滅的な敗北を喫していた（ぐ〉ｐ．１９０）。

張鼓峰事件…１９３８年第１次近衛文麿内閣・満州とソ連の国境紛争

ノモンハン事件…１９３９年平沼騏̶郎内閣・満州とモンゴルの国境紛争

次の文章の正誤を判定せよ。

①日中戦争の勃発に際し，第１次近衛内閣は戦争遂行のために国
民を組織する国民精神総動員運動を起こした。

②日本は，朝鮮で日本語使用や神社参拝の強制，創氏改名などのこうみんか
皇民化政策を推進した。

③第１次近衛内閣は企画院を設置し，経済の統制や物資の動員に
関 す る 計 画 を 策 定 し た 。 ｀

④第１次近衛内閣は国家総動員法を成立させて，議会の承認をへ
れば物資や労働力などを軍需のために優先的に連用できるように
した。

⑤砂糖や米の配給制は世界大恐慌の時期からすでに行われていた
が，日中戦争が始まると，配給制はほとんどの物資に及んだ。

・翌ｌ廻瀾国民は戦争遂行にとって重要な人的資源だ。だからこそ，政
府は，国民から自発的な戦争協力を引きだそうと努めた。植民地の朝鮮や

ＣＩＩＥＩＩＩ群圏①正②正③正④誤⑤誤一
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台湾でも，皇民化政策とよばれる徹底した同化政策が展開された。

＠ 国 民 の 総 力 戦 体 制 へ の 動 員

円国民精神総動員運動の開始日中戦争の開始にともない，１９３７年第１
次近衛内閣は国民を戦争に動員するため，国民精神総動員運動を展開
した。挙国一致を強調して戦争批判を圧殺，尽忠報国を掲げて戦争で
の犠牲を正当化，堅忍持久の名のもとに生活規制がはかられ，節約や

貯蓄奨励が叫ばれた。そして，運動の末端組織として町内会・部落
会・隣組の整備が進められる一方，労働組合の解散とともに産業報国
会が組織されて労資一体による戦争協力が推進された（べ〉μ９２）。
戦争に非協力的だったり，戦争遂行の妨げになると判断された思

すずきもさぶろう
想・学問への弾圧も厳しくなる。１９３７～３８年にかけて，鈴木茂三郎ら

おおうちひょうえ
日本無産党，大内兵衛ら非共産党系（労農派）の社会主義経済学者など
がコミンテルンの指令で反ファシズム人民戦線を結成しようとしたと
の理由で逮捕され（人民戦線事件），植民地政策の研究者で日中戦争に
おける戦争政策への批判を発表した東京帝大教授矢内原忠雄やファシ
ズム批判を展開していた東京帝大教授河合栄治郎などが弾圧をうけた。
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久米邦武……額
喜田貞吉……１９１１年小学校の日本史教科書で南北朝正閏問題

ぺ〉１９２０年（原敬内閣）

森戸辰男……無政府主義者クロポトキンの研究

滝川幸辰……自由主義的な刑法学説⇒１９３３年（斎藤実内閣）

矢内原忠雄…植民地政策や戦争政策の批判ぺ〉１９３７年

河合栄治郎…ファシズム批判ぐ〉１９３８年著書が発売禁止

津田左右吉…古事記・日本書紀の神話の研究（ロ＝でφ．１３６）

ぺ〉１９４０年著書が発売禁止（皇紀２６００年式典の年）



囮日中全面戦争の開始一一一個９

（２）植民地での皇民化政策朝鮮・台湾では朝鮮人・中国人を完全な「皇国
臣民」に同化させ，日本人として戦争協力体制に組み込むため，皇民
化政策が進められた。とりわけ朝鮮では，「私共ハ大日本帝国ノ臣民デ
アリマス」などからなる「皇国臣民の誓詞」が制定されて学校や職場で日

常的に斉唱することが義務づけられ，神社参拝や学校での朝鮮語の使
用禁止・日本語の常用が強制された。さらに１９４０年には創氏改名が実
施され，朝鮮の伝統的な姓名・家族制度（家系重視・夫婦別姓）が日本

式の姓名・家制度（家重視・夫婦同姓）に変更された。

ｌｌ腿歪ｌ総力戦体制が本格化するなか，戦争遂行を目的として経済・
となってくる 。

● 戦 時 統 制 経 済 へ の 移 行

１弩設年第１次近衛内閣は，統制経済を進めるために内閣直属の官庁とし
きかくいん

て企画院を設置した（革新官僚や陸海軍官僚が参加）。そして企画院の立
案により，１９３８年度から軍需産業への物資の優先配分を目的とする物資動
員計画を作成し，さらに同年１０月国家総動員法を制定し多長／ＪｊＦｊヨｊ］動

（史料ｐ．２１６）
この法律が成立したことによって，政府は議会の承認なしに人的・物的

資源を統制運用する権限を獲得し，さまざまな勅令をっぎっぎと発令し
て労働力・物資・資金・施設・報道メディアなどあらゆるものを戦争へと

動員していった。他方で，衣料・食糧など生活必需品が不足し，配給制・
切符制がしかれて消費を制限され，国民生活は圧迫をうけた。

１９３８年１０月第１次近衛文麿内閣が制定４●企画院が立案

戦時（事変の場合を含む）に際し，政府が勅令により人的・物

⑩
’ 的 資 源 の 統制運用をおこなうことができる

↓

国民徴用令‥・１９３９年・一般国民を軍需産業に動員（平沼騏一郎内閣）

価格等統制令…１９３９年・物価の据置きを命令（阿部信行内閣）
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万アジア志平潭晩で１頌丿重い，函‰繭

ｔｊ・；‘むｊ

次の文章の正誤を判定せよ。

① アメ リ カ の 廃 棄 通 告 に よ って 日 米 通 商 航 海 条 約 が 失 効 す る と た

だちに，日本は資源を求めてオランダ領東インド（蘭印）に出兵した。

②新体制運動が始まると，すべての合法政党がっぎっぎに解散し，

大政翼賛会に参加した。

③ 大 政 翼 賛 会 の 成 立 に 伴 って 帝 国 議 会 が 廃 止 さ れ た の で， 政 党 内

閣は戦後になるまで復活できなかった。

④ フ ラ ン ス 領 イ ン ド シ ナ 南 部 へ の 日 本 軍 の 進 駐 に よ り ， アメ リ

カは対日姿勢を一挙に硬化させ，在米日本資産凍結や対日石油禁

輸をおこなった。
このえふみまろとうじょうひでき

⑤ 第 ３ 次 近 衛 文 麿 内 閣 を 継 い だ 東 条 英 機 内 閣 は ， 内 閣 成 立 直 後

ただちに日米交渉を打ち切った。

１１１１１１日本が日中戦争の展望を見失っていたころ，ヨーロッパでは
国際情勢が大きく変動した。

○ 南 進 論 の 高 ま り

田欧州戦争の開始関東軍がノモンハン事件（に〉ｎ．１８７）でソ連・モ・ンゴル軍

と戦闘をおこなっているころ，１９３９年８月ドイツとソ連が独ソ不可侵

条約を結んだ。ドイツはソ連に対抗するために日本・イタリアと防共

協定を結んでいたのだから，日本にとっては不可解。平沼騏一郎内閣は
“欧リヽ｜ヽＩ情勢は複ｊ９准怪奇”と声明して総辞職し，阿部信行内閣にかわった。

ドイツは，イギリス・フランスとの開戦に向けた準備としてソ連と

の提携という戦術を一時的に採用しただけのことだった。同３９年９月

ド ツ が ポ ー ラ ン ド に これに対してイギリス・フランスがドイ

皿 雍 ① 誤 ② 正 ③ 誤 ④ 正 ⑤ 誤



阿部内閣と続く米内光政内閣は，
決に専念するとの態度をとった。

潤アジア太平洋戦争への道一７Ｗ

欧州戦争へは介入せず日中戦争の解

ノ サ 靉 白 白嬉①
（２）南進論の高まり１９４０年１月・日米通商航海条約が失効すると，軍需物

資の確保が次第に困難になっていった。また，同年３月汪兆銘を主席

とする新しい中国国民政府が南京に樹立されたものの（べ〉ｐ．１８６），兵姑を

確保できていない日本軍の物資略奪・残虐行為が後を絶たず，日本軍

が占領地行政に失敗している状況では，日中戦争を終結させる有効な
じゅうけい

手段ともなりえなかった。そのうえ，イギリス・アメリカが重慶の中

国国民政府に対して東南アジア経由で支援を強めていた（この軍需物資

の支援ルートを援蒋ルートとよぶ）。

１
-
-

唱 す る 動 き 南 進 ゛ が り ま る 。 と り わ け， ヨ ー ロ ッ パ で ド イ ツ 軍 が オ

ランダ・フランスを降伏させるや，陸軍がドイツとの提携強化・東南

アジア進出を主張して米内内閣と対立した。

１１１疆戻雪日中戦争の解決のためにも戦争・ｉ攻治にわたる統一的な指導
体制の実現が求められ，近衛文麿が枢密院議長を辞職して取り組んだ。

＠近衛新体制の成立

（１）新体制運動の開始ｌ

たる統一的な指導を

衛文麿は

させよ

̶国一党体制にもとづく新しい国民

とした。この近衛新党づくりが新体
制運動だ。これには陸軍や革新官僚もそれぞれのｊ１１Ｍから積極的で，
政党のなかでも既成政党の解消を主唱する動きが強まっていった。
そうしたなか，陸軍は軍部大臣現役武官制を利用して米内内閣を総

辞職に追い込む（に〉ｐ．１２７）。畑俊六陸相を辞職させ，後任を推薦しなか
ったのだ。１９４０年７月近衛文麿が内閣を組織し，対米強硬派め松岡洋

右；りｓ｀外相，東条英機が陸相に就任した（第２次近衛文麿内閣）。
（２）大政翼賛会の成立第２次近衛内閣が成立すると，すべての合法政党
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が自主的に解散し，近衛による新党結成を待ち望んだ。そうして１９４０

年１０月近衛首相を総裁として大政翼賛会が結成された。これは政府の
じょういかたつ

決定を伝達するための機関（上意下達機関）であり，のちには町内会・

部落会・隣組が下部組織に編制された。この結果，近衛らが構想して
いた一国一党体制をささえる政治組織の結成は実現しなかったものの，

帝国議会は行政の補助機関となってしまった。 されていない（例題４５③）

さらに，１９４０年１０月産業報国会（吟ｎ．１８８）の中央組織として大日本産

業報国会が創立されるなど，各分野の諸団体の統合も進んだ。

（３）小学校の国民学校への改称１９４１年小学校が国民学校と改称され，

「皇国臣民の錬成」がめざされた。このとき，義務教育が８年に延長さ

れたが，戦争の激化にともなって実施が延期され，実現しなかった。

嘔駈函・戸二９ニ．・ｙｌメニか
は東南アジア進出（南進）を本格化する。それは大日本帝国の破局への

道だった。

＠ 東 南 ア ジ ア 進 出 の 本 格 化

（１）北部仏印進駐第２次近衛内閣は大東亜共栄圏の建設を掲げ，日中
戦争の解決を求めて南進を本格化させた。フランス領インドシナの北
部地域を軍事占領したのだ（北部仏印進駐）。

第２次近衛内閣の外交政策
北部仏印進駐…………１９４０年ハノイ周辺に軍隊を進駐

日独伊三国軍事同盟…１９４０年日本全権松岡洋右外相

日華基本条約…………１９４０年汪兆銘の南京政府を承認

日ソ中立条約…………１９４１年松岡洋右外相とモロトフ外相

日米交渉の開始………１９４１年野村吉三郎駐米大使とハル国務長官

北部仏印進駐にあたり，アメリカとの関係をさらに悪化させること

を警戒した近衛内閣は，１９４０年９月日独伊三国軍事同盟を結び，ドイ
けんせい（史料ｐ．２１８）

ツ・イタリアとの提携強化によってアメリカを牽制する一方，日米間

-

Ｉ

■

-

『

ｒ

ｓ
--ＩＩ
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の対立を調整するため，１９４１年４月から日米交渉を開始した。

さらに，南進を進めるうえでの北方からの軍事的脅威を弱めるため，
１９４１年４月日ソ中立条約を結んだ。このとき松岡外相は，日独伊三国

軍事同盟にソ連を加えた四国協商を実現させてアメリカを圧倒しよう
という構想をもっていたが，すでに独ソ関係は険悪となっていた。

（２）独ソ戦争の開始１９４１年６月ドイツが突如ソ連に宣戦布告し，独ソ戦
争が始まった。世界軍事情勢が大きく変動したのだ。
それに対して第２次近衛内閣と軍部は，７月昭和天皇臨席のもとで

重要国策決定のための会議（御前会議）を開き，①情勢が有利になれば
ソ連に侵攻する，②南進をすすめて対英米戦を辞せず，と決定した。

かんとくえん
そして，陸軍が関東軍特種演習（関特演）の名称のもとに満州に兵力を

集結させたが，結局，対ソ武力行使は中止された。粧より
（３）日米交渉の難航日米交渉は三国同盟の解消や日本軍の昂国からの撤退
などをめぐって難航し，対米強硬派の松岡外相が交渉の打ち切りを主張
していた。それに対し，交渉継続を主張する近衛首相は，いったん内閣

総辞職をおこない，松岡外相を除いたうえで第３次近衛内閣を成立させ
た。交渉を継続させるため，アメリカに好印象を与えようとしたのだ。
ところが，第３次近衛内閣成立直後の７月末，すでに決定されてい

ナリズムはＡＢＣＤ包囲陣（Ａｍｅｒｉｃａ：アメリカ，Ｂｌｒｉｔａｉｎ：イギリス，

Ｃｈｉｎａ：中国，Ｄｕｔｃｈ：オランダ）と書き立てて国民の危機感をあおった。

そして第３次近衛内閣と軍部は，９月御前会議で「帝国国策遂行要領」
（史料ｒ）。２１９

を決定，①日米交渉妥結の期限を１０月上旬とし，②１０月下旬をめどに

してアメリカ・イギリス・オランダとの開戦準備を整えることとした。

南部仏印進駐⇔アメリカ：対日石油禁輸・在米日本資産凍結
帝国国策遂行要領…１０月下旬をめどに開戦準備
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○ ア ジ ア 太 平 洋 戦 争 の 開 始

（１）日米交渉の決裂１０月上旬，ハル国務長官が日本軍の中国（満州を除
く）・仏印からの撤退を要求し，日米交渉は行きづまった。すでに「帝
国国策遂行要領」の定めたタイムリミットが到来していた。第３次近衛
内閣は，交渉の妥結を主張する近衛首相らと撤兵を拒否する東条陸相
が対立し，総辞職した。後継首相には，木戸幸一内大臣の推挙により，
対米最強硬派の東条陸相が就任した（東条英機内閣）。主戦論者によっ

て開戦論を抑制するという賭けだった。日米交渉を継続（例題４５⑤）

しかし東条内閣と軍部は，１１月御前会議で日米交渉が不成立の場合

には１２月初旬に武力を発動することを決定した（「帝国国策遂行要領」）。

こ れ に 対 して ， アメ リ カ は 満 州 事 変 以 前 の 状 態 へ の 復 帰 を 要 求 し た
っうちょう

（いわゆるハル・ノート）。日本にとっては事実上の最後通牒であり，

アメリカは日本から開戦に導くことによって戦争の名分を得ることを

ねらっていたのだ。

こうして日本は，１２月８日ハワイ真珠湾とマレー半島を奇襲攻撃し，

アメリカ・イギリス・オランダに対して宣戦布告，日中戦争を含めて大

１４１嘉戦争と称した（アジア太平洋戦争の開始）。ドイツ・イタリアも三

国軍事同盟にもとづいてアメリカに宣戦布告，それに対して，１９４２年１

月アメリカ・イギリス・ソ連・中国などが共同宣言を発して連合国（ｔｈｅ

ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓ）

を 結 成 し ， 全 面 的

な 世 界 戦 争 が 始 ま

った。

（２）緒戦の勝利緒戦

は 日 本 側 に 有 利 に

進 ん だ 。 イギ リ ス

の 拠 点 香 港 ・ シ ン

ガ ポ ール を 陥 落 さ

せ，１９４２年春まで ▲アジア太平洋戦争関係地図
ｉ
・
̶
Ｉ
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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にフィリピン・ビルマ（今のミャンマー）・ジャワなど，東南アジア・

西太平洋地域を占領した。

しかし同年夏から戦局が転換した。ミッドウェー海戦で日本海軍が

アメリカ海軍に惨敗し，また，日本軍がソロモン諸島のガダルカナル

島への上陸作戦を開始したが，まもなくアメリカ軍の反攻がはじまっ

た。そして，１９４３年２月日本軍はついにガダルカナル島から撤退，以

後，戦局の主導権を完全に連合国軍に奪われる。ちょうどドイッ軍が

スターリングラードでソ連軍に敗北したのと同時期であり，１９４３年８

月にはイタリアが降伏した。

次の文章の正誤を判定せよ。
だいとうあかいぎ

① 日 本 は 大 東 亜 会 議 を 開 き ， 当 時 日 本 の 勢 力 圏 内 に あ っ た すべ て

の地域の国家的独立の承認を約束した。

② ア ジ ア 太 平 洋 戦 争 中 ， 日 本 軍 は タ イ ・ ビ ルマ 問 の 軍 用 鉄 道 建 設

で連合軍捕虜・アジア人労務者を酷使した。
て き れ い き ゅ う

③ 戦 況 が 悪 化 す る と ， 徴 兵 適 齢 期 の 大 学 生 な どの 多 く は ， 徴 兵 猶

予を停止され軍に入隊させられた。

④ 植 民 地 で は 台 湾 人 に 対 して 徴 兵 制 を 実 施 し ， 朝 鮮 人 に は 実 施 し

なかった。

駈駈ｉｌｒ開戦の詔書」は，アジア太平洋戦争の目的を日本の“自存自衛”
を実現させることだと述べていたが，アジアを欧米諸国の植民地から解

放・独立させることは，戦争目的には掲げていなかった。

＠ 大 東 亜 共 栄 圏 の 実 態

日本は東南アジア・西太平洋の広大な地域を占領するに際し，艦とｔ牡；⊇主

匹 ① 誤 ② 正 ③ 正 ④ 誤
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の確保と現地軍の自活を優先させた。そのため，軍政担当者は軍票を乱

発して物資を徴発したり，現地住民を軍用工事に労務者として強制労働さ
せたりした。なかでも，タィとビルマをむすぶ軍用鉄道（泰緬鉄道）の建設
工事には，労務者だけでなく連合国軍の捕虜も動員された上に，劣悪な条

件のなかで工事が強行されたため，多くの労務者・捕虜が死亡した。
しかし戦局の悪化とともに，民心を把握する必要から占領政策を転換さ

せる。１９４３年ビルマ・フィリピンを独立させ，さらにインドの独立をめざ

して自由インド仮政府を樹立させた。そして同年１１月，それらの政府に加
えて満州国・中国冨蜜錨政府・タイの代表者を東京に招いて大東亜会議
を開催しだ。占領地域の結束を誇示しようとしたのだ。
とはいえ，マレーやオランダ領東インド（今のインドネシア）については

重要資源の供給地として日本領に編入する方針をとっており，占領地域す
べての国家的独立を認めたわけではなかった。

また， 立を められたビルマ・フィリピンでも日本の軍事的支配とい

う実態は変わらなかった。そのため，当初は日本軍に協力的だった各地の

民衆も，期待が幻滅に代わり，次第に抗日の傾向を強めた（Ｏｐ．２２８）。

ａ１１１屁ｉｌ思わぬ長期戦にはまりこんだ中国とめ戦争に疲れた国民は。
アジア太平洋戦争における緒戦の勝利に熱狂したのだが……。

＠ 銃 後 の 国 民 生 活

出翼賛選挙１９４２年４月東条内閣は総選挙の実施に際し，候補者の推薦制
を導入した（翼賛選挙）。そして，当選議員のほとんどを含む唯一の政
治団体として翼賛政治会を結成させ，一国一党体制を形式的に整えた。

（２）国民の戦争への総動員戦争の拡大とともに，徴兵の強化・軍需生産
の拡大により労働力が不足した。そのため，中等学校以上の学生・生
徒を勤労動員，未婚の女子を女子挺身隊に編成して軍需工場などに動

員し，朝鮮人や占領下の中国人を強制連行して鉱山などで働かせた。
また，戦局が悪化するにともない，１９４３年大学生と高等学校・専門

学校生徒の徴兵猶予が停止され，徴兵適齢の文科系学生が軍に召集さ

１
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れた（学徒出陣）。さらに，朝鮮や台湾でも徴兵制が導入された。朝

鮮では１９３８年に特別志願兵制度，４４年徴兵制が実施され，台湾では４２
年に特別志願兵制度，４５年徴兵制が実施された。ワルｊｊｊｙで器ｊ
しかし，船舶の大量喪失により，東南アジアの占領地から石油・鉄

鉱石などの資源を国内に輸送することが不可能になると，日本経済は
致命的な打撃をうけた。さらに，１９４４年末からの本土空襲により都市
での国民生活は破綻，国民学校児童の疎開（学童疎開）もおこなわれた。

次の文章の正誤を判定せよ。

①サイパン島陥落が原因となり，小磯国昭内閣が崩壊しだ。

② ソ 連 の 対 日 参 戦 に 直 面 し た アメ リ カ は ， 戦 争 の 早 期 終 結 を ね ら

って沖縄上陸作戦を実施し，はげしい地上戦を展開した。

③ アメ リ カ 軍 が 上 陸 し た 沖 縄 で は ， 軍 人 だ け で な く 一 般 住 民 も 戦

闘に駆り出され，女子生徒もひめゆり部隊などに編成された。

④ アメ リ カ 軍 は 広 島 に 次 いで 長 崎 に も 原 爆 を 投 下 し ， 無 差 別 で 大

量の殺戮をおこなった。

ｇｉ；回り は アメ リ カ ・ など連合国軍のまえについに敗北する。

ｏ 日 本 の 敗 北

（１）戦局の悪化１告諭年７月マリアナ諸島のサイパン島が陥落した。これ

は東京が連合国軍の空襲圏内に入ったこと｀を意味し，日本の敗戦は必

至となった。その結果，昭和天皇から絶対的な信頼を得ていた東条内

閣も総辞職に追い込まれ，かわって陸軍軍人小磯国昭と穏健派の海

長老米内光政が内閣を組織した（小磯国昭内閣）。萌黄ラブ］昌

４４年末からマリアナ基地のＢ２９による本土爆撃が始まり，４５年３月-ｖ-～’--ヽ ／ヽ-‾゙ ｖ’` ｖ”-ヽ ／’‾` ヘ
コ ま 東 京 無 爆 撃 う ナ （ 東 京 襲 ） 大 砂

４５年４月１：ニは沖縄本島にアメリカ軍が上陸（沖縄戦開始）。日本軍は，

中学校・師範学校の男子生徒を鉄血勤皇隊に組織して実戦に投入，高

等女学校・女子師範学校の女子生徒をひめゆり部隊などに編成して従

回 蓬 尚 尚 肇 （ Ｄ 誤 ② 誤 ③ 正 ④ 正一
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さつりく
軍看護婦として動員した。また，アメリカ軍による住民の無差別殺戮

日本軍による住民虐殺・集団自決への誘導などがおこなわれ，多数の

非戦闘員が犠牲になった。

沖縄戦の敗北がはっきりした段階で，昭和天皇もようやく終戦を決意

し，１９４５年４月小磯内閣にかわって鈴木貫太郎内閣が成立。 “一億玉

砕 ” を掲げて本土決戦の態勢を整えつつ，天皇制護持に向けて終戦工作

が進められた。一方，ヨーロッパでは５月ドイツが無条件降伏した。

（２）連合国の対応連合国の目標は日本の無条件降伏だった６

ｉ
ｌ

-

Ｌ

-

-

-

-

-

ｄ

ｉ

ｌ

-

-

-

ｉ

-

■
ｉ
ｌ

ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ

カ イ ロ 宣 言

（１９４３．１１）

ヤルタ協定
（皿１５．２）
（史３Ｆｉｌｐ．２２０）

米（ローズヴェルト）対日領土方針（朝鮮の独立な

Ｕ（チャーチル）４ど）・日本の無条件降伏までの中 （ 蒋 介 石 ） 行 動 の 続 行 を 表 明

米（ローズヴェルト）ドイツ降伏後２～３か月以内

｜が（チャーチル）４のソ連の対日参戦・南樺太とソ （ ス タ ー リ ン ） 千 島 の ソ 連 帰 属 を 決 定

回ｊＪ囃二言吟［１本に無ｆ４１件｜剃犬を勧告

（ＳＩ；ｔｔ囲ｌこい（蒋介Ｅ）

（３）日本の無条件降伏ポツダム宣言の発表に対して鈴木内閣が“黙殺”と
の態度をとると，アメリカが広島・長崎へ原子爆弾を投下，ソ連が日

本に宣戦布告して満州・朝鮮・樺太ついで千島に侵攻した。そこで，
鈴木内閣と軍部は，８月１４日御前会議でポツダム宣言受諾を決定し，
連合国に通告した。そして同日付で「終戦の詔書」が発せられた。
それにともなって鈴木内閣は総辞職し，かわって皇族東久遠宮稔

彦王が内閣を組織した。軍内部の主戦論者の不満や敗戦にともなう国
民の動揺を抑える意図から初の皇族首班内閣が組織されたのだ。そし
て，９月２日降伏文書に調印，連合国軍による日本占領が始まる。
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三ＳＧ；・まｊ：

次の文章の正誤を判定せよ。

①日本本土も沖縄も，ともに連合国軍が間接統治下に置いた。

②日本の戦争犯罪人の厳重な処罰方針は，ヤルタ会談で決定した。

ｌｉｉＳｉＳ１日本は，１９４５年９月２日の降伏文書で，軍隊の連合国に対する
無条件降伏を宣言するとともに，天皇および日本国政府の国家統治の権限
が連合国軍最高司令官の従属下におかれることを認めた。

○ 連 合 国 軍 に よる 占 領 管 理 の 開 始

川連合国の戦争目的と戦後秩序アメリカとイギリスは１９４１年８月大西

武装化などからなる戦後世界構想を示していた。この構想は，１９４２年

の連合国宣言でも連合国（ｔｈｅｕｎｉｔｅｄＮｉｌｔｉｏｎｓ）の戦争目的として確認さ

れ，１９４５年１０月に発足した国際連合（ｔｈｅｕｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓ）へと受け継

がれた。

また，連合国はブレトン・ウッズ（アメリ，カ）で通貨金融会議を開き，

貿易の拡大・自由化とそのための国際通貨制度の確立をめざして国際

通貨基金（ＩＭＦ）を設置し（１９４５年１２月発足），ドルを基軸通貨とする

固定相場制を採用した。金１オンスを３５ドル・としたうえマ，各国の通

貨とドルとの交換比率を設定し，為替相場の安定をはかろうとしたの

だ。さらに，１９４８年にはＧＡＴＴ（関税および貿易に関する一般協定）を

結び，関税その他の貿易障壁の低減・削減を促進しようとした。

こうしてアメリカが主導する国際秩序が形成されていったが，他方

でソ連の勢力拡大も著しく，次第に世界はアメリカなど資本主義諸国

匹 〕 ① 誤 ② 誤

Ｉ
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■
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とソ連など社会主義諸国との２大陣営へと分裂していく（Ｏｐ．２２７）。

（２）日本占領のしくみ大日本帝国は敗戦にともなって領土を分割された。

カイロ宣言にもとづいて，台湾などは中国に返還され，将来の独立

を約束された朝鮮はアメリカ・ソ連によって分割占領された（自主的な

独立運動は弾圧）。南樺太・千島列島はヤルタ協定にもとづいてソ連

軍が占領・領有し，また，沖縄・奄美・小笠原の各諸島はアメリカ軍

が占領し 直接軍政によって支配した。八万ｊｊ尚言
日本本土については，アメリカ軍を主力とする連合国軍の占領下にお

かれ， 治した。降伏
文書調印により，連合国軍最高司令官は憲法を超越する絶対的な権限を

得たが，

連合国軍最高司令官の諮問機関として東京に対日理事会が設置された。
しかし，アメリカ政府は，連合国問の合意が成立しないときには極東委

員会の決定がなくともＧＨＱに対して占領政策を指令することができた

ので（中間指令という），実質的にはアメリカの単独占領だった。

１

-
一
-
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
；
！
Ｉ
Ｉ

ｉ
̶
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

１

Ｈ ’ １ ’ 連 合 国 軍 の 占 領 機 構

最高決定機関…極東委員会（ワシントン・１・１か国）

統治機関………連合国軍最高司令官総司令部（ＧＨＱ）

最高司令官＝マッカーサー４リッジウェイ

諮問機関………ヌ寸日理事会（東京・米英ソ中の４か国）

っ ィ 衣 ☆ 逮 回 白 回 ①
（３）戦犯裁判の実施連合国はポツダム宣言にもとづいて戦争犯罪人（戦
犯）の裁判・処罰を実行した。その際，捕虜虐待などの“通例の戦争犯
罪 ”（Ｂ級）に加え，侵略戦争の計画・開始・遂行を “平和に対する罪 ”

（Ａ級），一般住民に対する殺害や虐待など非人道的行為を “人道に対す

る罪”（Ｃ級）として新たに戦争犯罪として設定した。

ＧＨＱは，１９４５年９月から戦争に指導的役割を果たした軍人・政治家



囮占領下での戦後改革一一２θ／

を戦犯容疑者として逮捕し，翌年５月から極東国際軍事裁判（通称東
さ は と う じ ょ う ひ で き ひ ろ た こ う

京裁判）で裁いた。Ａ級戦犯として起訴されたのは東条英機・広田弘
き ま つ お か よ う す け き ど こ う い ち こ う
毅・松岡洋右・木戸幸一ら２８名で，そのうち，東条・広田ら７名が絞

首刑，木戸ら１６名が終身刑に処せられた。東京裁判は，しばしば連合

国による一方的な “ 勝者の裁ぎといわれるが，戦犯容疑者のなかには，

他人の責任を追及したり内部告発をおこなうことによって起訴を免れ

た軍人・政治家かおり，７３１部隊（べ〉ｐ．１８６）の関係者はアメリカヘの資料

提供とひきかえに免責された。また，昭和天皇については，占領統治

のため最大限に利用しようと考えていたマッカーサーやアメリカ政府

の政治的判断により起訴されなかった（べ〉ｐ．２０７）。

なお，「平和に対する罪」は戦後に初めて規定されたものであり，事後

立法の適用に反対する罪刑法定主義の立場からしばしば裁判の不当性が

指摘されるが，検察側は，十五年戦争以前に侵略戦争の違法性とその犯

罪性は実定法則として確定していた（ゆｒ）。１５３）との立場をとっていた。

他方，ＢＣ級戦犯に対する軍事裁判は，横浜やアジア太平洋各地でア

メリカ・イギリス・オランダなどによっておこなわれ，上官の命令に

したがって捕虜を管理していた兵士たちが裁かれた。

次の文章の正誤を判定せよ。

① 吉 田 茂 首 相 に 対 し ， 婦 人 参 政 権 な どの 五 大 改 革 が 指 示 さ れ た 。

②ＧＨＱの指令にもとづいて社会主義者な｀どの政治犯が釈放され

たが，特別高等警察の活動は続いた。

③２０歳以上の男女に選挙権が与えられ，はじめて婦人参政権が認

められたのは，日本国憲法の施行後のことであった。

④二・一ゼネスト計画のころ，労働運動の主要な目標は，治安維

持法や特別高等警察を廃止することであった。

⑤ 日 本 国 憲 法 は ， 主 要 な 原 則 の 一 つ と して 戦 争 を 放 棄 す る こ とを

定めた憲法であり，帝国議会の審議をへて制定された。

匹 ｊ ① 誤 ② 誤 ③ 誤 ④ 誤 ⑤ 正



２θ２-５章十五年戦争

１！疆戻-ポツダム宣言に示された条項は，降伏にあたっての条件では
なく，無条件降伏のあとに実施を義務づけられた条項だった。それらを間
違いなく実行させるため，連合国軍による占領管理が実施された。

＠ 政 治 的 自 由 の 拡 大

（１）非軍事化と民主化

ｌ

Ｊ

と と も に 政 治 的 の ’ ・ リ ・ ヒ を 促 進 し た 。

ところが，ポツダム宣言受諾後に成立した東久遠宮稔彦王内閣は，

連合国軍に押収されるとまずい公文書の焼却を進めるとともに，国体

護持をかかげ，治安維持法にもとづく弾圧体制を維持した。そのため，

１９４５年１０月ＧＨＱが政治犯の釈放・天皇に対する批判の自由など政治的

自由の拡大を求める人権指令を発すると，対立して総辞職した。

（２）五大改革指令かわって，戦前に協調外交を展開した幣原喜重郎が

首相に就任すると（外相は吉田茂），マッカーサーは，１０月１１日幣原首-
相に対して五大改革を口頭で指示するとともに，憲法改正を糸必した。

一 一卜心之-イｊ手巾４回ではない（例題４９⊃

① 婦 人 の 解 放 ４ 婦 人 参 政 権 の 実 現

②労働組合の奨励４労働組合法の制定（ぐ）ｐ２１０）

③教育の民主化吟教育基本法の制定・教育勅語の失効（ロで〉１３．２０７）

④圧政的諸制度の撤廃４治安維持法・特別高等警察などの廃止

⑤経済の民主化４財閥解体・農地改革の実施（ｏｎ．２０８）

別
幣原内閣は１９４・５年１０月治安維持法・治安警察法 特
廃止するとともに，政治犯を釈放した。さらに，１２

月幣原内閣は選挙法を改正して， を 以上の男女とする
）。
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また，ＧＨＱの指令にもとづき，戦争協力体制において指導的な役割

を果たした軍人・政治家・財界人などが政治・警察分野の公職，財界・

言論機関などの責任ある地位・職務にっくことを禁止した（公職追放）。

（３）政党の復活１９４５年末までに政党が結成・復活された。

戦後直後に された政党
日本進歩党…旧民政党など大日本政治会（旧翼賛政治会）参加者
日本自由党…旧政友会（久原派）・総裁鳩山̶郎
日本協同党…産業組合運動の指導者が中心（４国民協同党へ）
日本社会党…無産政党の旧社会大衆党
日本共産党…釈放された徳田球一ら・はじめての合法政党

＠ 日 本 国 憲 法 の 制 定

川制定過程憲法改正作業がスタートするのは，１９４５年１０月にマッカー
サーが幣原喜重郎首相に対して憲法改正を示唆してから。
幣原内閣は松本蒸治国務相を委員長として憲法問題調査委員会を設

置し，１９４６年２月天皇の統治権を認め，明治憲法の部分的な修正にとど
めた「憲法改正要綱」を提出したが，ＧＨＱに拒否された。それにかわり
ＧＨＱは，憲法研究会（高野岩三郎ら学者により組織）が自主的に発表し

ていた「憲法草案要綱」などを参考にして，国民主権・天皇の象徴的地
位・戦争放棄をもりこんだＧＨＯ案を示した。ソ連を含む極東委員会が

発足し（４６年２月），日本の新たな憲法について議論を始めるよりも以前
に，アメリカ主導の占領政策を既成事実化しようとしたのだ。
そして幣原内閣がＧＨＱ案にもとづいて憲法改正案を起草し， 第１次

によって日 として公 された。 は翌 ５ ３日

（２）改正のポイント主権在民・基本的人権の尊重・平和主義が３ 原則。

国家の主権は天皇から国民へ移り，天皇は日本国と日本国民統合の象
徴，国会（衆議院・参議院で構成）が国権の最高機関・唯一の立法機関
と規定された。内閣は国会に対して責任をもつものとされ（議院内閣
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制），首相の任免権を天皇がもつことには変わりがないが，国会が首相

を指名し，首相が各大臣の任免権をもつものと規定された。そして，

国民の平和的生存権の尊重を掲げ，第９条で戦争・武力による威嚇・

武力行使をすべて放棄し，戦力を保持しないことを宣言した（Ｏｐ２３８）。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ

ｌ
ｌｉ

示
談
顛

天皇が統治権を総攬
天皇の輔弼機関・天皇に対して責任をもつ
天皇が各大臣の任免権をもつ
各大臣の単独輔弼制

家督相続にかえて

国会が国権の最高機関
↓↑議院内閣制・国会に対して責任をもつ
内閣…才首相が各大臣の任免権をもつ

連帯責任制

↓↑

⑤

⑤

露

子

ＩＩＩフｋＫ”゙
」ｉ・・’一’ｒｉｉｌ！ＩＩ。

（３）地方分権の推進新憲法で地方公共団体の首長の公選制が定められた
ことをうけ，１９４７年４月第１次吉田内閣が地方自治法を制定し，地方

住民の政治参加の権利を保障し，内務大臣をはじめとする中央官庁の
統制を排除した。
また，１９４７年１２月片山哲内閣が警察法を定めて中央集権的な警察制

度を解体し，人口５０００人以上の市町村に自治体警察を設置，それ以外
の村落部を管轄するためだけに国家地方警察を置いた（ぺ〉ｐ．２３８）。
こうして地方分権化が進められるなか，同年１２月地方行政・警察行

政を管轄した内務省が解体された。
（４）民法・刑法の改正１９４７年民法㈲〉ｎ．６６）が大きく改正された。戸主制度

権・夫婦中心の家族制度が定められた。

また，同年刑法（べ〉ｎ．６６）も一部改正され，天皇に対する大逆罪

敬罪や姦通罪などが廃止された。

φ
不



三・１-Ｊ二Ｘ；／ムＶノしＸ１１

明治民法（１８９８年）

囮占領下での戦後改革-２θｊ

戸主制度…戸主が家族の居住指定権・婚姻の同意権などをもつ
長男が家督（戸主権・財産など）を相続・男尊女卑

民法改正（１９４７年）
戸主制度・家督相続の廃止４財産の均等相続・男女同権

○ 政 治 の 民 主 化

川政党内閣の復活１９４６年４月新選挙法にもとづく総選挙が実施された。

婦人が初めて参加し，３９名もの婦人代議士が当選。幣原内閣の与党進

歩党は，議員の大半が公職追放をうけたうえ，総選挙の結果，議席を

減らして第２党に転落，かわって第１党となった自由党も過半数をと
はとやまいちろう

れなかった。さらに，自由党総裁鳩山̶郎が選挙後に公職追放をうけ
なんこう

たため組閣が難航し，内閣が存在しない状態が１か月も続いた。

その頃，敗戦直後の深刻な食糧危機を背景として各地で民衆運動が高

まり，生活防衛・擁護を掲げる労働組合の活動も活発となっていた。そ

して，５月には復活メーデーや食糧メーデーがおこなわれ，社会党・共

産党の提携による民主人民政府の樹立をもとめる声が高まっていた。

この動きを警戒したＧＨＱは，自由党総裁となった前外相吉田茂を後

押しし，自由党・進歩党の連立内閣を組織させた（第１次吉田茂内閣）。

ここに五・一五事件以来途絶えていた政党内閣が復活した。

（２）二・ -ゼネスト計画各地で産業報国会にかわって労働組合の組織化

が進むなか，労働組合の全国組織が新たに結成された。１９４６年８月社

会党系の日本労働組合総同盟（略称総同盟），共産党系の全日本産業別

労働組合会議（略称産別会議）が成立した。

そして，激しい食糧危機・インフレの昂進・失業者の激増により国

民の生活危機が高まるなか（ぐ〉μｌｏ），官公庁の労働者を中心として

二・ - ゼネストが計画された。産別会議・総同盟加盟の数百万の労働

者が参加し，１９４７年２月１日を期して全国いっせいにストライキ（ゼネ

』
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スト）を実施しようとしたもので，共産党・社会党左派の指導のもと，

吉田内閣の打倒・民主人民政府の樹立がめざされていたが，マッカー

サーの禁止命令で中止された。

（３）中道内閣の登場１９４７年４月新憲法下の新しい政府を構成するために

衆議院議員選挙・参議院議員選挙が実施された。その結果，得票数で

は 自 由 党 が ト ップ だ っ た も の の 議席数では社会党が第１党となり，‾ ’ ゛ ’ ｀ ‘ ” ’ か １ 二 心 占 ‘ ̈ ゛ Ｊ ’ ” り ” Ｗ ‘ Ｉ Ｊ 堅 ゛ Ｃ ゛ ｀ Ｉ Ｊ ‘ μ 八 ｊ ／ ｊ ’ 叩 Ｉ Ｘ ， Ｃ - ″ ふ ソ

社 会 党 委 員 長 片 山 哲 を 首 相 と し て 社 会 党 ・ 民 主 党 ・ 国 民 協 同 党 の ３ 党

連立内閣が成立した。保守勢力でもなく共産党勢力でもない，中道内
閣のもとで戦後改革と経済復興が進められていく。

-
-
Ｉ
Ｉ
ｒ
-
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
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次の文章の正誤を判定せよ。

① マ ッ カ ー サ ー は ， 国 家 と 神 道 の 分 離 令 を 発 し た う え ， 天 皇 の 神

格を否定する宣言を発表した。

② 教 育 勅 語 の 理 念 に か わ って ， 戦 後 に は ， 個 人 の 尊 厳 を 重 ん じ ，

真理と平和を愛する自主的精神をもつ人間を育成することが，教

育理念とされた。

③ 教 育 基 本 法 で は ， 義 務 教 育 は ９ 年 間 に 延 長 さ れ ， 教 育 の 機 会 均

等，男女共学などが定められた。

④ 地 方 自 治 体 の 長 が 任 命 す る 委 員 に よ って 組 織 さ れ る 教 育 委 員 会

が設置された。

皿曇新憲法では天皇の地位は国民の総意にもとづくものとされ，
神話にもとづく宗教性が否定された。そして宗教・教育の面でも，神格化
された天皇と神国日本の思想が排除された。

＠ 国 家 神 道 の 解 体

ＧＨＱは国家神道（０ｒ）。６１）を解体させた。１９４５年１２月国家と神道との分離
を指令し（神道指令），神社に対する政府の保証・支援・監督などを廃止さ

ＣＺＩＩＩ豆１１１１】遍笥①誤②正③正④誤-一一
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せ，学校教育から神道教義を排除させたのだ。これにより，国家の祭祀を

担っていた神社神道の特権｜生か否定され，神社も他の民間宗教と同様な宗

教団体となり，４６年神社の連合組織として神社本庁が発足した。こうし

て

また，１９４６年１月１日幣原内閣のもとで「新日本建設の詔書」（いわゆる

天皇の人駅宣言）が発せられた。マッカ一サーではなぃ（例題５０①）
（ｊｉｔ！料ｐ．２２３）

これは，ＧＨＱの指示・合意のもとで昭和天皇みずからが天皇の神格性

を否定した詔書だ。当時は天皇の退位・戦犯としての起訴をめぐって内外

で論議がかわされていたため，昭和天皇の免責と天皇・天皇制存続という

Ｇ Ｈ Ｑ の 方 針 を 既 成 事 実 化 す る た め に お こ な わ れ た セ レ モニー だ っ た

（Ｏｐ．２（回忌ｐ．２０３）。

＠ 教 育 の 民 主 化

学校教育は国民形成の根幹のひとっだ。そこでＧＨＱは，１９４５年１２月学

校 教 育 で の 修 身 ・ 日 本 歴 史 ・ 地 理 の 授 業 を 停 止 す る こ と を 指 令 し た 。

さらに，１９４６年３月にはＧＨＱの要請にもとづいてアメリカ教育使節団が

来日し，個人の価値と尊厳を重視することを教育方針として強調，男女共

学・義務教育の９年制・教育の地方分権化などを提案した。

それをうけて，１９４７年３月第１次吉田内閣が教育基本法を制定した。教
ち ょ く ご （ 史 料 ｐ ． ２ ２ ５ ）

育勅語に代わる新しい教育理念として，個人の尊厳の重視・真理と平和

を希求する人間の育成を掲げ，教育の機会均等・教育に対する公権力の

不当な介入の禁止などを規定した。そして，１９４８年６月には衆議院・参議

院で教育勅語の失効ならびに排除が決議された。

教育の
教育基本法（‘１９４７．３）……教育の機会均等・男女共学・義務教育９年制

学校教育法（‘１９４７．３）……六・三・三・四制の学校体系

教育委員会法（１９４８．７）…公立学校の運営管理・教科書の採択などを処理

教育委員は公選制（こ〈〉ｐ．２３９）

はない
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次の文章の正誤を判定せよ。

①幣原喜重郎内閣は，農民の声を背景に，実施に消極的なＧＨＱ
を説得して農地改革を押し進めた。

こうせいとりひきいいんかい
② 政 府 は 公 正 取 引 委 員 会 を 設 け ， 株 式 を 所 有 し て 企 業 を 支 配 し て

もちかぶ
き た 持 株 会 社 を 整 理 し た 。

きんゆうきんきゅうそ
③ イ ン フ レ ー シ ョ ン 抑 制 の た め に ， 預 金 封 鎖 を 含 む 金 融 緊 急 措

ちれい
置 令 が 出 さ れ た 。

④ 生 産 復 興 の た め に ， 石 炭 ・ 鉄 鋼 な ど の 生 産 に 資 金 や 資 材 を 集 中
けいしゃせいさんほうしき

す る 傾 斜 生 産 方 式 が と ら れ た 。

ｌｌＥＥｉｉｌＧＨＱの指令のもと，財閥解体・農地改革・労働改革の３大改
革が進められるとともに，食糧危機・極度のインフレを克服するため経済
復興への努力が進められていく。

＠ 経 済 の 民 主 化

ＧＨＱは，財閥と
なし，その解体を指令するとともに，日本社会の民主化の担い手を育成す

るため，労働者・農民の生活水準の向上をはかった。

（１）財閥解体ＧＨＱがめざしたものは，①持株会社の解体，②財閥家族の

企業支配力の排除，③株式所有の分散（株式の民主化）。そのため，１９４５

年１１月財閥資産の凍結を実施。次いで三井・三菱・住友・安田など合

計２３の財閥本社を解体させ，財閥家族とその関係者を会社役員から追

放，財閥家族や本社が所有していた株式は１９４６年８月発足の持株会社

整理委員会に移管させて公開処分した。公正取引委員会ではなぃ（例題５１②）

そして，将来における財閥の復活を防ぐため，１苔諭年４月第１次吉

田内閣が独占禁止法を制定。持株会社・カルテルなどが禁止されて自

由競争の保障がはかられ，監視のために公正取引委員会が設置された。
かどけいざいりょくしゅうちゅうはいじょほう

さ ら に ， 同 年 １ ２ 月 片 山 内 閣 が 過 度 経 済 力 集 中 排 除 法 を 制 定 し 。 独

Ｆ琵Ｆ閉厘圏（Ｄｍ②誤③ｉＥ④ヱＥ一
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占的な地位をもつ大企業の分割を促進した。しかし，銀行は分割の対

象とされず，また米ソ冷戦が激化するなかで適用が緩和され，３２５社が

分割対象に指定されたものの，実際には日本製鉄など１１社だけが分割

された。

持株会社整理委員会……財閥本社の解体を実行

独占禁止法………………お

⇒監視機関＝公正取引委員会

過度経済力集中排除法…独占的な大企業を分割

▲第１次・第２次農地改革の比較

第１次（幣原） 第２次（第１次吉田～）

不在地主 土地所有認めず 土地所有認めず

在村地主 ５町歩まで認める １町歩まで（北海道は４町歩）

小作料 金納（現物納も可） 金納４最高額も決定

農地委員会 地主⑤自作⑤小作⑤ 地主③自作②小作⑤

日本農民組合に代表される農民運動は，農

の指令をうけ，幣原内閣が１９４５年１２月農地調整法を改正し，第

のうちかいかくきせいじぬしせい
（２）農地改革寄生地主制の解体による自作農の創設が改革の目標。

ＧＨ

１次農地改革に着手した。 １

しかし，在村地主の所有限度を５町歩とするなど不徹底で，ＧＨＱは

農民運動の高まりを警戒して改革の徹底化を求めた。そこで，第１次
吉田内閣が偕尋年１０月農地調整法を再改正，自作農創設特別措置法を
制定し（第２次農地改革），①不在地主の全所有地と在村地主の１町歩
以上の所有地（北海道は４町歩）を国家が強制的に買収して小作農に売㎜Ｗ ’

ド却，②小作料の金納化などが実施された。
朧 ｙ そ の 結 果 ， 山 林 地 主 の 残 存 な ど 限 界 は あ る が ， 皿

お こ な っ た 。 そ れ に 対 し ，

地改革の成

功によって

活動を後退

させていっ

た。
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（３）労働改革日本経済の国際競争力を支えていた低賃金構造（ぐ１３．１８０）を

是正するため，労資関係の改革と労働者の地位向上をめざした。

労働組合法｛‘ＩＳ｝４５．１２）………労働者の団結権・団体交渉権・スト権を承認

労働関係調整法（１９４６．９）…労働争議の仲裁・調停などの方法を規定

労働基準法（‘１９４７．４）………労働条件の最低基準を定める

さらに，１９４７年９月には片山内閣によって労働政策担当の官庁とし
て労働省が設置された（婦人少年局長には山川菊栄が就任）。

＠経済復興への努力

（１）国民生活の破綻敗戦後の日本経済は深刻な 機に｜ い て い た 。 ① 戦

時中の空襲によって多くの都市では生活や生産活動が破壊されており，

②敗戦にともなって軍需生産が停止されたため，ほとんどの工場が生

産をストップさせ，民需生産への転換が進まず，戦時中以来の物資不

足はさらに深刻となっていた。また，③敗戦直後の臨時軍事費の支出

急増が激しいインフレを引き起こし，④戦争終結にともなって戦地か
ふ く い ん ひ き あ
ら復員してきた軍人や中国・朝鮮などから引揚げてきた人びとが加わ

って失業者が激増，⑤凶作による食糧不足も重なって，国民生活は極

度に困難となっていた。

こうしたなか，労働組合は賃金の大幅増加などを求めて労働争議を

おこし，労働者による生産管理や経営参加も進んでいた（ぐ〉ｐ．２０５）。

（２）新円切り替え激しいインフレを抑制するため，１９４６年２月幣原内閣

が 金 融 緊 急 措 置 令 を 出 す。 そ れ ま で 発 行 さ れて い た 日 本 銀 行 券 （ 旧

円）の流通を禁止して新しい日本銀行券（新円）に切り替える（新円切り

替え）とともに，その際，旧円をすべて強制的に預金させて封鎖し（預

金封鎖），一人１か月１００円に限って新円での預金の引き出しを認めた

のだ。これによって貨幣流通量を減らすことには成功したものの， -

時的な効果しかなかった。
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（３）傾斜生産方式第１次吉田内閣（蔵相石橋湛山）は，総合的な経済政策
の立案をおこなうために経済安定本部を設置し，１９４６年１２月から傾斜

日本国及満州国ハ締約国ノ一方ノ領土及治安二対スル一切ノ脅

威ハ同時二締約国ノ他方ノ安寧及存立二対スル脅威タルノ事実ヲ確

認シ，両国共同シテ国家ノ防衛二当ルベキコトヲ約ス。之が為所要

ノ日本国軍ハ満州国内二駐屯スルモノトス…・

ベ シ

の起点にしようとしたのだ。そし

を支給して生産

費を保障，アメリカの対日援助による輸入資材を集中的に投下した。

この政策は，片山内閣，同じく３党連立で民主党首班の芦田均内閣

にも継承された。その結果，生産は上昇しはじめたが，赤字財政によ

る巨額の資金投入がインフレをますます進行させてしまった（Ｏｐ２２９）。

（４）ガリオア資金によるアメリカの援助ガリオア資金とは占領地域統治ききんえきひょう
救済資金の略称で，占領地住民の最低生活を維持し，飢饉と疫病を防

いで社会不安を除く目的で支出された。日本では，この資金で食糧や

医療品などが供給された。なお，冷戦の進展にともなってエロア資金

（占領地経済復興援助資金）も供与され，工業原料の輸入にあてられた。

… … … 必 出 史 料 の 征 服 し

固日満議定書（日本外交文書ロ：〉μ７３）

日本国ハ満州国が其ノ住民ノ意思二基キテ自由二成立シ，独立ノー国

家ヲ成スニ至りタル事実ヲ確認シタルニ因リ‥‥左ノ如ク協定セリ
一満州国ハ将来日満両国間二別段ノ約定ヲ締結セザル限り，満州国

領域内二於テ日本国又八日本国臣民が従来ノ日支問ノ条約，協定其
と り き め よ

ノ他ノ取極及公私ノ契約二依り有スルー切ノ権利利益ヲ確認尊重ス

一

一

１
ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｉ
ｌ
。
・
・
『
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●ポイント解説ｅ関東軍が樹立させた満州国を日本が承認した日満議定書。

１９３２乍９月１５日斎藤実内閣が調印した。満州国は，同年３月に溥儀（清国最後
の皇帝宣統帝）を執政として成立し，中国の乗三省（奉天・吉林・黒竜江省）

を領土として出発，のち熱河省も領土に編入した。

議定書では，満州国を独立国として認めたうえで，満州国の領域内における

日本の権益を尊重し，満州国の国防と治安維持のために日本軍が駐屯すること

を無期限・無条件で認めていた。さらに，日本軍駐屯の経費をすべて満州国が

負担し，鉄道・港湾など交通機関の管轄・新設をすべて日本に任せ，日本人を

満州国政府の官吏に任命することも規定されていた。つまり，日満議定書は満
州国が日本の傀儡国家以外のなにものでもないことを示した外交文書だった。
なお，日満議定書が調印された時には，リットン調査団がすでに調査を終え

て報告書をまとめており，日本（とりわけ陸軍）はリットン報告書が正式に公表

される前に，関東軍による満州領有を既成事実化しようとしたのだ。

回国際連盟脱退通告文（日本外交文書ロ：〉ｎ．１７４）

洲 圭 → 萌 言 言 亘 サ 緑
杢美二月二十四日臨時総会ノ採択セル報告書ハ，帝国力東洋ノ平和ヲ確‾ な こ ‾ ｉ ； Ｅ ‾ ｉ ｊ ‾ ‾ ｉ ’
保セントスル外何等異図ナキノ精神ヲ顧ミサルト同時ニ，事実ノ認定
およびこれおいはなはだごびゅうおちいなかんずく
及之二基ク論断二於テ甚シキ誤謬二陥リ，就中九月十八日事件当時

中 村 大 尉 事 件 や 万 宝 山 事 件 （ 疾 彩 鬘 洒 曼 膳 レ ノ

及其ノ麦二於ケル日本軍ノ行動ヲ以テ自衛権ノ発動耳非スト臆断シ，

又同事件前ノ緊張状態及事件後二於ケル事態ノ悪化カ支那側ノ全責任

二属スルヲ看過シ，為二東洋ノ政局二新ナル紛糾ノ因ヲ作レル一方，

／ 莞 焼 和 晦 回 心
満州国成立ノ真相ヲ無視シ且同国ヲ承認セル帝国ノ立場ヲ否認シ東洋

よっ
ニ於ケル事態安定ノ基礎ヲ破壊セントスルモノナリ○ ’゛゛゜但テ帝国政Ｗ Ｊ- じ
府ハ此ノ上連盟ト協カスルノ余地ナキヲ信シ，連盟規約第一条第三項

が
ニ基キ帝国力国際連盟ヨリ，脱退スルコトヲ通告スルモノナリ。

ｅポイント解説ｅ１９３３年２月国際連盟臨時総会で，リットン報告書をもと

に，満州国不承認の決議案と日本軍の満鉄付属地内への撤退をもとめる勧告案
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が，賛成４２・反対１（日本）・棄権１（タイ）で採択されると，全権松岡洋右ら日

本代表団が退場し，翌月斎藤実内閣が連盟からの脱退を通告した。
連盟のリットン調査団は，中国の提訴をうけ，日本みずからの提案にもとづ

いて派遣されたもので，１９３２年２月から日本や中国各地で調査をおこない，ま

とめあげた報告書を９月３０日日中両国に手交し，１０月２日に公表した。

リットン報告書は，中国は統一国家へと進む途上にある国との現状認識を示

したうえで，柳条湖事件以降の日本軍の軍事行動を正当防衛と認めず，満州国
の建国も住民自身による自発的なものとは認められず承認できないとしており，

日本が積み上げてきた既成事実を否定するものだった。しかし他方では，満州
での日本の経済的権益を承認しており，さらに，満州に中国の主権のもとに自

治政府を樹立させ，あらゆる軍隊を撤退（日本軍はもとより中国軍も撤退）させ

て非武装地域とし，中国と日本・ソ連などとの間に不可侵条約を締結して満州
の安全保障を確保，国際連盟の主導のもとで日本を含めた列国の共同管理下に

おくことを提案しており，日本に対して妥協的な内容となっていた。当時日本
は，中国国民政府による国権回復運動や日本商品のボイコットの不当性を訴え

ており，そうした経済的理由だけから満州事変が計画されたのであれば，この

リットン報告書が示す解決案は処方使として十分に有効なものだったといえる。
ところが，日本はリットン報告書が自衛権の発動を認めず，満州国成立を承

認しない点に反発，イギリスなどが日本に宥和的な態度をみせて妥協を斡旋し
ようとしていたにもかかわらず，報告書の提案を問題解決の基礎として受け入

れることを拒否した。あくまでも日満議定書に即して問題の解決を図ろうとし

たのだ。
それに対して中国の立場を後押しし，武力行使の結果得られた既成事実を追

認することに強く反発したのが，北欧や中南米などの小国だった。これら小国
にとっては国際連盟こそが安全保障の“生命線”だったのだ。さらに，ドイツで

ナチスが台頭し，１９３３年１月ヒトラーが政権を掌握したことは，小国だけでな

くフランスのような大国にも影響を及ぼした。連盟の満州問題への対応がヨー
ロッパでの同様の事態の先例になることへの懸念が強まったのだ。

こうした対立のなか，日本は連盟からの脱退を通告し，第１次世界大戦後の

国際協調一戦争の再発防止とその違法化-の試みに対立する道を選択してい
った。
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こくたいめいちょうせいめい
回国体明徴声明（現代史資料（〉μ７６）

ｚ ． - ダ ・ ゜ ‾ べ 亙 惣 六 一 う て ～ 、
抑 々 我 国 に 於 け る 統 治 権 の 主 体 が 天 皇 に ま し ま す こ と は 我 の本義にし
て帝国臣民の絶対不動の信念なり，帝国憲法の上諭並条章の精神亦茲に存

するものと拝察す，然るに漫りに外国の事例学説を援いて我国体に擬し統-
治権の主体は天皇にましまさずして国家なりとし天皇は国家の機関なりと

匹 ノ ノ 匹 ，
なすが如き所謂天皇機関説は神聖なる 体に惇り其本義を恵るの甚だ

マ ‾
し き も の に して ， 厳 に 之 を 蔓 除 せ ざ る べ か らず

●ポイント解説６Ｍ逼各芥内閣，よ：ｔ９３５年８月と１０月の２度にわたって国体

明徴声明を発したが，この史料は１０月の第２次声明の一部。

美濃部達吉の天皇機関説は，統治権の主体を国家とし，天皇はその最高機関
として統治権を行使するとみなす憲法解釈だったが，１９３５年２月貴族院本会議

で菊池武夫議員が天皇機関説は「緩慢なる謀反であり，明らかなる反逆である」
と攻撃，貴族院議員（勅選議員）だった美濃部が弁明をおこなったものの

（φｐ．１６０），政治問題として大きく取り上げられた。在郷軍人会や右翼が中心と

なって機関説排撃運動（国体明徴運動）を展開し，さらに，岡田啓介内閣や天皇

機関説を支持する元老西園寺公望・内大臣牧野伸顕ら親英米派の天皇側近グル
ープに対する攻撃へとエスカレートしていった。衆議院でも野党立憲政友会が

倒閣を目的として排撃キャンペーンに加わり，陸海相も明確な措置をおこなう
よう内閣に要求した。

その結果，内務省が『憲法撮要』『逐条憲法精義』などの美濃部の著書を発売

禁止処分とし，岡田内閣は国体明徴声明を発した。８月の第１次声明では天皇

機関説は「国体の本義を燎るもの」とされるにとどまっていたため排撃運動かお
さまらず，１０月の第２次声明では機関説の「斐除」（とり除くこと）が明言される
に至った。その過程で，９月美濃部達吉が貴族院議員を辞任し，１２月には牧野

いちききとくろう
伸顕内大臣，翌年３月には美濃部の学問の師にあたる一木喜徳郎枢密院議長が
それぞれ辞任した。



圖二・二六事件話起趣意書（現代史資料こ》ｎ．１８１）
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害相結んで陰謀至らざるなき等は最も著しき
犬 ザ サ ）
して‥中岡、佐郷会謀至らざるなき等は最も著しき事例にして‥中岡，佐郷-

や せ ん く し ゃ し ん ’
屋 ， 血 盟 団 の 先 駆 捨 身 ， 五 ・ 一 五一 一 事件の憤騰，相沢中佐の閃発となる，

井 上 日 召 が 中 心 。 井 上 準 之 助 や 団 琢 磨 ら を 暗 殺 統 制 派 の 永 田 鉄 を 斬 殺一ヽまこと
完に故なきに非ず○｀゜｀・内外真に重大危急，今にして国体破壊の不義

不臣を誄戮し，稜威を遮り御維新を阻止し来れる奸
こうぼいっくう

非 ず し て 宏 謨 を 一 空 せ ん 。

を

斎藤実内大臣や高橋是清蔵相ら戈ｊゞ゛｀ヽレ、、ン
暗殺され、鈴木貫太郎侍従長が重傷を負っ

に

●ポイント解説●１９３６年２月２６日陸軍篁摺必の青年将校らが約１４００名の部

隊を率いて挙兵して首相官邸や重臣の私邸などを襲撃，東京を制圧した。その

際，青年将校らが川島義之陸相に面会して読み上げたのが，史料の厭起趣意書。
この二・二六事件に至る背景は，①国家改造をめざす陸海軍中堅のファシズ

ム勢力と，国際協調の現状維持をめざす西園寺公望・牧野伸顕・鈴木貫太郎ら

天皇側近の親英米派との対立，②満州事変以降に国家改造への動きを主導した
陸軍中堅のファシズム勢力内部における皇道派と統制派との抗争，の２っあり，
とりわけ，②がクーデター挙行の直接のきっかけとなっていた。

満州事変のころは，陸軍中堅のファシズム勢力は荒木貞夫陸相・真崎甚三郎

教育総監らを首領として一つのグループを形成していたが，対ソ戦略をめぐる
対立などから分裂，荒木の後任林銑十郎陸相と結んだ永田鉄山らが次第に陸
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軍の主導権を掌握して統制派とよばれ，それに対立した荒木・真崎らの将官や
りくぐんしかんがっこう連隊付きの青年将校らは皇道派とよばれた。統制派は，陸軍士官学校から陸軍

大学校へ進んだエリート官僚で構成され，軍の組織力による国家改造の実現を
めざしていた。それに対して皇道派の青年将校は，陸軍士官学校を卒業後，陸

軍大学校へは進学せずに各地の連隊に配属された将校で，直接行動を重視する

傾向にあった。

皇道派・統制派の抗争は１９３３年ころから激しくなる。１９３４年には皇道派青年いそべあさいちむらなかこうじ
将校の磯部浅一・村中孝次らがクーデターを計画したとの架空の理由で免官さ

れ（陸軍士官学校事件），さらに１９３５年７月皇道派の中心人物真崎甚三郎が教育
ひ め ん あ い ざ わ さ ぶ ろ う

総監を罷免され，同年１０月それに反発した皇道派の相沢三郎が陸軍省内で統制
派の永田鉄山を斬り殺すという事件にまで至って，両派の対立はピークに達す

る。そして，磯部・村中ら皇道派の青年将校たちが，追いつめられた状況を挽

回し，皇道派政権の樹立をめざして決行したのが，二・二六事件だった。
クーデター当初，陸軍首脳部は彼らの行動に理解を示し，岡田内閣の打倒一

真崎甚三郎による暫定軍事政権の樹立が実現するかにみえた。しかし，昭和天
きとこういち

皇が，側近木戸幸一の助言にしたがって即刻鎮圧の姿勢を明確にしたため，陸
軍首脳部も態度をひるがえし，青年将校らは反乱部隊として鎮圧された。

回国家総動員法（法令全書ロＳ〉Ｉ）。１８９）

第 一 条 本 法 二 於 テ 国 家 総 動 ノ場合
ヲ含ム以下之二同ジ）二際シ国防目的達成ノ為，国ノ全カヲ最

モ有効二発揮セシムル様，人的及物的資源ヲ統制運用スルヲ謂
う
フこれにもとづいて１９明年国民徴用令が定められる戸＿＝べ回天ｊｊう

第四条政府ハ戦寺二際シ国家総動員上必要アルトキハ，勅令ノ定ム

ル所二依リ，帝国臣民ヲ徴用シテ総動員業務二従事セシムルコ
た だ ‾

ト ヲ 得 ， 但 シ 兵 役 法 ノ 適 用 ヲ 妨 ゲ ズー

●ポイント解説ｅ日中戦争が長期化するなかで，第１次逍遥ｉ安笛内閣は

１９３８年４月国家総動員法を制定した。この法律によって政府は，戦争・事変に

際して，国力を最大限発揮させ，総力を戦争・事変に投入するため，労務・物
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資・貿易・資本などあらゆる面にわたって統制をおこなうことが可能となった。
しかも，政府は法律ではなく勅令によって関係法規を定めることができたため，

帝国議会の法律審議権が有名無実なものとなったことを意味していた。
ひろたこうき

とはいえ，経済統制はすでに日中戦争開始前から始まっていた。広田弘毅内

閣（馬場銭一蔵相）の大軍拡予算以来，軍備拡張にともなって輸入が急増し，貿

易赤字を抑制するために経済の直接統制が始まっていたのだ。そして，日中戦
争の勃発がこの動きを決定的なものとし，開戦直後には，軍需物資確保のため
に貿易制限により物資の需給を調整する輸出入品等臨時措置法，軍需産業・輸

出産業に優先的に資金を供給する臨時資金調整法が制定され，貿易と資金の面

から経済統制が強化されていく。国家総動員法はそれらをさらに発展させ，全

体的な経済・貿易・労働の国家統制を実現するものだった。

回「国民政府ヲ対手トセズ」声明（日本外交年表並主要文書こｓ〉ｎ．１８５）

　
帝国政府ハ南京攻略後尚ホ支那国民政府ノ反省二最後ノ機会ヲ与フル‾ ‾ ’ 石 丁 ‾ ７ ‾ し か ず み だ
タメ今日二及ヘリ。然ルニ国民政府ハ帝国ノ真意ヲ解セス漫リニ抗戦

ヲ策シ，内民人塗炭ノ苦ミヲ察セス，外東亜全局ノ和平ヲ顧ミル所ナ
よ っ じ ご あ い て ず

シ。掲テ帝国政府ハ爾後国民政府ヲ対手トセス，帝国ト真二提携スル

二足ル新興支那政権ノ成立発展ヲ期待シ

生新支那ノ建設二協カセントス。
フ レ ー え おこう

是ト両国国交ヲ調整シテ

ぬ 言 匹

●ポイント解説ｅ１９３８年１月第１次近衛文麿内閣が中国国民政府の否認・

抹殺を声明した「国民政府を対手とせず」声明（第１次近衛声明）。
盧溝橋事件の勃発に際し，第１次近衛内閣は関東軍・朝鮮軍に出動命令を

出し，日本国内からも華北へ軍隊を増派することを決定した。近衛首相をはじ
めとする各閣僚は，出兵決定をおこなって日本の強硬な戦意を誇示し，さらに

中国に一撃を加えておけば，抗日運動をおさえこむことができるだろうと安易
に判断していたのだ。それに対して陸軍参謀本部のなかには，事態の不拡大を
主張する人びとが存在した。その代表が石原莞爾で，彼は将来のソ連・アメリ
カとの戦争に備えて日満ブロックのもとで重工業建設を計画的に推進すること



２紹-５章十五年戦争

を構想しており，その構想が実現する以前の戦争遂行に批判的だった。しかし，

近衛内閣や陸海軍内の強硬派が全面戦争へと突き進んでいく。
とはいえ，近衛内閣にしても戦争終結のタイミングをはかっており，ドイツ

のトラウトマン駐中大使を通じて和平工作（トラウトマン和平工作）を進めてい

た。しかし，戦局が優勢なのに乗じて有利な条件での和平をはかるという方針

をとっており，さらに首都南京の攻略によって近衛内閣の態度がより強硬なも
のとなったために交渉は行き詰ってしまった。そして近衛内閣は，昭和天皇の

支持をもとに参謀本部内の反対を押し切って和平交渉の打ちきりを決定し，第
１次近衛声明を発表したのだ。

なお，「国民政府を対手とせず」とは，「否認」にとどまらず，その存在を「抹
殺」するものであり，これ以降，近衛内閣は傀儡政権の樹立へと本格的に乗り

出していく。ところが，その工作がうまくいかなかったために国民政府との和

平を再び考慮せざるをえなくなり，同年１１月東亜新秩序声明（第２次近衛声明）
を発表した。

國日独伊三国軍事同盟（日本外交年表並主要文書に＝ｃ〉１３．１９２）

第一条日本国ハ，独逸国及伊太利国ノ欧州二於ケル新秩序建設二関

シ，指導的地位ヲ認メ且之ヲ尊重ス

第二条独逸国及伊太利国ハ，日本国ノ大東亜二於ケル新秩序建設二

関シ，指導的地位ヲ認メ且之ヲ尊重ス

第三条日本国，独逸国及伊太利国ハ，前記ノ方針二基ク努カェ付相

互二協カスヘキコトヲ約ス。更二三締約国中何レカノ一国カ，

現二欧州戦争又八日支紛争二参入シ居ラサルー国二依テ攻撃セ

ラ レ タ ル ト キ ハ ， 三 国 ハ ラユル政治的，

ニ依り相互二援助スヘキコトヲ約ス
経済的及軍事的方法
メリ

●ポイント解説●１９４０年９月第２次近衛文麿内閣（外相ＲｆＭＩＳ１２１ｇ）のもとで

日独伊三国軍事同盟が調印された。

当時ヨーロッパでは，ドイツの電撃作戦によって５月にオランダ・ペルギー
が降伏し，６月にはパリが陥落してフランスが降伏，７月からドイツによるイ

ギリスヘの大空襲が始まっていた。こうしてヒトラーがまたたく間にヨーロッ
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パ大陸のほぼ全域の指導権を握り，アジアではフランス領インドシナ（仏印）

やオランダ領東インド（蘭印）の本国による支配力が弱体化した。
こうしたヨーロッパ情勢の激変に便乗して，日中戦争の解決をめざして車南

アジア進出をすすめようとする南進論がいっきに高まる。とはいえ，日本の南

進はイギリスやアメリカとの関係悪化を不可避なものにしていく。そこで，ド
イツ・イタリアとの提携を強化することによって，イギリスを追い込むととも

に，アメリカ国民の孤立主義的・戦争回避的な傾向を強めてアメリカの参戦を

阻止するというもくろみのもと，日独伊三国軍事同盟が締結されたのだ。
そこで日本とドイツ・イタリアはおのおのアジア・ヨーロッパにおける新秩

序の建設とその指導的地位を認め合い，アメリカから攻撃された場合の相互援

助を協定したのだ。ただし，日中戦争へのドイツ・イタリアの参戦も，イギリ
スに対する日本の参戦協力の義務もなく，ねらいはもっぱらアメリカヘの牽制

だけに向けられていた。ところがアメリカは，フランスの降伏後，イギリスの

軍事的崩壊を阻止することを自国の国防上の見地から最も重視しており，アメ
リカを孤立させようとする枢軸国側の思惑は，かえってアメリカの警戒を強め
ることになっていくのだ。

ていこくこくさくすいこうようりょう
固帝国国策遂行要領（日本外交年表並主要文書こ＝１〉ｎ．１９３）

一，帝国ハ自存自衛ヲ全フスル為対米（英蘭）戦争ヲ辞セサル決意ノ下

二概ネ十月下旬ヲ目途トシ戦争準備ヲ完整ス

二， 帝 国 ノ ニ並行シテ米，英二対シ外交ノ手段ヲ尽シテ帝国ノ要求

貫 徹 二 努 ム 。 。 ｀ ‥

三，前号外交交渉二依り十月上旬頃二至ルモ尚我要求ヲ貫徹シ得ル目

途ナキ場合二於テハ直チニ対米（英蘭）開戦ヲ決意ス。

ｅポイント解説ｓ１９４１年９月６日に第３次近衛文麿内閣と軍部によ叫Ａｊ箭

会議で決定された「帝国国策遂行要領」。

日本の南部仏印進駐に対してアメリカが対日石油輸出の全面禁止の措置をと
って経済制裁を強化したため，海軍のなかには，じりじりと石油備蓄が少なく

なり，ついには武力を発動しようにもどうにも動けなくなってしまうことを恐
れて早期開戦を主張する動きが急激に高まっていた。そのため，「帝国国策遂
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行要領」で，１か月後の１０月上旬になっても日米交渉がまとまらないときは，

その時点でアメリカ・イギリス・オランダとの開戦を決意し，１０月下旬には戦

争に突入できるようにすると決定されたのだ。しかし，日米交渉はすでに行き
づまりをみせており，争点も日本軍の中国や仏印からの撤兵問題，三国軍事同

盟問題など多岐にわたっており，わずか１か月で妥協の見通しが得られるわけ

がない。事実上の開戦を決定したに等しかった。

困ヤルタ協定（日本外交年表並主要文書ｌ＝》Ｉ，．１９８）

皿 四 大
座邦，「アメリカ」合衆国及英国ノ指揮者ハ‾ お ７ ‾ ‾
ヨーロッパ」ニ於ケル戦争カ終結シタル後

二月又八三月ヲ経テ「ソヴィエト」連邦力左ノ条件二依り連合国二与シ

テ日本二対スル戦争二参加スヘキコトヲ協定セリ

１９４５年８月８日に対日参戦

●ポイント解説ｅ１９４５年２月にクリミア半島のヤルタでローズヴェルト・

チャーチル・スターリンの米英ソ３国首脳が会談し，ドイツの戦後処理などに
ついて協議するとともに，秘密協定を結び，ソ連の対日参戦の時期と条件を決

めた。史料は，その際のヤルタ秘密協定の一部。

連合国は領土不拡張の方針を公表していたにもかかわらず，この協定では千
りょじゅん

島列島のソ連への引き渡しが約されていた。また，旅順の租借権がソ連に認め

られ，東清鉄道・南満州鉄道を中国とソ連の共同経営としたうえでソ連の優先

的利益の保障が約されていた。

固ポツダム宣言（日本外交年表並主要文書こで〉１３．１９８）

一

大

。 丿 亘 三 画 が 動
吾等合衆国大統領，中華民国主席及「グレート・ 国総理
臣ハ，吾等ノ数億ノ国民ヲ代表シ協議ノ上，日本国二対シ今次ノ

戦争ヲ終結スルノ機会ヲ与フルコトニ意見一致セリ。
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五，吾等ノ条件ハ左ノ如シ

吾等ハ右条件ヨリ離脱スルコトナカルヘシ。右二代ル条件存在セス。

吾等ハ遅延ヲ認ムルヲ得ス

六，吾等ハ無責任ナル軍国主義カ世界ヨリ駆逐セラルルニ至ル迄ハ，

平和，安企及正義ノ新秩序カ生シ得サルコトヲ主張スルモノナルヲ

以テ，日本国国民ヲ欺諾シ之ヲシテ世界征服ノ挙二出ツルノ過誤ヲ

犯サシメタル者ノ権力及勢カハ，永久二除去セラレサルヘカラス

入 谷 浜 手 七

七，右ノ如キ新秩序力建設セラレ，且日本国ノ戦争遂行能カカ破砕セ

ラレタルコトノ確証アルニ至ルマテハ，連合国ノ指定スヘキ日本国

領域内ノ諸地点ハ，吾等ノ茲二指定スル基本的目的ノ達成ヲ確保ス
ルタメ占領セラルヘシ

１９４３年１１月に発表された米芙中の祚同宣言，内容を確認せよ！
ハ，「カイロ」宣言ノ条項ハ履行セラルヘク，又日本国ノ主権八本州，

北海道，九州及四国並二吾等ノ決定スル諸小島二局限セラルヘシ

九，日本国軍隊ハ完全二武装ヲ解除セラレタル後，各自ノ家庭二復帰

シ平和的且生産的ノ生活ヲ営ムノ機会ヲ得シメラルヘシ

十，吾等八日本人ヲ民族トシテ奴隷化セントシ，又ハ国民トシテ滅亡

セシメントスルノ意図ヲ有スルモノニ非サルモ，吾等ノ俘虜ヲ虐待

セル者ヲ含ムー切ノ戦争犯罪人二対シテハ，厳重ナル処罰ヲ加ヘラ

極東軍事裁判（東京裁判）などでｘなｚλΓｆ¬々１四 ″
戦 犯 の 裁 判 が 実 施 さ れ た 晶 豊 ‰ 昌 ； む 。
ベ

ルヘシ。日本国政府八日本国国民ノ間二於ケル民主主義的傾向ノ復

活強化二対スルー切ノ障碩ヲ除去スヘシ。言論，宗教及思想ノ自

由並二基本的人権ノ尊重ハ確立セラルヘシ
七 万 亘 匹

十二，前記諸目的力達成セラレ，且日本国国民ノ自由二表明セル意思
二従ヒ，平和的傾向ヲ有シ且責任アル政府力樹立セラルルニ於テハ

連合国ノ占領軍ハ直二日本国ヨリ撤収セラルヘシ
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ｅポイント解説ｅ１９４５年７月２６日トルーマン・チャーチル・蒋介石の米英

中３国首脳が共同で発表したポツダム宣言。
日本の無条件降伏とともに降伏後に実施すべき条項（戦後処理の方針）を示し

たもので，アメリカが原案を作成し，チャーチル首相・蒋介石中華民国主席の

同意をえて発表された。ソ連は内容の協議には関与しておらず，公表後に初め
て内容を知らされたが，同年８月８日対日参戦によりポツダム宣言に参加した。

なお，アメリカは７月１６日に原子爆弾の実験に成功しており，翌日から始まっ

たポツダム会談に出席のトルーマン大統領のもとへは１８日に知らせが届き，そ

れを受けてトルーマン大統領は２５日に“ポツダム会談が終了する８月３日以降
の原子爆弾投下”を命令し，ソ連の参戦なしに日本を降伏させようとねらった。

ポツダム宣言発表の前日のことだ。

宣言では，日本が再び世界に対して軍事的脅威を及ぼすことを防止するため，

戦争指導者の排除と戦争遂行能力の破壊一非軍事化-，民主主義的傾向の復
活・強化一民主化-が掲げられていた。連合国軍による日本の占領管理はこ
れらの条項を実行するためにおこなわれた。

すずきかんたろう
ポツダム宣言発表に対して，日本では７月２８日に鈴木貫太郎内閣がこれを黙

殺するとの態度を表明したが，連合国側ではそれが拒否と受け取られた。そ＝の賄堕
ためごアメリカは，８月６日広島に原子爆弾を投下するとともに，日本がポツダ
ム宣言を受諾しない限り原爆攻撃を続けると声明し，さらにソ連が８月８日に

対日参戦を通告してきた。
ソ連の参戦は日本に強い衝撃を与え，ポツダム宣言受諾に踏み切るきっかけ

と う ご う し げ の り ご じ
となった。東郷茂徳外相らが主張する国体の護持のみを条件として受諾するか，

阿南惟幾陸相らが主張する国体の護持・戦犯の自主裁判など４条件のもとで受
諾するかをめぐって意見が対立したが，８月９日の閣議ならびに御前会議にお
いて，国体護持のみを条件としてポッダム宣言を受諾することを決定，１０日連

ほうかん
合国側に「天皇の国家統治の大権を変更するの要求を包含し居らざることの了

解の下に」受諾すると申し入れた。
これに対して連合国側は，「降伏の時より天皇及日本国政府の国家統治の権

限は降伏条項実施の為其の必要と認むる措置を執る連合国軍最高司令官に従属

する」ものとしながら，「日本の究極の政治形態はポツダム宣言に遵い日本国国

民の自由に表明する意思により決定せらるるべきものとす」と回答。この回答
をうけて，１４日御前会議でポツダム宣言受諾が決定された。とはいえ，連合国
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側の回答には，天皇の国家統治の大権を変更しない（国体の護持）との確約はな

かったし一変更するとも明言していないがー，また，「日本国国民ノ自由二

表明セル意思」という条項を国民主権主義を規定したものと判断すれば，それ
を受諾したことによって主権が天皇から国民に移ったとも解釈できる。

なお，「日本国国民ヲ欺隔シ之ヲシテ世界征服ノ挙二出ツルノ過誤ヲ犯サシ
メタル者」とあるように，連合国は，日本国民を軍国主義的な戦争指導者の犠

牲者として位置づけ，指導者どだまされだ一般国民を分けるという姿勢を示
している。このような指導者責任観は東京裁判のなかでも貫かれた。

固新日本建設に関する詔書（天皇の人間宣言）（官報ロ：〉ｎ．２０７）

応 仁 言 拓
レ，単ナル神話卜伝説卜二依

ヽヽ終始相互ノ信頼ト敬愛トニ依リテ結バ

リテ生ゼルモノニ非ズ。天皇ヲ以テ現御-
神トシ，且日本国民ヲ以テ他ノ民族二優越セル民族ニシテ，延テ世界

ヲ支配スベキ運命ヲ有ストノ架空ナル観念二基クモノニモ非ズ。‥‥

●ポイント解説ｓ昭和天皇が１９４６年１月１日に発表した「新日本建設に関

する詔書」。連合国軍最高司令官マッカーサーやアメリカ政府との連携のもと
で作成されたもので，「天皇の人間宣言」とも称されている。

天皇と国民との間の紐帯は「神話ト伝説トニ依リテ生ゼルモノニ非ズ」と，天

皇の神格性を否定するとともに，冒頭には五箇条の誓文が掲げられ，明治期以

来，日本の君主制と民主主義が両立してきたことを強調することも意図されて
いた。昭和天皇の戦争責任を追及し，天皇の退位・天皇制廃止を求める動きを

牽制する効果がねらわれていたのだ。

固日本国憲法（官報ロ：〉μｏ３）

日本国民は，正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し，

われらとわれらの子孫のために，諸国民との協和による成果と，わが

国全土にわたって自由のもたらす恵沢を確保し，政府の行為によって

再び戦争の惨禍が起ることのないやうにすることを決意し，ここに主

権が国民に存することを宣言し，この憲法を確定する○ ” ”

̶
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
❹
-
ｉ
-
『
-
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日本国民は，恒久の平和を念願し，人間相互の関係を支配する崇高

な理想を深く自覚するのであって，平和を愛する諸国民の公正と信義

に信頼して，われらの安全と生存を保持しようと決意した○｀゛・｀われ
のが

らは，全世界の国民が，ひとしく恐怖と欠乏から免れ，平和のうちに

生 存 す る 権 利 を 有 す る こ と を 確 認 す る 。 … 穴 ぅ め

第 一 条 天 皇 は ， 日 本 国 の 象 徴 で あ り 日 本 国 民 統 合 の 象 徴 で あ って ，
-

この地位は，主権の存する日本国民の総意に基く。

第九条日本国民は，正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希
求し，国権の発動たる戦争と，武力による威嚇又は武力の行使
は，国際紛争を解決す 段としては，永久にこれを放棄する。

②前項の目的を達するため，陸海空軍その他の戦力は，- これを

保持しない。国の交戦権は，これを認めない。

第 十 一 条 国 民 は ， すべ て の 基 本 的 人 権 の 享 有 を 妨 げ ら れ な い 。 こ

の憲法が国民に保障する基本的人権凪
おか

ことのできない永

久の権利として，現在及び将来の国民に与へられか二ｙ；？Ｔじきう

第十四条すべて国民は，法の下に平等であって，人種，信条，性別

社会的身分又は門地により，政治的，経済的又は社会的関係に

おいて，差別されない。

●ポイント解説Ｇ日本国憲法は明治憲法の改正手続きにもとづき，昭和天

皇の発議により帝国議会・枢密院で審議され，１９４６年１１月３日昭和天皇により

公布，翌４７年５月３日に施行された。
日本国憲法はＧＨＱ案にもとづいて起草されたが，幣原喜重郎内閣による草

案作成や帝国議会での草案審議のなかでいくっかの修正が加えられている。
第９条は戦争だけではなく武力による威嚇・武力行使をも「国際紛争を解決

する手段」として放棄した条項だが，衆議院での審議過程で第二項の冒頭に
「前項の目的を達するため」との語句が挿入され，これによっで自衛のための

戦力保有まで放棄したものではない”との解釈の余地が生じることになった。
第１１条は基本的人権を「侵すことのできない永久の権利」として保障し，実定
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法によって奪うことのできない自然権と規定しているが，在日外国人の人権に
ついては全く規定がない。もともとＧＨＱ案には「外国人ハ平等二法律ノ保護ヲ

受クル権利ヲ有ス」という規定があったのだが，幣原内閣により削除されたの
だ。なお第１次吉田茂内閣は，日本国憲法が施行される前日に，朝鮮や台湾に

戸籍がある人びとの日本国籍を勅令によって強制的に剥奪した。そのため，か
つて日本国臣民として軍隊に徴兵・動員されながら，現在国籍がないという理

由で補償を受けることのできない人びとが生じてしまっている。
なお，第２４条で家庭生活における個人の尊厳と男女の平等が規定され（ゆ民

法改正），さらに，第９２条で地方自治の基本原則が掲げられ，第９３条で地方公
共団体の首長の公選制が規定された（べ〉地方自治法の制定）。

回教育基本法（官報こ：〉μｏ７）

∧ 言 泗 ）
われらは，さきに，日本国憲法を確定し，民主的で文化的な国家を建

設して，世界の平和と人類の福祉に貢献しようとする決意を示した。
この理想の実現は，根本において教育の力にまっべきものである。わ

れらは，個人の尊厳を重んじ，真理と平和を希求する人間の育成を期
するとともに，普遍的にしてしかも佃陛ゆたかな文化の創造をめざす
教育を普及徹底しなければならない。

●ポイント解説ｅ教育基本法は１９４７年３月に制定され，日本国憲法の理想

を教育によって実現するとし，個人の尊厳と真理・，平和の希求を教育理念とし

て示した。教育の機会均等，義務教育９年制と義務教育無償の原則，男女共学，

政治的教養の尊重，教育の政治的・宗教的中立性などを規定している。
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冷戦が展開するなか，日本はアメリカのアジア戦略に不可欠な拠点とし

てアメリカの強い影響下に置かれた。そのなかで日本は，長期にわたる保

守政権のもと経済大国へと成長したが，さまざまなひずみが生じている。

時代 内閣 政治の推移 社会・経済・外交の動き

昭
和

期

芦田
占領政策の転換

１９５１対日平和条約

↓ 日 米 安 全 保 障 条 約
逆コースの進展
五五年体制の形成

１９５６日ソ共同宣言
国際連合加盟の実現

↓１９６０日米新安全保障条約
安保闘争
政治の季節から経済の季節へ

１９６５日韓基本条約

１９７１沖縄返還協定
ドル危機＝円切上げ

１９７２日中共同声明
１９７３第１次石油危機

１９７８日中平和友好条約
１９７９第２次石油危機

１９８７国鉄の分割・民営化

五五年体制の崩壊

冷戦の激化
ドクジ゜ライン朝鮮戦争吉田②

吉田③ 特需
景気

日

米

安

保

ズ

制

（

／ア
ト
£
Ｊ

吉田④
吉田昌

。｜註

ニ｜記、｜オリンピック済景気

で；：：１１`唱ご
｜ダ唱Ｐ

鳩山

石橋
一
戸

池田

佐藤

田中
三木 戦後初のマイナス成長福田
大平
鈴木
中曽根

バブル経済
べ

冷戦終
竹下

ｌ宮沢 平成不況細川
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次の文章の正誤を判定せよ。

① 占 領 政 策 の 転 換 に よ って ， 経 済 の 復 興 を 何 よ り も 優 先 す る 方 針

がとられた。

②ＧＨＱの財政顧問シャウプの勧告によって，Ｉドル＝３６０円の為

替レートを定めた６

③ シ ャ ウ プ の 来 日 と 同 じ 時 期 に ド ッ ジ が 来 日 して ， 大 幅 な 税 制 の

改革を指導した。

④１９４９年には，三鷹事件や松川事件など，国鉄にからんだ怪事件

が続発し，労働運動は大きな打撃を受けた。

１涯藍漣第２次世界大戦後のアメリカ・ソ連の２大国を中心とする資
-

ｏ 冷 戦 と 民 族 独 立 運 動 の 展 開

（１）冷戦のはじまりアメリカとソ連の対立は第２次世界大戦末期からす

でに表面化していたが，大戦後，東ヨーロッパに社会主義国が次々と

成立したことから，その対立は冷戦へと発展していった。

アメ リ カ は ， ヨ ー ロ ッ パ に お ける 資 本 主 義 陣 営 の 結 束 を め ざ し ，

１９４７年３月トルーマン大統領が共産主義勢力の封じ込めを宣言（トルー

マン・ドクトリン），さらに同年６・月マーシャル国務長官がヨーロッパ

経済の復興に向けた援助計画（マーシャル・プラン）を発表した。

それに対してソ連は，同年１０月ヨーロッパ８か国の共産党・労働者

党とともに国際共産主義運動の指導機関としてコミンフォルムを結成

し，さらに１９４９年来ヨーロッパ５か国とのあいだで経済相互援助会議

（コメコン）を設立して，社会主義陣営の結束を固めた（１９ミ５５年にはソ連

と東欧７か国でワルシャワ条約機構を組織）。

匹 ｊ ① 正 ② 誤 ③ 誤 ④ 正
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（２）朝鮮の分断アメリカ・ソ

連 に 分 割 占 領 さ れ た 朝 鮮 で

は，独立をめ ぐる合意が成

立しないまま，１９４８年８月

南部に大韓民国（韓国・初代

大 統 領 李 承 晩 ） ， 翌 ９ 月 北（イスンマン）
部 に 朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共 和

国（北朝鮮・初代首相金日成）

が成立した。

そ して ， た が い に 朝 鮮 全

土 に わ たる 支 配 の 正 当 性 を

主張して対立した（ぺ〉ｐ．２３１）。

▲第２次世界大戦後の東アジア

（３）中国内戦の展開中国では，１９４６年７月から国民政府と中国共産党の

あいだで内戦が本格化していた（中国内戦）。そのなかで，共産党が農

民の支持をえて優勢にたち，１９４８年には中国本土の制覇が確実となっ

ていた（Ｏｐ．２３１）。

アメリカは中国が “アジアの安定勢力 ”となることを期待していたが，

その戦後構想が破綻したのだ。

（４）東南アジアでの民族独立運動東南アジア各地では，日本降伏後，再

侵略してきた欧米諸国からの独立運動が激化していた。

オランダ領東インドでは，１９４５年８月スカルノらがインドネシア共和

国の独立を宣言し，オランダ軍と戦って独立を実現（１９４９年１２月），イギ

リス領ビルマでは，日本軍に当初協力していたアウン・サンら（Ｏｐ．１９６）
ぶそうほうき

が日本軍に対抗して武装蜂起し，さらに復帰したイギリス軍と戦って独

立を確保した（１９４８年１月）。フランス領インドシナでは，１９４５年９月ヴ

ェトナム独立同盟会（ヴェトミン）がヴェトナム民主共和国を樹立したが，

復帰したフランスとの対立が激化し，１９４６年１２月からインドシナ戦争に

突入していた（ぐ〉ｐ．２４０）。

・ｉｉ圀迂ｌ東アジアでも共産党勢力が拡大し，さらに東南アジアで民族

独立への動きが進むにつれ，アメリカの占領政策が転換しはじめる。
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府は特別公使ドッジを日本に派遣した。

国 に復
帰させることをねらったのだ。そして，その実行のためにアメリカ政

ｉさせて日本経済を短期間で安定させ

に して経済安定九原則を指令した
力政府はＧ
インフレ

を通じて，吉一
束のための徹

＠ 占 領 政 策 の 転 換

川経済の民主化から自立化ヘアメリカは，民主化の徹底よりも，日本-

していく方向へと転換しはじめた。日本を工業製

品の輸出国，アジアの他地域は食料・原材料の輸出国として位置づけ，

日本の経済復興を進めることによって日本だけでなくアジア全体の復

興を実現しようとしたのだ。

１９４８年１月ロイヤル陸軍長官が無賠償方針へ転換することを示唆する

とともに，日本が共産主義に対する防壁として役立つべきことを表明，

３月にはドレーパー陸軍次官が来日し，過度経済力集中排除法による企

業分割を緩和するようマッカーサーに提案，その結果，適用は大幅に緩

和された（べ〉ｐ２０８）。農地改革については政策は転換されなかったが，集

中排除政策を中心として経済の民主化政策が後退していったのだ。

（２）労働運動の抑圧労働運動に対する抑圧も強まる。

片山哲内閣と続く芦田均内閣は，傾斜生産方式により経済復興をす

すめる一方，インフレ抑制のために賃金抑制策をとっていたため，か

えって労働運動が激化していた。そこで，１９４８年７月芦田内閣は，マ

ッカーサーの指令にもとづいて政令２０１号を公布し，国家公務員の団体

交渉権とストライキ権を剥奪した。さらに，労働運動のなかでも，労

働組合に対する共産党の指導力を排除しようとする動き（民主化同盟）

が強くなり（Ｏｐ．２３１），ＧＨＱはその動きを積極的に支援していく。

＠ドッジ・ライン

（１）経済安定九原則１９４８年１０月芦田内閣が昭和電工事件（昭和電工をめぐ
る汚職事件）で総辞職し，民主自由党総裁吉田茂が再び内閣を組織す
ると（第２次吉田茂内閣），同年１２月アメ１

田
底した を
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圈ドッジ・ラインの実施１９４９年１月総選挙で民主自由党（のち自由党）

が過半数を占めると，第３次吉田茂内閣（蔵相池田勇人）は，特別公使

ドッジの指導のもと，日本経済の自立化に向けた諸政策を強行した。

ド ッ ジ は ， イ ン フ レ を 収 束 さ せる た め ， 赤 字 を 許 さ な い 超 均 衡 予

算を編成して復興金融金庫からの融資の停止・価格差補給金などの補

助金の削減などを実施させた（ドッジ・ライン）。そして，１９４９年４月

２９日に日本が本格的に国際貿易に復帰するにあたり，１ドル＝３６０円の-１■・＝ＩＩ■１
単一為替レートを採用した。 シャウフてはない（例題５２②）

超均衡予算４インフレの収束・自由市場経済に復帰
単一為替レート：１ドル＝３６０円

吟日本経済をアメリカ中心の世界経済にリンク

萌 匹 う
ドッジにつづいて，１９４９年５月にはシャウプを団長とする使節団が

来日し，日本の税制に関する報告書を提出した（シャウプ勧告）。

ｔ ・ シ ャ ウ プ 勧 告

税制改革の構想を勧告
４所得税中心主義・法人税の引下げ・地方税制の再編強化

（３）ドッジ・ラインの影響ドッジ・ラインにより日本経済は自由市場経

深刻な不況に った（安定恐慌 ．中小企業の倒産があいっぎ， 大 量 の
人員整理がおこなわれて失業者が増大した。
さらに，１９４９年７月に国鉄の人員整理案が発表されて反対運動が高

まると，８～９月には下山事件（国鉄総裁が慄死体で発見）・三鷹事件
（無人列車が暴走）・松川事件（列車転覆事故）と，国鉄をめぐる原因不
明の事件が連続して発生した。これらの怪事件には共産党員の関与が
疑われて労働運動は打撃をうけ，それに乗じる形で人員整理が強行さ
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れたが，同時に，労働運動の主導権が共産党系から民主化同盟派（民同

派うμ２９）へと転換するきっかけとなった（φｎ．２３３）。

１・・；‘沢

次の文章の正誤を判定せよ。

①朝鮮戦争の勃発により，ＧＨＱは保安隊の創設を指令した。

②朝鮮戦争の勃発後も，政財界人や旧軍人の公職追放は依然とし

て継続された。

③サンフランシスコ平和条約の締結交渉を有利に進めるため，日

本は，フィリピンやインドネシアなどと賠償協定を結んだ。

④１９５１年におこなわれたサンフランシスコ講和会議には，中華人

民共和国など重要な関係国が招請されず，インドやビルマは参

加しなかった。

⑤中華人民共和国とは，１９５２年に日華平和条約を締結し，国交を

正常化した。

⑥サンフランシスコ平和条約と同時に日米安全保障条約が締結さ

れ，これによって主権回復後も引き続きアメリカ軍が日本に駐
りゅう
留することになった。

⑦日米間のＭＳＡ協定（相互防衛援助協定）により，アメリカ駐留

軍に基地を提供することになった。
ともながしんいちろうちゅうかんし

③ 朝 永 振 一 郎 が ， 中 間 子 理 論 に よ っ て 日 本 初 の ノ ー ペ ル 物 理 学

賞 を 受 賞 し た 。 ｀

ｌｉｉＳｉｌｊｌ中国では１９４９年１０月ｌｌミ涙策を国家主席として中華人民共和国
が成立し，蒋介石の国民政府は台湾へ逃れた。その前月にはソ連が原爆
の保有を公表しており，アメリカの軍事的優位性は大 く していた。

そして，１９５０年にはソ連の対東アジア政策が積極化していく。

○ 朝 鮮 戦 争 の 勃 発

１９５０年６月２５日北朝鮮がソ連の同意のもとで南北境界線の北緯３８度以南

皿 蓼 警 ① 誤 ② 誤 ③ 誤 ④ 正 ⑤ 誤 ⑥ 正 ⑦ 誤 ⑧ 誤
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への侵攻を開始し，朝鮮戦争がはしまった。朝鮮半島における統一国家

樹立に向けた内戦だったが，冷戦の進展を背景として国際的な戦争（国際

内戦）として展開した。

韓国を朝鮮半島にある唯一の合法政府として認知していた国際連合は，

アメリカの提案により安全保障理事会を招集して（ソ連はボイコット），北

朝鮮の攻撃を非難するとともに韓国を武力で支援することを決定，日本に

駐留するアメリカ軍を主力として国連軍を構成し，朝鮮半島に派遣した。

他方，北朝鮮側には中国から人民義勇軍が参戦し，そのため，１９５１年にな
こうちゃくおちい

ると戦局は３８度線付近で膠着状態に陥った（Ｏｐ．２４０）。

なお，１９５１年３月マッカーサーは中国への戦線拡大を主張してトルーマ

ン大統領と対立し，国連軍総司令官・連合国軍総司令官を解任された。

政治…①レッド・パージ，②公職追放の解除，③警察予備隊の設置

外交…①アメリカ主導による単独講和，②日米安全保障条約の締結

経済…特需景気４・国連軍の兵姑基地となったために軍需発注が増大

１１屈--東アジアにおける軍事的緊張が高まるなか，国内でも左右の
対立が激化した。

＠ レ ッ ド ・ パー ジ と 再 軍 備 の 開 始

田レッド・パージ１９５０年になって日本共産党が内部対立をはらみっつ
武力革命方針へと転換するなか，朝鮮戦争勃発に前後して共産党勢力
に対する徹底した弾圧（レッド・パージ）がはじまった。マッカーサー
が１９５０年６月共産党幹部の公職追放を指令したのだ。そして，朝鮮戦

争勃発後には報道機関・官公庁・民間企業などからの共産党員とその
同調者の追放が実施された。痩ｙ回申恵］動

（２）公職追放の解除と警察予備隊の創設ブ朝鮮戦争の勃発にともなって保
守政治家や旧軍人の公職追放の解除がはじまった。さらに，在日米軍～
が朝鮮半島に出動して生じた穴を埋めるため，１９５０年８月マッカーサ
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-の指令によって警察予備隊が創設された。警察力を補完する治安部

隊という体裁をとった準軍事組織で↓

アメリカ軍が指揮権を握っていた。

アメリカから武器提供をうけ，

（３）総評の結成朝鮮戦争勃発直後の１９５０年７月日本労働組合総評議会
（総評）が結成された。民同派労働組合の全国組織で，当初はＧＨＱの支
援をうけていたが，米ソ対立からの積極的な中立・労働組合主導によ
る経済復興の実現をめざしていた。そのため，朝鮮戦争における北朝

鮮の行動を非難しつつも，中立堅持・軍事基地提供反対・全面講和の
平和三原則（のち再軍備反対を追加＝平和四原則）をかかげ，社会党左
派を支えながら平和運動の中軸をになってい〈（ロＳ〉ｐ．２３９）。

ｇｌ蓋■ｉｌ朝鮮戦争の勃発により，アメリカにとっての日本の戦略的な
重要性が高まると，アメリカは早期講和の実現 急いだ 本をアメリカ

＠ アメ リ カ 主 導 の 単 独 講 和 の 実 現

（１）サンフランシスコ焉が啓恕の締結アメリカはソ連を除外した単独講
和構想のもとで交渉をすすめ，１９５１年９月サンフランシスコで講和会
議を開催（日本全権は吉田茂首相ら），その結果，日本と４８か国との間
でサンフランシスコ平和条約が締結された（１９５２年４月２８日発効）。

しかし，中国については中華人民共和国・台湾の中華民国とも会議に
は招請されず，平和条約の内容に不満なインド・ビルマ（今のミャン
マー）・ユーゴスラヴィアは会議への参加をボイコット，ソ連・チェ

コスロヴァキア・ポーランドは会議に出席したものの条約には調印
しなかった。これに対し，国内では総評・社会党などがソ連を含む全

面講和を求め，国論を二分したが，第３次吉田内閣のもとで批准が実
現した。
こうして，主権を回復した日本は，１９５２年ＩＭＦ（国際通貨基金）や世

界銀行に加盟し，徐々に国際社会へ復帰していった。
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Ｈ・ｊサンフランシスコ平和ｇ

戦争状態の終了と日本の主権回復

朝鮮の独立承認
ほ う こ か ら ふ と ち し ま

領 土 台 湾 ・ 洛 湖 諸 島 ・ 南 樺 太 ・ 千 島 列 島 の 放 棄

でぁまみおきなゎぉがさわら奄美・沖縄・小笠原諸島など吟アメリカが施政権を獲得

占領軍の撤退４協定にもとづく外国軍隊の駐留を妨げない

日本が個別的・集団的自衛権を仮面ｉことを承認
再軍備・エ業生産に制限を課してぃぶＪ｀で｀‾‾卜右う

（２）賠償問題平和条約では， “日本は連合国に賠償を支払うべきだが，完

全な賠償をおこなうには日本の経済力は十分ではない ” と さ れ，アメ

しかし，東南アジア諸国が不満を示し，ツィリピンと

平和条約に調印したものの批准をしなかった。そのため，

後に個別交渉によってフィリピン・インドネシア・ビルマ・南ヴェトナー
ムとの間で賠償協定が結ばれ，賠償支払いがおこなわれた。また，タ

イ・ラオス・カンボジア・韓国（ぐ〉ｐ．２５１）・マレーシア・シンガポールな

どに対しては，日本は賠償的性格をもつ無償の資金供与などを実施した。

（３）アメリカの沖縄統治サンフランシスコ平和条約の発効により，北緯

２９度以南の南西諸島（奄美・沖縄）や小笠原諸島などはアメリカの施政
しんたくとうち

権下に置かれた。平和条約では，アメリカはそれらの地域を信託統治

領とすることを国連に提案することになっていたのだが，結局その提

案をおこなわないまま，直接統治を続けていった。

沖縄はアメリカにとって極東における重要な戦略拠点と位置づけら

れ た た め ， 住 民 側 の 自 治 機 関 と して 琉 球 政 府 が 設 立 さ れ た も の の ，

全権は琉球列島アメリカ民政府（ＵＳＣＡＲ）が掌握して事実上の軍政を継

続し，住民の土地を強制収用して軍事基地を建設していった（ぐ〉ｐ．２５１）。

なお，奄美群島は１９５３年日本に返還された。

（４）台湾政府との日華平和条約平和条約発効の１９５２年
カからの圧力を背景として，台湾のみを支配する中

メリ

で日
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華平和条約が調印された。両国の戦争状態の終結を宣言し，台湾政府
が日本への賠償請求権を放棄したものだが，これにより中国本土を支
配する中華人民共和国との戦争状態が継続したため，戦前から原料のー

場とは貿易断絶に近し し て い っ た （ φ ｐ ． ２ ５ １ ） 。㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

日華平和条約は，のち，１９７２年日本と中華人民共和国との間で日中

共同声明が出されるに至って失効した（ぐ〉ｐ．２５３）。

＠日米安保体制の成立
川日米安全・ｆ？｜｜！９ｔｓＭ？平和条約調印の同日，日米安全保障条約が締結さ
れた（日本全権吉田茂首相）。日本の要請にもとづいてアメリカ軍が
日本に駐留することを協定したもので，どこに基地を置くとも規定し
ておらず，具体的な事項はすべて日米間の行政協定で決めることと定
められていた。アメリカは

日本の要請にもとづいてアメリカ軍が日本に駐留
目的…極東における平和と安全の確保（共産主義勢力への対抗）

４内乱・騒擾への米軍出動を規定
日本防衛の義務については明己されてぃない｜旱ｊ４１などで
有効期限なし

聯巫見甦色リ？ｔＲ？ヨ（ノ））、
（２）日米行政協定１９５２年２月安保条約にもとづいて日米行政協定が結は
れ，日本は駐留米軍に対して基地を提供・経費を負担することになっ
た。また，軍人とその家族が日本国内で犯す犯罪はすべてアメリカ側
が裁判権を行使するという不平等な規定が含まれていた。

（３）保安隊日米安保条約では，日本が自衛力を増強していくことが期待さ
れていた。そのため第３次吉田内閣は，安保条約発効後，警察予備隊を
改組して保安隊を創設し，非常事態における治安出動を任務とした。
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ｌｉ疆-文化面においても国際社会への復帰が進んだ。

＠戦後直後の文化
困国際社会への復帰中間子理論を発表していた物理学者湯川
１９４９年日本人初のノーベル賞（物理学賞）を受賞した。映画では，
あ き ５ ら 。 し ょ う も ん ” ・ ‾ ゛ ， ’ ・ ¶ ‾ ’ ‾ ｊ ● Ｉ ● ● ● ｆ ・
明か１９５１年『羅生門』でヴェネツィア国際映画祭でグランプリを受賞，

溝口健二は翌５２年以降，ｒ西鶴一代女』『雨月物語』『山楸太夫』でヴェネ

ツィア国際映画祭に３年連続入賞を果たした。また，オリンピックヘ

は，１９５２年の第１５回大会（ヘルシンキ）から復帰した。

（２）文化財保護行政のはじまり１９４９年法隆寺金堂壁画の焼損をきっかけ

として，文化財を保護するため，翌５０年文化財保護法が制定された。

このときに担当機関として設置された文化財保護委員会は，のち１９６８

年文化庁に発展した。

（３）大衆文化の発達戦後の混乱をたくましく生き抜いた庶民のあいだに

は，解放感あふれる生活文化が広がった。歌謡曲では『リンゴの歌』が

戦後直後に大流行し，続いて美空ひばりがあらわれて庶民の心情を代

弁した歌謡曲を歌った。また，１９５１年からラジオの民間放送がはじま

り，１９５３年にはテレビ放送も開始された（Ｏｐ．２４９）。

次の文章の正誤を判定せよ。

①朝鮮戦争の開始直後に，日本では自衛隊が創設された。

② アメ リ カ の 水 爆 実 験 で， 日 本 の 漁 船 が 被 災 し ， こ れ を き っ か け

にして，国民の間に原水爆禁止の運動が急速に高まった。

③ソ連との間では，１９５６年の日ソ平和条約で，戦争状態の終結と

国交回復が実現した。

④ 日 本 の 国 際 連 合 へ の 加 盟 は ， 中 国 の 拒 否 権 に よ り 日 中 国 交 回 復

まで阻まれてきた。

⑤１９５６年度版『経済白書』には「もはや戦後ではない」と記された。

Ｆ ｇ Ｆ ｍ 脛 圏 ① ｍ ② ヱ Ｅ ③ ｓ ④ 誤 ⑤ ヱ Ｅ
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・１１１１１アメリカからの再軍備要求が強まるなか，占４ｉｒｔ初期に進めら
れた民主化・地方分権化政策を否定し 国家権力を強化しようとする動き
（逆コース）が強まった。

＠ 逆 コ ー ス の 進 展

（１）講和後の政治動向まず政界の対立構図から確認しておく。

自由党の吉田茂内閣が講和実現後も政権を担当していたが，公職追
はとやまいちろういしばしたんざんきしのぶすけ

放されていた鳩山一郎・石橋湛山・岸信介らが政界に復帰すると，保

守政党のなかには反吉田勢力が強まる。鳩山らは憲法改正・再軍備を

主張し，改進党と共にのちに日本民主党に結集していった。

他方，社会党は１９５１年１０月平和条約・日米安保条約の批准承認をめ

ぐって左右に分裂していたが（左派：平和条約・安保条約とも反対⇔右

派：平和条約賛成・安保条約反対），内灘（石川県）・砂川（東京都）など

で米軍基地反対闘争が展開するなか，憲法擁護・非武装中立を掲げる

左派社会党が次第に勢力を拡大する。それに対して，共産党は武力革

命方針にもとづく活動を展開して支持を失っていた。

㎜ - 一 丿 皿 ＝ ＝ ＝ ＝ １ - - - - - - Ｊ ” - ’ ‾ ’ ‾ ‾ ’ ‾ ‾ ’ ‾ ” ‾ ¶ ’ - ’ - ’ - - ’ - ’ -

且 杢 果 頌 漂 ］ 世 句 磐 毯 ｊ ｌ 喜 麦 ｊ § ！ 勝 光 涼 ？ ｉ ｌ Ｆ Ｊ 字 漱 堂

１ ふ ４ ふ一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一-一一一一一一一一…

二 夕 Ｔ レ ミ レ 勺 羅 言 才 作 塵

■¬-㎜■■㎜-Ｗ-■・-・
ｉ 民 主 自 由 党 ｉ ←

石 谷 ↓ て 吉 面 ｓ ｔ ＞

１９４７ ＜芦田均＞１９４７

＜犬養健＞

＜鈴木茂三１郎ｙｉｌｊ‾Ｅ症虻徊良良主曼Ｉ←
コ１９呵て首田茂＞落月ズで１ぎ釆如義三＞一一一一一一一一一一一一一

「Ｊｇｉ孫社会党レ右派社会党：‾‾‾‾［？ヅ］ｙフＴ↓てジ硬Ｅｊ丈太郎も
ｒ・＝㎜皿・-Ｊ-■-Ｉ

１４万年昌宍

門 禁 う 諾 ↓
ａ・＆晶・-＝-・・■・＝＝＝＝・----．一温--・--．-

野 坂 参 三 ゾ 〒 茂 三 郎 ＞ 豊 沃 公 よ

＜ 岸 信 介 ＞

▲戦後の政党系譜図
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（２）国内治安体制の強化吉田内閣は，１９５２年５月のメーデーが警官隊の発
砲により流血の事態を招いたこと（血のメーデー事件）を利用して，同年
破壊活動防止法を制定した。暴力主義的な破壊活動をおこなった団体を
規制しようとしたもので，共産党対策として準備されていた。
さらに，ＧＨＱのもとで創設された地方分権的な警察制度の改革にも

着手した。１９５４年警察法を改正し，自治体警察・国家地方警察を廃止
して都道府県警察に一本化レ警喋見庁を頂点とする中央集権的な警察制

度をっくりあげた。 ’ミ１万喰ｙｊ

（３）自衛隊の創設朝鮮休戦協定の調印（１９５３年板門店で調印ＯＩ：）．２４０）にと

もなって東アジアの冷戦構造が固定化してくると，アメリカでは経費

節減のた に駐留する地 を撤退させるかわりに

き が 強 ま る 。 １ ９ ５ ４ 年 ア メ リ カ は 日 本 と の 間 で Ｍ Ｓ Ａ、八二八八---皿--ふ＝-＝＝＝-

的な再軍備を したのだ。

日本の

を締結し

を

経済復興を優先させたい第５次吉田内閣は，協定の締結に先立って

おこなわれた特使池田勇人とロバートソン国務次官補との会談（池田・

ロバートソン会談）で妥協を成立させ，１９５４年自衛隊を創設した。陸海

空の３部隊からなる本格的な軍隊で，国土防衛と治安出動を任務とし

た。そして，内閣総理大臣が最高の指揮監督権を握り，防衛庁が統括，

文民統制が確保された。

再軍備の

警察予備隊（１９５０年・第３次吉田内閣（φ．２３２）４・朝鮮戦争の勃発

保安隊（１９５２年・第３次吉田内閣＝シ１３．２３５）・・・日米安保条約の発効

自衛隊（１９５４年・第５次吉田内閣）令ＭＳＡ協定の締結
ｙ こ 一 価 示 衣 ⑤

（４）教育への国家統制の強化愛国心教育が重視されるようになり，教育
への国家統制が強まった。戦後教育改革の理念だった教育行政の地方

分権化・官僚統制の排除・民意の直接的な反映を否定し，教育行政に
おける文部省の主導権を復活させようとしたのだ。
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教育二法（１９５４年・第５次吉田内閣）
教職員の政治活動禁止・教育の政治的中立を掲げる
４日本教職員組合（日教組）の活動制限をねらう

新教育委員会法（１９５６年・鳩山一郎内閣）
教育委員を公選制（ぐこい，２０７）から首長による任命制に変更

＠ 五 五 年 体 制 の 成 立

１９５４年自由党の第５次吉田内閣が造船疑獄事件によって総辞職すると，

日本民主党総裁鳩山一郎が内閣を組織した（鳩山一郎内閣）。鳩山内閣は
憲法改正・再軍備の実現を掲げ，１９５５年総選挙では与党民主党が第１党と

なった。しかし，総評を基盤として左派社会党が躍進し，憲法擁護をかか
げる勢力が国会で片以上の議席を確保して憲法改正の発議を阻止した。さ
らに，保守政党の分立のなか，左右両派社会党による統一政権実現の可能

性もでてきたため，同年社会党の再統一が実現した。それに対して，社
会党政権の出現を防ぐ目的で保守合同が促進され，民主・自由両党の合同
により自由民主党（略称は自民党）が成立した。
こうして形成された

が，両党の議席数はほぼ２：

体制

１で推移し，自民党が単独政権を継続した。

自由民主党（自由党十日本民主党）…憲法改正・再軍備を掲げる

１４宮沢喜一内閣まで政権を掌握（～１９９３年こ＝１〉ｎ．２６１）

日本社会党（左右両派の統-）…憲法擁護・非武装中立を掲げる

吟村山富市内閣のときに日米安保・自衛隊容認へ転換（１９９５年）

皿 五 五 年 体 制 が 成 立 し た 頃 は ， 米 ソ を 中 心 と す る ２ 大 陣 営 の 平
和共存への気運が高まっており，またアジア・アフリカの新興独立国が
緊張緩和を要求しはじめた時代だった。そうしたなか，鳩山内閣や続く石
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橋湛山内閣は， アメリカから自立した自主外交を展開しようとしていた。

● 国 際 連 合 加 盟 の 実 現

出緊張緩和・平和共存への期待１９５３年スターリンが死去すると，ソ連

は平和共存路線へと転換し，同年７月板門店で朝鮮休戦協定が実現し

た。ヴェトナム・フランス間のインドシナ戦争（ぐ〉ｐ．２２８）も，１９５４年ジュ

ネーヴ協定により休戦した（ヴェトナムの南北分断は継続）。さらに，

１９５５年には英米仏ソのジュネーヴ四巨頭会談が開催された。米英ソの

首脳が一堂に会するのは１９４５年のポツダム会談以来１０年ぶりのことで，

米ソ２大陣営の緊張緩和（雪どけと称された）への期待が高まった。
しゅうおんらい戈。巾・・-‘

また，１９５４年周恩来中国首相とｌｉｉ辰・ｌ，インド首相の間で平和五原

則（領土主権の相互尊重・相互不可侵・相互内政不干渉・平等互恵・

平和共存）の合意が成立したことは，平和地域を拡大して東西間の緊張

（Ａ・Ａ勢力）を台頭させるきっかけとなった。翌５５年インドネシアの

バンドンでアジア・アフリカ会議が開催され（日本を含む２９か国が参

加），植民地主義反対・民族独立の保障・軍縮と核兵器の絶滅への協力

などが謳われた。

（２）国際連合への加盟雪どけの気運が高まるなか，鳩山内閣はアメリカ
ヘの追随から脱して自主外交をめざし，ソ連との関係改善にのりだす。

ところが領土問題をめぐって交渉が難航した。その結果，１９５６年１０月

鳩山首相みずからがソ連を訪問し，領土問題を棚上げした
同宣言が締結された。これをうけて，国連安保理事会で日
対して拒否権を行使してきたソ連も加盟賛成にまわり，１９５６年１２月国
連加盟が実現した。

匯ｙ‾白‾ワ手洞亘

中国ではない（例題５４④）

①戦争状態の終了４日本の国際連合加盟をソ連が承認
②全権…鳩山一郎首相（日本）とブルガーニン首相（ソ連）
③領土問題…平和条約締結後に色丹島・歯舞諸島の返還
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（３）原水爆禁止運動のはじまり１９５４年アメリカの水爆実験がマーシャル

諸 島 の ビキ ニ 環 礁 で お こ な わ れ た 際 に 漁 船 第 五 福 竜 丸 が 被 爆 し た こ

と（第五福竜丸事件）をきっかけに，原水爆禁止運動が始まった。そし

て，翌５５年世界各国の代表を集めて第１回原水爆禁止世界大会が広島

で開催された。

１１圀迂 -戦後の日本は「人さまの戦争」でもうけて経済復興を遂げてい

く。１回目が朝鮮戦争（●１・特需景気），２回目がスエズ動乱（峠神武景気）

だ。とはいえ，２度あることは３度あるもの…（Ｏｐ２４６）。

＠ 経 済 復 興の経済成長への転換

日本経済はドッジ・ラインのもとで恐慌に陥ったが，朝鮮戦争勃発にと
もなって国連軍からの軍需（特需）が急増したため，金属・繊維産業を中心
として活況を取り戻し（特需景気），１９５１年には工業生産額が戦前の最高
水準を回復した。
さらに，ＭＳＡ協定にもとづくアメリカからの援助やスエズ動乱（スエズ

運河の国有化を宣言したエジプトとイギリス・フランス・イスラエルとの

戦争・１９５６年）にともない，１９５０年代半ばには好景気が持続して神武景気
と称された。そうしたなか，１９５６年度版ｒ経済白書』は「もはや戦後では

ない」と記した。これは， “戦後の廃墟からの復興は終わった，これから‾
は技術革新により新たな経済発展をめざさなければならない ” との宣言だ

った。そして，鉄鋼・電力・造船などの産業部門では大がかりな合理化が

進められ，アメリカの先進技術が導入されていづた。
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次の文章の正誤を判定せよ。
①日米安全保障条約の改定に対し，革新勢力や市民による全国的な

きしのぶすけ
反対運動かおこり，条約は成立したものの，岸信介内閣は退陣した。

②池田勇人内閣期には，「神武景気」とよばれた好景気が長期間続
いたことにより，若年層を中心に労働力不足が深刻化した。

③池田勇人内閣は，農業基本法を制定し，農工間所得格差の是正
や農業経営の自立に努めた結果，専業農家は増加した。

④高度経済成長のなか，石炭から石油へのエネルギー転換が進み，
石炭産業が急速に斜陽化した。

⑤１９６０年代には，国際通貨基金８条国への移行や経済協力開発機
構の加盟により，開放経済体制への移行が進んだ。

はとやまいちろういしばしたんざん
ｇ Ｓ 召 漣 鳩 山 一 郎 内 閣 と 続 く 石 橋 湛 山 内 閣 は 対 米 自 主 外 交 を 展 開 し よ

うとしたが，岸信介内閣はアメリカ重視の姿勢を復活させ，その上で日

米関係をより対等なものに変えていこうとした。

０ 日 米 安 保 条 約 の 改 定

（１）安保改定岸内閣は，新憲法に象徴される戦後体制の打破をめざして

国家統制の強化をはかる一方，戦前の最高水準を回復した日本の経済

力を背景として，東南アジア諸国を歴訪して賠償協定（ぺ〉ｐ．２３４）の名を借

りて経済進出の足がかりをつかみ，さらに日米新時代をスローガンと

して日米関 を よ り 対 等 に す る こ と を め ざ し た 。 そ の た め ， 防 衛 力 整人八八二二二八八九---皿皿

備計画をスタートさせて再軍備を強化し，アメリカ（アイゼンハワー大

統領）との交渉にのぞんだ。その結果，１９６０年１月日米相互協力及び

安全保障条約（日米新安保条約）が調印された（に＝１〉１３．２３５）。
（史料ｐ．２６７）

匹 ｊ ① 正 ② 誤 ③ 誤 ④ 正 ⑤ 正
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１`とｊ）

日本領域の防衛を日本・アメリカの共同義務とする
４アメリカの日本防衛義務を明記

アメリカ軍の日本駐留…≪目的≫①日本の安全，②極東の平和・安全

在日アメリカ軍の軍事行動に関する事前協議制
日米経済協力の強化

ここご］謡“゛Ｊ宋゛那≒→不平等な点を改正
そうむ

こうした改定により，条約の双務性が確保され，日米の対等関係が
一歩前進したかのように見えるが，旧条約で保証されていたアメリカ

の一方的な特権は温存されており，新たに追加されたのは，実質的に

は，日本が日本領域の防衛に責任をもつことだけだ。つまり，且杢須

条約のにより実現されたのだ。
（２）安保闘争このように日米安保条約の改定は日本をアメリカのアジア
軍事戦略に深く組み込むものだったため，日本が戦争に巻き込まれる
危険性があると懸念され，総評・社会党や共産党などが安保改定阻止
国民会議を結成して反対運動（安保闘争）を展開した。ところが，１９６０
年５月岸内閣が衆議院に警官隊を導入して新安保条約の批准を強行採
決すると，自民党内部からも批判が高まり，それまで新安保条約に中
立的だった人びとまでもが参加して反対運動が急速に盛り上がってい
く。岸内閣の強硬姿勢は民主主義を破壊し議会政治を否定するものだ
との反発が強まったのだ。
こうした安保闘争の全国的な高まりに対し，岸内閣は自衛隊出動に

よる鎮圧も考慮したが断念し，予定されていたアイゼンハワー米大統
領の訪日も延期した。とはいえ，参議院での審議・議決を経ないまま，
６月に新安保条約が自然成立し，それにともなって岸内閣が退陣する
と，安保闘争は退潮にむかった。



２４Ｌｙ-６章米ソ冷戦と日本

Ｃ Ｉ Ｓ Ｓ ● か わ っ て 成 立 し た 池 田 勇 人 内 閣 ぱ 寛 容 と 忍 耐 ” を 掲 げ て 野
党勢力との摩擦をさけ，経済成長をさらに促進することによって政治的安

定を確保しようとした。その結果，日本は驚異的な経済成長をとげてアメ

リカ産業をおびやかしていく。

＠高度経済成長

（１）政治の季節から経済の季節へ １９５０年代後半から日本は約２０年にわた
じ ん む い わ と ノ

高度経済成長を遂げる。神武景気（１９５５～５７）から，岩戸景気（１９５８～６１），オ

リンピック景気（１９６３～６４），いざなぎ景気（１９６６～７０），列島改造景気（１９７２～７３）

と好況を連続させたのだ。その結果，鉄鋼・造船だけでなく，家庭電化製品
たいきゅう

や自動車などの耐久消

費財（に〉ｐ２４９）を生産する

機 械 製 造 業 ・ 合 成 ゴ １

ム ・ プ ラ ス チ ッ ク 一 合

成繊維など新素材を生５
産する石油化学工業な
どが発展して重化学工ｏ

業化か進むとともに，
１９６８年にはＧＮＰ（国民総

㎜ ㎜ ＝ ・ Ｗ
生 産 ） が ア メ リ カ に 次 ぎ ▲ 経 済 成 長 率 の 推 移

資本主義陣営第２位と

なった。

こうした高度経済成長をもたらした基本的な要因は，戦後民主化政

策による経済構造の変革だった。農地改革・労働改革によって国内の

消費市場（国内需要）が拡大し，また財閥解体は，不徹底な結果に終わ

ったとはいえ，企業間の自由競争を保障した。つまり，拡大した国内

さらに，中東で石油が発見され，アメリカ企業などが採掘権を独占
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したために安価な石油を確保できたことが，活発な設備投資と重化学

工業化の基礎だった（ロでご，μ５４）。燃料が石炭から石油へと転換（エネルギ
ー革命）してコスト削減が実現し，とりわけ石油化学工業の発展をう

な が し た の だ 。 し か し ， 他 方 で は 石 炭 産 業 の 急 速 な 斜 陽 化 を 招 き ，

１９６０年には三井三池炭鉱争議がおこった（べ〉１３．２４６）。

経済成長を促進させた要因として政府の経済政策も忘れてはならな
い。自民党内閣は，１９５０年代後半から長期経済計画を立案し，それに

要因となったのだ。

そして，道路・鉄道・港湾など産業基盤の整備を公共事業として進

め，郵便貯金・厚生年金などを財源として財政投融資をおこなう一方，

民間企業の設備投資を促進するため，税制上の優遇措置を設けたり，

資金調達が容易になる低金利政策をおこなった。

①基本的な要因…戦後民主化政策による経済構造の変革
農地改革・労働改革４国民の所得水準が向上（国内需要の拡大）
財閥解体４企業間の自由競争が保障

②内容
設備投資・技術革新４量産体制の整備
重化学工業化の進展４・エネルギー革命（石炭から石油への転換）

③結果・影響（こ１〉ｎ．２４９）
消費革命４大量生産・大量消費が日常化＝大衆消費社会の出現
都市における公害・過密，農山漁村の過疎

（２）貿易構造の変化経済成長にともなって輸出が拡大した。なかでも，
繊維製品に代わって重化学工業製品が輸出の中心となった。その背景
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は，①１ドル＝３６０円の固定相場が維持されたため，経済成長の結果，

円安となって輸出に有利に働いたこと，②１９６０年代後半以降，ヴェト

ナム戦争（Ｏｐ．２５１）にともない軍需産業を中心として好況が長期にわたっ

て持続したアメリカ向けの輸出が拡大したこと，の２つだ。そして，

輸入のなかで比重が高まっていた石油価格が安価だったため，１９６０年

代後半以降は大幅な貿易黒字が続いた。

ところが，アメリカ向けの輸出が拡大したことは，アメリカとの貿

易摩擦を招く。貿易摩擦はすでに１９５０年代からはじまっていたが，当

初は繊維製品が対象だったのが，重化学工業の発展にともなって，し

だいに重工業製品へと変化していった点に１９６０年代の特徴があった。

（３）日本的労使関係の成立技術革新をともなった経済成長は，労働環境

を変化させ，労働運動を変貌させた。

１９５０年代には鉄鋼・自動車・石炭などの産業部門で大きな労働争議

がおきていたが，それに対して経営者側の主導のもとに生産性向上運

動か進められた。労働者を主体とする職場づくりではなく，経営者が

与えた目標のなかで従業員相互の競争を促進しながら自発性を喚起し，

生産性を向上させていこうとする動きだ。

また，技術革新によりオートメーション化か進んで作業内容が単純化

したため，旧来の熟練労働者を中心とした自律的な職場集団は解体し，

労働組合の職場に対する規制力が低下していった。１９６０年の三井三池

炭鉱争議（０１３．１？４５）は，そうした経営者側の労務管理政策と職場の自律的

規制をめざす労働組合との対立のピークとなるもので，労組側の敗北は

日本的労使関係成立のひとつのメルクマールとしての意味をもった。

①企業別労働組合…労働組合が企業ごとに組織される
４企業と従業員との一体感のもとで労務管理の補助機関化

②終身雇用制…同じ企業に一生勤務
③年功序列賃金…賃金が勤務年数に応じて上昇
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こうして労働運動では・企業業績の向上に奉仕することが高賃金をも。・

たらすとの発想が主流となった。賃上げ闘争が活動の中心をしめ，１９♂

年に総評のｉ駈導で始まった春闘が，次第に全組織労働者の賃上げ闘争
として定着亡ぞいった。企業ごとの賃上げ交渉の時期を春季に集中させ，

業績がよい企業が高い賃金相場を確保し，それを他企業へも波及させよ

うとするもので，労働者の所得水準向上に大きな役割を果たした。
また，労使協調的な企業別労働組合の連合体があいついで組織され

る。１９６４年総評に対抗して全日本労働総同盟（同盟）が結成され，さら
に鉄鋼・電機・自動車など金属産業の労組によってＩＭＦ・ＪＣ（国際金属

労連日本協議会）が所属の全国組織の枠をこえて組織された。
（４）農業・農村の変貌経済成長のなかで第２次・第３次産業は発展した
が，農業など第１次産業との格差が拡大した。そこで，池田内閣は
１９６１年農業基本法を制定し，零細農家の離農を促進するとともに，経
営規模が大きく生産性の高い自立農家の育成をめざした。その結果，
農村では機械化が進んだが，経営規模拡大による生産性の向上はなか
なか実現せず，都市化・工業化の拡大のなか，兼業農家が増加して農

業が副業化する傾向が強くなり，食料自給率は低下した。ト
ぐ［畔白回

＠ 独 占 の 復 活

（１）企業集団の形成大規模な設備投資には巨額の資金を必要としたとこ
ろから，旧財閥系銀行を中核として企業集団が成立した。企業集団は，
独占禁止法改正（１９４９・５３年）により法人による株式保有や重役兼任な
どが認められたことを基礎として形成され，各企業が同じグループ内
で株式を相互に持ち合って結束をはかり（株式持合），銀行がメイン・
バンクとしてグループ内の企業に系列融資をおこなうことで，経営を

長期的に安定させ，相互の利益を保障・拡大させようとしたのだ。

①株式持合，②銀行の系列融資，③人的結合（重役の兼任・社長会）

６大企業集団…三井・三菱・住友・芙蓉・第一・三和
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圈 開 放 経 済 体 制 へ の 移 行 政 府 は 当 初 ， 国 際 収 支 の 安 定 や 国 内 産 業 の 保

護・育成のため，きびしい貿易為替制限をおこなっていた。企業が輸

出で獲得した外貨を政府に集中させ，限られた外貨をできる限り有効

に用いるため，先進技術の導入に対しては優先的に外貨を割り当て，

育成すべき産業部門については輸入への外貨割り当てを抑制すること

によって事実上の輸入制限をおこなっていたのだ。また，・，外国資本の

日本進出も原則的に禁止していた。

ところが，高度経済成長のなか，貿易や資本の自由化を求める動き

が国際社会で強まる。それに応じて，政府は１９６０年「貿易為替自由化計

画大綱」を決定し，１９６３年にはＧＡＴＴ１１条国（国際収支上の理由で輸入

制限ができない）に移行，同年輸入自由化率が９０％を越えた。さらに翌

６４年にはＩＭＦ８

盟して 本の自

国（国際収支上

ヒを進めていった。

由で為替制限ができ い）に移行

こうした開放経済体制への移行にともない，国際競争力の強化をめ

ざして企業の大型合併が進んだ。１９６４年には三菱重工業が再合併，
１９７０年には八幡製鉄と富士製鉄が合併して新日本製鉄が創立された。

-

次の文章の正誤を判定せよ。

① 高 度 経 済 成 長 の 結 果 ， 電 気 洗 濯 機 や 電 気 冷 蔵 庫 ， テ レ ビ な ど が

各家庭に普及するなど，いわゆる消費革命が進行した。

②１９５０年代の半ばには，日本の国際連合への加盟と同時にオリン

ピック東京大会が開催された。

③１９６０年代には，東京と新大阪を結んで東海道新幹線が開通し，マ

イカーの普及とともに高速道路が次々に建設されるようになった。

④１９６０年代には，各地で公害や住環境整備の遅れを問題にした住

民運動が活発となり，四日市ぜんそくなど公害訴訟が相次いで始

まった。

四警曇嗣皿〕①正②誤③正④正
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皿 誦 高 度 経 済 成 長 は 人 び と の 生 活 様 式 を 大 き く 変 化 さ せ た 。 急 速

な都市化が進んで，家庭生活に消費革命がおこる一方，公害・騒音な

どの都市問題が深刻化した。農村でも生活の近代化が進んだが，都市
への大量の人口流出がおこって過疎化が進行した。

ｅ 生 活 様 式 の 変 化

（１）大衆消費社会の出現設備投資・技術革

新 に よ って 量 産 体 制 が 整 う な か ， 家 庭 電

化 製 品 な どの 耐 久 消 費 財 が 爆 発 的 に 普 及

した（消費革命）。テレビ（０１３．２３６）・電気

冷蔵庫・電気洗濯機は１９５０年代後半から

「三種の神器」と宣伝されて一般家庭に急

速に普及し，６０年代末からは自動車・ク
ーラー・カラーテレビが３Ｃと称されて普

及 して い っ た 。 こう し た 消 費 革 命 を 促 し

ｏト≧；Ｌニ＿とて
９５９年６５７０ ７ ５ ８ ０ ８ ５

▲耐久消費財の普及

たのはテレビ・週刊誌などマスメディアの発達であり，なかでもテレ

ビから流される大量のコマーシャルが人びとの消費欲をかきたてた。

スポーツや文化の国際交流も進み，１９６４年の東京オリンピック

年の大阪万国博覧会などの国家的イペントが催された。
（２）公害問題経済成長優先の政策は，深刻な公害問題をひきおこした。
工場廃棄物による大気汚染・水質汚濁は人体に影響を及ぼし，１９６０年
代後半には四日市ぜんそくを始めとする４大公害訴訟がおこった。ま
た，１９６４年東海道新幹線が開通して鉄道の電化・高速化が進み，翌６５

年には名神高速道路が開通して高速自動車道路網の整備もめざましく
進んだが，騒音や排気ガスによる大気汚染などの問題を招いた。
そうしたなか，政府も公害対策に取り組みはじめ，１９６７年公害対策

基本法を制定，１９７１年には環境庁を発足させた。
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｜

｜
｜
｜

Ｈ ・ １ ’ ４ 大 公 害 訴 訟
いおう

四日市ぜんそく（三重県）…石油化学コンビナートの硫黄酸化物など

水俣病（熊本県）……………新日本窒素（チッソ）の有機水銀廃水

新潟水俣病（新潟県）………昭和電工の有機水銀廃水

イタイイタイ病（富山県）…三井金属鉱業のカドミウム廃水

（３）高等教育の大衆化と学生反乱もともと高等教育は国家や産業社会な
どで指導的な役割を果たすエリートを養成する特別なものだったが，

高度経済成長にともなう生活の向上で高等教育への就学率が高まり，
高校・大学の大衆化が進んだ。そうしたなか，それまでの大学での学
問・教育のあり方，「平和と民主主義」のあり方そのものへの問いかけ
や異議申立てが学生のなかから起った。１９６８年東京大学と日本大学で
始まり，またたく間に全国の各大学に拡大した学生反乱（大学闘争）だ。

次の文章の正誤を判定せよ。

①大韓民国とは，１９５３年の朝鮮休戦協定締結の年，国交が正常化し

たが，朝鮮民主主義人民共和国とは国交のない状態が続いている。

② 沖 縄 に 次 いで， アメ リ カ の 施 政 権 下 に あ っ た 小 笠 原 諸 島 も 日 本

に返還された。

③ ヴェ トナム 戦 争 終 了 後 ， 沖 縄 返 還 協 定 が 締 結 さ れ ， 沖 縄 の 本 土

復帰が実現したが，アメリカ軍はなお広大な基地を保持した。
さとうえいさく

④ 佐 藤 栄 作 内 閣 は ， 国 際 連 合 に 非 核 三 原 則 を 提 案 し ， 国 連 総 会 で

核兵器の廃絶が決議された。

⑤ ニク ソ ン 米 大 統 領 が 中 華 人 民 共 和 国 を 訪 問 し た 同 じ 年 ， 日 本 も

田中角栄首相が訪中して日中共同声明に調印し，日中間の戦争状

態がようやく終結した。

ｇＳｉｉ函ｌ民族解放運動の高まりと共産主義勢力の浸透に対抗しようと
するアメリカの外交政策の枠内で，日本の外交が展開していく。

匹 ① 誤 ② 誤 ③ 誤 ④ 誤 ⑤ 正
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＠ 対 米 協 調 外 交 の 展 開

（１）池田内閣の対中国政策岸内閣が台湾政府との関係を緊密化させて共

産党政権の中国を敵視する外交姿勢をとったのに対し，池田内閣はア

メリカとの協調の枠内ながらも，経済界の強い要望を背景に，政経分

離方針（政治関係は正常化させずに経済関係だけを復活・強化）のもと

で中国との経済交流を拡大した。１９６２年寥承志と高碕達之助の間で

準政府間貿易の覚書が締結されてＬＴ貿易が始まった（ぺ〉ｎ．２３５）。

（２）ヴェトナム戦争と佐藤栄作内閣ところが，１９６４年に成立した佐藤栄

作内閣は中国敵視姿勢に戻る。ヴェトナム戦争端錘蒔が背景だ。

ヴェトナム戦争は，南北分断が続いたヴェトナムで，共産党政権の

北ヴェトナムの影響下にあった南ヴェトナム民族解放戦線（ベトコン）

の民族解放運動に対し，フランスにかわって南ヴェトナムに軍事的・

経済的支援をしていたアメリカが軍事介入し，１９６５年北ヴェトナムヘ

の爆撃（北爆）を開始したことにより始＝！１１＝＝多＝力。アメリカは民族解放運ｊ--・㎜４-〃
動を圧殺し，共産主義勢力の拡大を霖レム：こうとした。だノ瞬節⑤

①国交正常化４韓国を「朝鮮にある唯̶合法の政府」と確認

②韓国併合に至る諸条約を「もはや」無効と規定
⇒日本の朝鮮植民地支配を合法化

③韓国が賠償請求権を放棄・す日本の経済援助（無償援助を含む）

（３）沖縄の返還ヴェトナム戦争でのアメリカの無差別的な爆撃は世界各

地で反対運動を引き起こした。なかでも，ヴェトナムヘの最大の出撃・

拠点の１っだった沖縄では，日本への復帰をもとめる祖国復帰運動の

盛りあがりと重なって反米感情が著しく高まっていた。

そのためアメリカは，日本への沖縄返還によって，①沖縄住民の反
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米感情を払拭して基地を維持するためのコストを軽減すると同時に，

②日本の軍事的・経済的分担を増大させることをねらった。他方，佐

藤首相は「沖縄の祖国復帰が実現しない限り，日本の戦後は終わらない」

との立場から沖縄返還には早くから意欲的だった。沖縄ょりも先（例題５７②）
ま ず ６ 年 佐 藤 首 相 と ジ 米 大 統 領 が 会 談 翠

ける沖縄返還を確認するとともに小笠原諸島返還を決定（翌６８年に小笠
原返還が実現）。１９６９年には佐藤首相と耳クソン米大統領が会談し，沖
縄の７２年返還・安保条約の沖縄への適用などが合意された。その際，

核抜き・本土並み返還が表明されたが，実際には緊急時における沖縄
への核兵器の持ち込み・貯蔵を認めることが密約され， “ 有事核持ち込

み ・本土の沖縄化 ” 返 還 だ っ た 。 さ らに，沖縄返還は日本の領域が西

太平洋地域へ拡大することを意味し，日米安保体制は日米両国が西太
・極東地域の防衛に共同責任をも と していった。

なお，沖縄返還をめぐる国会論議のなかで，１９６７年佐藤首相は核兵

器 を “ 作 ら ず ・ 持 た ず ・ 持 ち こ ま せ ず ” の 非 核 三 原 則 を 国 会 答 弁 で 表

明，７１年には国会でも決議された。- 飛 こ

①沖縄県祖国復帰協議会の結成（１９６０年）
②佐藤・ジョンソン共同声明（１９６７年）

アメリカ民政府（ぐｐ．２３４）の長官高等弁務官の権限を縮小
吟 ４ や ら ち ょ う ａ よ う

琉球政府主席の公選（‘１９６８年）…屋良朝苗が当選ヴェト、ミ；こ示う
③ 沖 縄 県 で の 衆 義 院 議 員 選 挙 実 施 （ １ ９ ７ ０ 年 ） ド ‰ 留
④沖縄返還協定…１９７１年６月調印４７２年施政権返還が実現（史才１↓９．２６９）

＠ 東 ア ジ ア の 緊 張 緩 和

１９６０年代末にはすでにヴェトナム戦争でのアメリカの敗北が決定的とな
っていた。そのためアメリカは，国際的信用を低下させない形でのヴェト
ナム戦争解決をめざして対中国政策を大きく転換させた。中国・ソ連の対
立を利用し，中国との関係改善によってソ連を戦争解決に協力させ，そし
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て大国間の緊張緩和を背景としてヴェトナムに譲歩を迫り，名誉ある撤退

を実現させようというのだ（１９７３年パリ和平協定で完全撤退）。こうして

１９７１年７月ニクソン米大統領の国訪問が両国政府から同時に発表され，
翌７２年２月ニクツン訪中が実現ごヰでこ淋璽亘居痩丿胆］白
米中和解に佐藤内閣は大きな衝撃を受けたが，１９７２年７月かわって田中

角栄内閣が成立すると，同年田中首相が訪中し，周恩来首相との間で日
中共同声明を発表，日中国交正常化を実タリミＥｊ；を）（ｏｐ°２３５）゚

①日中共同声明（１９７２年田中角栄内閣）
中華人民共和国政府が中国を代表する唯一合法な政府と確認
台湾を中国の不可分の領土の一部と確認，中国は賠償請求を放棄

②日中平和友好条約（１９７８年福田赳夫内閣）

＠ 大 国 に よる 核 管 理 体 制 の 形 成

冷戦が進展するなか，米ソ両国は核兵器の均衡をめざして軍拡競争を繰
り広げ，またイギリス・フランス・中国も核兵器開発に成功した。そうし
たなかで大国による核兵器管理体制が形成される。まず１９６３年部分的核実

験停止条約が英米ソにより締結，１９６８年には核兵器拡散防止条約（ＮＰＴ）
が結ばれて米英仏ソ中以外の新たな核保有国の出現を防止した。

毘 ， 斗 次 ：

次の文章の正誤を判定せよ。

① Ｇ Ｈ Ｑ に よる 対 日 管 理 の 終 了 と 同 時 に ， 日 本 は 変 動 為 替 相 場 制

を採用した。

②１９７０年代にはいると，ドルを中心とする国際通貨不安をきっか

けに円は切り下げられ，変動相場制への移行を余儀なくされた。

③イランにおけるイスラム革命をきっかけに第１次石油危機がおこ

り，実質経済成長率が大幅に低下し，激しいインフレが進行した。

７四回賄謳馨（Ｄ誤②誤③誤
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皿 甦 ヴ ェ ト ナ ム 戦 争 と 日 本 ・ 西 ド イ ツ の 驚 異 的 な 経 済 成 長 は ， ア
メリカの国際的地位を大きく低下させ，その結果，ドルの信用不安と産油

国の資源ナショナリズムの高まりを招いた。そして，変動相場制への移行

と石油危機は
変化を促してい

日 の高度経済
ことになる。

を
っスん
・ 焉 さ せ 業構造の

しゅうえん
＠ 高 度 経 済 成 長 の 終 焉

（１）ドル危機ニクソン訪中の発表とともに世界に衝撃を与えたのは，同
じ１９７１年の８月ニクソン米大統領が金・ドル交換の停止を発表したこ
とだ（ドル危機）。これはブレトン・ウッズ協定にもとづく戦後国際通

貨体制（ぐ〉ｐ．１９９）を根幹から揺るがすものだった。当時アメリカは，ヴェ
トナム戦争の膨大な戦費支出によって財政赤字が進み，アメリカ企業
の多国籍化と日本・西ドイツの経済繁栄にともなう輸入の増加により

国際収支が悪化していた。そこで，金・ドル交換の停止によりドルの
信用低下を防止しようとしたのだ。（例題５８⑤
同年１２月先進１０か国蔵相会議がスミレスブツサとＥ９↓訟館（ワシントン）で

開かれ，１ドル＝３０８円への円の切上げなど国際通貨体制の安定をは
かるための方策が講じられた。しかし，その後もドルの信用不安はと
どまらず，１９７３年再びドルが切下げられただけでなく，日本など主要

国通貨は変動相場制に移行したごう皿逆恵］》（例題５８③）
ｐ ド 俯 和 回

（２）第１次石油危機さらに，同７３年１０月第４次中東戦争（アラブ諸国と
イスラエルとの戦争）が勃発すると，アラブ産油国でつくるＯＡＰＥＣ（ア

ラブ石油輸出国機構）が原油価格の大幅引上げ・イスラエル支持国への

輸出削減などを実施したため，第１次石油危機が発生した。その結果，

石油輸入価格が高騰し，石油依存・エネルギー多消費型で成長を遂げ

てきた日本経済は打撃をうけた。

これに加えて，田中角栄内閣が掲げた列島改造論にあおられた土地

投機によってインフレが一気に加速（狂乱物価），深刻な不況に見舞わ

れて，１９７４年経済成長率が戦後はじめてマイナスを記録した。こうし

て日本の高度経済成長が終焉した。
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囲激動の現代社会-べ？ｊｊ

●・・●
！ 激 動 皿 社 会 丿 無 １ 鯵 四 回 轟 函

次の文章Ａ・Ｂの空欄に適切な語句・人名（姓名とも）を答えよ。
Ａ石油危機にともなう世界同時不況を背景に，１９７５年〔①〕

（サミット）がフランスで開かれ，日本からは〔②〕首相が出席
した。

Ｂ〔③〕内閣は，行財政改革や教育改革，税制改革に力を入れ，

電電公社・国鉄・専売公社の民営化を実現して財政負担を軽減し
た。しかし，１９８７年の間接税（売上税）導入には成功しなかった。
１９８８年末，後継の〔④〕内閣が消費税法案を国会で通過させた。

ｌｉＳｉｉｉｌアメリカの国際的地位の低下により国際社会の多極化が進む。
それにともなって，アメリカは日本に責任分担を要求し，次第に日米関係
は同盟関係へと転化していった。

ｏ 国 際 社 会 の 多 極 化

（１）先進国首脳会議（サミット）アメリカを中心とする西側先進諸国は，

アジア・アフリカ諸国の資源を経済的に支配し，低価格に維持すること
おうか

で経済成長と繁栄を謳歌してきた。第１次石油危機は，そうした先進諸

国の経済基盤を揺るがすものだったため，１９７４～７５年世界同時不況が

発生した。また，ドル危機の結果，国際通貨体制は安：定性を失っており，

アメリカには単独でそれを乗りきるだけの国力はすでになかった。世界-

こうした戦後国際秩序の動揺に直面して，１９７５年に先進国首脳会議

（サミット）がパリ（フランス）のランブイエ城で開催され，アメリカ・

イギリス・フランス・イタリア・西ドイッ・日本の６か国が参加した

（日本からは三木武夫首相が出席）。国際経済協調のための国際的協議

の枠組みが形成され始めたのだ。

匹 ① 先 進 国 首 脳 会 議 ② 三 木 武 夫 ③ 中 曽 根 康 弘 ④ 竹 下 登
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アメリカ・イギリス・フランス・イタリア・西ドイツ・日本で構成

１９７５年フランスで開催…三木武夫首相が出席
・●以後，毎年開催（のちカナダ・ＥＵが参加）

（２）ペルシャ湾岸地域の動揺資源ナショナリズムの高まりのなか，中東

諸国ではイスラム教の教えにもとづく国家の建設・社会正義の実現を

めざすイスラム原理主義が台頭した。そうしたなか，１９７９年２月。イラ

ンで革命がおこって王政が倒れ（イラン革命），イスラム教にもとづく

新国家が成立，アメリカとの対決姿勢を強めた（なお，イラン革命によ

り再び石油価格が上昇したため，第２次石油危機が発生）。この結果，

アメリカはペルシャ湾岸地域での軍事拠点を失ってしまった。

さらに，アメリカの勢力後退を利用してソ連が攻勢に出始めた。そ

の発端が，１９７９年１２月アフガニスタンヘの侵攻の開始だ。これ以降，

米ソ２大国間の緊張緩和は崩れて冷戦が激化した（新冷戦）。

こうしたなか，アメリカは１９８０年代初めレーガン大統領のもとでソ

連対決・軍拡路線を強めるとともに，日本に対して責任分担の強化を

求 め ， 日 米

纒ｉｌ５１１涙郵アメリカが日本に対して責任分担の要求を強めた背景には，
日本経済が２次にわたる石 を にさきがけて 経済大国
へと成長を遂げたことがあった。

＠ 低 成 長 か ら 経 済 大 国 へ

石油危機によって高度経済成長が終焉し，日本経済は低成長時代を迎

えた。しかし，政府が赤字国債を財源とする積極財政で国内景気の回復を

はかる一方，民間企業は減量経営，ＭＥ（マイクロ・エレクトロニクス）

技術の導入による省エネルギー・省力化を進めて国際競争力を強化し，ア
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メリカ・西欧への輸出を急激に拡大させていった。その結果，石油危機に

ともなう不況から世界にさきがけて脱出した。

こうしたなかで産業構造の転換が進んだ。鉄鋼・造船・石油化学など資

源・エネルギーを多く消費する産業が停滞したのに代わって，半導体・集

積回路（ＩＣやＬＳＩ），そうしたハイテク技術を利用した電子機器，自動

車などの産業，サービス業の発達が著しかった。

からの

①赤字国債を財源とする積極財政

赤字国債の発行を再開（１９７５年・戦後最初は１９６５年佐藤栄作内閣）
・●大量の国債を財源とする積極財政

② 減 量 経 営

人件費削減…従業員の系列会社への出向や配置転換・希望退職な

ど

４日本的労使関係（う１３．２４６）の動揺・再編

③ＭＥ（マイクロ・エレクトロニクス）革命
コンピュータなどのＭＥ技術の導入による省エネルギー・省力化

４オフィスの自動化…パソコンが普及（１９８０年代前半～）

④ 輸 出 の 急 激 な 拡 大

自動車・電気機械・ハイテク製品の欧米向け輸出が増大

りんちょうぎょうかく
＠ 臨 調 行 革 の 推 進

山行財政改革大量の赤字国債の発行は財政赤字を累積させ，１９８０年代
初めには財政再建が重要な政治課題となった。そのため，１９８０年鈴木
善幸内閣のもとで第２次臨時行政調査会（臨調）が設置され，“増税なき
財政再建”を掲げて緊縮財政の実施を内容とする答申を出すと，１９８２
年１１月に成立した中曽根康弘内閣が臨調路線の具体化をめざして行財
政改革を実施した。中曽根内閣のねらいは の公共サービスの領域
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中曽根内閣による
緊縮財政…社会保障関係予算を削減・防衛費は例外
公共企業体の民営化 噫億唸砿

公社４１９８５年：日本電言舌電信（ＮＴＴ）

４１９８５年：日本たばこ産業（ＪＴ）

４１９８７年：ＪＲグループ７社に分割・民営化

このように緊縮財政が進められたが，新冷戦のもと，アメリカとの

軍事的な提携関係を強化したために防衛費は例外。三木武夫内閣時に
閣議決定された対ＧＮＰ比１％”の制限をこえて増大された。

（２）税制改革中曽根内閣は租税収入の拡大をめざして大型間接税の導入
をめざしたものの失敗，続く竹下登内閣が１９８８年末に税制改革関連

法案を成立させて消費税を創設，翌８９年度から実施した。

次の文章Ａ～Ｃの空欄に適切な語句・人名（姓名とも）を答えよ。

Ａ１９８５年９月にニューョークで開かれた〔①〕においてドル高

修 正 の た め に 各 国 通 貨 当 局 が 政 策 的 に 協 力 す る と い う 〔 ② 〕

が発表され，その結果，円相場が急騰した。

Ｂ〔③〕内閣は，１９９２年にＰＫＯ協力法を成立させ，カンボジ

アに自衛隊を派遣した。

Ｃ１９９０年代に入ると日本新党・さきがけ・新生党などの政党が生

まれ，１９９３年には非自民諸党派が連立して〔④〕内閣を作り，

自由民主党は初めて野党となった。

・ｉｌ哩迂ｌ経済大国への成長にともなって，１９８０年代から金融の自由化，
１９９０年代には農産物の輸入自由化が進み，またバブル経済発生とその崩
壊のなか，高度経済成長以降の企業経営や金融システムのあり方が再編を
迫られている。

ＣＩＩＥ匝１群雀〕①Ｇ５②プラザ合意③宮沢喜一（１）細川謐貼
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○ プ ラ ザ 合 意

困 アメ リ カ 経 済 の 後 退 石 油 危 機 に と も な う 不 況 か ら の 脱 出 の な かで 日

本はアメリカ向けの輸出を急増させたが，それは日本だけではなかっ

た。韓国・台湾・香港・シンガポールは，外国の資本・技術を導入し

て工業化を進め，アメリカ向けの輸出を拡大しながら経済の高成長をニーズ
遂げていた（ＮＩＥＳ＝新興工業地域経済群）。

そのため，アメリカでは貿易赤字が累積し，また，ソ連対抗・軍拡

路線にともなう軍事費の増大は財政赤字を累積させていた。さらに，

こうした双子の赤字を抱えていながらも，レーガン大統領の高金利政

策により日本・西欧の資金がアメリカに流入し（１９８５年アメリカは世界

最大の債務国に転落），実力以上のドル高を生み出していた。

（２）プラザ合意そこで，１９８５年９月アメリカ・日本・西ドイツ・イギリ

ス・フランスはニューヨーク（アメリカ）のプラザホテルで先進５か国

国が協調してドルを弓 き ようという合意に達した ブラザ

な円高が進んだ。ところが，双子の赤字は解消されず，アメリカ経済-
に対する不信感が高まるなか，１９８７年１０月ニューヨーク市場は株価暴

落にみまわれ，ドル安も進んだ。資金がアメリカから逃げ出したのだ。

＠ バ ブ ル 経 済

プラザ合意にともなう急激な円高の進展のなか，日本経済は内需主導型

の経済への転換を迫られていた。そこで政府は，公共事業の拡大と所得税

減税によって内需の拡大をはかり，低金利政策をとった。

そこへ１９８７年のアメリカでの株価暴落が発生した。西側先進諸国は，世

界恐慌の再来を回避するため，協調して金利を大幅に引下げるとともにド
ル買い介入をおこなってドル安に歯止めをかけた。その結果，恐慌は阻止

できたものの，超嘸利のもとで市場への資金供給が拡大，各国で景気上昇

が い っ き に 加 速 し た 。 聯 Ｏ ｊ 。
社

こうして，日本経済はバブル経済を迎えた（四７～１９９１）。だぶついた
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資金が不動産と株式に流れ込んで地価・株価が高騰，そして，地価・株価

の高騰が企業の資金運用のあり方を大きく変化させて企業財テクを活発化

させ，地価・株価をさらに上昇させていったのだ。

これに対し，政府が地価上昇を抑えるために次第に金融引き締めへと転

換したため，１９９１年には地価・株価が暴落し，バブル経済は崩壊した。そ

の結果，投資の失敗による企業倒産があいっぎ，融資していた銀行などの

金融機関は大量の不良債権を抱え込み，金融不安を引き起こした。

＠ 世 界 貿 易 の ル ー ル づ く り の 進 展

（１）日米貿易みｊ４の激化日
で貿易摩擦をいっそう激化させた（ぐ〉ｐ．２４６）。アメリカは自動車などの輸

出自主規制を求め，日米経済構造協議（１９８９～９０）では日本市場の閉鎖

性を批判する動きが強まった。そうしたなか，１９８８年牛肉・オレンジ

の輸入自由化が竹下内閣のもとで合意（１９９１年実施），１９９３年には細川

護煕内閣のもとで米市場の部分開放がおこなわれた。

（２）ＧＡＴＴのＷＴＯへの発展ＧＡＴＴ（ゆｌｙｌ９９）は，農産物・知的所有権な

どの貿易ルールを確立するために多角的貿易交渉（ウルグアイ・ラウン

ド）をつづけていたが，１９９４年最終協定案が採択され，翌９５年には

ＧＡＴＴの諸協定実施のために世界貿易機関（ＷＴＯ）が設立された。

ｌａｉＳＩＳＩアメリカ経済が後退を加速させている頃，ソ連もアフガニス
タンヘの軍事侵攻の長期化などを背景として経済危機に陥り，指導力を次

第に低下させ，っいには解体した。こうして冷戦が終結したものの，か

えって世界各地で地域紛争と経済停滞が深刻となった。

＠ 冷 戦 の 終 結

（１）東欧社会主義とソ連の崩壊１９８５年ゴルバチョフがソ連共産党書記長
に就任するや，ソ連ではペレストロイカ（改革）が進められ，経済面では

市場経済の導入，外交面では国際緊張の緩和がはかられた。その結果，
１９８８年にはアフガニスタン和平協定が結ばれてソ連軍の撤兵が実現した。
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そうしたなか，１９８９年東欧諸国で社会主義政権が次々と崩壊し（東欧

革命），９０年には東西ドイツの統一が実現，さらにソ連でも１９９１年保守

派のクーデター失敗によってソ連共産党が解体，同年末には各共和国

が独立してソ連が解体した。こうしてソ連の消滅により冷戦は終結し

たが，かえって世界政治は不安定要因が増した。

（２）湾岸戦争と国際協力１９９０年８月イラクがクウェートに侵攻した。これ

に対し，１９９１年国連決議を背景に，アメリカを中心とする多国籍軍がイ

ラクのクウェート占領を解除した（湾岸戦争）。その際，日本の国際協

力のあり方をめぐって内外で議論が高まった。自衛隊を西側諸国の共同

防衛体制の一翼に積極的に組み入れようとする動きが強まったのだ。

そして，続発する地域紛争に国連平和維持活動（ＰＫＯ）で対応する
みやざわきいち

動きが強まるなかで，１９９２年宮沢喜一内閣が国連平和維持活動協力

法（ＰＫＯ協力法）を制定し，内戦終結後のカンボジアに自衛隊を派兵

した。

ｇｌｌ疆歪ｉ政治腐敗が進むなかで自民党が分裂，社会党の勢力後退もと
もなって五五年体制が崩壊，政界再編かめまぐるしく進んでいる。

＠ 五 五 年 体 制 の 崩 壊

川汚職事件の続発政治家をめぐる汚職事件が続発した。１９７６年にロッ
キード事件が起こって田中角栄元首相が逮捕されていたが（三木武夫
内閣），１９８８年にはリクルート事件（竹下内閣），９２年には佐川急便事

件（宮沢内閣）が発覚し，政党への不信感が高まっていった。
（２）五五年体制の崩壊そうした政治不信の高まりのなか，１９９３年政治改
革の是非をめぐって自民党が分裂，衆議院の過半数を割り，宮沢内閣
が総辞職した。かわって日本新党の細川護煕を首相とする非自民連立

内閣が成立し，自民党は結党以来初めて政権政党の座を失った。しか
し，翌９４年には社会党（１９９６年に社会民主党と改称）・新党さきがけと
の連立（社会党首班の村山富市内閣Ｏｐ．２３９）により政権政党に復活，９７

年からは単独政権にかえり咲いた。
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必出・史（料の征服

固サンフランシスコ平和条約（日本外交主要文書・年表吟ｎ．２３３）

第一条（ａ）日本国と各連合国との間の戦争状態は，第二十三条の定め
るところによりこの条約が日本国と当該連合国との間に効力を
生ずる日に終了する。／一‾ｒｌ‾‾‾｀｀カイｏ宣言Ｅ

第二条（ａ）日本国は，朝鮮の独立を承認でて…ノブルヅ］ヅヤブ
ほ う こ ／

（ｂ）日本国は，台湾及び洛湖諸島に対するすべての権利，権原及
び 請 求 権 を 放 棄 す る 。 ご う ｊ ｙ で ｙ 縦 谷 ）

（ｃ）日本国は，千島列島並びに‥‥ポーツマス条約の結果として
主権を獲得した樺太の一部及びこれに近接する諸島に対するす
べての権利，権亙ヌｉ回万万］ｈとを放棄する。

匹 親 心 膀
第三条日本国は，北緯二十九度以南の南西諸島（琉球諸島及び大-と う そ う ふ い わ お が さ わ ら に し の し ま

東諸島を含む），娼婦岩の南の南方諸島（小笠原群島，西之島及
び火山列島を含む）並びに沖の鳥島及び南鳥島を合衆国を唯一

し ん た く と う ち ‾
の施政権者とする信託統治制度の下におくこととする国際連合

に対する合衆国のいかなる提案にも同意する甘‾゛匹ヽヽこ、＿六白ト＿＿＿＿＿＿＿＿○

第六条（ａ）連合国のすべての占領軍は，この条約の効力発生の後なる
べくすみやかに，且つ，いかなる場合にもその後九十日以内に，

日本国から撤退しなければならない。但し，この規定は，‥‥
二国間若しくは多数国間の協定に基く，又はその結果としての

外国軍隊の日本国の領域における駐とん又は駐留を妨げるもの

大作七三｛

ｅポイント解説９１９５１年９月サンフランシスコで日本とアメリカ・イギリ

スなど４８か国との間で締結された対日平和条約。日本と連合国との戦争状態の
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終結を宣言するとともに，ロ本国に対する日本国民の主権を承認して占領軍の
撤退を規定した。翌５２年４月２８日に発効し，日本は独立を回復した。

日本の領土については，朝鮮の独立を承認するとともに，下関条約（Ｏｐ．１１６）
で獲得した台湾・海湖諸島，ポーツマス条約（［Ｓ〉ｐ．１１８］で獲得した南樺太，さら

に千島列島を放棄することを規定した。また，北緯２９度以南の島々は，アメリ

カの施政権下におくことが定められたが（アメリカは信託統治領とする提案を

国連にはおこなわなかった），すでに１９４７年９月昭和天皇ぱアメリカが沖縄
の軍事占領を続けることを天皇が望んでいる”との意志を側近を通じてアメリ
カに伝えていた。

賠償問題については極めて寛大な措置がとられた。第１４条で日本が「戦争中
に生，じさせた損害および苦痛」に対して賠償を支払うことが承認されたが，同

時に支払い能力の観点から連合国が賠償請求権を放棄することが定められ，ア
メリカ・イギリスなど多くの連合国は賠償請求権を放棄した。

しかし，東南アジア諸国が反発したために例外規定が存在し，「日本国軍隊

によって占領され，且つ，ロ本国によって損害を与えられた連合国」に限って

「生産，沈没船引揚げその他の作業における日本人の役務」で支払うこと，賠償
額などの具体的項目は賠償請求国と日本との間の個別交渉にゆだねることが規

定された。この規定にもとづいて賠償協定を結んだのはフィリピンと南ヴェト

ナムだけで，ビルマ（今のミャンマート・インドネシアは対日平和条約の規定に
よらずに賠償協定を結び，ラオス・カンボジア・タイ・マレーシア・シンガポ
ールは賠償請求権を放棄したうえで日本による無償の経済協力を協定した。こ

れらの賠償支払い・無償経済協力は，アメリカの東南アジア諸国への経済援助
の一部肩代わりとしての性格が強く，また，日本企業に海外市場を提供すると

ともに企業の海外進出を容易にする役割を果たした。

第１１条で戦犯裁判の判決を日本が受諾することが規定されたが，極東国際軍
事裁判は東条英機らの判決を下して以降，冷戦の展開のなかでうやむやのうち
に終了しており，最少限度の戦争責任を認めたにとどまった。昭和天皇をめぐ
っては，保守派のなかにも退位すべきとの意見があったが，実現しなかった。

日本の安全保障については，再軍備の制限については規定されず，第５条で
日本が個別的・集団的自衛権をもつことを承認し，日本が集団的安全保障のたちゅうとん
めの取り決めを結ぶことも承認した。これは，第６条の外国軍駐屯を認める規

定とともに，日米安全保障条約のための布石だった。
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固日米安全保障条約（日本外交主要文書・年表にｌ，μ３５）

…・日本国は，その防衛のための暫定措置として，日本国に対する武

力攻撃を阻止するため日本国内及びその附近にアメリカ合衆国がその

軍隊を維持することを希望する。‥‥

匹 戸 七 三 七 丿
第一条平和条約及びこの条約の効力発生と同時に，アメリカ合衆国

穴ぅめの陸軍・空軍き７海軍を日本国内及びその付近に配備する権利幄ヤレｙフヌフｔ国は午与し，ァメリカ合衆国はこれを受諾する。この

軍隊は，極東における国際の平和と安全の維持に寄与し，並び
に，一又は二以上の外部の国による教唆又は干渉によって引
き起された日本国における大規模の内乱及び騒じょうを鎮圧す
るため，日本国政府の明示の要請に応じて与えられる援助を含
めて，外部からの武力攻撃に対する日本国の安全に寄与するた
めに使用することができる。

第三条ァメリカ合衆国の軍隊の日本国内及びその付近における配備
を規律する条件は，両政府間の行政協定で決定する。

大 白 ノ

●ポイント解説ｏサンフランシスコ平和条約と同時に日米間で締結された

日米安全保障条約。
アメリカ軍の日本駐留を認めたものだが，アメリカが要請して日本が許可す

るという形式ではなく，日本の申し入れにアメリカが応えるという形式をとづ

ている点に特徴がある。日本国憲法の前文に「平和を愛する諸国民の公正と信

義に信頼して，われらの安全と生存を保持しようと決意した」と明記してある
のだから，国連憲章にしたがって日米間に集団的安全保障の関係を設定し，そ
こから生じる義務を履行するためにアメリカ軍が日本に駐屯するという形式も

可能だった。しかしアメリカのねらいは，アメリカが望むだけの軍隊を望む場
所に望む期間だけ駐留させる権利を獲得することにあった。朝鮮戦争勃発によ

り，アメリカにとっての日本の戦略的位置が極めて重要になっていたのだ。と
はいえ，その権利獲得の正当化は難しく，その意味で日本はアメリカとの交渉
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において優位な立場に立っていたのだが，日本は自らの戦略的価値を取り引き

材料として活用することはなく，まるで植民地か保護国かのような全土基地方

式をむざむざ日本からの希望という形で認めてしまった。すでに朝鮮戦争前に
吉田茂首相がアメリカに派遣した特使池田勇人蔵相がその可能性を示唆してお

り，朝鮮戦争勃発後には，講和交渉の準備のために来日していた大統領特使ダ
レスに昭和天皇が申し入れていたのだ。この結果，米軍駐留はアメリカが日本

に与える“恩恵 ”だとの論理（いわゆる“安保タダ乗り”論）がまかり通るよう

になってしまった。実態はアメリカの“基地タダ乗り”であるにもかかわらず。

なお，日本国憲法が，前文で「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起るこ
とのないやうにすることを決意」し，第９条で戦力保持を禁じていたため，日

米安保条約の合憲性が問われることとなった。第４次吉田茂内閣の統一見解

（１９５２年）では，「憲法第九条第二項にいう「保持」とは，いうまでもなくわが国
が保持の主体たることを示す。米国駐留軍は，わが国を守るために米国の保持

する軍隊であるから憲法第九条の関するところではない」とされていたが，米
軍基地の拡張にかかわる砂川事件（べ〉Ｉ）。２３７）に際し，１９５９年３月東京地裁が日米

安保条約違憲の判決を下した（伊達判決）。
判決理由は，①憲法第９条は自衛権を否定するものではないが，自衛のため

の戦争・戦力の保持を禁止している，②在日米軍の極東地域への出動により日

本が自国と直接関係のない武力紛争に巻き込まれる恐れがあり，そのような危

険をはらむ米軍駐留を許容した政府の行為は日本国憲法の精神にもとる，③米

軍駐留は日本の要請・協力によって初めて可能となるものであり，外部からの
武力攻撃に対する自衛に使用する目的で米軍の駐留を許容していることは，指

揮権の有無・米軍の出動義務の有無にかかわらず，第９条で禁止されている陸

海空軍その他の戦力の保持に該当する，というものだった。
これに対して，国はいっきに最高裁に上告したが，最高裁での上告審判決

（１９５９年１２月）は，①第９条は他国に安全保障を求めることを禁止していない，

②第９条が禁ずる戦力とは日本が主体となって指揮権・管理権を行使しうる戦
力をいい，外国の軍隊は，それが日本に駐留するとしても，そこにいう戦力に
は該当しないとするとともに，③安保条約は高度の政治性を有するものである

として，その内容が違憲か否かについての司法判断を回避した。
とうしゅう

これ以降今日まで，安保条約の合憲性については，この最高裁判決が踏襲さ

れている。
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回日ソ共同宣言（日本外交主要文書・年表ロＣ４３．２４０）

一，日本国とソヴィエト社会主義共和国連邦との間の戦争状態は，こ

の宣言が効力を生ずる日に終了し，両国の間に平和及び友好善隣関

係が回復される。

四，ソヴィエト社会主義共和国連邦は，国際連合への加入に関する日

の申請を支持するものとする。
結 町 匹

九，日本国及びソヴィエト社会主義共和国連邦は，両国間に正常な外

交関係が回復された後，平和条約の締結に関する交渉を継続するこ
と に 同 意 す る 。 ， 所 ］ 護 才 ） - ｙ
ソヴィエト社会主義共和国連価，日本国ｊｊり要望にこたえ，かつ

日本国の利益を考慮して，歯舞群島及び色丹島を日本国に引き渡す
ことに同意する。ただし，これらの諸島は，日本国とソヴィエト社

会主義共和国連邦との間の平和条約が締結された後に現実に引き渡

されるものとする。

●ポイント解説ｏ１９５６年１０月モスクワで調印された日ソ共同宣言。日ソ間

の戦争状態の終了を宣言し，日本の国連加盟をソ連が承認したもので，日本全
はとやまいちろう

権は鳩山一郎首相ら，ロシア全権はブルガーニン首相ら。
カイロ宣言では領土不拡大の原則が宣言されていたにも関わらず，ヤルタ協

定でソ連の千島列島領有が密約され，戦争末期以降，千島列島をソ連が占領。ふんきゅう
領有していたことから，交渉では領土問題をめぐってしばしば紛糾した。鳩山
一郎内閣は，北方４島の一括返還を主張しつつも，歯舞・色丹の２島返還を中

心目標として交渉にのぞみ，ソ連も２島返還で譲歩する態度を示していたため，
２島返還で妥協が成立する可能性があったが，日本国内では吉田系外務官僚や

自民党内吉田派が反発，アメリカも露骨な妨害工作をおこなった。
アメリカは，日本が択捉・国後２島のソ連領有を認めるなら沖縄をアメリカ

の領土にすると脅し，さらに“日本は講和条約で放棄した領土の主権を他国に

引き渡す権利は持っていない，４島は日本の主権下に置かれるべきものだ”と
の覚書を提出していた。その結果，平和条約締結後の歯舞・色丹返還という形
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で領土問題を棚上げし，国交正常化が実現した。なお，１９Ｓ）８年１１月小渕恵三首

相・エリッィン露大統領によるモスクワ宣言では，２０００年までの平和条約締結
に全力を尽くすこと，国境画定委員会などを設置することが合意された。

なお，第６項で日本・ソ連は相互に請求権を放棄したが，多くの関東軍兵士

や民間人がソ連軍の捕虜となり，シベリアなどで強制労働に従事させられた問
題（シベリア抑留問題）については，十分な国家補償が実施されないまま現在に

至っている。

回日米相互協力及び安全保障条約（日本外交主要文書・年表こ；〉９．２４２）

米 こ 本 領 域 匹
第五条各締約国は，日本国の施政の下にある領域における，いずれ

か一方に対する武力攻撃が，自国の平和及び安全を危うくする
ものであることを認め，自国の憲法上の規定及び手続に従って
共通の危険に対処するように行動することを宣言する。

て ノ 犬 亘 チ ゛ - べ
日本国の安全に寄与し，並びに極東における国際の平和及び-

アメリカ合衆国は，その｜

ｒ施設及び区域を使用する，
｀ 犬 づ 俯 黄 疸 亘 重 言

～ 一 一

第六条
安全の維持に寄与するため，アメリカ合衆国は，その陸軍，空

軍及び海軍が日本国において施設及び区域を使用することを許
される。

第六条の実施に関する交換公文
合衆国軍隊の日本国への配置における重要な変更，同軍隊の装備
における重要な変更並びに日本国から行なわれる戦闘作戦行動

（：‥・）のための基地としての日本国内の施設及び区域の使用は，
本国政府事前ｇや？ｙＴヅプでクす犬

一一一にー

ａポムｆント解説６１９６０年１月Ｊぶ稽芥首相が訪米し，アイゼンハワー米大統

領との間で調印された日米相互協力及び安全保障条約（日米新安全保障条約）。

新安保条約では，経済協力の促進をもりこむことで条約の軍事色を薄める効

果がねらわれるとともに，アメリカの日本防衛義務が明文化されたことで条約そうむ
の内容がより双務的なものとされた。そして，米軍の装備変更・軍事行動に関



２認-６章米ソ冷戦と日本

する事前協議制の導入，日本国内での内乱に対するアメリカ軍の出動条項（内

乱条項）や第三国への基地貸与禁止条項の削除など，日本の自立性を認める内
容がもりこまれた。さらに，条約期限が１０年と定められた上で条約からの離脱
の手続きが明確化され，日本のアメリカヘの従属色が薄められた。その一方で，

旧安保条約でぱ期待 ” にとどまっていた自衛力の維持増強が “ 義務 ” づけら

れることになった。
しかし，アメリカの日本防衛義務は単なる条文上だけの負担にすぎず，アメ

リカの実質的負担はなんら増加していなかった。また，事前協議制ぱ実行可

能なときはいつでも協議する”（１９５９年岸・アイゼンハワー共同声明）という性

格のもので，なんの拘束力ももっていなかったし（実際，ヴェトナム戦争でも
湾岸戦争でも公式には事前協議は一度も行われていない），海軍艦艇の行動に
ついては事前協議の対象にならないという了解も成立していた。こうして，ア

メリカぱ日本列島の基地としての自由使用・軍事行動の自由 ”という特権を

そのまま温存し，“基地タダ乗り”を続けることとなった。
なお，安保改定にともない，日米行政協定にかわって日米地位協定が締結さ

れ，在日米軍の駐留経費に対する日本の負担（防衛分担金）は，民間に所有権の

ある区域に対する借用料の支払いを除いて，廃止された。しかし，１９７０年代以

降の円高ドル安のなか，アメリカの要請により，１９７８年度から福利厚生費・施
設整備費など在日米軍の駐留経費を一部負担している（思いやり予算）。

１日韓基本条約（日本外交主要文書・年表こ＝で〉ｎ．２５１）

第一条両締約国間に外交及び領事関係が開設される。

／ → 萌 亘 丿 白 鰍
第二条千九百十年八月二十二日以前に大日本帝国と大韓帝国との間

で締結されたすべての条約及び協定は，もはや無効であること
が確認される。

第三条大韓民国政府は，国際連合総会決議第一九五号（Ⅲ）に明らか
に示されているとおりの朝鮮にある唯一の合法的な政府である
ことが確認される。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
４
１
Ｓ
Ｆ
Ｉ
Ｉ

Ｓ
Ｉ

●ポイント解説ｅ１９５１年ＧＨＱの斡旋で始まった日韓会談は，植民地時代



必出史料の征服一一２６９

の事後処理などをめぐる対立から離航したが，佐藤栄作内閣成立直後の１９６４年

１２月に始まった第フ次日韓会談で今意が成立し，１９６５年６月日韓基本条約が締

結された。韓国のヴェトナム派兵・韓国への経済支援の日本による肩代わりを
望むアメリカの強い要請と，経済成長をめざす朴正煕政権が日本からの経済援（パクチョンヒ）
助を望んだために妥協が成立したのだ。

植民地支配については，それに対する謝罪の言葉は前文にも条文にもな＜，
韓国併合に至る諸条約について「もはや無効である」と，「もはや」という語を挿

入することによって植民地支配がかつては合法だったことを規定した。同時に

「請求権・経済協力協定」が締結され，日本が経済協力として３億ドルの無償供
与などを提供するかわりに，韓国が請求権を放棄することが規定された。

なお，第３条で韓国政府を「朝鮮にある唯一合法の政府」と確認したが，この

解釈をめぐっては日韓間でズレがあった。韓国側が朝鮮半島における唯一の合
法政権であることを確認したと解釈したが，日本側は北緯３８度線以南を現に管

轄している事実を確認したにすぎないと解釈し，韓国の統治権が北緯３８度線以
南に限定されているとの立場をとった。

圃沖縄返還協定（日本外交主要文書・年表ロｓ，ｎ．２５２）
りゅうきゅうだいとう

第 一 条 １ ア メ リ カ 合 衆 国 は ， ２ に 定 義 す る 琉 球 諸 島 及 び 大 東 諸

島に関し千九百五十一年九月八日にサン・フランシスコ市で署

名された日本国との平和条約第三条の規定に基づくすべての権

ニ１７∩クザズ説示Ａｊ二言宍゙
ｅポイント解説ｏ１９７１年６月に締結された沖縄返還協定。

ヴェトナム戦争を背景として米軍基地反対闘争をともないながら沖縄復帰運
動が高まるなか，沖縄における米軍基地の維持をめざして施政権の返還交渉が
おこなわれ，「本土並み」返還が実現した。その際，沖縄への日米新安保条約の

適用，沖縄の米軍基地は日米新安保条約による提供施設として存続することが

協定されたが，核兵器の撤去については明示されず，緊急時における沖縄への

核兵器の持ち込み・貯蔵を認めることが密約された。
沖縄返還に際してアメリカは，日米の直接的な相互防衛の範囲を西太平洋地
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域にまで拡大し，さらに日本領域以外での軍事行動にも日本に共同責任をとら
せることをめざしていた。アメリカのねらいは，１９６９年の佐藤栄作・ニクソン

共同声明とその際の佐藤首相のスピーチによって実現。日本は事前協議制の
“弾力的な運用 ”という形で，沖縄のみならず日本全土の基地を日本の自主的

意思によって米軍に使用させ，米軍の軍事行動に共同責任をとることを約束し
た。こうして日米安保体制は西太平洋・極東地域の防衛への日本の貢献をひき
だすシステムとして機能が転換し始めた。

なお，沖縄復帰運動はサンフランシスコ平和条約締結の直前から始まり，

１９５０年代後半のアメリカによる軍用地接収に対する抵抗運動（島ぐるみ闘争）の

展開とともに発展，１９６０年４月沖縄県祖国復帰協議会（会長は屋良朝苗）が結

成され，本格化した。それ以降，復帰運動の展開は３つの段階に分れる。

①１９５０年代から１９６４年ころまで。日本人としてのアイデンティティの確保を
目標とし，沖縄は日本固有の領土であり，沖縄住民は日本国民であることが

繰り返し強調された。

②ヅェトナム戦争が始まった１９６０年代半ば。嘉手納基地を中心に沖縄がヴェ
トナムヘの出撃基地化するなか，日本国憲法に謳われた主権在民・平和主

義・基本的人権の擁護という理念の実現；び復帰の目標とされた。

③日本への施政権返還が現実化した１９６７年以降。米軍基地存続に対する不安
から，日本政府からの差別・犠牲の強要を排除することが強調された。しか
し，こうした沖縄住民の期待は日米両政府によって裏切られ，膨大な米軍基

地はそのまま存続した（日本全土の米軍基地のうち７５％が沖縄に集中）。それ
に対する沖縄住民の不満は何度となく爆発。沖縄返還の直前４こは１９７０年アメ

リカ兵のささいな交通事故がきっかけとなってコザ反米暴動が発生し，１９９５

年には米兵少女暴行事件をきっかけに大田昌秀沖繩県知事が米軍用地の強制
使用のための代理署名を拒否するなど，米軍基地の整理・縮小要求が高まり，
日米地位協定の見直しを求める動きも強まった。

固日中共同声明（日本外交主要文書・年表ロｓ・９．２５３）

パこのフレーズが出てきたら日中共同声明だ！
日中両国は， -衣帯水の間にある隣国であり 長い伝統的友好の歴

史を有する。両国国民は，両国間にこれまで存在していた不正常な状
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態に終止符を打つことを切望している。・・‥日本側は，過去において

日本国が戦争を通じて中国国民に重大な損害を与えたことについての

責任を痛感し，深く反省する。・…
一，日本国と中華人民共和国との間のこれまでの不正常な状態は，こ

の共同声明が発出される日に終了する。
一

一 ｉ

一
一

一 ＾ タ

日本国政府は，中華人民共和国政府が中国の唯一の合法政府であ
ることを承認する。

中華人民共和国政府は，
ｇ-ｊづ椎
台湾が中華人民共和国の領土の不可分のー

一部であることを重ねて表明する。日本国政府は，この中華人民共

和国の立場を十分理解し，尊重し，ポツダム宣言第ハ項に基づく立

場を堅持する。

大 汗 ⊃
七，日中両国間の国交正常化は，第三国に対するものではない。両国

のいずれも，アジア・太平洋地域において覇権を求めるべきではな

く，このような覇権を確立しようとする他のいかなる国あるいは国

の集団による試みにも反対する，；’-ヽ ヽヽぅ，廂ｊ（屋ｊｊ谷Ｆ示）

ｅポイント解説ｅ１９７１年の国際連合の中国招請決議および翌７２年のニクソ

ン米大統領の訪中（米中接近）という国際情勢の変化を背景に，１９７２年９月田中

角栄首相・大平正芳外相が訪中し，周恩来中国首相とともに日中共同声明に署

名 し た 。 ヽ
日中国交正常化に際して中国は，①中華人民共和国が唯一の合法政府である

こと，②台湾は中華人民共和国の領土の不可分の一部であること，③日華平和

条約（に〉ｐ２３５）は不法・無効であり廃棄することの復交３原則を提示したが，日
中共同声明では①は無条件で承認，②については日本が「十分理解し尊重する」
との態度を表明，③は共同声明ではなんら触れられなかったが，共同声明調印

後に大平外相が日華平和条約は終了したものとみなす政府見解を発表した。こ

うして中国本土を支配する中華人民共和国との戦争状態が終了し，かわって台
湾の国民政府とは外交関係が断絶した。

なお，第７項（覇権条項）で，日中国交正常化がアジア・太平洋地域において
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覇権を求め／第二三国に対抗するための外交上の取り決めではないことを謳うと
ともに，他国による覇権にも反対することが掲げられていた。これは当時激化

していた中国・ソ連の対立を背景とするもので，平和条約締結交渉においても

中国は覇権条項の挿入を主張，日本はソ連を刺激するとして躊躇したが，結局，
１９７８年８月に調印された日中平和友好条約（福田赳夫内閣の園田直外相と華国
ほ う こ う か
鋒主席・黄華外相が調印）に盛り込まれた。

圃１９５６年度経済白書（こ；〉ｎ．２４１）

ノ 皿
もはや「戦後」ではない。われわれはいまや異った事態に当面しようとー
している。回復を通じての成長は終った。今後の成長は近代化によっ

て支えられる。
-

〔ズ？ｙ〕ｙｊノ

ｅポイント解説＠『経済白書』は経済企画庁が毎年発表している「年次経済

報告」の通称。前年の景気と経済政策の効果を分析するとともに，今後の政策

課題を提起するもの。第１回白書は１９４７年経済安定本部が作成・発表し，１９５６

年から経済企画庁が担当するようになった。
日本経済は，朝鮮戦争にともなう特需で活況を呈し，１９５１年に工業生産額が

戦前水準を回復したものの，朝鮮戦争の休戦後は深刻な不況に陥っていた。と
ころが，１９５５年には景気が回復傾向となり，さらに米の大豊作により食糧事情

も好転して物価は安定し，さらに金融緩和策により企業の資金繰りも好転して
いた。そこで『経済白書』は「もはや「戦後」ではない」と記すことで“戦後の廃墟

からの復興は終わったとの見通しを発表，そのうえで，「今後の成長は近代

化によって支えられる」としてご技術革新によって新たな経済発展をめざさな
ければならない”との決意を宣言したのだ。実際，１９５６年から翌年にかけて技

術革新をともなった設備投資ブームが訪れ，ジャーナリズムはその大型景気を，
日本歴史上初めての好景気という意味で神武景気と名づけた。
この時期は労働運動の転換期でもあった。１９５０年代前半には労働組合主導の

経済再建をめざす総評のもと，激しい労働争議がおこなわれた。しかし，大が
かりな合理化が進むなか，合理化絶対反対の姿勢を改めて活動の重点を賃上げ

闘争におこうとする動きが強まり，１９肺年には春闘（の１３２４７）が始まった。
皆
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圃国民所得倍増計画（経済企画庁編『国民所得倍増計画Ｊ＝ｇｌ一皿４５』

ご つ 順 戸 へ
国民所得倍増計画は，速やかに国民総生産を倍増して，雇用の増大に
よる完全雇用の達成をはかり，国民の生活水準を：メこ幅に引き上げるこ
とを目的とするものでなければならない。この場合とくに農業と非農

業間，大企業と中小企業間，地域相互間ならびに所得階層間に存在すー
大 柿 万 謝

る生活上および所得上の格差の是正につとめ，もって国民経済と国民
きんこう

生活の均衡ある発展を期さなければならない。

●ポイント解説●１９６０年１１月に経済審議会が苔４１し，翌１２月池田勇人内閣

が閣議で了承した「国民所得倍増を目標とする長期経済計画」。

１０年後に実質国民総生産（ＧＮＰ）を倍増させようとする計画で，社会資本の充

実・産業構造の高度化・貿易と国際経済協力の促進・人的能力の向上と科学技

術の振興・二重構造の緩和と社会的安定の５つを課題として掲げた。所得倍増
というバラ色の夢を示すことによって高度経済成長を加速させることをねらっ
ていたが，安保闘争に集中した国民の注目を経済成長へとそらすことも意図さ

れていた（政治の季節から経済の季節へ）。

当時は，１９５８年から始まっていた岩戸景気のさなかで，国民所得倍増計画の

発表にともなって地方自治体や経済団体，個々の企業にいたるまで長期計画づ
くりが一大ブームとなり，現実の経済成長は国民所得倍増計画の想定をうわま

わるテンポで進んだ。
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Ｍ Ｅ 革 命 ２ ５ ６
Ｍ Ｓ Ａ 協 定 ２ ３ ８ ， ２ ４ １
エ リ ツ イ ン ２ ６ ７
Ｌ Ｔ 貿 易 ２ ５ １
エ ロ ア 資 金 ２ １ １
円 切 上 げ ２ ５ ４
援 蒋 ル ー ト １ ９ １
袁世凱１２５，１３０，１６５
円 高 ２ ５ ９
円 ブ ロ ッ ク １ ８ ０
円 本 １ ５ ９

お

ＯＡＰＥＣ
奥羽越列藩同盟
欧化政策
欧リヽト｜戦争
王政復古の大号令
汪兆銘
王道楽土
ＯＥＣＤ

２５４
２８
７０
１９０

２５，３３
１１３６，１９１，１９６

１７３
２４８

大片憲人郎；５（）。６１，６４
大 内 兵 術 １ ８ ８
大 川 周 明 １ 。 １ ０ ， １ ７ ５
大久保利通２５，２８，４８，５４，５７
大隈重信ｆ５６，５７，５９，６０，７１，８１。

９５，１２８
大隈重信内閣（第１次）
→腿板内閣

大隈重信内閣（第２次）１２３。
１１２８ｊ３０，１６５

オランダ国王の開国勧告

小山内薫
大佛次郎
御台場→台場
オッベケペー節
小野梓
尾上菊五郎（５代目）
小野組
「お百度詣で」
小渕恵三
オペラ
思いやり予算
御雇外国人

２５１，２７０
２５２，２６９

１１２
７２，９１

８．１，９（；，１２６，１６０
１１２，１４８

１５９

２５２
１９７

大阪会議
大阪事件
大阪万国博覧会
大阪紡績
大新聞
大杉栄
被仰出書
大田黒伴雄
大田昌秀
大塚楠緒子
大津事件
大原重徳
大平正芳
大村益次郎
大本教
大森貝塚
大山巌
オールコック
岡倉天心
御蔭参り
小笠原諸島領有
小笠原諸島返還
岡田啓介
岡田啓介内閣
岡本健三郎
沖縄倶楽部
沖褐県

５０，８０
６１，６４
２４９
７３
５６

１３５，１３９ｊ４５
７６
５３
２７０

１０３，１０５

８８
２１
２７１

４２，７４
３
６
８
２
４
５
Ｑ
乙

６
５
６
２
０
２
Ｍ

１

１

１
ｎｌ　ｉ
Ｉ
Ｑ
乙
７

２５２，２６９
１７６

１７（５，１８１，２１４
８０
６９
６３

沖縄県祖国復帰協議会
沖縄戦
沖繩復帰運動
沖褐返還協定
荻原守術
尾峙紅葉
尾崎行雄

さ く い ん （ う ～ か ） - ２ 万

オリザニン
オリンピック景気
｜汝ｌ

か

外貨獲得産業
聞化派
海軍軍令部
海軍伝習所
戒厳令
外光派
外国奉行
改進党
改進党→立憲改進党
開成所
改正治安維持法
改税約書
「改造」
開拓使

ｎ２
２４４
１１２

カイロ宣言
臥雲辰致
価格差補給金
価格等統制令
賀川豊彦

１０４
５６
９１
２６
１０５
２６７
１３５
２６８
５５
９

４
４
８
６
９
６
６
８
６
４
０
９
９

６
２
３
４
５
５
６
４
６
５
３
８
３

１

１

２

２

２

１

１
学事奨励に関する被仰出ｊｌ＝７６
革 新 官 僚 １ ７ ７ ． １ ８ ９
革 新 倶 楽 部 １ 心
学 制 ４ ２ ， ７ ６
学 制 反 対 一 揆 ４ ２
学 生 反 乱 ２ ５ ０
学 童 疎 開 １ ９ ７
学 徒 出 陣 １ ９ ７
核抜き・本土並み返還２５２
核 兵 器 拡 散 防 止 条 約 ２ ５ ３
革 命 権 ５ ８ ， ８ ２
『 学 問 ノ ス ヽ メ ｊ ４ ２
景 山 英 子 ’ ６ １
臥 薪 嘗 胆 ９ ２ ， １ １ ７
『 佳 人 之 奇 遇 』 ５ ９
和 宮 降 嫁 ２ ０
過 疎 ２ ４ ５ ， ２ ４ ９
華 族 ４ １
華 族 令 ６ ６
片 岡 他 吉 ５ ８
片 岡 直 温 １ ５ １ ， １ ６ ８
片山潜１０１，ｎ０，１２２
片山哲内閣２０４，２０６，２０８，２１０。

２Ｈ，２２９
片 山 東 熊 １ ０ ４
ガ ダ ル カ ナ ル 島 １ ９ ５
「カチューシャの歌」１３５
学 校 教 育 法 ２ ０ ７

１９８，２００，

２１１，

１４、５５

７３
６４

８４，１５８
１３
９
４
２
７

１
０
Ｑ
り
Ｑ
り

Ｉ
Ｉ
Ｑ
乙

７ｒり

開拓使官有物払下げ事件
「怪談牡丹灯龍」
改定律例
開放経済体制



２ 万 一

ぞ７＝校令
ＧＡＴＴ
活動写真
ＧＡＴＴ１１条国
桂・タフト協定
柁・ハリマン覚書
桂太郎
桂太郎内閣（第１次）

桂太郎内閣（第２次）

桂太郎内閣（第３次）
桂内閣弾劾演説
嘉手納基地
加藤高明
加藤友三郎
加藤友三郎内閣
加藤寛治
加藤弘之
家督相続

１９９，

１０６，

６８，９７，

６９
２６０
１５９
２４８
１２０
１０７
１２６
１０２，

ｌｌ８，１１９
１０７，

１１０，

１２８，１４６，

１２２
１２６
１６０
２７０
１６４
１４２

１４２，１４６
１５８

４９，５０，５５
８５，２０４

過度経済力集中排除法

仮名垣魯文
神奈川
神奈川条約
「悲しき玩具」
「蟹工船」
鐘淵紡績争議
金子堅太郎
狩野芳崖
加波山事件
樺山資紀
歌舞伎座
株式の民主化
株式持合
株仲間
株仲間廃止
貨幣法
華北分離工作
釡石製鉄所
過密
亀戸事件
カラーテレビ
ｒ我楽多文庫』
樺太

２０８，２２９
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樺太・千島交換条約５２，７７
ガ ラ 紡 ５ ４ ， ７ ３
ガ リ オ ア 資 金 ２ １ １
カルテル１（）９，１５６，２０８
家 禄 １ ２ ， ５ ２
河 合 栄 治 郎 １ ８ ８
川 上 音 二 郎 １ ０ ４
河 上 清 １ ２ ２
川 上 貞 奴 １ ０ ４
川 崎 ６ ３
川 路 聖 謨 １ ３
川 島 義 之 ２ １ ５

川 端 康 成 Ｈ ８
瓦 版 ５ ６
官 営 模 範 工 場 ５ ４
１１ｒ営ハ幡製鉄所９９，１０８，１７９
環 境 庁 ２ ４ ９
韓国統監府→統監府
韓国併合１２０，１４５，２５１
韓国併合条約１０６，２６８
関税および貿易に関する一般
協定→ＧＡＴＴ

関 税 自 主 権 １ ６ ， ３ ２
関 税 自 主 権 完 全 回 復 １ ０ ７
間 接 統 治 ２ ０ ０
関東軍１４３，１５３，１７１，１８７
関 東 軍 特 種 演 習 １ ９ ３
関 東 州 １ ６ ５
関東大震災１・１４，１５０，１５５
関 東 庁 １ ４ ３
関 東 都 督 府 １ ０ ７ ， １ ４ ３
関 特 演 １ ９ ３
漢 冶 萍 公 司 １ ３ ０ ， １ ６ ６
寛 容 と 忍 耐 ２ ４ ４
管 理 通 貨 制 度 １ ７ ８

き

義兵迎動→義兵闘争

１９４，２０１，２１６
２７，２８，２１５，５０，５２，８０
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１３５，１５９
１６１，１７６
４７，６５
１３５

１７３ぶ３７，２６７
２４２，２５１

ｉ５８，５９，２０３
Ｓ）３，１３１，１４２

１１０
７３
７３
１８９
２４７
２４６

１８生糸
紀伊慶福→徳川慶福
議院内閣制
機会均等
議会政策派
器械製糸
機械紡績
企画院
企業集団
企業別労働組合
菊池寛
菊池武夫
紀元節
岸田劉生
岸信介
岸信介内閣
技術革新
議定
議政官
寄生地主制
貴族院６６，６８，
北一輝
喜田貞吉
北里柴三郎
北村透谷
切符制
翼東防共自治政府
木戸幸-
木戸孝允
木下尚江

謡兵隊
義 兵 闘 争 １ ０ ６ ，
基本的人権の尊重２０３，
「君死にたまふことなかれ」
義務教育６年制
義務教育９年制２０７，
木村栄
逆コース
九か国条約１４２，１６７，
旧慣温存
救世軍
宮中・府中の別６６，１２６，

６７，８３，１５１
６４，８９

１９
１５９
１５１
１３５
１７８
２４０
６５
２５４
２２８
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１１８

緊急勅令
金玉均
金銀比価問題
『キング』
銀行法
『近代思想』
金兌換停止
緊張緩和
欽定憲法
金・ドル交換停止
金日成
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牛肉・オレンジの輸入自由化

旧平価
九竜半島
教育委員会法
教育委員公選制
教育委員任命制
教育基本法
教育勅語
教育勅語の失効
「教育と宗教の衝突」
教育二法
教育令
教科書検定制度
行財政改革
共産主義に対する防壁
強制連行
協調外交
協定関税制
共同運輸会社
教派神道
教部省
清浦奎吾
狂乱物価
共和演説事件
極東委貝会
極東国際軍事裁判

２００， ２０３

１２（）Ｌ２２１，２６３
極東の憲兵（番犬）９４，
巨文島事件
居留地
切支丹禁制高札の撤去
義和団の乱
金解禁

-
-
ｊ
５
Ｉ



金本位制の確立
金本位制の採用
銀本位制の確立
禁門の変
金融恐慌１４５，１５０，
金融緊急措置令
金融の自由化
金輸出禁止
金輸出再禁止
金（金貨）流出
勤労動員
金禄公債証書

く

クーラー
陸翔南
グナイスト
宮内大臣
国木田独歩
久米邦武
久米桂一郎
久米正雄
クラーク
「鞍馬天狗」
黒岩涙香
『黒き猫』
黒沢明
黒住教
黒田清隆
黒田清隆内閣
黒田清輝
クロポトキン

１００
４３

６３，７２
２２

１５５，１６８
２１０
２５８
１５０
１７８
１９
１９６

５２，５５

２４９

３６０９５６

１
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５９
２２９

２１１，２７２
２７２
２４８
２５６

２４１，２７２
２０４
２３８

２３３，２３５

ＫＳ磁石鋼
桂園時代
慶応義塾
『経国美談』
経済安定九原則
経済安定本部
経済企画庁
経済協力開発機構
経済大国
経済白書
警察法
警察法改正
警察予備隊

９（５，１２（５，１８１，１９１
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４５，９０，

２３，６１
５２Ｊ９，６８，７７，７８

６５
１０４
１８８

郡区町村編制法
軍財抱合
軍事教練
軍票
軍部大臣現役武官制

軍部の確立
軍令機関

岨斜生産方式
芸術座
敬神党
経費節減
京浜工業地帯
刑法
激化事件
血税
血税騒勣
血盟団
建艦詔勅
元勲内閣
「塵襄録」
元山
原子爆弾
原子模型
現条約励行論
原水爆禁止運動
原水爆禁止世界大会
憲政会
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１３１，１３８，１４６，
憲政党
憲政の常道
憲政の常道の終焉
憲政本党
憲政擁護運動→護憲運動
原爆→原子爆弾
言文一致
憲兵警察
「憲法改正要綱」
憲法研究会
『憲法撮要』
「憲法草案要綱」
憲法問題調査委員会
硯友社
玄洋社
減量経営
県令
元老
元老院

こ

小磯国昭内閣
五・一五事件
航海奨励法
公害対策基本法
公害問題
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江華条約→日朝修｀好条規
江 華 島 事 件 ５ ２ ， ７ ８
公 議 所 ３ ６
公 議 政 体 論 ２ ５ ， ２ ７
皇 紀 ２ ６ ０ ０ 年 式 典 １ ８ ８
航 空 研 究 所 １ ３ ６
「 皇 国 臣 民 の 誓 詞 」 １ ８ ９
甲午農民戦争７８，８９，１１５
高 山 族 ９ ３
皇 室 典 範 ６ ６

さくいん（き～こ）一一２アア

杭 州 ９ ２
広 州 湾 ９ ３
膠 州 湾 ９ ３
交 訥 社 ５ ８
工 場 制 手 工 業 １ ９
工 場 払 下 げ 概 則 ５ ７ ， ６ ２
工 場 法 １ １ ０ ， １ ２ ２
公 職 追 放 ２ ０ ３ ， ２ ０ ５
公 職 追 放 の 解 除 ２ ３ ２
甲申政変（事変）６４，７８
幸 田 露 伴 ９ １
講 談 ５ ６
皇道派１４０，１７７，１８１，２１５
高 等 弁 務 官 ２ ５ ２
幸徳秋水！）７，１０１，１０３，１１（）。

１１３，１２２
高 度 経 済 成 長 ２ 中 １
高度国防国家１７７，１８１
抗 日 民 族 統 一 戦 線 １ ８ ５
豪 農 民 権 ５ ８
河 野 広 中 ６ １
公 武 合 体 運 動 １ ７ ， ２ ０
降 伏 文 書 １ ９ ８ ， １ ９ ９
講 武 所 １ ４
工 部 省 ５ ４
工部大学校ｆ５５，６９，１０４
工 部 美 術 学 校 ５ ５
皇 民 化 政 策 １ ８ ９
孝 明 天 皇 １ ５
功 利 主 義 ７ ６
五箇条の誓文２７，３４，２２３
国際ＦｇＳ調体制Ｉ，１１，１５３，１５５。

１８０，１８３
川際金帆労連ｌｊｌ本協議会
→ＩＭＦ・ｊＣ

国際迦貨基金→ＩＭＦ
国際通貨基金加盟
→ＩＭＦ加樅

国際連合
圓際連合加眼
｜刈際辿盟
圓際連順良退
Ｉｌｋぼの舒１ｉ

９
０
１
２
２

９
４
４
１
８

１
２
１
２
１

４７１

国昨：ｉモ義一国粋保存主義
ｌｓｌ粋保存主義
｜小Ｉ体新論」
国体明徴運動
国イ本明徴声明
石高
国恥記念日
国定教科書制度
国鉄
国鉄の分割民営化

１
０
４
４
２
１

７５１１１１１１１１

９
″
ｎ
乙
ｌ

ｇりｇｖ
７
７
１
１

１１１
２３０，２５８

２５８
『国防の本義と其強化の提唱』

国民学校
国民協会

７７９２８９

１
１



２ ７ Ｓ - さ く い ん に ～ さ ）

国 民 協 同 党 ２ ０ ３ ， ２ ０ ６
囚 民 主 義 ７ １
国 民 主 権 ２ ０ ３
国民所得倍増計画２４５，２７３
国 民 精 神 総 動 員 運 動 １ ８ ８
同民政府→中国圃民政府
「国民政府を対手とせず」

１８５，２１７
国 民 総 生 産 ２ ４ ４ ， ２ ７ ３
国 民 徴 用 令 １ ８ ９
国民党→中国国民党
国民党→立憲国民党
『 国 民 之 友 』 ７ １
国 立 銀 行 条 例 ４ ３
国 立 銀 行 条 例 改 正 ５ ４
国連平和維持活動協力法２６１
護 憲 運 動 （ 第 １ 次 ） １ ２ ６
護憲運動（第２次）１４６，１６２
護 憲 三 派 １ ４ ６
護憲三派内閣

１４６，１４９，１６２，１６３
小 御 所 会 議 ２ ６
コ ザ 反 米 暴 動 ２ ７ ０
五 ・ 四 運 動 １ ４ １ ， １ ４ ３
児 島 惟 謙 ８ ８
戸 主 （ ５ ６ ， ８ ５ ， ２ ０ ４
五 五 年 体 制 ２ ３ ９
五 五 年 体 制 の 崩 壊 ２ ６ １
御 真 影 ８ ４
御 親 兵 ４ ０ ， ７ ５
戸 籍 法 ４ １ ， ６ ９
御前会議１５）３，２１９，２２２
五 族 協 和 １ ７ ３
五 大 改 革 指 令 ２ ０ ２
５ 大 銀 行 １ ５ １
五 代 友 厚 ５ り
国 会 開 設 請 願 逆 動 ５ ８
国会開設の勅諭５９，６５，８０
国 会 期 成 同 盟 ５ ８ ， ８ １
国家改造運動１７２，１７４，２１５
国 家 社 会 主 義 １ ４ ０
国 家 神 道 ６ １ ， ２ ０ ６
国家総動員法１８９，２１６
国家地方警察２０４，２３８
国 家 と 神 道 の 分 離 ２ ０ ６
国家法人説Ｓ１３，１２８，１６１
国 共 合 作 （ 第 １ 次 ） １ ５ ２
国 共 合 作 （ 第 ２ 次 ） １ ８ ５
国 権 回 復 運 動 １ ５ ７
国 権 論 ６ ０
後藤象二郎２５，；３３，４６，４８，７０
後 藤 新 平 １ ０ ７
近 衛 篤 麿 １ ０ ２
近 衛 三 原 則 声 明 １ ８ ６
近 衛 新 体 制 １ ９ １
近衛声明（第１次）１８５，２１７
近衛声明（第２次）１８６，２１８

近 術 声 明 （ 第 ３ 次 ） １ ８ ６
近 術 文 麿 １ ８ ２ ， １ ９ １
近術文麿内閣（第１次）

ＩＳＳ４，１８７，２１６
近術文麿内閣（第２次）

１９１，２１８
近術文麿内閣（第３次）

１９３，２１９

３

９

４

７

４

ｒ
Ｄ
０
４
Ｑ
心
ａ
り

ｌ
ｌ
り
乙
１

Ｑ）０ｎ乙

在華紡
細薗兵器
最恵国待遇
在郷軍人会
在郷商人
西郷隆盛
西郷従道
再興日本美術院
西光万吉
「西国立志編」
財政投融資
斎藤実
斎藤実内閣
済南事件
財閥
財閥解体
サイパン島陥落
済物浦条約

１３３，１６９
１８６

１０，１６，３１
１１０，１７６
１９，３２

２５，４６，４９，５３
５２，６８
１３５

１３９，１６３
５０
２４５

１７５，１８１
１７４，２１２，２１３

ｌ（）２，１０５，１０７，１１８，１１９
小 室 信 夫 ８ ０
コ メ コ ン ２ ２ ７
米 市 場 の 部 分 開 放 ２ ６ ０
米騒動１ｒｌ１，１３４，１３７，１３９
五 稜 郭 の 戦 ２ ８
ゴ ル バ チ ョ フ ２ ６ ０
金 光 教 ２ ３ ， ６ １
「 金 色 夜 叉 」 ９ １
コ ン ツ ェ ル ン １ ０ ９
コンドル５６，７０，１０４
困 民 党 ６ １

さ

西園寺公望（５８，９７，１０９，１４０，
１ｚｔ６，１４９，１５８，１７１，１７５，
１８２，２１４，２１５

西園寺公望内閣（第１次）
１１０，１１２

西園寺公望内閣（第２次）
１：２５，１２６，１６０

５５１８３２２７
１４０

１４８
１９，３２
１９

２７，３５

小林多喜二
五品江戸廻送令
呉 服
五榜の掲示
五榜の高札→五榜の掲示
駒場農学校
コミンテルン
コミンフォルム
小村寿太郎

ノＩミ院
堺利彦
坂下門外の変
佐賀の乱
阪本清一郎
坂本竜馬
相楽総三
佐川急便事件
先島分島案
桜会
桜田門外の変
座繰製糸
『鮭』
鎖国
沙市
サスケハナ号
薩英戦争
雑穀
薩長同盟
札幌農学校

４０，４８
１０３，１１０

２（）
５３
１６３

２４，３３
２６
２６１
６３
１７５
１７
７３
１３
９
９２
１０
２２
１９
２４
５５

佐藤栄作内閣１！５Ｌ；２５７，２６９
佐藤・ジョンソン共同声明

２５２
佐藤・ニクソン共同声明

２５２，２７０
佐渡金山
佐野学
左派社会党
サハリン→樺太
サミット
サライェヴォ事件
沢ｍ正二郎
沢宣嘉
沢柳政太郎
三・一五事件
三・一独立運動

６３１７５２３９２３７

１３２，１４３，
三・一独立宣言
三院制
三月革命→二月革命
三月事件
産業革命
産業恐慌
産業組合
産業構造の転換
産業合理化
産業報国会
参勤交代の緩和
三国干渉
三同協商
三国同盟
３Ｃ
「三種の神器」
三条実美
三職
ｒ三四郎』
三新法
三大事件建白運動

１１０，１７９，

１８８，１９２，

５
０
５
２
８
４
７
７
０

５
３
３
２
４
５
６
６
４
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１
１
１
１
１
１

５
２
７
３
７
６
５
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７
７
５
０
５
５
０
ｎ
乙

１
１
２
２
１
９
｀

７
９
０
９
９
１
４
１
９

１
２
３
４
４
２
３
１
６

１

１

１

２

２
ｙ

ｌ

？

！

［

Ｄ

Ｑ

リ

２

２

５

ｑ

｀
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山 東 出 兵 １ ５ ３
山東省権益１３０．ＭＬＨ２．１６５
サンフランシスコ平和条約

１？３３、２６２
産別会議
参謀本部
誂誇律
三民主義
三遊亭円朝
参与
参与会議
蚕卵紙

し

西安事件
ＧＨＱ
ＧＮＰ
Ｇ５
シーメンス事件
ＪＲ
自衛隊
ＪＴ
志賀潔
四か国条約
志賀重昂
私学校
志賀直哉
辞官納地
私擬憲法
私擬憲法案
時局匡救費
『紫禁城』
自警団

２０５
１３４，１８５，２１７

５０
１２５
５６
２５
２２
１８

侍従長
侍従武官長
市制・町村制
事前協議制
自然主義
士族
士族授産
士族反乱
士族民権
事大党
師団
自治体警察
七博士意見書
執政
幣原外交
幣原喜重郎

１５７
幣原喜重郎内閣

１４２，
１６８，
１６３，

４９，５３
４９
６４
４２

２０４，２３８
１０２

１７３，２１２
１４７，１５７
１４７，１５３，
１７１，２０２
２０２，２０３，

Ｈ４１４６

１
２４３， ２６８

６４，７８
８４ｊ２（；，１８１

８４
６９

２４０
２０９

２６５８５８
１７９
１３５
１４５

ｎ２，

１１２
１４２
７１
４９
１３５

１８４
２００

２４４，２７３
２５９
１２７
２５８
２３８
２５８

四国艦隊下関砲撃事件
→下関戦争
色丹島
自作農創設特別措置法
『時事新報』

：！（）７Ｊ（ｊ９．２１０．
自動車
品川弥二郎
支那頃変
支那駐屯軍
支払猶予令
師範学校令
渋沢栄一
紙幣整理
シペリア出兵
シベリア鉄道
シペリア撤兵
シペリア抑留問題
司法権の独立
資本の自由化
島崎藤村
島地黙雷
島津斉彬
島津久光
島村抱月

９４，１８３，

り
Ｉ
４
９
８
９
８
５
８
４
５
１

り
一
り
｝
１
１
１
ふ

６９
４３，７３

２
１
７
２
７
８
Ｑ
Ｕ

６
３
１
４
６
８
ｊ
ｑ

１
１
１
ｎ
乙
Ｑ
乙

９７ＱＵ

９１，１０３，１１１
５５
１３

２０，２２
１１２，１３５

自民党→自由民主党
四民平等
下 田 １ ０ ， １ ６
下関条約６３，９２，９９，１１６，２６３
下 関 戦 争 ２ ２
下村観山
下山事件
シャウプ
シャウプ勧告
社会主義協会
社会主義研究会
社会大衆党
社会党→日本社会党
社会党再統一
社会民衆党
社会民主党（戦後）
社会民主党（明治）
社会民主党宣言
写実主義
写生
借金党
謝花昇
上海事変（第１次）
上海事変（第２次）
十一月革命→十月革命
自由インド仮政府
周恩来
集会条例
自由学園
十月革命
十月事件
衆議院
集議院
自由教育運勣
従軍慰安婦
重慶
自由劇場

１０４，１３５

６８，
３６，７４
１４８
１８６

９２，１８５
１１２

６
１
９
８
１
５
り
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９
７
５
４
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７
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１
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１
１
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２４０，２５３，

さくいん（さ～し）- -２７９

｜随行
修身
亜臣

１５１
（ｎＪＨ，２０７

１７７．２１５

修身・日本雁重窓謳ｌ左言や毬怒張啓白
止
終身雇用制
集成館．
「終戦の詔占」
自由党→日本自由党
自由党（吉田）
自由党（明治）
自由党解党
「自由党を祭る文」
『自由之理』
自由民権運動

７
６
４
８

０
４
１
９

２

２

１

１２３０，２３７
６０，８９，

９７，１

四
ａ
０
９
Ｊ
Ｏ
Ｑ
Ｊ

９
６
１
Ｑ
り
４

自由民主党（自民党）２３り，２６１
重要産業統制法
主権在民
主権線
主戦論
シュタイン
ジュネーヴ協定
ジュネーヴ四巨頭会談
ジュネーヴ会議
準政府間貿易
春闘
春陽会

１５６
２０３
４
２
５
０
０
８
１

１
０
６
４
４
５
ｒ
ａ

１
１
２
２
１
ｎ
乙
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２４７，２７２
１３５

蒋介石１５２，１７２，１７４，１８４，１９８，
２２２，

小学校
小学校令
彰義隊
将軍継嗣問題

職
Ｕ
制
義

見
陽
区
主
命
正
許

後
争
挙
本
革
税
改
勅

軍
喊
選
泰
日
費
費
約
約

将
日
小
尚
小
消
消
条
条
条約勅許問題
昭和恐慌
昭和電工
昭和電工事件

２３１
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１Ｅ５６，１７４，１７８

昭和天皇１４６，１７１，１７７。
１８５，１９３，１９７，２０１，

職業婦人
殖産興喋
食料自給率の低下
食粒メーデー
『女工哀史』
女子英学塾
女子挺身隊
職工義友会
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２ｊ？θ-さくいん（し～そ）

『職工事情』
所得税中心主義
ジョンソン
ｒ白樺』
白樺派
新円切り替え
辛亥革命
新貨条例
新感覚派
神祇官
神祇省
新京
新教育委員会法
信教の自由
新劇
人権指令
・『人権新説』

１１２，１３５，

新興工業地域経済群
新興財閥
新国劇
壬午軍乱（事変）
震災恐慌
震災手形
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１４５，１５０
震災手形割引損失補償令１４５
新 思 潮 派 １ ３ ５
神社神道→国家神道
神 社 制 度 ６ １
神 社 本 庁 ２ ０ ７
真 珠 湾 攻 撃 １ ９ ４
新 人 会 １ ３ ８
壬 申 戸 籍 ４ １
仁 川 ５ ２
「 神 代 史 の 研 究 」 １ ３ ６
新 体 制 運 動 １ ９ １
新 中 間 層 １ ３ ８ ， １ ５ ９
神 道 国 教 化 政 策 ２ ９ ， ４ ７
新 党 さ き が け ２ ６ １
神 道 指 令 ２ ０ ６
人 道 に 対 す る 罪 ２ ０ ０
「ＭＩ道は祭天の古俗」９０，１８８
「新日本建設の詔書」２０７，２２３
新 日 本 製 鉄 ２ ４ ８
新 日 本 窒 素 ２ ５ ０
新 派 劇 １ ０ ４
神 風 連 の 乱 ５ ３
新 婦 人 協 会 １ ３ ９
神 仏 習 合 （ 神 仏 混 淆 ） ２ ９
清 仏 戦 争 ６ ４
神 仏 分 離 令 ２ ９
新 聞 紙 条 例 ５ ０
親兵→御親兵
新 平 民 １ ６ ３
進 歩 党 ９ ５
進歩党→日本進歩党
新 見 正 興 ３ ２
臣 民 ６ ８
人 民 戦 線 事 件 １ ８ ８

神武景気
新律綱領
新冷戦

す

水平社→全国水平社
「水平社宣言」
枢軸陣営
枢密院６５，６８，
スエズ動乱
末広鉄腸
スカルノ
杉山元治郎
鈴木梅太郎
鈴木貫太郎
鈴木貫太郎内閣
鈴木商店
鈴木善幸内閣
鈴木文治
鈴木三重吉
鈴木茂三郎
スターリン
砂川事件（闘争）

２４１、

２５６、

２７２
６６
２５８

１３９，１６３
１８３

１ｒ５１，１６８，１９１

１８１，
１９８，
仙
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１
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３３
　

１９８，２２０，
２３７，

スミソニアン（協定）
住友銀行

せ

正院
征韓論
生産性向上運動
製糸業
政治小説
政事総裁職
政治犯の釈放
政社
成城小学校
『生々 流転丿
政体書
『青轄丿
青鞘社
政党内閣

制度取調局
西南戦争
青年会
青年将校
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１４９，２０５

１４６，

６５
５３
１１０

１４０，１７７，１８１
政友会→立憲政友会
政友本党
ｒ西洋事情』
政令２０１号
世界恐慌
世界銀行加盟
世界貿易機構
関所廃止
赤報隊
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石油
石油化学コンビナート
石油危機（第１次）
石油危機（第２次）
赤瀾会
赤痢菌
Ｚ項
設備投資
宣教使
戦後恐慌
全国水平社
戦時統制経済
漸次立憲政体樹立の詔
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５０，８０
先進５か国蔵相・中央銀行総
裁会議
先進国首脳会議
戦争犯罪人
「船中ハ策」
宣統帝
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Ｉ
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ｒａ八乙

全日本産業別労働組合会議
→産別会議
全日本労働総同盟
前年度予算執行権
「善の研究」
戦犯
全面講和
占領政策の転換
占領地域統治経済資金
占領地経済復興援助資金

そ

総裁
宗氏
創氏改名
壮士芝居
増税なき財政再建
造船疑獄事件
造船奨励法
宗属関係
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完乏荏雷乖Ξ謡坦苔砿こ
ｎ５，１１６

総同盟→日本労働組合総同盟
総同盟→日本労働総同盟
総評→日本労働組合総評議会
草 莽 隊 ２ ６
総 領 事 １ ０
総 力 戦 体 制 １ ７ ７ ， １ ８ １
副島種臣３６，ｚ１６，４８
ソーシャル・ダンピング１８０
祖国復帰運動→沖縄復帰運動
租借
蘇州
『即興詩人』
園田直
『それから』
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ソ連１ｚ１７，１５２，２２７，２３３，２５６，
２６０



ソ 巡 解 体 ２ ６ １
ソ連の対日参戦１５）８，２２２
尊 王 攘 夷 運 動 １ ７ ， ２ １
孫 文 １ ２ ５ ， １ ５ ２

た

第１回普通選挙１５４，１６４
第 一 銀 行 １ ５ １
第 一 国 立 銀 行 ４ ４
第１次護憲運勁
→護憲運動（第１次）
第１次世界大戦１２９，１３３
大院君４（ｉ，６４，１１５
太 陰 太 陽 暦 ４ ７
対 外 硬 派 ８ ９ ， １ １ ５
大 学 闘 争 ２ ５ ０
大 学 南 校 １ ４
大 学 令 １ ３ ８
対華二十一か条の要求
→二十一か条の要求

大 韓 帝 国 ９ ３
大 韓 民 国 ２ ２ ８
大 逆 罪 ６ ６ ， ２ ０ ４
大 逆 事 件 １ １ ０
耐 久 消 費 財 ２ ４ ４ ， ２ ４ ９
大 教 院 ４ ７
大 教 宣 布 の 詔 ４ ７
大 区 ・ 小 区 制 ６ ９
第 五 福 竜 丸 事 件 ２ ４ １
第 三 勢 力 ２ ４ ０
対 支 政 策 綱 領 １ ５ ３
大衆文学（大衆小説）１５９
大 正 新 時 代 の 天 佑 １ ６ ４
大 正 政 変 １ ２ ６
大 正 デ モ ク ラ シ ー １ ２ ６
大正デモクラシーの終焉１７４
大 審 院 ５ ０ ， ７ １ ， ８ ０
『 泰 西 国 法 論 』 １ ３
大 政 奉 還 ２ ５ ， ３ ３
大 西 洋 憲 章 １ ９ ９
大 政 翼 賛 会 １ ９ １
大 戦 景 気 １ ３ ３
大 船 建 造 の 解 禁 １ ３ ， １ ４
大 東 亜 会 議 １ ９ ６
大東亜共栄圏１９２，１９５
大 東 亜 戦 争 １ ９ ４
大 同 団 結 運 動 ７ ０
第２次護憲運動
→護憲運動（第２次）

第 ２ 次 世 界 大 職 １ ９ ０
第 ２ 次 日 英 同 盟 １ ０ ６
対日石油禁輸１９３，２１９
対 日 理 事 会 ２ ０ ０
大 日 本 帝 国 憲 法 ６ ５ ， ８ ２
大日本労働総同盟友愛会

１３９，１６２

大Ｆ１水産３賢報国会
人：ロ本政治会
台場

１闘
２０３
１３

太平洋Ｉ以争-アジア２４にｙｌ゙ 洋戦
争
１’大菩雌峠．ｉ
大本営
泰緬鉄道
大冶
「太陽」
『太陽のない街』
太陽暦採用
第４次中東戦争
大連
対露同志会
台湾
台湾銀行
台湾出兵
台湾総督府
台湾民主国
高碕達之助
タカジアスターゼ
高島炭坑（炭鉱）
高杉晋作
高野岩三郎
高野房太郎
高橋是清
高橋是清内閣
高橋財政
高橋由一
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ｌｚ１（５，１５１，１７８，
１４２，

高平・ルート協定
高峰譲吉
高村光雲
高山樗牛
財部彪
滝川事件
滝川幸辰
竹下登内閣
太政官
太政官札
たたら製鉄
橘孝三郎
「脱亜論」
脱隊騒動
辰野金吾
伊達判決
伊達宗城
田中角栄
田中角栄内閣
田中義一内閣

田中正造
田中館愛橘
田中長兵術
田中不二麿
谷干城
谷崎潤一郎
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さくいん（そ～ち） - べ認／

ｉ・種蒔く人Ｊ
ＷＴＯ
川山花袋
ダレス
単一為林レート
川菊左｜啼代
段祓瑞
塘訪停戦協定
男于普通選挙
団琢磨
単独講和
短波川アンテナ
耽美派

ち

治安維持法
治安維持法改正
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１４７ｊ６３，２０２
１５４

治安警察法１０１，１２１，２０２
治安警察法第５条撤廃運動

チェコスロヴァキア
治外法権
『逐条憲法精義』
筑豊
地券
治罪法
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乙″り７１

千島列島ＩＩ，３０，５２，７７，２２０，２６３
千島・樺太交換条約
→樺太・千島交換条約

地 租 ４ １
地 租 改 正 ４ １ ， １ ０ ０
地 租 改 正 条 例 ４ １ ， ７ ５
地租改正反対一揆４１，５３，７５
地 租 増 徴 案 ９ ５
秩 父 事 件 ６ １
秩 禄 処 分 ５ ３
血 の メ ー デ ー 事 件 ２ ３ ８
知藩事
地方改良運動
地方官会議
地方自治法
地方税規則
茶
チャーチル
「茶の本」
堤岩里事件
『中央公論』
中華人民共和国
中学校令
中華民国
中間子理論
中間指令
巾国（革命）同盟会

２！８，３７，３９，４０
１１０

５０，８０
２０４，２２５
５８，６９
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１２９， １３８，
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１２５，
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１６１
２３３
６９
２３３
２３６
２００
１２５

中国共産党１５２ｊ６８，１７２，１８３，
１８４，２２８

中 国 国 民 革 命 １ ５ ２



２召２-さくいん（ち～と）

中国国民政府１ｆ５３，１５７．１７２，
１７４，１８５，２１７，２３１

中国国民党
中囚内戦
中東戦争（第４次）
中道内閣
中流意識
張学良
超均衡予算
張鼓峰事件
張作霖

１５７，１７１，
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Ｑ
Ｕ

１
２
２
２
２
１
２
１

張 ｎ ミ 霖 １ ５ ２ ， １ ５ ７
張作霖爆殺事件→満州某重大
事 件

長州征討（第１次）
長州征討（第２次）
長州藩外国船砲撃事件
長春
朝鮮休戦協定
超然主義
朝鮮人虐殺事件
朝鮮戦争
朝鮮総督府

２２２４２１

２３８，
１０５
２４０

８８，１１３
１４５

１２３２，２４１，２６４

１０６
朝鮮独立宣言→三・一独立宣
言

朝鮮民主主義人民共和国２２８
「 蝶 々 夫 人 」 １ ３ ５
町 内 会 １ ８ ８ ， １ ９ ２
徴 兵 告 諭 ４ ２ ， ７ ５
徴 兵 制 （ 台 湾 ） １ ９ ７
徴 兵 制 （ 朝 鮮 ） １ ９ ７
徴 兵 令 ４ ２
『 朝 野 新 聞 Ｊ ５ ０
勅 令 １ ８ ９
頃 台 ４ ２ ， ７ ５

徴兵告諭
徴兵制（台湾）
徴兵制（朝鮮）
徴兵令
ｒ朝野新聞丿
勅令
鎮台
青島

つ

築地小劇場
対馬
津田梅子
津田左右吉
津田真道
坪内逍遥
冷たい戦争→冷戦

て

低為替政策
抵抗権
帝国議会
帝国劇場

１３０，１６５

１４８
９，４６
４５

１３６，１８８
１３，４９
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２６
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１
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ヲ

１

５８

「帝国国策遂行要領」（第３
次近衛内閣）１９３，２１９

「帝国国策遂行要領」（東条
内 閣 ） １ ９ ４

「帝国国防方針」１０９

帝国大学令
帝国芙術院美術展覧会
帝人事件
帝展
出口王仁三郎
出口なお
鉄血勤皇隊
鉄鋼研究所
鉄道開通（新橋一横浜）
鉄道業
鉄道国有法
手紡
寺内正毅
寺内正毅内閣

寺島宗則
寺田屋事件
テレビ
テレビ放送開始
電気洗濯機
電気冷蔵庫
天狗党の乱
転向
電信
天津条約
伝染病研究所
天昧組の変
天長節
天皇

１３１，
１３７，

１０６，
１３２，
１６６
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１７６
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天皇機関説８３，１２８，１６０，２１４
天皇機関説問題
天皇主権説
天皇大権
天皇の人間宣言
ｍ畑永代売買の解禁
『天平の面影』
天賦人権論
「天賦人権論」
天保の薪水給与令
天満紡績
天理教
電力

と

ドイッ降伏
東亜新秩序声明
東欧革命
東海散士
東海道新幹線
東海道線
束学

１７６
１２９，１６１

６７，８３
２０７，２２３
４１，７５
ｎ２

５０，５９
５９
１０
１０１

２３，６１
１３３

１９８
１８６，２１８

２６１
５９
２４９
７３
８９

東学党の乱→甲午農民戦争
統監府
東京
東京駅
東京オリンピック

６
８
４
９

０
２
０
４

１
１
９
Ｑ

ｊ £ 京 音 楽 学 校 １ ３ ５
東欧裁判→極東国際軍事裁判
東京専門学校
東京大学
束京大空襲
『東京日日新聞』
束京美術学校
東京砲兵工廠
束郷茂徳
束西ドイツの統一
同志会→立憲同志会
同志社
東条英機
束条英機内閣
束清鉄道
統帥権干犯問題

５６
５０Ｊ５，６９

１９７
４９
７１
５４
２２２
２６１

１７７，１９１，
１９４，
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Ｉ

Ｉ

統帥権の独立６８，８ｚｔ，１７６，１８５

統制派
討幕の密勅
東方会議

１７７，２１６

同盟→全日本労働総同盟
頭山満
『東洋経済新報』
東洋大日本国国憲按
東洋拓殖会社
『東洋の理想Ｊ
『遠野物語』
毒ガス
徳川家定
徳川家茂
徳川斉昭
徳川慶福
徳川慶喜
特需景気
特殊権益
独占禁止法

３
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１４２５１３
１７

１４，１７
１４，１１１，２２，２５，３３

独占禁止法改正
独ソ不可侵条約
徳田球一
徳田秋声
徳富蘇峰
徳富蘆花
徳永直

２４１１３１２０８２４７１９０２０３ｍ
Ｅ５６，７１，９４

特別高等警察１１０，１５４，
特別志願兵制度
独立党
床次竹二郎
都市大衆文化
土地調査事業
特高→特別高等警察
ドッジ
ドッジ・ライン
隣組
鳥羽・伏見の戦
飛び仔
富岡製糸場
戸水寛人
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朝 永 振 ・ ‥ - ・ 郎 ２ ３ ６
豊 田 佐 吉 １ （ ） ８
ト ラ ウ ト マ ン 和 平 工 作

１８５，２１８
ト ラ ス ト １ ０ ９
虎 の 門 事 件 １ ・ １ ６ ， １ ６ ２
取 付 け １ ５ １
トルーマン１９８，２２２，２２７，２３２
ト ル ー マ ン ・ ド ク ト リ ン ２ ２ ７
ド ル 買 い １ ７ ４ ， １ ７ ８
ド ル 危 機 ２ ５ ４ ， ２ ５ ５
ド レ ー パ ー ２ ２ ９
屯 田 兵 制 度 ４ ６

な

内閣
内国勧業博覧会

６６，６７
内 国 勧 業 博 覧 会 ５ ４
内大臣１２（ｉ，６（５，８４，１２６，１６０
内地雑居
内治優先論
内務省
内務省解体
ナウマン
直木三十五
永井荷風
中江兆民
中岡慎太郎
長岡半太郎
長崎造船所
中里介山
巾島信行
中曽根康弘内閣
永田鉄山
永田鉄山斬殺事件
中村大尉事件
中村太ハ郎
中村正直
中山忠光
ナショナリズム
ナチス
『夏木立』
夏目漱石
７３１部隊
鍋山貞親
生麦事件
鉛活字
成島柳北
南紀派
南京虐殺事件
南進
南部仏印進駐
南北朝正閏問題
南洋諸島
南洋庁

７０，７１，８９
４５，４６
４８，５４
２０４
５６
１５９
１３５

５９，８１
２４
１１２
６３
１５９
６０
２５７

１７７，２１５
１７７
１７１
１０２

４９２２
７１

１８３，２１３
７２
１１１
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１１３２，１９１，１９２
１９３，２１９
ｎｌ，１８８
１３０，１４１

１４１

に

ーゼネスト計画

新潟
新潟水俣病
新島襄
ＮＩＥＳ
二科会
二月革命
ニクソン
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２

２
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ｎ

乙
ニクソンショック→ドル危機
ニ ク ソ ン 訪 巾 ２ ５ ３
二 個 師 団 増 設 １ ２ ８
二個師団増設問題１２６，１６０
ニ コ ラ イ ８ ８
ニ コ ラ イ 堂 ５ ６
西 ・ ロ ー ゼ ン 協 定 ９ ３
西 周 １ ３ ， ４ ９
西 川 光 次 郎 １ ２ ２
西 田 幾 多 郎 １ ３ ６
西 原 亀 三 １ ３ １
西 原 借 款 １ ３ １
二十一か条の要求１３０，１６５
日英通商航海条約Ｓ３８，９０，１１５
日英同盟１０２，１１８，１３０，１４２。

１６４
日 英 同 盟 論 １ ０ ２
日独伊三国軍事同盟１９２，２１８
日 独 伊 三 国 防 共 協 定 １ ８ ３
日 独 防 共 協 定 １ ８ ３
日米安全保障条約２３５，２６４
日米安全保障条約の合憲性

２６５
日米安保条約
→日米安全保障条約
日米行政協定２３５，２６４
日 米 経 済 構 造 協 議 ２ ６ ０
日 米 交 渉 １ ９ ２ ， ２ ２ ０
日 米 修 好 通 商 条 約 １ ６ 岬 １
日米新安保条約→日米相互協
力及び安全保障条約
日 米 新 時 代 ２ ４ ２
日 米 新 通 商 航 海 条 約 １ ０ ７
日米相互協力及び安全保障条
約 １ ２ ４ ２ ， ２ ６ ７
日 米 地 位 協 定 ２ ６ ８
日米通商航海条約失効１９１
日米通商航海条約廃棄通告

１８６
日米貿易摩擦１！４６，２６０
日 米 和 親 条 約 １ ０ ， ２ ９
日 満 議 定 書 １ ７ ３ ， ２ １ １
日 満 経 済 ブ ロ ッ ク １ ８ ０
日 露 協 商 論 １ ０ ２
日露協約１０７，１２５，１３０
日露戦争１（Ｂ，１１８，１２５

さくいん（と～に） - ２Ｓｊ

１１露和親条約
Ｌ１７４‘り£本条約
日りＷ平和条約
日韓会ａれ第７次）
日韓議定書
日韓基本条約
日韓協約（第１次）
日韓協約（第２次）
日韓｜届約（第３次）

Ｈ ３０， ７７
９
１
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１０６，１２０

日韓請求権・経済Ｉ協力協定

日韓併合→Ｑ４巾ｌ併合
日教組→日本教職貝組合
剛き修好条規
「日新真事誌，１
日清戦後経営

１０６２６９

４５４９９５
日清戦争Ｓｊ０，１００，Ｈ５
日 清 通 商 航 海 条 約 １ １ ６
日 ソ 基 本 ＝ 粂 約 Ｌ １ ７
日ソ共同宣言２４０，２６６
日 ソ 中 立 条 約 １ ９ ２
日中共同声明２３５，２５３，２７０
日 中 全 面 戦 争 １ ８ ４
日中平和友奸条約１２５３，２７２
日 朝 修 好 条 規 ５ ２ ， ７ ７
二・二六事件１２７，１７７，１８１。

２１５，２１６
『 日 本 』 ７ ！
『日本改造法案人綱ｊＨ０，三三
日 本 勧 業 銀 行 ９ ９
日本共産党Ｈ０，１５ｊｌ，１（１１，１７５。

２０３，２：３０，２３７，２３８
日本教職員紐合
日本協同党
日本キリスト教婦人矯風会

日本銀行
日本銀行水店
日本憲法見込案
日本り啖銀行
日ン４引刈憲法２０３，
日本国家社会党
日本産匙
臼１本資本主義発達史講座Ｊ

２３９
２０３

０１６２削
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１

日 本 礼 会 七 義 同 盟 １ ３ ９
日本ｌｌ：ｊ’？党（戦後）

１？０３，２（）６，１２３９，２６１
日本ｉ．ｌ：会党（明柚）ＨＯ
日本自由党１！（）３，２０５
日 本 剣 義 ９ ４
１ ‘ 日 本 人 メ ７ １ ， １ ０ １
日 本 人 移 民 排 斥 運 動 １ ０ ７
日 本 新 党 ２ ６ １
日 本 進 歩 党 ２ ０ ３ ， ２ ０ ５
日 本 製 鋼 所 １ ０ ８
日本製鉄１７９，２０９，２４８



２ｊ？√゛-さくいん（に～ふ）

日本たばこ産業
ロ本窒素肥料
日本帝国憲法
日本的労使関係
日本鉄道
日本電話電信
ロ本農民組介
日本農民組合（戦後）
ｒ日本之下層社会』
日本美術院
１１本美術院再興
日本民主党
日本無産党
日本郵船会社
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日本労働組合総同盟２０５
日本労働組合総評議会

１２３３，２４７，
日本労働組合評議会１３９，
日本労働総同盟
日本労農党
人間宣言→天皇の人間宣言

ぬ

抜け参り→御蔭参り

ね

ネール
年貢半減令
年功序列賃金

の

ノーベル賞
農協→農業協同紐合
農業基本法
農業協同組合
農工銀行
農山漁村経済更生運動
農産物の輸入自由化
農商務省
農地委員会
農地改革
農地調整法改正
野上弥生子
野口遵
野村吉三郎
ノモンハン事件

已一１３９１５４

ｍ２７２４６

１４８，２３６

１０１，１１０，

ノルマントン号事件
野呂栄太郎

は

パークス
ハーグ密使事件
ハーデイング

一ふ２０９９９１７９２５８１９９一２０９
２０９，２４４

２０９
１２３
１７９
１９２

１８７，１９０
７０
１５９

２５０６４１
１
１

配給制
廃娼運動
賠償協定
賠償問題
廃刀令
廃藩置県
廃仏毀釈
『破戒丿
破壊活動防止法
ｒ墓守丿
萩の乱
白馬会
覇権条項
箱館
橋本雅邦
橋本欣五郎
羽仁もと子
橋本左内
破傷風菌
パソコン
畑俊六
八月十八日の政変
幕閣独裁
鳩山一郎

１？２９，２３４，
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１３３
２８，３６

→アジア・アフリカ会議
反日義兵闘争→義兵闘争
藩閥

１３１４

３９，７４
２９
１１１
２３８
１１２
５３
１０４
２７１
１０

７１，１０４
１７５
１４８
１７
１１２
２５７
１９１
２１

１２，１４

１７６，２０３，２０５，２３７，２６６
鳩山一郎内閣
ハノイ
馬場銭一
馬場辰猪
バブル経済
歯舞諸島
浜口雄幸内閣
蛤御門の変→禁門の変
林銑十郎
葉山嘉樹
原敬

２３９
１８６，１９２
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１８２，２１５
１４８

１３２，１６２
原敬内閣Ｉ；３１！，１３７，１４０，１４４，

１６８，１８８
パリ講和会議
ハリス
ハリマン
パリ和平協定
ハル
ハル・ノート
ハワイ
ｒ万国公法丿
万国対峙

１４０
１０，１５，３１

１０７
２５３
１９２
１９４
９４
１３
７４

万歳事件→三・一独立運動
蕃書調所
蛮書和解御用
阪神工業地帯
版籍奉還
バンドン会議

４０
２４０

蛮リ３演説
反吉旧勢力

ひ
ＰＫＯ協力法
ＢＣ級戦犯
非核三原則
束久渥宮稔彦王
東久逍宮稔彦王内閣
引揚げ
ビキニ水爆実験
土方与志
菱田春依
非自民連立内閣
非峨論
一橋派
̶橋慶喜→徳川慶喜
ヒトラー
日比谷焼打ち事件

１０６，１０９，１１９，
ｒ悲母観音Ｊ
ひめゆり部隊
兵庫
兵庫造船所
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１２７，１８１，２１７
５２，６４，１１５

９３
１００

１７３，２１２

２１０
２７，３５，３６

４２，４９，５６，６４，７９
６１

２５３，２７２
１３８

４９，６０，９１
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平塚らいてう
平沼騏̶郎内閣
平野国臣
ビルマ
広沢真臣
広田弘毅
広田弘毅内閣
閔妃
閔妃殺害事件
貧民窟

ふ

ファシズム
フィリピン
フィルモア
封じ込め

１７５，１７７，２１５
９４，１９６，２３４，２６３

プゥチャーチン
『風流仏』
フェノロサ
フォッサマグナ
フォンタネージ
深川セメント
不換紙幣
溥 儀
復員
福岡孝弟
福沢諭吉
福島事件
福田赳夫内閣
福田徳三
福地源一郎



不敬罪
府県会規則
府県制・郡制
府県藩三治制
富国強兵
釡山
藤島武二
富士製鉄
藤田小四郎
撫順炭鉱
婦人参政権実現
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婦人参政権獲得期成同盟会
１３９，

婦人代議士
扶清滅洋
婦選獲得同盟
不戦条約
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北方領上問題
咄積八束
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満州移民→諾諾鵬脇計画
満州国
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２召６-さくいん（み～よ）
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三池炭坑（炭鉱）
三浦梧楼
三浦環
三重大一揆→伊勢暴動
三木武夫
三木武夫内閣
三島通庸
水油
溝口健二
美空ひばり
三鷹事件
『みだれ髪』
三井銀行
三井金属鉱業
三井
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三井三池炭鉱争議２４５，２４６
ミ ッ ド ウ ェ ー 海 戦 １ ９ ５
三 菱 会 社 ５ ４ ， ６ ３ ， ７ ４
三 菱 銀 行 １ ５ １
三 菱 合 資 会 社 １ ０ ９
三 菱 重 工 業 ２ ４ ８
三 菱 長 崎 造 船 所 ９ ９
水戸斉昭→徳川斉昭
水 俣 病 ２ ５ ０
南ヴェトナム民族解放戦線

２５１
南樺太→樺太
南満州鉄道株式会社１０７，１６５
美濃部達吉１２８，１６０，１７６，２１４
三 宅 雪 嶺 ７ １
宮沢喜一内閣２３９，２６１
宮 沢 内 閣 ２ ６ １
苗 字 ４ １
「 明 星 」 １ ０ ４
民 芸 運 動 １ ３ ５
ｒ 民 権 自 由 論 』 ５ ９
民主化同盟（民同）２２９，２３３
民 主 自 由 党 ２ ２ ９
民主党（芦田）２０６，２１１
民主党（鳩山）→日木民主党
民政党→立憲民政党
民撰議院設立建白書４８，７９
民 俗 学 １ ３ ６
民 族 自 決 １ ４ ３
民 党 ８ ９
民同→民主化同盟
民 部 省 札 ４ ３
民法（明治民法）６６，８５
民 法 改 正 ２ ０ ４ ， ２ ２ ５
「民法出て忠孝亡ぶ」６６，８５
民 法 典 論 争 ６ ６
民本主義１１２８，１３７，１６１
『 民 約 訳 解 ｊ ５ ９

民友吐
民力休養
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「武蔵野」
無産政党
武者小路実篤
無政府主義
陸奥宗光
武藤章
無賠償方針
村中孝次
村山富市内閣
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明治
明治１４年の政変
明治６年の政変
明治美術会
「明六雑誌」
明六社
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綿織物
綿織物業
綿花輪入関税撤廃
綿紡績業
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モース
毛沢東
モスクワ宣言
持株会社
持株会社整理委員会
モッセ
本木昌造
元田永孚
「もはや戦後ではない」

モラトリアム
森有礼
森鴎外
森戸辰男
モロトフ
門戸開放
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ハ木秀次
矢島栂子
安井曽太郎
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矢内原忠雄

９
９
１
５
１
Ｑ
Ｕ

５
５
０
３
５
只
）

１
１
１
１
１
１
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山 川 捨 松 ４ ５
山 川 均 １ ３ ９
山 田 美 妙 ７ ２
山内豊信（容堂）２５，３３
山 室 軍 平 １ ０ １
山木権兵衛内閣（第１次）１２７
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猶存社
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郵便制度
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ｒ郵便報知新闘』
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洋学所
預金封鎖
翼賛政治会
翼賛選挙
枇須賀海軍工廠
横須賀製鉄所
横浜
横浜開港
横浜正金銀行
「横浜毎日新聞」
横光利一
横山源之助
横山大観
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吉田茂内閣（第２次）
吉田茂内閣（第３次）

２２９
１１１１０，２３３，

２：３５，２３８
吉田茂内閣（第５次）：２３８，２３９
吉野作造１２８，１３Ｓ４，１６１，１６８
吉村寅太郎
四日市ぜんそく
米内光政
米内光政内閣
世直し
世直し一揆
予防拘禁制度
『読売新聞』
「万朝報」
四・一六事件
四か国条約
四国艦隊下関砲撃事件
→下関戦争
４大公害訴訟
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落語
『落葉』
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ラジオ民間放送開始
『羅生門』
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理化学研究所
陸軍軍縮
陸軍士官学校事件
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立憲同志会
立憲民政党
リッジウェイ
立志社
立志社建白
リットン調査団
吏党
琉球
琉球処分
琉球政府
琉球政府主席の公選
琉球藩
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柳条湖事件
領事裁判権
寥承志
遼東半島
旅順
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冷戦
冷戦の終結
黎明会
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労 働 関 係 調 整 法 ２ １ ０
労 働 基 準 法 ２ １ ０
労働組合川成会１０１，１２２
労 働 糾 合 法 ２ １ ０
労 働 省 ２ １ ０
１ ‘ 労 働 世 外 ， １ １ ２ ２
労 働 島 民 党 １ ５ ４
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